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凡例

-原文においてアラビア文字とキリル文字で書かれたテクストの転写は、ラテン文字に

よる0

・文字の転写はアメリカ議会図書館の方式 (LC方式)を若干簡略にした方法に基づく 0

・アラビア文字で書かれたテクストの転写は、現代タタール語やロシア語などでの表記

にかかわらず、原文の綴りに基づく。

-固有名調の表記については、人名は原文の綴りに基づくラテン文字転写とし、地名は

ロシア語を基準としたカナ表記を原則とする。しかし引用した訳文などにおいては、

このかぎりではない0

・日付はロシアの旧暦(露暦)により表記する。これを現在の西暦に換算するには、 19

世紀で 12日、 20世紀で 13日を加算する。

-引用した訳文のなかの[ ]は、筆者による補足を意味する。
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序論一先行研究の動向と本研究の目的

I.前史

ヴォルガ)1¥の中流域からウラル山麓にかかる地域には現在、言語、宗教、エスニシテ

ィなどの様々な要素について多種多様な人々が居住する。ヨーロッパ・ロシア1最長の川

であるヴォルガは、モスクワの北西約 250kmに源流を持ち、ニージニー・ノヴゴ、ロド

やチェボクサルィといった諸都市を経てカザン付近までほぼ東に流れ、カザンから南下

してウリヤノフスク、サマラ、サラトフなどを通り、アストラハン下流でカスピ海に注

ぐ。ウラル山麓には、ベルミ、エカテリンブルグ、チェリャビンスク、ウファといった

諸都市が存在する。またウファの南、北カザフ草原方面には、 18世紀に建設された要塞

に起源を持つ都市オレンブルグが位置する。この地域には現在、ロシア連邦内共和国と

して、上述のチェボクサルィを首都とするチュヴァシ共和国、その西南のモルドヴィア

共和国、またチュヴァシの北東のマリ・エル共和国、カザンを首都とするタタルスタン

共和国、その北東のウドムルト共和国、さらにタタノレスタン東南のパシコルトスタン共

和国が存在する。言語については、ロシア語が東スラヴ系であり、チュヴァシ語、タタ

ール語、パシキール語がテュルク系、モノレドヴァ語、マリ語、ウドムノレト語がフィン・

ウゴ‘ル系で、ある。このように複雑な構成を持つヴ、オノレガ・ウラル地域の大きな特徴の 1

つは、宗教について、ロシア正教徒が住民の多数を占めるのは当然としても、ムスリム

の割合が相当に高いことである。とりわけテュルク系のタタール人(ヴォルガ・タター

ルあるいはカザン・タターノレ)とパシキール人は、そのほとんどがスンナ派ムスリムで

ある20

この地域に多くのムスリムが居住する背景には、もちろん歴史的な経緯がある3

ヴォルガ中流域には、 9世紀初めまでにテュルク系の遊牧集団ヴォルガ・ブノレガール

が来住していた。彼らはハザノレ4(こ従属していたが、 10世紀初めには独立を意図し、パ

1 ヨーロッパ・ロシアとは、ロシアの領域のうち、ウラル山脈以西を指す。

2 タタルスタン共和国では人口のほぼ半数がムスリムのタタールであり、彼らはロシア

人よりも若干多い。またパシコノレトスタン共和国では、人口の 40%近くがロシア人であ

るが、ムスリムであるタタール人が 30%弱、パシキール人が 20%強を占める。ロシア連

邦で両共和国以外の地域に居住するムスリムのタターノレやパシキールも少なくない。[)11 

端他(監修)2004]の関連諸項目を参照。

3 以下の歴史概略については、[小松他(編)2005] [)II端他(監修)2004]の関連諸項目、お

よび[小松(編)2000][田中他(編)1995]を参照せよ。

4 ハザルはア"-'10世紀にカスピ海北方からカフカース北部にかけての領域を支配した遊

牧政権で、その支配層はテュルク系であり、 9世紀初めにユダヤ教を受容した。



グダードからカリフの使節5を迎え、イスラームを受容した。これが、この地域の支配者

による最初のイスラーム受容である。

13世紀前半、モンゴ、ノレの大ハンで、ある Ukutai オゴデイ、位 1229-1241)の命によ

り西征を開始した Batu(パトウ、位 1227・1255/6)はキプチャク草原に襲来し、ヴ、オル

ガ流域はもちろんのこと、ノレーシ、ポーランド、ハンガリ一、クリミア、カフカースに

まで侵入した。ヴ、オルガ・プルガールの政権は滅ぼされた。 Juchi(ジョチ)の次男であ

る Batuはヴ、オルガ下流にサライを建設し、ヴオルガ・ウラノレ地域は、サライを中心と

するジョチ・ウルス(キプチャク・ハン国、金帳汗国)右翼の支配のもとに置かれた。

ジョチ・ウルスでは 13世紀半ば過ぎに、 Barka(ベルケ、位 1256?・1266)が君主とし

てイスラームを受容した6。その一方、ルーシの諸政権は、「タタールのくびき (tatarskoe

igo)J と呼ばれる間接的な統治のもとに置かれた70

15世紀になるとジョチ・ウルス政権内部の抗争は激化し、Juchiの第 13男Tuqa百mur

(トカ・テムル)の末商らにより、ヴォルガ中流域にはカザンを中心とするカザン・ハ

ン国が、またヴォルガ下流にアストラハン・ハン園、クリミアにクリミア・ハン国が、

それぞれ成立した。西シベリアではJuchiの第 5男 Shiban(シパン)の後商がシベリア・

ハン国を樹立した。

15世紀から 16世紀中頃、ヴ、オノレガ中流域で、は、カザン・ハン国の支配のもとイスラ

ーム文化が繁栄をみた。そのハン家は上述のように TuqaTImur育、住民はテュルク系

ムスリムとフィン・ウゴ、ル系で、彼らすべてがタタールと総称されるようになったえ

しかしカザン・ハン国の統治は長く続かなかった。モスクワ大公園は、 15世紀半ばに

カザンから亡命して来たハンの息子 Qasimに封領を与え、モスクワ大公に従属するカシ

5 アッパース朝カリフの Muqtadir(位 908・932)が派遣した使節は 921年にバグダード

を出発し、翌 922年にブルガールに到着したが、そのことは使節の一員であったAhmad

b. Fac;llanによって記録された[家島(訳注)2009]。

6 Barkaのイスラーム改宗にかかわる問題については[矢島 2000]を参照。ジョチ・ウル

スにおけるイスラームについては[DeWeese1994]も見よ。

7 ジョチ・ウルスのハンによるルーシ支配については長らく、「タタールのくびき」とい

う言葉によって、過酷なもので、あったという印象とともに語られてきた。しかし近年で

は、少なくともモンゴルの宗教に対する態度については、「タタールのくびきJという言

葉が与える印象とは裏腹に、ジョチ・ウルスのもとでロシア正教の修道院が増加したと

いう事実などが指摘されてきている。[栗生沢 2007]のように、ロシア史におけるモン

ゴ、ル支配の意味を検討する研究も現れている。

8 現在タタールという呼称を持つのは、カザン、クリミア、アストラハン、シベリアな

どのジョチ・ウルス後商諸ハン国の支配層と住民の末商とされるテュノレク系の人々であ

り、ほとんどはムスリムである。しかし 16世紀頃までのロシア史料では、現在のチュ

ヴァシ、パシキール、モルドヴァ、マリ、ウド、ムルトに相当する人々までもがタタール

と呼ばれていた[演本 2009:27・28]。

2 



モフ・ハン国を擁立して、対カザン政策に利用していた。モスクワ大公 IvanIII世(位

1462-1505)は支配領域の拡大を進め、 1480年には「タタールのくびきJから脱した。

16世紀に入るとモスクワがカザンへの介入を強める一方で、カザンの支配層は、モス

クワを支持する者らとクリミア・ハンを頼る者らの 2つにわかれ、権力抗争を繰り返し

た。 1545年、モスクワ大公 IvanIV世(雷帝、位 1533・1584)はカザン戦争を開始した。

そして 1552年、カザンはモスクワの軍勢の前に陥落した。 IvanIV世は、カザン征服を

記念し、現在でもモスクワの赤の広場に立つヴ、アシーリ一大聖堂を建設した。その一方、

テュルク系の人々の間でカザン陥落は、英雄叙事詩『チョラ・パトゥル (Churabatir) ~ 

や、最後のカザン・ハン妃 SuyumBika (あるいは SuyunBika)の悲劇謂として口承さ

れることとなり、とりわけ SuyumBikaの物語はロシア年代記にも詳細に記録された9。

こうしてヴォルガ中流域は、ロシアに編入された最初のムスリム居住地域となったの

である。

さて、その後もロシアは東方に拡大を続け、 1556年にアストラハン・ハン園、 1598

年にシベリア・ハン国を滅ぼした。ロシアは、カザンの攻略以降、あらたに臣民となっ

たムスリムに正教改宗を促す政策を進めた100 Ivan IV世は当初、非正教徒に対し正教へ

の強制改宗政策を採ろうとしたが、それが困難であることが判明すると、非正教徒自身

の意志に基づく改宗を促進するという穏やかな手法に切り換えた。ロシア政府の、寛容

とみなされ得るような宗教政策は、その後 17世紀前半まで続き、正教改宗は、タター

ル上層については徐々に進んだものの、それはムスリム住民全体からすれば、わずかで

あった。 17世紀後半、正教化政策は再び強化され、正教改宗を促すための数々の法令が

出された。 18世紀に入ると、正教改宗を拒否するタタール上層が領地を没収され、法的

地位については農民とほぼ同等とされるとともに、一般の住民に対する宣教も強化され

た。ロシアの統治のもとで上述のような政策により改宗した住民は、クリャシェン

(kriashen)、すなわち「受洗者」として独自の集団を形成していった110

だが 18世紀後半、 Ekaterina11世(位 1762・1796)は、正教改宗を促進する従来の政

策を大きく転換する。彼女はイスラームを統治の手段として積極的に利用し始める。ロ

シア政府はイスラーム信仰を認め、かつ行政制度を整備して、ムスリムの「聖職者

9 [坂井 2002:40-43] [田辺 2000:118]を見よ。

10 17'"'-'18世紀のロシアにおけるムスリムの正教改宗については、[漬本 2009]の優れた

研究を見よ。

11 クリャシェンがイスラームに再改宗することも少なくなく、総じてムスリムの正教化

政策は成功したと言えるほど、の成果を挙げなかった。クリャシェンは、ムスリムのタタ

ーノレとは異なり、またロシア人とも異なる、独自の集団となって現在にいたる。クリャ

シェンの言語は、アラヒ守ア語やベルシア語から借用された、とくにイスラームにかかわ

る語を含まない、彼ら特有のタタール語である。彼らは教会施設についても、ロシア人

とは異なる独自の教会を持ち、そこに通う。

3 



(dukhovenstvo) Jを管理することによりムスリム住民を統治する政策を採用した120ま

た政府はトルキスタンとの通商を促進したが、それゆえヴォルガ・ウラル地域のムスリ

ム住民のなかから、ロシアとトルキスタンの中継貿易に従事する商人が現れた。その最

もよく知られた事例は、オレンプルグ、近郊に形成されたカノレガル (Qarghali、ロシア語

の別称 Seitovskaiasloboda)に、ヴオルガ、中流域から移住したムスリム商人らである。

18世紀後半以降カルガルで、は、ロシア政府の許可により複数のマスジド (ma司id、モス

ク)が商人により建設され、マドラサ (madrasa、イスラーム諸学を教授する教育施設)

も増加した。18世紀末にはマドラサが 11、1869年には 9、存在したとされる[演本 2009:

217・218]019世紀のヴォルガ・ウラル地域で、活動した著名なウラマー (Culamaヘマド

ラサでイスラームの学識を修得したムスリム知識人)のなかには、カルガルのマドラサ

や、そこを経由して遊学したトルキスタンで学識を得た者も少なくない。すなわち 19

世紀のムスリム社会では、ロシア統治のもと、ある程度の社会的文化的活動を可能にす

るだけの安定が、資本の蓄積などを背景に確保され、それゆえムスリムの知識人が輩出

したのである。

本研究は、上述のような歴史的経緯により、ムスリムがロシア統治のもとに居住する

地域となったヴ、オルガ中流域とウラル山麓において、 19世紀後半から 1917年ロシア革

命にいたる帝政末期に、イスラーム改革を志向したムスリム知識人らの活動と思想言説

に焦点をあてる。

11.ロシア帝政末期ヴォルガ・ウラノレ地域のムスリム知識人研究の動向

ロシア帝政末期のヴォルガ・ウラル地域における改革論者のムスリム知識人と彼らの

社会を対象とした歴史研究は、当該の時代地域に生きた経験を持つ研究者によって、は

やくも 1920年代に発表され始めた。そのなかでも、現在、とりわけカザンを中心とす

る現地の研究者の一部に好んで引用されるものが DzhamalValidov (1887・1932)によ

る[Validov1923]である。 CAbdal-Bari Ba口al(1883・1969)がオスマン語で発表した[CAB

1925]も、後にトルコ語で、再版され、さらに 1996年にはタターノレ語で、も翻訳出版されて、

参照されてきた[Battal-Taymas1988][Battal 1996]0 これら同時代人による研究は、経

験と観察に基づく貴重な情報を含む一方で、帝政末期のムスリム知識人による言論の直

接の影響を免れていないという問題を有する。それゆえ、これらは研究というよりも、

史料として利用すべき文献である。

ところで、 1991年のソヴィエト社会主義共和国連邦の解体が、旧ソ連圏を対象地域と

する歴史研究の動向に極めて大きな影響を及ぼしたことは、言うまでもない。ロシア帝

政末期ヴォルガ・ウラル地域のムスリム知識人を対象とした歴史研究の動向も、その例

外ではなく、研究対象そのものが現地の政治言説のなかで引きあいに出される状況とな

ったこともあり、大きく変化しつつある。

12このことについては、本研究第I章を見よ。
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H・1.欧米における研究動向

ソ連解体以前に発表された欧米の研究者による研究は、研究対象地域で史料を収集す

ることができないという制約のもとまとめられたものである。そうした状況でも利用可

能な史料は、ロシア帝政末期のムスリム知識人による定期刊行物であった。それらはフ

ィンランドやトルコなどで保存され、すべての巻号が揃ったコレクションでなくとも、

貴重な史料として参照された。

それらを網羅して解説し、所在情報をあわせて提示したのが [Bennigsen& 

Lemercier-Quelquejay 1964]である。これは、 W1920年までのロシア・ムスリムにおけ

る定期刊行物と民族運動』という表題が示すように、 19世紀後半から 1920年までにロ

シアのムスリム知識人によりムスリムの言語で発行された定期刊行物を紹介し、そうし

た出版活動を含む、彼らムスリム知識人の活動が、民族運動で、あったと説明する研究で

ある。この研究は欧米において長らく、ロシア帝政末期のムスリムの言語による定期刊

行物のカタログとして利用され、重宝されてきた13

ところで BennigsenとQuelquejayによる研究で、最も学界の注目を浴びたものは、

[Bennigsen & Quelquejay 1960]である。これは、 1917年のロシア革命の後に活躍した

ムスリム・コムニスト 14、Sultan-Galiev ( Mirsaid岡田idargalievichSultan-Galiev， 

1892-1940)とスルタンガリエフ主義 (sultangalievshchina)を対象とする研究である。

この研究の第 1部は、ロシア帝政末期のタタール知識人の活動を通時的に解説する。そ

こでは、帝政末期のムスリム知識人の民族主義が、 Sultan-Galievのようなムスリム・コ

ムニスト誕生の基礎となったという見通しに基づいた解説が行なわれる150

また、 Rorlichが 1986年に発表した[Rorlich1986]は、ソ連解体以前に参照可能で、あ

った史料を大量に駆使した、ヴ、オルガ・タタールについての詳細な通史である。これも

13現在では、タタール、すなわちヴオノレガ・ウラル地域に出自を持つテュルク系ムスリ

ムによる定期刊行物のカタログとしては、 [Gainanov(etal. eds.) 2000]が極めて有用で

ある。

14 ムスリム社会に出自を持つ共産党員。

15 ソ連初期に発表された研究で、類似の研究対象を扱うものは[Arsharuni& Gabiddulin 

1990(1930)]である。また[Bennigsen& Wimbush 1979]は、ムスリム民族共産主義に、

踏みこんだ分析を行なう。 Sultan-Ga1ievのムスリム民族共産主義は、ムスリム社会を統

合する規範としてのイスラームを肯定し、さらにムスリムである諸々の民族を、植民地

主義により秩序形成された世界において経済的に搾取される「プロレタリア民族Jとみ

なして、ムスリムによる民族運動がプロレタリア社会主義革命の性格を持っと主張する

もので、あった。この論理によれば、ロシア人はブルジョワ民族として批判されることに

なってしまう。 Sultan-Galievは1923年 5月に逮捕され、その後は不遇の生涯を送るこ

ととなった。彼の名誉回復が実現したのは 1989年である。ソ連解体以前に西側の研究

者が、研究対象として Sultan-Galievのような人物に着目したことは、いわゆる第三世界

を肯定し、かっソ連史学において黙殺あるいは否定された歴史を問い直すという点で、

とくに意義のあることであった。
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Bennigsenの研究と同じく、 Sultan-Galievらムスリム・コムニストの思想や活動を射程

に収め、全体としてタタールの民族意識の形成を説明するという立場に基づく研究であ

る。 Rorlichの通史の特徴は、それ以前の研究とくらべ、マドラサで学識を得たタタール

の知識人らについて、詳細に記述したという点にもある。この研究は、そのような、イ

スラーム改革を提唱したムスリム知識人らが、イスラームと世俗主義 (secularism) を

矛盾なく両立するものとみなしたと解説する。そしてそうした彼らの思想が、タタール

の人々の、イスラームに基づく自己意識 CIslamicidentity) に、民族意識 (national

identity)を追加したのだとも説明する。すなわち Rorlichは、ロシア帝政末期からソ連

初期のタタール社会において、世俗化と民族意識の強化が進行したと結論づける。

BennigsenらやRorlichの業績のような、ロシア帝政末期のヴ、オノレガ・タタール知識人

社会における世俗主義や民族主義の進展を検討するとし、う見地に基づく研究は、 Isma(il

Gha平prinski(1851・1914) を研究対象に含むクリミア・タタール知識人研究とも共通の

傾向を持つ。Gha手prinskiはマドラサでイスラームの学識を修得したムスリム知識人では

なく、モスクワの陸軍幼年学校 (Kadetskiikorpus)に学び、後にパリに赴き、さらにイ

スタンブ、ルに滞在した経歴を持つ、クリミア・タタール出身のムスリム知識人である。

彼はロシア・ムスリムの「言語、思想、行動における統一 (dilda，fikrda， ishda birlik) J 

を掲げ、 1883年に「共通テュルク語」による新聞『翻訳者 (Tarjuman)~ (パフチサラ

イ、 1883・1918) を創刊した。そして 1884年には、ロシアのムスリム社会に、「母語」

による識字を重視した教授方法と世俗科目の導入を特徴とする「新方式 (u平副-ijadid) J 

教育を普及させるという自らの構想を、実践に移した。彼の新聞『翻訳者』と「新方式」

教育は、ヴォルガ・ウラノレ地域のムスリム知識人らに受容され、展開をみた160 ロシア

帝政末期の改革論者のムスリム知識人が総じて「ジャディード(jadidchi/ dzhadidist) J、

彼らの活動が「ジャディーデイズム (dzhadidizm)J rジャデ、ィード運動(dzhadidistkoe 

dvizhenie) Jと呼ばれるようになったのは、 Gh時prinskiの「新方式」とし、う用語に端を

発する。そうした Gha叩rinskiの活動や思想、を検討するクリミア・タタール研究には、

[Lazzerini 1973]や[Fisher1987] [Fisher 1998]があるが、ヴォルガ・タターノレを研究対

象とする Bennigsenや Rorlichらの研究も Gha写prinskiの活動や思想、に言及し、彼がロシ

ア当局から新聞の発行許可を得るために苦労したエピソードを紹介したり、彼の活動や

思想、に対していわゆる保守のムッラー (mulla)17らが抵抗したという解説を加えたりす

る。その結果、 Bennigsenや Rorlichらの研究は、ウ、オルガ・タタールのいわゆるジャデ

ィード知識人らが、ロシア当局や、ムスリム社会の「保守Jである「カディーミスト

16 しかし Gha平prinskiは、彼とほぼ同じ世代のヴ、オルガ・タタールのウラマーとくらべ

てより強く、世俗的な志向と民族的な意識を持つ人物で、あったと言えるだろう。

17 ムッラーとはマドラサでイスラームの学識を得た知識人の尊称であるが、具体的にど

のような人々を指すかは時代や地域により若干異なる。ロシア帝政末期ヴォルガ・ウラ

ル地域のムッラーについては、本研究第 1章を見よ。
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(qadimchi / kadimist) Jの両者と対立関係にあったということを、強調しすぎる傾向に

ある180

すなわちソ連解体以前の欧米における研究は概ね、ロシア帝政末期の「ジャデ、ィード」

であるムスリム知識人が、世俗主義と民族主義を志向するような思想を持ち、そうした

自らの思想に基づいて、ロシア当局やムスリム社会の「保守」からの弾圧や攻撃に屈す

ることなく、ムスリム社会において文化的あるいは政治的な活動に取りくみ、近代化に

貢献したと説明するのである。日本における山内自之の Sultan-Galiev研究や、小松久男

の近代トルキスタンを対象とした研究も、同様の枠組を基礎に据えた議論であると言え

る19

さて 1990年代後半から欧米では、研究対象地域における学術調査に基づく、まとま

った研究が発表され始めた。それらの研究の動向は従来にくらべはるかに多様であるけ

れども、管見のかぎり、し、くつかの傾向があることを指摘できょう。

1つは、ロシア帝政末期ムスリム知識人のアイデンティティの問題を専ら検討する傾

向である。これらは、 BennigsenらやRorlichの研究などとくらべ、民族意識の形成に関

心を持つという点では幾分近いが、分析や結論の方向はかなり異なっている。例えば

[Frank 1998]は、ヴ、オルガ・ウラル地域で、著された歴史書の歴史叙述に見られる r~プル

ガーノレ』・アイデンティティ(“Bulghar"identity) Jの問題について、それをタタールや

パシキールの民族意識の形成と結びつけるような歴史叙述を批判する立場から、検討す

る20。また[Noack2000]も類似の立場から、 1917年までのヴォルガ・ウラノレ地域におけ

るムスリムの民族意識の形成の問題を、その歴史的な背景についての詳細な解説ととも

に、従来よりも綿密に分析する210

18 rジャディード(jadid)Jは「新ししリ、「カデ、ィーム (qadim)Jは「古し、」を意味し、

いずれもアラビア語起源の言葉である。近年、 Gha与prinskiが必ずしもロシア行政当局と

対立関係にあったわけではないことを示唆する事実が指摘されている。Meyerによれば、

Gh向prinskiは少なくとも 1度、クリミアを管轄するタヴリーダ県知事の要請に応じた

記事を『翻訳者』に掲載したとみられる[Meyer2007: 18・19]。また近年、ヴォルガ・タ

タールの知識人社会が、いわゆる改革派の「ジャデ、イーディスト」と、イスラームの伝

統に「固執j する「保守派」の「カディーミスト」の 2派にわかれ、絶対的に対立して

いたという単純な構図も、否定されつつある。例えば[Dudoignon1997] [Diuduan'on 

1997]を見よ。

19 [山内 1986]と[小松 1996]であるが、[小松 1998]も参照せよ。

20 [Fra出 1994]および、[Frank1996]を参照。ヴオノレガ・ウラル地域における歴史叙述や

民族起源論争とブルガーノレとのかかわりについては、[宇山 2005]も見よ。

21 Noackもまた、ロシア帝政末期のムスリムの「ムスリム・アイデンティティ」を、タ

タールもしくはパシキールのエスニックな民族形成の段階の 1っと解釈することに異論

を呈する。 [Noack2001]も参照のこと。
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いま 1つの顕著な傾向はイスラームへの注目である。それは例えば、ロシア帝政末期

のムスリム知識人のなかでもウラマーに着目し、彼らのイスラーム思想、やイスラームに

まつわる言説などを検討するような研究である。これらは概して、ロシアのウラマーに

よるイスラーム改革の構想を、世俗主義(あるいはロシア啓蒙主義22) へのひたすらな

傾倒とはみなさず、あくまで研究対象のウラマーらの言葉、彼らのイスラームの論理に

即して説明することを試みる。これはソ連解体以降に登場した新しいアプローチである

と言えよう。 [Kemper1998] は、 18 世紀末から 19 世紀末のスーフィー (~üfi、イスラー

ム神秘主義者)とウラマーを研究対象としており、とくに帝政末期のウラマーを扱うも

のではないが、上述のような傾向を持つ研究である23 トルコで発表された[Kan1idere

1997]は、 19世紀から 1917年までのタタール知識人のイスラーム改革運動におけるウ

ラマーの役割を評価し直す必要があるという認識から、ウラマーと「非宗教的な」ムス

リム知識人らの双方の活動について分析する。フランスの研究者Dudoignonの一連の研

究も、ロシア帝政末期のムスリム知識人の活動や思想、言説におけるイスラームの問題を

検討する240 また[Fra叫~ 2001]は、 1909'"'-'1910年に執筆された、サマラ県ノヴォウゼン

スク郡(およそ現ロシア連邦サラトフ州ノヴォウゼンスク地区)を中心とする地域の歴

史書である、『アルトウ・アタ史 (TavaJikh・iAlti Ata) ~のマニュスクリプトに依拠し、

ロシア帝政末期のヴオルガ中下流域およびカザフ草原北部のムスリム社会と、そこにお

けるウラマーの役割を分析する。

ところで 1990年代後半以降、欧米や日本の研究者と旧ソ連圏の研究者による国際会

議や共同研究の成果として、多くの論集が刊行されてきていることも、特筆すべきであ

る。 [Kemperel al. eds. 1996][von Kugelgen et al. eds. 1998][von Kugelgen et al. eds. 

2000]は、 18世紀から 20世紀初頭のロシアおよび中央アジアのムスリム文化の研究と

してまとめられたものである。とりわけ多くの論集を編集し刊行しているのは

Dudoignonである。彼が編集にたずさわった論集は、雑誌 Cahiersdu Monde russeにお

ける特集も含めると、 [CMR37/1-2 (1996)] [Dudoignon et al. (eds.) 1997] [Diuduan'on 

et al. (eds.) 1997] [CMR 4112・3(2000)] [Dudoignon et al. (eds.) 2001]と多く 25、当該時

期地域の歴史研究における必読論文を掲載している。

1990年代後半以降の欧米における研究の動向は、概して以上のようなものと言えよう

26。本研究はロシア帝政末期ヴォルガ・ウラル地域のムスリム知識人の、イスラーム改

22本章で後述する、ソ連およびロシア連邦における研究動向を参照。

23 [Kemper 1996a][Kemper 1996b]も見よ。

24 [Dudoignon 1997] [Diuduan'on 1997] [Dudoignon 2001] [Dudoignon 2006]を参照。

[Diuduan'on 1997]は、 [Dudoignon1997]のロシア語訳である。

25帝政末期のロシアと中央アジアのムスリムを検討の中心にすえた論集以外にも、

[Dudoignon (ed.) 2004]や[Dudoignonet al. (eds.) 2006]が存在する。

26 トルキスタンを対象とする研究分野でも、本研究と問題関心のかさなる、非常に優れ
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革にかかわる活動や思想の問題を検討対象とするが、その着想と視点は基本的に、 1990

年代以降の欧米で発表されてきた、イスラームに注目する諸研究から得たものである。

11・2.ソ連およびロシア連邦における研究動向

次に、ロシアにおける先行研究の動向を概観する270 ロシア帝政末期ヴオノレガ・ウラ

ル地域のムスリム知識人や彼らの社会を対象とする歴史研究は、当該地域であるカザン

やウファなどの研究者により進められてきた280 この研究分野は現在、とりわけいわゆ

るジャディーデイズムを研究対象に含むために、現地カザンなどではソ連解体以降の民

族意識の高揚や宗教の肯定と連動し、アカデミズムのみならず、ジャーナリズムからも

注目されている290

そうした研究分野において、 1976年に発表され、とりわけタタールの研究者によって

現在でも基本文献として参照されるものが、 [Abd叫lin2002(1976)]である。この研究は、

『タタールの啓蒙思想、』という表題が示すとおり、 18世紀末から 20世紀初頭のヴォル

ガ・ウラル地域で活動した知識人が啓蒙思想家 (prosvetitel')であるとし、彼らの思想、

を世俗志向のある啓蒙主義 (prosvetitel' stvo)であると解釈した30

1990年代以降、彼ら現地研究者の歴史叙述には、ソ連解体以前のものとは明確に異な

る特徴として、管見のかぎり、相互に大きく矛盾しない 2つの傾向が認、められる。

その 1つは、例えばヴォルガ・ウラル地域のムスリムの歴史をタタールの民族形成史

として描写する[Iskhakov1997a]に見られるような傾向である。これは、 18世紀末以降

た研究が発表されてきている。例えば[悶lalid1998]は中央アジアにおけるジャディーデ

イズムがし、かなるものであったかを鋭く分析する。

27 ロシアにおける研究動向については、 [Farkhshatov& Noack 2003]も参照。

28 モスクワやサンクト・ベテノレブルグ、の研究者はこの研究テーマにそれほど強い関心を

示してきておらず、その状況は現在も同様である。

29 1990年代以降、タタルスタンの政治と宗教をめぐる言説においては、タタール民族

意識の強化が推進されるとともに、ヨーロッパ由来の思考様式と調和するモダニズム・

イスラームであるとされる「ユーロ・イスラーム (evroislam)Jが強調されてきた。そ

のイデオローグは、タタルスタン共和国大統領 Shaimiev(Mintimer Sharipovich 

Shaimiev， 1937・)の顧問を務めた阻lakimov(Rafael' Sibgatovich岡田kimov，1947・)で
ある。彼らの政治・宗教言説において、帝政末期の「ジャデ、イーデイズム」が生んだ政

治・宗教思想、は、継承し発展させるべき「ミラス (miras、遺産)Jであるとされる。

[Dudoignon 1996] [長縄 2003][Mukhametshin 2005: 219・243]などを参照。

30 この研究のソ連史学における意義については、 1980年代半ばに発表された論説であ

る、[山内 1996]の355・379頁を参照せよ。ただし 1976年の Abdullinは、山内が多用

する「イスラーム改革思想Jにあたる言葉を使用していない。 Abdullinはあくまで、い

わゆるジャデ、ィーデイズムを啓蒙主義と解釈して肯定することを意図しており、その場

合の啓蒙主義は世俗志向をも含意したのである(このことには、ソ連ではイスラームに

かかわる用語の使用が顕著な原稿を出版することが難しかったとしづ事情も、影響して

いるだろう )0Abdullinの解釈は、欧米で上述の[Rorlich1986]などに採用された。
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にヴォルガ・ウラル地域のムスリム知識人が、まずはイスラーム改革(宗教改革

(reformatorstvo) )に着手し、次に文化運動、最後に政治運動へと移行していくなかで、

ムスリムとしての自己意識を抱く段階を経て民族形成にいたるという歴史を叙述するも

のである31。いま 1つは、とくにイスラームを肯定的に評価する傾向である。ただし、

この場合のイスラームは、啓蒙主義の影響を受け、近代ヨーロッパ由来の価値概念を肯

定する、世俗的な要素を含むイスラームであると説明される。この解釈は、 1970年代に

Abdullinが提示した啓蒙主義論を継承するものである320 そうした研究の代表は W18世

紀末から 19世紀のタタールの哲学思想Jと題する[Iuzeev2001]である。この研究は、

19世紀タタール知識人の哲学，思想を、イスラームの宗教改革と啓蒙主義であるとして議

論する。現在、現地研究者の間では、この 2つの傾向一民族形成史観と、啓蒙主義の要

素を含み近代ヨーロッパ由来の価値概念を肯定する世俗的なイスラーム観ーに基づく歴

史叙述33が概ね定説となっており、ジャーナリズムの注意をも惹いているのである。

さて、ロシア連邦の研究者らは、歴史叙述については以上のように問題を含んだ状況

にある一方で、研究対象であるムスリム知識人らの著作や、彼らにかかわる文書館史料

の翻訳出版を精力的に行なっている。彼ら現地研究者による一次史料の翻訳は、細部に

おいて誤りの目だ、つものも少なくないが、一次史料の所在調査や収集を行なう場合に、

当該史料の概要をあらかじめ把握するには、非常に有用なツールで、ある。また彼ら現地

研究者は、そうした一次史料に依拠し、個別の歴史的問題について多くの詳細な事実を

明らかにしつつある。そうした現地研究者による翻訳や研究のうち、とくに本研究の内

容に深くかかわるものについては、第 1章以降で適宜紹介していくこととする。

III.ロシア帝国史研究のヴオノレガ・ウラル地域にかかわる動向

ソ連解体以降のロシア・ソ連史研究では、それ以前との比較において、ロシア帝政期

を対象とした研究が質、量ともに充実する傾向にある。そしてロシア史を、いわゆるロ

シア人の歴史ではなく、宗教やエスニシティなどについて様々な集団を内包するロシア

帝国史として研究するという視点に基づく、多くの優れた業績が現れている。

[Kappeler 2001] (ドイツ語原著 1992年刊)は、ロシア帝国が宗教やエスニシティな

どについて多様な集団により構成されていたという視点を前面に出し、その統合と統治

31 [Iskhakov 1997b]も見よ。 Iskhakovは、欧米の Bennigsenや Rorlichがソ連解体以前

に発表した研究を参照している。

32 このような帝政末期のイスラームについての説明は、現在の政治・宗教言説において

「ユーロ・イスラームJに結びつけられる。また、 Abdullinは近年、上述のような解釈

を若干修正し、タタールの「啓蒙主義j の展開とイスラームの「宗教改革

(reformatorstvo) Jや「ジャディーデイズムjの関係について解説を加えている[Abdullin

1998] [Abudullin 2002: 282・304]。

33 ごく最近のIuzeevの研究において、この2つの傾向は統合されている[Iuzeev2007]。
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の歴史を、 16世紀からソ連期まで、西はポーランドから東はトルキスタンまでを射程に

収め、包括的に叙述した。 Kappelerは、マルチェスニックな帝国としてのロシアの歴史

が 1552年のカザン征服に始まるという見解を適当とみなし、モスクワによるヴオノレガ・

ウラル地域の統合から叙述を開始する。ロシア帝国史研究において、ヴォルガ・ウラル

地域の歴史は、まず検討すべき重要材料とされる。

Kappelerの研究以降、ロシア帝国史研究では、ヴォルガ・ウラル地域の統合と統治の

実態を解明する研究が現れてきている。例えば[Geraci1995] [Geraci 2001]は、 19世紀

後半以降のロシア帝国ヴォルガ中流域におけるムスリムのロシア化や正教化、文化的な

同化にかかわる諸問題を、ロシア正教の宣教師やロシア人東洋学者、またカザン帝国大

学で、教職にあったロシア知識人らの活動や思想に着目し、検討する。長縄宣博は、ロシ

ア帝政末期ヴォルガ・ウラル地域のムスリム統治制度を明らかにするのみならず、そう

した政策に対するムスリム社会の対応をも視野に収めた分析を試みる[長縄

2004] [Naganawa 2006] [Naganawa 2007a] [Naganawa 2007b] [長縄 2008]0また、ロシ

ア帝国のヴ、オルガ・ウラル地域統治を特徴づける重要な要素に宗教政策があったことは

疑いないが、 [Werth2002] [Crews 2006] [演本 2009]は、そうした宗教政策の検討によ

りロシア帝国による統治の特徴を分析する。教育政策を検討する研究には[Dowler

2001]がある。こうしたロシア帝国史という視点に基づく研究は、日本のロシア史研究

者や地域研究者によっても精力的に発表されている340

ロシア連邦、とりわけカザンやウファなどにおいて研究活動を行なう現地研究者のな

かにも、ロシア帝国のムスリム統治政策や制度の解明を精力的に進める研究者らがいる。

彼らの研究には、欧米のロシア帝国史研究に対し、非常に多くの文書館史料に裏づけら

れる詳細な歴史的事実を提供する、極めて優れたものが存在する。例えば[Azamatov

1999]は、ロシア政府がヨーロッパ・ロシアと西シベリアのムスリムを統治するために

創設したオレンブルグ・ムスリム宗務協議会 (Orenburgskoemagometanskoe dukhovnoe 

sobranie) 35の沿革、組織構成や業務内容を細部にわたり明らかにする。 [Usmanova2005] 

は、国家ドゥーマと、そこで活動したムスリム議員についての分析から、ロシア帝国の

政治システムとムスリム社会を論じる。

上述のようなロシア帝国史研究や、ロシア帝国のムスリム統治政策研究の成果は、ロ

34 [西山 2002]はロシア帝国の対ヴォルガ・ウラノレ地域政策を検討対象に含み、[豊川

2006]はロシア帝国の植民・民族政策の特徴を対パシキール政策から分析する。しかし

ながら、とくに西山の「帝国Jに対する視線は、近年のロシア帝国史で論じられる、多

様な人々が共存する帝国という認識とは明確に異なる。西山の研究は、ロシア帝国の統

治における「抑圧と矛盾の体系を構造的に開示Jすることを目的とする[西山 2002:6]。

ところでロシア帝国史研究の進展とともに、とりわけ地域研究の分野では、ロシア帝国

とオスマン帝国の比較の試みなども視野に収めた帝国論も活況を呈している。

[Matsuzato (ed.) 2007]を見よ。また[宇山 2006]も参照。

35 この行政機関については、第 1章で述べる。
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シア帝政末期のムスリム知識人や彼らの社会を研究する上で必ず参照すべきものである。

なぜならロシア帝国のムスリム知識人は、ロシア帝国の統治の下にあったからである。

本研究は、これらの研究成果から、研究を進める上での基礎知識である、歴史的な社会

状況についての情報を多く得ている。

IV.本研究の目的

IV-1.本研究の目的と概要

本研究の目的は、ロシア帝政末期ヴォルガ・ウラル地域のムスリム知識人のイスラー

ム改革にかかわる活動や思想、の実態を、彼らの社会における思想言説の展開も含め、彼

ら自身が書きのこしたテクストに依拠し、彼ら自身の論理に即して明らかにすることで

ある。先行研究の動向に照らせば、本研究は、 1990年代後半以降に欧米の研究者により

発表されてきた、ロシア帝政末期のムスリム知識人の活動や思想、言説におけるイスラー

ムの問題を検討する諸研究から着想と視点を得ている。しかし一口にイスラームの問題

と言っても、解明されるべき事柄はあまりにも多い。それゆえ本研究は4つの論点を設

定する。それら 4つの問題はいずれも、欧米の先行研究においていまだ検討されていな

いものである36 本研究はそれらの問題を検討することにより、ロシア帝政末期ヴ、オル

ガ・ウラノレ地域のムスリム知識人の活動や思想言説が、近代ヨーロッパに由来する価値

概念を受容したり、ロシア啓蒙思想の影響を受けたりしていたとしても、あくまでイス

ラームの伝統を基礎とし、それを改革したもので、あったということを示す事実を指摘す

る。それら 4つの問題は、以下に概略を述べる 4つの章に相当する。

第1章は、ロシア帝政末期ヴォルガ・ウラル地域のムスリム知識人社会において、イ

スラーム改革を主唱し、かっ新方式教育を支持したウラマーのなかでも、最も名を知ら

れ、強し、影響力を持つ 1人であったRida)al-Din b. Fakhr al-Din (1858-1936)の経歴と、

それにより判明する、 1860年代末から 1880年代末頃のヴォルガ・ウラル地域における

マドラサの教育内容を詳細に解明する。ロシア帝政末期にイスラーム改革を提唱し新方

式教育を支持したムスリム知識人らのなかには少なくとも、マドラサで修学したウラマ

ーと、タタール師範学校 (Tatarskaiauchitel'skaia shkola)などの官立の学校でいわゆ

るロシアの教育を受けたり、パリなどに留学したりすることによって経歴を積んだ知識

人との、 2種類が存在した37。そして両者のうち、イスラーム改革を、確実なイスラー

ムの学識をもとに展開することができたのは、当然ウラマーの方であった。第1章はそ

うしたウラマーの事例としてのRida)al-Dinの経歴と、彼を養成した、新方式教育が現

れる直前のヴォルガ・ウラル地域におけるマドラサ教育の内容を明らかにする。 Rida)

al-Dinは、彼自身が同時代のロシア・ムスリム社会において占めた位置と果たした役割

36 ロシアの現地研究者による先行研究との関係についていえば、そもそも本研究は、彼

らの研究とは視点を異にする。

37 このことについては[長縄 2003]も参照。
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にかんがみれば、極めて重要な人物で、あったと言える。しかし第 1章で述べるように、

彼についての先行研究の動向をみれば、旧ソ連圏外の研究者によるまとまったものは

[Turkoglu 2000]のみとし、う状況である。その[Turkoglu2000]も、彼の思想言説を丁寧

分析しているとは言い難い。また、ヴ、オルガ・ウラル地域における新方式教育以前のマ

ドラサ教育の内容を、適切な一次史料に依拠して詳細に解明した研究は、これまで存在

しない。第 1章は、RidaJ al-Dlnの経歴と、彼がマドラサで受けた教育の内容を確認す

ることで、 19世紀後半のヴォルガ・ウラル地域のマドラサが、彼のような、イスラーム

の確実な学識を基礎として改革の問題を論ずることのできる、改革論者のウラマーを養

成するだけの蔵書と教育課程を備えていたことを指摘する。

第2章は、 19世紀末から 1900年代頃までに上述のRi羽J al-Dlnが'Ibn-iakhlaqとい

う名称で発表した著作シリーズを取りあげる。 (ilmとはアラビア語起源の単語で、知識

や学問を意味する。 akhlaqとし 1う言葉もアラビア語起源であり、人間の持つ諸々の性質、

そして倫理あるいは道徳を意味する。したがってす加・iakhlaqという名称は、倫理学と

も、道徳学とも理解することができる語句である。第 2章は、まずこの'Ibn-iakhlaqシ

リーズの内容を確認し、次にこれを、伝統的にヴ、オルガ・ウラル地域と学問的な繋がり

の強い地域であったトルキスタンで普及していたイスラーム古典倫理学文献と比較検討

する。そしてこの'Ibn-iakhlaqシリーズを、内容において類似すると考えられる、イス

ラームの作法 (adab) を解説する古典文献と比較する。さらにこれを、 19世紀後半の

オスマン帝国において教育に導入されていた道徳科目と比較検討する。この作業により

'Ibn-i akhlaqシリーズの特徴について考察する。これは、ロシアのムスリム知識人によ

る新方式教育における行為規範教育が、 トノレキスタン由来のイスラームの学問伝統を確

実に継承し、それを基礎として、 19世紀後半のオスマン帝国で実践されていた教育から

影響を受けたものであることを指摘する試みである。すなわち新方式教育において、イ

スラーム改革がどのように実践されたのかを解明する。

第3章は、19世紀末から 1900年代頃までにRidaJal-Dinがムスリム女性をめぐる様々

な問題について執筆し、発表した著作を網羅し検討することにより、彼が提示した理想

の女性像が、いわゆる良妻賢母的な性質を備えるムスリム女性で、あったことを確認する。

Ri告J al-Dlnは、自ら執筆した小説のなかで理想のムスリム女性の姿を描きだし、彼女

らにムスリム女性が実践すべき行為規範を語らせた。彼は、それらの行為規範を、道徳

書のシリーズにおいてさらに詳細に解説する。また彼は、イスラームの古典文献などで

名を知られたムスリム女性らの伝記集を出版し、ムスリム女性をめぐる諸問題をムスリ

ム社会の問題を結びつけて論じた。第 3章はそうした彼の議論の内容を丁寧に確認し、

これがイスラームを第 1の論拠とするもので、あったことを指摘する。さらに、彼の著作

を読んだムスリム女性知識人が定期刊行物に執筆した記事を検討することで、彼の見解

が女性読者にどのように受容されたのかを探ることも試みる。

第 4章は、 1917年のロシア革命以前のヴォルガ・ウラノレ地域で発行されていた定期
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刊行物のうち唯一、女性向けであることを謡った雑誌『スユム・ピケ (5匂川mBikα)~ (カ

ザン、 1913・1918)における、女性とイスラームをめぐる議論の実態を、雑誌全体の論

調に注意を払いつつ、明らかにする。カザンを中心とするムスリム知識人らに支持され

た『スユム・ピケ』は、子どもの教育の問題とともに、ムスリム女性にかかわる様々な

問題を議論する目的で創刊され、そうした問題について女性知識人らにより投稿された

記事をも積極的に掲載した。第4章は、これまで本格的な研究の対象とされてこなかっ

た雑誌『スユム・ピケ』を取りあげ、この雑誌の論調が、イスラームは人間に自由や権

利や平等を保障するものであり、女性を抑圧などせず、むしろ救済するものであるとい

う、ある一定の解釈に基づくイスラームの肯定であったことを検証する。

IV-2.本研究における分析手法について

ところで筆者は、先の文章において「ある一定の解釈に基づくイスラーム」と述べた。

飯塚正人は近現代イスラーム思想が「百家争鳴Jの状況にあると指摘するが[飯塚 2008:

1・4]、ロシア帝政末期のムスリム知識人らのイスラーム解釈も、その近現代イスラーム

思想の潮流のなかに位置づけるべきものではある38。しかし本研究は、ロシア帝政末期

のムスリム知識人のイスラーム改革思想について、そうした位置づけの作業はせず、ま

た何らかの類型論に依拠して r，，-，イズムJr "-'主義Jと分類することもしない。かわりに

研究対象であるムスリム知識人らが執筆したテクストをできるかぎり提示し、彼らの思

想言説を彼らの言葉と論理に即して説明する手法をとる。

近代イスラーム思想の諸潮流の類型を定めて分類する作業は、主としてアラブ思想の

専門家が、アラブの知識人らを事例として試みてきた。そうした類型のうち、おそらく

最もよく知られるものは、モダニズム(イスラーム近代主義)とファンダメンタリズム

(イスラーム原理主義)の対比である。中村慶治郎は、モダニズムを、「近代というまっ

たく新しい状況に対して、それに調和的に神話的象徴体系を根本的に新たに再解釈しよ

うとする動き」であり、「神話体系をもはや生きた神話としてではなく[中略]フィクシ

ヨンとみて、その非神話化を行な」い、「そこに新しい近代的な説明原理を持ち込Jむも

のであると定義する。彼は同時に、原理主義を、「近代の挑戦に深刻な危機意識をおぼえ、

神話的範型に対する近代的解釈を一切拒否し、それを文字通り真実とみなし、死守しよ

うとする」、「理性による『解釈』を排除した一途なる神話への実存的コミットメントj

であると説明する39 すなわちこの場合、一言で言えば、モダニズムとファンダメンタ

リズムは、西洋近代を肯定してイスラームとの調和を試みるか、その逆にまったく否定

38 例えばイスラーム改革を主唱したアラブのウラマーMuhammad'Abduh (1849-1905) 

の思想、言説は、 Ridalal-Din b. Fakhr al-Dinをはじめとするロシアのムスリム知識人の多

くにより実際に参照されていた[Dudoignon2006]。

39 中村の言う近代とは、「西洋の近代という時代に特徴的な思想・文化・制度」であり、

神話体系とは、多様な宗教現象のうちの「元型的・範型的なもの」である。[中村 1997:

13・15]を参照。
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するか、という相違に基づく類型である。

大塚和夫は19世紀後半から 20世紀初頭のアラブ知識人らのイスラーム改革思想につ

いて、彼らアラブ知識人が自ら用いたサラフィー主義という用語を使用する[大塚 2004:

90・99]。アラビア語で先祖や先人を意味するサラフ (salaf)という言葉に由来するサラ

フィー主義(サラフィーヤ、 salafiya) とは、 19世紀以降のアラブ知識人のイスラーム

改革思想における、預言者 M油田nmadに続くイスラーム初期の世代の人々を理想、とみ

なす思潮である。 19世紀後半から 20世紀初頭のアラブ知識人はサラフィー主義を標梼

し、初期イスラームの理想をもとにイスラーム法を解釈し直すことにより、イスラーム

と近代ヨーロッパに由来するものを調和させることを試みた。

また加藤博は、サラフィーヤ、すなわちサラフィー主義に加え、イスラームに基づき

政教分離を肯定する「近代主義」と、イスラームの厳格な解釈に基づく政治を主張する

「復古主義J との対比を提示する[加藤 2006:131・176]。

さて、上述のように近代イスラーム思想について多様な類型論が存在する状況は、単

に個々の類型の名称に様々な用語が使用されるのみならず、 1つの用語が複数の研究者

によって相異なる複数の定義を持たされたり、 1人の近代アラブ知識人の思想が複数の

研究者によって相異なる複数の類型に分類されたりするとしづ結果を招いている。上述

の例では、中村の「モダニズム」がイスラームを近代の諸条件に調和するよう再解釈す

ることを意味するのに対し、加藤の「近代主義Jはイスラームに基づいた政教分離の肯

定である。さらに例えば、 19世紀末から 20世紀初頭に活動したアラブ知識人

Mu1).ammad Rashid Ric;la (1865-1935) について、中村は「サラフィーヤJの推進に努

めた「モダニスト」であるとするが[中村 1997:64-85]、大塚は「サラフィー主義」を

展開した人物で、あると史料に現れる用語にのみ依拠した解説をし[大塚 2004:90-99]、

加藤は「復古主義の代表Jとするのである[加藤 2006:173・175]。飯塚はモダニズムと

ファンダメンタリズムの対比による類型化の問題点を鋭く指摘するが[飯塚 2008:

44-48]、そもそもアラブを事例とした近代イスラーム思想分析でこれほど多様な類型論

が存在する状況で、ロシア・ムスリムの事例を何らかの類型に分類することは適切では

ない。

以上のような理由により本研究は、研究対象であるロシア帝政末期ヴォルガ・ウラル

地域のムスリム知識人の思想言説を、できるかぎり史料に即して説明するという手法を

とることとする。
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第 1章

Rida) al-Din b. Fakhr al・Din(1858・1936) と

19世紀後半ヴオノレガ・ウラノレ地域のマドラサ教育

I.本章の目的

ロシア帝政末期ヴォルガ・ウラル地域のムスリム社会においてウラマーは、イマーム

(im盈n)やハティーブ (khatlb)、ムダッリス (mudarris)、ムアッズィン (mu)adhdhin)

などとして、ムスリム住民らの生活に深いかかわりを持つ存在であった。彼らは金曜の

集団礼拝で人々を導いたり、人々に助言を与えたり、子どもらを教育したりする役割に

あった。彼らは、オレンブルグ・ムスリム宗務協議会 (Orenburgskoemagometanskoe 

dukhovnoe sobranie) 40の管轄のもと、ムスリム「聖職者 (dukhovenstvo)Jとして公認

されていた。

オレンブ、ルグ・ムスリム宗務協議会は、もともと Ekaterina11世(位 1762-1796) に

よる 1788年の、ウファにマホメット教法の宗務協議会 (Dukhovnoesobranie 

magometanskogo zakona)を設置するとし、う勅令 (ukaz)に基づき、 1789年に創設さ

れた行政機関である。 19世紀後半には宗務協議会は、内務省の異国宗教宗務主局

(Glavnoe upravlenie dukhovnykh del inos住annykhispovedanii)が管轄していた410 宗

務協議会の構成員は、ムフティー (mu丘i) 1名とカーディー (q詞i) 3名、それに書記

官などであった。 19世紀後半にはムフティーは内務相の推薦で皇帝により任命されてい

たが、カーディーの方はカザン県のムスリム「聖職者Jにより選出され、 1889年以降は

ムフティーの推薦で内務省より任命されていた42。宗務協議会の管轄地域はヨーロツ

40 この組織名称の日本語訳は従来「オレンブソレグ・ムスリム聖職者協議会Jとされてき

たが、近年では「オレンプルグ・ムスリム宗務協議会」とされる。しかしより正確に訳

せば「オレンプルグ・マホメット教宗務協議会」となるだろう。以下、この機関につい

ての解説は[Azamatov1999] [Azamatov 2006]による。[小松他(編)2005: 498・500]の「ム

スリム宗務局」の項も参照。

41 異国宗教宗務主局は、 1880年 8月6日から 1881年 3月 16日というわずかな期間の

み、内務省から離れ独立した機関となったが、その後再び内務省下に編入された。宗務

協議会が創設された経緯、移転や名称の問題、そして宗務協議会と他の行政機関との関

係などについては、[Azamatov1999: 20-35]に詳細な解説がある。

42 ムフティーとカーディーは、イスラーム法学裁定を発出する法学者とか、イスラーム

裁判官などといったような説明にあてはまるものではなく、あくまで、ロシア帝国の行

政機関としての宗務協議会における官職で、あった。ムフティーはカーディーの上位にあ

ったが、必ずしもカーディーよりイスラーム法に精通した者が任じられたわけではなか

った。ムフティーに、マドラサで学んだ経験のないムスリム上層出身の軍功者が任じら

れたこともあった。また、イマームがムスリム住民の間で、いわゆるカーディ一法廷で

処理するような案件にかかわる業務を行なっていたとしても、彼がカーディーと呼ばれ

ることはなかった。
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パ・ロシアと西シベリアであり、業務はイマームやハティーブ、ムダッリスなどの試験、

ムスリム住民の戸籍の管理、ムスリム住民の婚姻や遺産相続など家族法にかかわる訴訟

案件の上訴審的な審理、そしてマスジドの建設や修繕の問題の処理など、で、あった。

ムスリムが居住する地域は、ロシア正教会の教区のように、「教区j であるマハッラ

(mahalla) 43に区分されていた。各マハッラは少なくとも成人男子 200名により構成さ

れ、そこには金曜の集団礼拝が行なわれる集会マスジドが 1つ設けられ、通例、「イマ

ーム・ハティープj と「ムダッリス」の 2つの資格を持つ者 1名、「ムアッズィン」の

資格を持つ者 1名が任じられたぺ彼らは国庫から俸給を受けることがなく、マハッラ

の住民から様々なかたちで提供される金銭や物資により収入を得た。イマームを志望す

る者は、マドラサで必要な学識を修得し、ウファの宗務協議会で、その学識についての試

験を受けた後、任地となる予定のマハッラの住民によるイマーム選定の決議を経て、そ

のマハッラを管轄する県庁による任命の政令 (ukaz)に基づき着任した。そのため彼ら

は、政令のムッラー (ukaznyimulla、ukazlimulla) と呼ばれた450

つまりマハッラには、集会マスジドが 1つあり、政令ムッラーが 1名いた46 政令ム

ッラーはイマームとして金曜の集団礼拝を導き、ハティーブとして説教をした。さらに

マハッラには通例、規模の大小はさておき、マドラサがあった。政令ムッラーはマドラ

サでムダッリスとして教育に従事した。マドラサは、アラブ地域やイラン、 トノレキスタ

ンなど、イスラーム諸学の中心をになう地域では、イスラーム法学を中心とする諸学問

を教授する高等教育施設である470 しかしヴオノレガ・ウラル地域ではしばしば、クノレア

43 20世紀初頭のヴォルガ・ウラル地域のマハッラについては、 [Naganawa2006]を見

よ。

44 通例、集団礼拝の導師であるイマームと説教師であるハティーブの資格はまとめて 1

~/~(if4ð，ft乙 A ア;Y-ÃγンのE非政/i'(j:，葬j:t盆麿の薬flllL~の巧砂妙;f r:thクit。

この他にアフンド (akhund)やムフタスィプ (m功tasib)なども存在したが、それにつ

いては[Azamatov1999: 91-96]を参照。

45 ムッラーの任命過程の詳細については[長縄 2004:3]の解説を見よ。「ムッラーJの語

は、行政用語としてはイマーム・ハティープと同義で、あったが、住民の間では、それよ

り広い意味で用いられた。住民の間では、より学識が深いとみなされるムッラーが、ダ

ームッラー (damulla) と呼ばれることもあった。 [Fra叫c2001: 108-109]を参照。

46 カザン神学アカデミー (Kazanskaiadukhovnaia akademiia)を卒業したロシア正教神

学者で宣教師の KoblovCIakov Dmitrievich Koblov， 1876-?)は、 1907年に出版した『マ

ホメット教のムッラーについて (0magometanskikh mullakh) Jlのなかで次のように述

べる。 r60"-'80軒の家のある村には必ずマスジドが 1つあり、そこには 1名のムッラー

がいる。 200軒の家のある村であればもう、 2名のムッラーがいてもまったくおかしく

ないとみなされる[Koblov1998: 23]0 J 

47 マドラサ一般については、 [Pedersenet al. 1986]を参照。
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ーン読請などの初等程度の教育を行なう施設も含めてマドラサと呼ばれた48 またアラ

ブ地域などのマドラサは通例、イスラーム法に基づく財産寄進の制度であるワクフ

(vaqf)により経済的に支えられていたが、ロシア帝国ヴオルガ・ウラル地域のマドラ

サは、マハッラの住民や学生の親などから直接提供される金銭や物資で維持されていた

49 

19世紀になるとヴォルガ・ウラノレ地域で、は、イスラーム諸学に通暁し、イスラーム改

革思想を展開するウラマーが輩出する。それには資本の蓄積などをはじめとして、複数

の要因があり得るが、 1つには、宗務協議会の存在により、ムスリム社会におけるウラ

マーの位置が一定程度安定したということも考えられよう。それはさておき、そうした

改革論者のウラマーには、例えば、 Shihabal-Din Harun b. Baha) al-Din al・Marjani

0818-1889)がし、る。 al-Marjaniは、ヴォルガ・ウラル地域の農村のイマームの家に

生まれ、故郷のマドラサで学んだ後ブ、ハラとサマルカンドに遊学し、帰郷後はカザン市

でイマームを務め、数々の著作を執筆した。彼はマドラサで教えるのみならず、 1876

年に開学したカザン・タタール師範学校 (Kazanskaiatatarskaia uchitel'skaia shkola) 50 

でも教鞭をとるなどし、 19世紀後半のヴォルガ・ウラル地域では最も著名なウラマーの

1人で、あった510

さて本章の目的は、ロシア帝政末期のヴォルガ・ウラノレ地域においてイスラーム改革

を主唱し、かっ新方式教育を支持したウラマーの事例としてRida)al-Din b. Fakhr al-Din 

0858・1936)に着目し、まずは彼の経歴を確認し、次に彼が受けたマドラサ教育の内

48 [Fra叫c2001: 224]を見よ。もちろん初等程度の教育施設について、マドラサと区別し

てマクタブ (maktab) という呼称が用いられることもあった。

49 ロシア帝政期のヴォルガ・ウラル地域のワクフについて 19世紀より遡って知ること

は、現在の史料状況では可能でない。Azamatovによれば、宗務協議会は 1870年にワク

フの調査をしたが、その時に存在を把握していたワクフはわずか3つで、あった。 20世紀

に入ると宗務協議会は、それまで以上にワクプの管理に関心を示すようになったが、そ

のワクフの業務に従事していた 1人が、後述するRida)al-Din b. Fakhr al-Dinであった

[Azamatov 2000: 9-15]0 

50 これは、当時カザン教育管区 (Kazanskiiuchebnyi okrug)の督学官 (inspektor)で

あった Radlov(Vasilii Vasil'evich Radlov， 1837-1918)の尽力で創立された、官立の学

校である。 1870年の「異族人教育規則Jに基づくロシア・タタール学校 (Russko・tatarskoe

uchilishche)の教員などを養成することをめざしたが、 20世紀初頭には政治意識の強い

ムスリム知識人を輩出することとなった。授業は、イスラームについて教えるもの以外

は、すべてロシア語で行なわれた。「異族人教育規則Jについては[奥村 1996][Dowler 

2001][Geraci 2001]を参照。また、[長縄 2003:44-45]も見よ。

51 彼の，思想、については[Kemper1996a] [Kemper 1998: 429-465]を参照。[Iuzeev

2003] [阻la1idov2006] [小松 1983]、および[小松他(編)2005: 501]の「メルジャニーj

の項も見よ。
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容の詳細を解明することで、新方式教育が普及する直前のヴ、オルガ・ウラノレ地域のマド

ラサが、イスラーム諸学に通暁した改革論者のウラマーを養成し得るもので、あったこと

を指摘することである。

Rida' al-Dinは、ロシア帝政末期のムスリム知識人社会において、最もよく名を知ら

れ、強い影響力を持つウラマーの 1人で、あった。彼がそれほど著名になったのは、彼が

宗務協議会のカーディーに任じられ勤務したからであり、また彼のイスラームについて

の学識の深さが知られたためであった520 彼はカーディー職を辞して文筆活動に専念し

始めた 1年半後、 1908年に雑誌『シューラー (Shiira)Jl (オレンブルグ、 1908-1917)

を創刊したが、その時すでに、ヴォルガ・ウラル地域においてイスラーム改革や新方式

教育を支持するムスリム知識人らから敬意を示されるような、高名なウラマーだ、ったの

である。

本章はまず先行研究について若干の確認をした後、ロシア帝政末期のヴオルガ・ウラ

ル地域においてイスラーム改革や新方式教育を主唱したウラマーの事例としての Rida'

al-Dinの経歴を概観する。次に、彼がマドラサで学習した書物の詳細を検討にすること

により、 19世紀後半、新方式教育が現れる直前の、ヴォルガ・ウラル地域におけるマド

ラサの教育課程を解明する。そして最後に、そうしたヴォルガ・ウラル地域のマドラサ

が、Rida'al-Dinのような、改革論者のウラマーを輩出し得るもので、あったことを確認

する。

11. Rida) al-Din b. Fakhr al心inについての先行研究

ロシア連邦、とりわけカザンやウファの研究者らが近年、ロシア帝政末期のヴ、オルガ・

ウラル地域で、活動したムスリム知識人らの著作や、彼らにかかわる文書館史料を精力的

に翻訳出版し、それら一次史料に基づく研究を発表していることは、上述のとおりであ

る。それは、Rida'al-Dinについても例外ではない。

旧ソ連圏では 1960年代以降、Rida)al-Dinにかかわる論文がいくつか発表されていた

が、ある程度まとまった研究が現れ始めたのは 1980年代半ば以降である。それらは主

としてカザンとウファの研究者らによる530 [闘lUsainovet al. (eds.) 1988]は、ウファの

研究者らによる、Rida'al-Dinをテーマとした先駆的な論集である。これはRicla)al-Din 

の誕生 125年を記念して 1984年に開催された学術会議に基づいており、必ずしも質の

52 Ricla' al-Dinのごく初期の著作が、彼自身にとっての先学である al・Marjaniに評価さ

れたというエピソードがある[Gosmanov1984: 145][Gosmanov 1990: 55]。

53 カザンの研究者とウファの研究者の問では、歴史研究におけるライバル関係がしばし

ば意識される。カザンとウファの研究者の一部は、 Rida'al-Dinがタタールか、パシキ

ールか、という問題で議論をしてきたが、これは、Baishevが指摘するように、脳血lal-Din 

自身が自らについてタタールともパシキールとも言及しなかったという事実に照らせば

[Baishev 1996: 36-38]、あまり生産的でない。
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高い論考ばかりを含むものではない。しかしウファ所在の文書館が所蔵する史料につい

て解説するいくつかの論考と、 Rakhimkulovaの編集による、 Ridalal-Dinの著作の目録

は非常に有用である。

Ridal al-Dinの活動と思想、について、初めての本格的な研究は、ウファの故 Baishev

による[Baishev1996]である。 Baishevは、文書館史料を多用したこの優れた研究の前半

でRidal al-Dinの経歴や活動を詳細に解説し、後半ではRidal al-Dinの社会・政治

(obshchestvenno・politicheskii)思想、と道徳・倫理 (nravstvenno-eticheskii)思想、を分

析する。彼の分析によれば、町制l al-Dinは第 1にユマニスト (gumanist)であり、啓

蒙思想家 (prosvetitel')であって、「ジャディーデイズムJのイデオローグでもあった。

そしてRidal al-Dinは、ムスリムの社会生活における様々な問題の解決方法として、道

徳の問題を改革し改善する必要があると確信していた。 Baishevは、このRidal al-Din 

の思想がソーシヤノレ・リベラリズムの枠内に収まるものであると述べる。すなわち彼は、

目 白l al-Dinの思想、について、イスラームとの関係を無視するわけではないけれども、

基本的には極めて現代的かっ世俗的な観点から検討を加えるのである54

[Mardanov et al. (eds.) 1999]は、問dalal-Dinが1905年に甥FatihKarimi (1870・1937)

55~こ宛てて書き贈った「自伝 (Tarjumam)Jと、その他の諸々の史料の、現代タタール

語訳とロシア語訳を収めた翻訳史料集である。このRidal al-Dinの「自伝」の手稿は、

タタルスタン共和国国民文書館 (Natsional'nyiarkhiv Respubliki Tatarstan)が所蔵して

おり [NART f. 1370， op. 1， d. 27]、ロシア帝政末期ヴォルガ・ウラル地域のウラマーの

事例としてのRidalal-Dinの経歴を明らかにする絶好の史料である56。また、翻訳史料集

54 こうした Baishevの見解は、本研究の序論 11・2で述べたような、カザンの Abdullin

や Iuzeevの言う啓蒙主義論に、矛盾しない。

55 Ridal al-Dinの甥であり、友人でもあった MuhammadFatih Karimiは、 1870年にサ

マラ県プグリマ郡ミンネバエヴ、ォ村(現ロシア連邦タタルスタン共和国アリメティエフ

スク地区)のイマームで、あった Ghilmanb. Ibr油 imal-Karimi (d. 1902)の息子として

生まれた。Ridalal-Dinの義兄 Ghilmanは、Ridalal-Dinとともに、早い時期に新方式

教育を支持するようになったウラマーとして知られる。その GhilIl1anの息子 Fatihは、

22歳までチストポリ市のマドラサで、学び、つつ、ロシア語の授業にも通って育った。その

後 1892年から 1896年まで4年間、彼はイスタンブルの行政学校 (Maktab-imulkiya・i

shahana)に留学した。 1902年からは亡父 Ghilmanの印刷出版事業を継ぎ、オレンプル

グでカリーモフ・フサイノフ社 (Karimov-Khusainovi Ko.)の経営に着手する。 1906

年彼は、ヴォルガ・ウラル地域のみならず、オスマン帝国から東トルキスタンにいたる

広大な地域で読者を獲得することになる新聞『ワクト (Vaqt)11 (オレンプノレグ、

1906・1917)を創刊し、その主筆を務めた[Mardanovet al. (eds.) 2000] [Akhunov A.M. 

200610 

56 RidaJ al-Dinの自伝については、この勉jご、ロシア禅学アカデミー・グアァ学術セン

ター学術文書館 (Nauchnyiarkhiv Ufimskogo nauchnogo tsentra RAN)所蔵の 4葉ほど
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[Mardanov et al. (eds.) 1999]の末尾に収録される、Rida)al-Dinの著書と彼についての

研究文献の目録は、極めて有用である。

Rida) al-Dinが主筆を務めた雑誌『シューラー』については、 [Mardanov2001]とし、う

優れた研究が存在する。この研究は前半で発行者や主筆にかかわる事柄も含めた『シュ

ーラー』についての基本情報を解説し、後半では『シューラー』誌上の文学にかかわる

問題を検討する。とりわけ前半の基本情報の解説は、『シューラー』を史料として利用す

る者すべてにとって非常に有用な研究であると言えよう。

またRida)al-Dinの多量の著作のうち、最も大部なものである『事跡 (A仇arU[RF 

19001-190811]についての研究に[Baibulatova2006]がある。『事跡』は現代タタール語と

ロシア語の翻訳も、ごく最近になって出版された[Mardanovet al. (eds.) 2006]。このよ

うに、 Rida)al-Dinについての研究は、彼の著作の翻訳や、彼をテーマとした学術会議

の論集[Amirkhanovet al. (eds.) 2003] [Abdrafikova et al. (eds.) 2006]なども含め、近年

増加する傾向にある。

旧ソ連圏外の研究者による、Rida)al-Dinについてのまとまった研究は、管見のかぎ

り、 [Turkoglu2000]のみである。これは、Ri告)al-Dinの活動の詳細と著作の概略を、

Rida) al-Dinや他のムスリム知識人の著作を中心とした史料をもとに明らかにした、優

れた伝記的研究である。ただしこの研究は、思想言説の分析については深く行なってい

ない570

次節は、これらの先行研究に基づき Rida)al-Dinの経歴を確認する。

III. Rida) al-Din b. Fa1也ral-Oinの経歴58

Ricla) al-Din b. Fakhr al-Din b. Sayf al-Dinは、 1858年 12月 31日にサマラ県ブグリ

マ郡キチュチャトヴォ村(現タタルスタン共和国アリメティエフスク地区)でイマーム

の短いものが知られ、そのロシア語訳、キリル文字転写、現代ノ〈シキール語訳が[Baishev

1996: 153-163]で紹介されている。それと比較しても、タタルスタン共和国国民文書館

所蔵のものの記述は、はるかに詳細で、整っている。ところで、タタノレスタン共和国国民

文書館所蔵の「自伝j の原文[NART f. 1370， op. 1， d. 27]を、 [Mardanovet al. (eds.) 

1999]所収の翻訳と比較すると、翻訳には若干の編集が加えられており、また誤りも含

まれることがわかる。それゆえ、これを歴史研究の史料として利用する場合は、原文を

参照する必要があろう。

57 Turkogluの研究にもう 1つ残念な点があるとすれば、それは Turkogluが、オレンブ

ルグ・ムスリム宗務協議会をはじめとするロシアのムスリム統治政策や制度にかかわる

問題を、行政文書や、行政文書に基づくムスリム統治政策研究ではなく、Ricla)al-Din 

をはじめとするロシア帝政末期のムスリム知識人らによる記述に依拠し、検討している

ことである。

58 主として[Baishev1996] [Mardanov et al. (eds.) 1999] [Turkoglu 2000] [Mardanov 

2001]、および[NART f. 1370， op. 1， d. 27]による。
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の家に生まれた59 マドラサで学び始めるまでに彼は、イマームである父親とアブスタ

イ (abi写tay)60である母親から教育を受けたとしづ。彼は、 1865年秋、 7歳の頃に故郷

の村に近いニージニエ・チェルシルィ村(現レニノゴルスク地区)のマドラサに行った。

1867年には義兄 Ghilmanに連れられてチストポリ市のマドラサに赴き、翌 1868年春

に自宅に帰っている。そして彼は 1869年の秋に再びニージニエ・チェルシルイのマド

ラサに行き、以後 1889年春まで、基本的にこのマドラサで学ぶこととなった。彼は 21

年間、原則として、毎年秋にマドラサに行き、春にマドラサから戻って、夏は自宅で過

ごすという方法で学問を修めたのである。

回da'al-Dinがイスラーム改革に深くかかわる書物を読むようになったのは、 20歳を

過ぎた後で、あった。彼が、当時ヴ、オルガ・ウラル地域でイスラーム改革論者のウラマー

として名を知られていた Shihabal・Dinal-Marjaniの思想、内容を詳しく知ったのは、1880

年代に入ってからである[Turkoglu2000: 51]。また新方式教育について言えば、彼は

1884年、新聞『翻訳者』の存在を知り、編集部に手紙を書き送る。これを契機に彼は『翻

訳者』を購読しはじめ、新聞の編集発行者 Gha手prinskiと交際し、新方式教育を支持す

るようになったのである。この頃には彼は、ニージニエ・チェルシルィ村のマドラサで、

ハルファ (khalfa) として年下のシャーキルド (shakird) らに教える立場にあったと考

えられる61

59彼は 1858年 12月 31日に生まれたけれども、教区簿冊 (metricheskaiakniga) には

1859年 1月4日誕生として記録された[NART f. 1370， op. 1， d. 27， 1. 30b] [Mardanov et 

a1. (eds.) 1999: 9]。

60 ヴ、オルガ・ウラノレ地域で、は、ムッラーの妻はアプスタイもしくはウスターズ・ビケ

(ustadh bika) と呼ばれ、夫を手伝ってマハッラのための仕事をしたり、マハッラの女

性らの相談に乗ったり、自宅に女子を集めて教育したりしていた。アプスタイという言

葉そのものは、年長の血縁女性を敬意を込めて呼ぶ際に使われたり、あるいは単に年輩

の女性への敬称としても用いられたりした[OS1N1: 629]0現代タターノレ語ではアブスタ

イ (abystai)、オスタピケ (ostabika) と言う。イスラームについての知識を伝達した女

性と言えば、改宗タターノレの再イスラーム化における、アブスタイをはじめとする女性

らの役割についての Kefeliの興味深い研究がある[Kefeli1997a] [Kefeli 1997b] [Kefeli 

2001]0 

61 ザドラサの学生は、アラブ地域などではアラビア語でターリプ(talib)、タラパ(talaba)

と呼ばれるが、ヴォノレガ・ウラル地域ではシャーキルドと呼ばれた。ヴォノレガ・ウラノレ

地域のマドラサでは、シャーキルドのうち相応の学識を身につけた者が、年下の者らを

教える役割にあった。彼らはハルファと呼ばれた。現代タタール語ではへ/レフェ (khal白)

と言う。Ri併， al-Dinはこれを khalifaとも綴っていた[NART f. 1370， op. 1， d. 27]。つ

まり彼は、この言葉の語源がアラビア語で継承者を意味する khalifaであると考えてい

たのである。マドラサ教育におけるハルファの役割は小さくなかった。例えばFrankの

研究によれば、イマームがマドラサの仕事を放っておいたため、マハッラの住民が子ど

もらのためにハルファを雇い、マドラサを機能させた事例があったという [Fra叫<:2001: 
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さらにRida>al-Dinは、ニージニエ・チェルシルィ村のマドラサでは得ることのでき

ない、彼にとっての新しい知識を求めて行動する。 1886年彼は、 al・Marjaniに会うため

にカザン市に赴く。その 2年後の 1888年には、当時サンクト・ベテノレプルグにいた著

名なイスラーム改革思想活動家の Jamalal-Din al-Afghani (1839-1897) 62に面会を求め

た。この会談はRidaコal-Dinにとって、強く印象に残るものだ、ったようである。また上

述の知識人らの他に、Rida>al-Din自らは、エジプトでイスラーム改革運動を展開した

アラブ知識人 Muhammad(Abduhや、辞事典の編纂を中心とした業績により知られるオ

スマン知識人 Shamsal-Din Sami (1850・1904)の著作と思想から知識を得たことを告白

している63

さてRida>al-Dinは 1887年、ウファのオレンプノレグ・ムスリム宗務協議会で試験を

受ける。ウファでの試験の 2年後、 1889年春に彼は、 21年間に及んだマドラサ生活を

終え、イマーム・ハティーブとムダッリスの資格で、サマラ県庁によりイマームを務め

るよう任じられたブグリマ郡イリビ、ヤコヴォ村(現アズナカエヴォ地区)に赴く。しか

し彼がそこでイマーム職にあったのは、 1年半ほどで、あった。彼は 1891年には宗務協

議会のカーデ、ィーに指名され、ウファで勤務することになる64。彼はウファでは、おそ

らくは歴史への興味を持って、宗務協議会のアーカイヴの整理をも行なっていた。

つまり Rida>al-Dinは、 1860年代半ばから 1890年代末頃のヴオノレガ・ウラル地域の

マドラサで得ることのできたイスラームの学識を基礎とし、ロシア領内だけでなくイス

タンブルやカイロで出版された書物によっても知識を身につけた人物で、あった。

その後のRi弱>al-Dinの活動を概観すると、彼は 1906年に宗務協議会の職を辞し、

Fatih Karimiらの招きによりオレンブルグへ移り、新聞『ワクト』に執筆しはじめる。

彼は 1908年に『シューラー』誌を創刊し、主筆として執筆と編集にあたる6501908年

1月 10日に創刊されたこの隔週刊の雑誌は、最終号となる 1917年 12月 30日付の

10・23/24号までの 10年間で 240号が発行され、オスマン帝国から東トルキスタンにい

233・234]0マドラサ教育におけるイマーム、ムアッズィン、ハルファの関係については

[Frank 2001: 236-241]を参照。

62 al・Afghaniは、19世紀後半にインドからイラン、エジプト、オスマン帝国などを旅し、

ムスリムが、スンナ派であれシーア派であれ、ヨーロッパ列強に対抗して連帯すべきこ

とを説きまわった人物で、あり、当時のムスリム諸地域で最も著名なイスラーム改革思想、

活動家の 1人で、あった。彼は 1987年から 2年間、ロシアに滞在した。[大塚他(編)2002: 

35-36]の「アフガーニーJの項、および[飯塚 2008:56・60][栗田 2000]を参照。

63 [NA RT f. 1370， op. 1， d. 27， 1. 3] [Mardanov et al. (eds.) 1999: 36-37]を見よ。 Sami

については、[石丸 1989][石丸 2000]を参照。

64彼のカーディーとしての仕事の一端は[長縄 2004:10]に窺われる。

65 Validovによれば、『シューラー』はRida>al-Dinのために創刊されたという [Validov

1923: 72]。
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たるまでの広大な地域で読者を獲得した660 またこの問、Rida)al-Dinは、オレンブノレグ

の改革マドラサ67、フサイニーヤ(甲山ayniya)で、ハディース(Q.adi出)学を講じたりし

た680rシューラー』の廃刊後、 1918年に Rida)al-Dinはウファに移り、宗務協議会の組

織を引き継いだ、内地ロシアおよびシベリア・ムスリム中央宗務局 (Tsentral'noe

Dukhovnoe Upravlenie musul'man Vnutrennoi Rossii i Sibiri、Diniyana肩rati)でカー

ディー職に就く。彼は 1923年からはムフティーを務め、 25年にソ連科学アカデミーの

招待で科学アカデミー200周年の記念行事に参加し、 26年にはマッカで行なわれた世界

ムスリム会議にソ連のムスリムの代表団団長として赴くといった活動の一方で、宗務協

議会のアーカイヴや自宅にある文書や書物の保存を訴えた。そして彼は、 1918年以降も

出版のあてのない原稿を執筆し続け、 36年に死去するまでウファで過ごした。

以上に確認した経歴から明らかなように Rida)al-Dinは、 21年間もマドラサに学び、

その後も農村のイマームや宗務協議会のカーディーを務め、『シューラー』の主筆であっ

た時期にもマドラサで、ハデ、イース学を教えるなど、自他共に認めるウラマーで、あった。

そこで次節では、Rida)al-Dinが「自伝Jとして記録するところに依拠し、彼が受けた

教育の内容、マドラサの教育課程を検討する。

IV.19世紀後半ヴオノレガ・ウラノレ地域のマドラサ教育69

Usmanovは、回da)al・Dinがブハラやカイロなどに遊学することなくヴォルガ・ウラ

ル地域の農村のマドラサで学問を修めた人物であるという事実から、この地域のマドラ

66 rシューラー』誌で、は基本的に一つまり投稿された記事などを除いて一当時のRida)

al-Dinの文章語、すなわちオスマン語の要素を多く含んだ、ヴオノレガ・ウラル地域のテュ

ルク語が使用された(それは『翻訳者』紙の言語とも若干異なる)01910年には 1500

部ほどが発行されていたが[Mardanov2001: 44]、この発行部数は同時期のロシア語誌

と比較すれば少ないけれども、ムスリムによる雑誌のなかでは最多の部類である。ロシ

ア語定期刊行物については、時期が『シューラー』とは若干ずれるが、[巽 2004]を参

昭

67新方式教育の普及活動は、マドラサのカリキュラム改革運動と連動していた。例えば、

ヴャトカ県サラプル郡イジ・ボビヤ村(現ロシア連邦タタルスタン共和国アグルィズ地

区)の Bubiのマドラサでは、 19世紀末から 20世紀初頭にかけて、カリキュラム改革

が徐々に行なわれた[Makhmutova2003: 66・95]0Bubi一家の思想、と活動については

[Makhmutova 2003]の他、 [Gimazova2004]も見よ。

68 RiQa) al-Dinは、この講義をきっかけとして 1910年にハテ、ィース六書についての解説

書を執筆した[RF1910]。また彼は 1908年には[Mardanovet a1. (eds.) 1999: 198-200]、

ハディース集の注釈書である rr語録集成J注釈 (<<JavamiCal-ka肋砂sharhi)11を発表し

ていた[RF1916]。

69 ほぼ同時期のオスマン帝国のマドラサの状況については[秋葉 1996]を、 トルキスタ

ンのマドラサ教育については[磯良 2009]を見よ。
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サがそれほどの学識を持つウラマーを生むだ、けの蔵書を有していたであろうことを推測

する[Gosmanov1984: 145]。

しかし Frankが指摘するように、従来のほとんどの研究は、新方式教育が普及する以

前のマドラサ教育を、近代的かっ進歩的な新方式教育の対極に位置する、反啓蒙的で反

動的なもので、あったとみなしてきた[Frank2001: 218-221]0それらの研究は、 [Validov

1923]のような、新方式教育導入以前のマドラサを批判する立場にあった著者による史

料に依拠し、さらにその著者のマドラサ批判の言辞をそのまま採用する700

そうしたものとは異なる新しい視点に基づく研究は、1990年代半ば頃から徐々に現れ、

ソ連解体によって増加した。とりわけ本節と関係する、新方式教育が普及する以前のマ

ドラサの教育内容を考察する研究には、 [Kemper1998: 215・217]と[Frank2001: 

241・246]がある。 Kemperは、 18世紀から 19世紀初頭のウ、オノレガ・ウラル地域のマド

ラサに普及していた書物について、その題名や著者名、学問分類などを解説する。 Frank

は、初等程度の教育については 1909"""'1910年に執筆された『アルトウ・アタ史』、それ

以上のレヴ、エノレの教育については Kemperの研究などに依拠し、ムスリム社会の内部で

実践されていた新方式教育導入以前の教育の内容を明らかにすることを試みる。旧ソ連

圏の研究では、 [Farkhshatov1994: 66-68; 72・73]が、 19世紀後半のウラル南麓地域にお

ける新方式導入以前のマクタブやマドラサの教育課程について簡潔に解説する710

本節は、これらの先行研究を踏まえ、Rida)al-Dinが 1905年に執筆した「自伝Jの手

稿[NART f. 1370， op. 1， d. 27]に依拠し、彼がマドラサにいた時期に読んだ書物がいか

なるものであったかを明らかにすることで、 1860年代半ばから 1880年代末、すなわち

新方式教育が現れる直前の、ヴォルガ・ウラル地域のマドラサの教育課程をより詳細に

解明する。

ここで、この「自伝」について若干紹介しておこう。これは、上述のように、 Rida)al-Din 

が友人であり甥の FatihKarimiに書き贈ったものである。Rida)al-Dinはこの「自伝j

を書くために、既製の方眼ノートを利用している。このノートは、右から捲ると、まず

Fatih Kanmi宛の短い手紙が現れる。その日付はヒジュラ暦 1323年ラジャブ月 27日、

70 しかも[Validov1923]の場合、著者の DzhamalVa1idov自身が教育を受けたのは、

1890年代後半から 1900年代の、すでにカリキュラム改革が開始されていた Bubiのマ

ドラサであったはずである[Khakov2002: 529-530]。

71 これら以外にも、新方式教育普及以前のマドラサの教育内容に言及する研究は存在す

る。例えば[Makhmutova2003: 25司 27;38-41]は、 [Validov1923]などに基づき新方式以

前のマドラサのカリキュラムを解説し、またカリキュラム改革以前の Bubiのマドラサ

で使用された書物を、イスラーム改革論者のウラマーで、あった(AbdAll油 Bubi

(1871-1922)の手稿に依拠し列挙する。しかし Makhmutovaは基本的に、史料に簡略

に記載された書名や学問分類などを転記し列挙するのみであり、そうした書物の詳細を

丁寧に検討してはいない。
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すなわち露暦で 1905年 9月 14日である。それを捲ると、「伝記 (taり田na-i1).al) Jと表

題を付けられた、表裏 1頁ほどの、履歴書のように簡略な情報のみを記した短い自伝が

現れる。それをさらに捲ると、「自伝 (tarjumam)Jと表題を付けられ、著者名や韻文が

記された表紙風の頁が現れる。ここまでは、おそらくはヨーロッパ式の、若干太いベン

により、ナスターリーク (nasta(li:q)に近い書体で書かれる。その表紙風の頁を捲ると、

それまでよりも細い、やはりおそらくはヨーロッパ式のベンで、活字体に近い書体で書

かれた、「序言j から始まる本文が現れる。RidaJ al-Dinは、この「序言Jに、[この火

曜日、陰暦 1323年ジュマーダー11月 7日(1905年 7月 26日)をもって、私の 47歳

が終わり、私は 48歳になったj と書いている。こうしたことから彼は、まずノートの

最初の数頁を空けて本文を書きはじめ、本文を最後まで書き終えた後にベンを替えて、

冒頭の手紙や「伝記」、および表紙風の頁を書いたと考えられる72。そして執筆の時期は、

1905年 7月末から 9月前半であろう [NART f. 1370， op. 1， d. 27]0 

Ric;laJ al-Dinの「自伝jを史料としてマドラサの教育内容を確認することには、 Kemper

や Frankらの研究の存在にかかわらず、いくつかの意義が認められよう。 1つは、上述

のように、 1860年代半ばから 1880年代末頃の、新方式教育が普及する直前のマドラサ

の教育内容が判明することである。 2つめは、RidaJal-Dinという 1人の人物が受けた教

育について、初等程度の学習の開始から、マドラサを離れるまでのひととおりのプロセ

スが判明することである。このことにより、マドラサの教育課程を詳細に解明すること

が可能となる。 3つめの意義は、RidaJal-Dinが「自伝Jを執筆した時期が 1905年のア

月末から 9月前半までという、早い時期で、あったことから認められるものである。つま

りこの史料は、少なくとも十月詔書の発布以前、ムスリム知識人らによる諸々の定期刊

行物において新方式教育以前のマドラサ教育がより厳しい批判の対象となる前に、書か

れたものである73。これが、例えば 1917年のロシア革命後に執筆された[Validov1923] 

などと比較して、新方式教育以前のマドラサの状況を、より実態に則して伝えるもので

あることは、疑いない。さらにもう 1つ意義があるとすれば、それは町daJ al・binが、

何かにつけ細部をもらさず、情報を網羅して記録する人物で、あったため、マドラサの教

育についての情報も正確だと考えられることである。

IV-1. Rida) al-Din b. Fakhr al・l>inがマドラサで読んだ書物

ヴォルガ・ウラル地域における新方式教育以前のマドラサの教育が、いわゆるブハラ

の、すなわちトノレキスタンのそれとほぼ同じであるということは、従来指摘されるとこ

72 RidaJ al-Dinは本文を記述した後、そのなかの数箇所を自ら訂正している。彼がその

訂正に使用したベンは、最初に本文を書いた時のものとは異なっており、おそらく冒頭

の手紙や「伝記」、表紙風の頁を書いた時のものと同じである。

73 RidaJ al-Dinも新方式以前のマドラサを批判する立場にあったが、彼の批判は、彼の

後の世代の知識人らによるものと比較すれば、自らの知識と経験に基づいた、より冷静

な判断の結果で、あったと言える。
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ろである74。そのトルキスタンのマドラサのカリキュラムとは、「ある科目を修了した後

はじめて次の科目に移行することができるという、いわば直線的なそれ」であり、それ

ぞれの科目において、学習すべき書物を、注釈書とともに、所定の順序で習得していく

というものであった[磯貝 2009:106-110]。これにかんがみれば、Rida'al-Dinが「自伝J

に、マドラサで受けた教育の内容として、書物の名称をひたすら列挙したのもそれほど

不思議ではない。

A.父母のもとでの教育における書物

Rida' al-Dinは、自宅から離れたマドラサに行く前に父母のもと、おそらくはとくに

アプスタイで、あった母のもとで、最初に読んだ書物が、 Alifba，Hゆかαkij匂fとHaftiyak

sUTasi、Ba-dαvam、Tαqiy(ajαb、Akhirzam白、 Faq.a;;.lal-shuhUT、Muh討mααl-m凶 l加加、

Qか'q1:zαdii出、 Shurutal-salatであったと述べている [NART f. 1370， op. 1， d. 27， 1. 

21b-22a]。

Alifbaすなわち『アルフアベット』は、表題が示すように、アラビア文字を子どもに

教えるための書物であると考えられる。

Hα戸iyakij匂f5とHα戸iyaksUTasi は、クノレアーンの一部を抜粋した書物である。これら

の書物は、表題を字義通りに解釈すればクルアーンの 7分の 1(haft yak)を抜粋したも

のということになるが、実際には 7分の 1ではなく、開扉章や、台座の節 (ayaal・kursi)

と呼ばれる牝牛章 255節、ヤー・スィーン章などの、ムスリムにとり、より重要で暗記

すべき章節を収録するものである。

Ba-dαvamとは、ヴ、オルガ中流域出身で、プハラに遊学した経験を持つウラマーで、あり、

スーフィー詩人でもあったCAbdal-Ra1;tim al-Bulghari (al-Utiz Imani， 1754-1834)の、『永

続の書 (Bα-davamkitabi) ~を指すと考えられる。これは、子どものためのテュルク語の

詩集である760 TIαqiy (ajabは詳細不明で、あるが、その後に記載される瓦khかzam白は、

スーフィー教団ヤサヴ、ィーヤ (Yasaviya)の名祖AJ::tmadYasavi (d. 1166)の弟子であ

った SulaymanBaqirghani (昭akimAta， d. 1186)の、『最期の書(瓦khirzaman kitabi) ~ 

というチャガタイ・テュノレク語の著作であろう [Dmitrieva2002: 256; 260・261][Frank 

74例えば[小松 1983:491・494]を見よ。しかしこのことは現在にいたるまで、指摘され

はしても、厳密には実証されていない。

75イジェク(司ak) とは、音節を意味するテュルク語である。ヴォルガ・ウラル地域で

は、子どもらに、クルアーンにおけるアラビア語の単語を母音を示す符号とともに音節

にわけ、音読する練習をさせていた。 [1寸itS(I)1977: 445]のrizhekJの項、および[Validov

1923: 16-17]を見よ。

76 [Dmitrieva 2002: 342-343]を見よ。 al-UtizImaniはカルガルのマドラサで学んだ人物

でもある。彼は現在、とりわけカザンの研究者らにより、ヴォルガ・ウラル地域におけ

るイスラーム改革の先駆として位置づけられている。例えば[Iuzeev2001: 90・97]を参照。

[Kemper 1998: 172-212]も見よ。
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2001: 242]0 W永続の書』と『最期の書』は預言者Muhammadの奇跡詳などを含むスー

フィー詩集であるが[Kefeli1997a: 277]、おそらく Tαqiy(ajabも、「篤信の驚異」とでも

訳すべき表題からすれば、同種のテュルク語文献であると考えられる。

Fαda)ilα1・shuhiirの著者は、回da)al-Dinが自著『事跡』において解説するところによ

れば、カザン県ママドイシュ郡シャドチ村(現タタルスタン共和国ママドィシュ地区)

のイマームで、あった Jamalal-Din b. Bikash (d. 1873)である[RF190811・15:549・553]。

この書物はテュルク語で、預言者 Muhammadに啓示が降りた次第、パスマラやシャハ

ーダの意味、日に 5度の礼拝についての解説など、イスラームの基礎知識を説明するも

のである770

Muhimma al-m凶 l加仇は詳細不明であるが、『ウズベク・ソビエト社会主義共和国科学

アカデミー東洋写本集成 (Sobranievostochnykh rukopisei Akademii nauk UzSSR) ~に収録

される MuJ耐unatαιmusl加hと閉じものを指すと考えて差し支えなかろう。 MuJ由unat

al-m山 l加hは、同カタログによれば、神が唯ーであることや、礼拝、断食などのイスラ

ームの教義の基本を問答形式で解説する書物であり、著者不明であるがアラビア語とベ

ルシア語 (SVRの言語分類ではタジク語)で記述されている78

Qirq 1:rαdil仇は、 f40のハディース」という表題が示すようにハディース集である。し

かしこれが、どのような編者によるものかは不明である。 f40のハデ、イース」という表

題を持つハディース集は、 トノレキスタンにおいても多くの写本が作成された[SVRIV: 

146-150; 159-160]0 Safiullinaによれば、ヴォルガ・ウラル地域では様々な W40のハデ、

ィース』が、タタールによって、 1855年から 1917年の聞に 33回以上も出版されたと

し、う [Safiullina2003: 75]0 

Sh山首Fαl-sαlatは詳細不明であるが[Safi叫lina2003: 99]、表題からは、礼拝の際に実

践すべきことが解説された書物であると考えられる。

B.義兄のもとでの教育における書物

Rida) al-Dinは 1867年秋から 1868年春にチストポリのマドラサで学んだ時、義兄

Ghilmanのもとで、 Yαk1:r止命αt、I:Iαmd司 ibi 1:radd、 ~afva α1・manqiï.lãt、 Amãlï、 Ta(l加

αl-mutlα(all加を読んだ[NART f. 1370， op. 1， d. 27，1. 21b]。

Yak1:rik匂ratは、 19世紀から 20世紀初頭のヴォルガ・ウラル地域で非常によく普及し

77 Rida) al-Dinは、自らの母のもとでFada)ilal-shuhiirを読んだと、『事跡』に記してい

る[RF190811-15: 549・553]0Safiullinaによれば、この書物の著者の名は Jamalal-Din b. 

Bikaぬではなく Jamalal-Din b. Biktashである。また、この書物が最初に出版されたの

は1853年で、あった[Safiullina2003: 115]。

78 [SVR IV: 398・399]を見よ。タタルスタン共和国科学アカデミーの言語文学芸術研究所

(Institut iazyka， literatury i iskusstva im. G. Ibragimova， IIaLI) にはMuJ由unat

α1・musl加加の写本が 3点保存されている。その 1点はヴォルガ・ウラノレ地域出身のウラ

マーがブハラで筆写したものである[Giliazutdinov2002: 163-164]0 
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ていた、ベルシア語とアラビア語の韻文作品である。著者は不明だが、内容は預言者

Muhammadについての物語である [Giliazutdinov2002: 80・87]0。αmd-ibi 1:taddの詳細

は詳らかでない。

$afva al・manqulatは、 Safiullinaによれば、西シベリアのトポリスク県ヤノレトロフスク

管区(現ロシア連邦チュメニ州、|ヤルトロフスク地区)出身の lumachikovMulkaiなる人

物の著作であり、イスラームの基本知識をアラビア語で解説するものである[Safiullina

2003: 99-100]0 Amaliについては、様々な著者による al-Amaliという表題の書物が存在

するため、この情報のみで同定することは困難である。

Tα官nal-muta(al胎nとはまちがいなく、 Burhanal-Din al・Zamiiji(-1223?)の『学生

への学習方法の教授 (Ta(，加1al-mu旬、II加 tariqal-ta(allum) ~のことである。これはマド

ラサでイスラーム諸学を学ぶ者のふるまい方を解説するアラビア語の書物である。その

著者 al-Zamiijï は、法学書『ヒダーヤ (Hid命α)~ の著者 Burhãn al-Din Abii al-I:Iasan cAli 

b. Abi Bakr al-Marghinani (1117-1197)の弟子である[Plessnerand Berkey 2002]。こ

の著作はトルキスタンで普及してし、たものであるが[SVRIII: 136][SVR VIII: 231・240]、

タタールにより 13回ほど印刷出版されたという事実から[Safiullina2003: 117・118]、ヴ

オノレガ・ウラル地域においてもよく利用されたものであることがわかる790

c.ニージニエ・チェルシルイのマドラサでの教育における書物

Rida) al-DInはニージニエ・チェルシノレィのマドラサで読んだ書物として、まずSαvaI曲、

Ayyuhãal・valad、 Bidのほ al-Hidãy，α、 Fiqh-i αkbar、 N~ãb α1・αk肋ãr、 Shir(1ααl-islãm、 Fαlabï、

Kitab al-arba(inαの8つを挙げる[NART f. 1370， op. 1， d. 27，1. 21b]。彼はこれらの書物

を、後述する「規定の授業Jよりも早い時期に、いずれかの師匠のもとで学んだものと

考えられる。

SavanilJ.とは、 Ba油ha)al-Din Mu~ammad b. I甲1如u山sa可ynal-c古λmi出li(仕1547界-1621)の Kiなta品b 

S αv命伽li的1:tsαafcαar αal-~胆lijã白Z戸tαaraα何qq併iilaal 

でで、作られたイスラ一ム神秘主義詩の著作であると考えられる8叱0九。

Ay'抑lhaal・valadとBidayααl-Hidaylαは、高名な神学者、法学者であり、スーフィー思

想家で、あった AbaHamid Muhammad b.Muhammad alJrad al-GhazaII(105$1111)の

著作である[GALGI: 419・426，esp. 422・423]。とりわけ前者は学習する者のふるまい方

などを説明する書物であり、 Safiullinaによれば、 19世紀半ばから 20世紀初頭のヴォル

79 さらに[GALGI: 462][GAL SI: 837]によれば、この著作はトルキスタンやヴォルガ・

ウラル地域のみならず、非常に広範な地域に普及していたと考えられる。この著作につ

いては、本研究第 2章も見よ。

80 [Giliazutdinov 2002: 64・67]を参照。タタルスタン科学アカデミ一言語文学芸術研究

所には、この書物の写本が 8点保存されており、うち 1点は女性により筆写されたもの

である。この作品はN白 vahalvaとし、う名称でも流布したとし、う。 [SVR11: 268] [SVR V: 

116][EI21: 436]も見よ。マスナヴィーは韻文の形式の 1つ。
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ガ・ウラル地域において、アラビア語で、あるいはテュノレク語(タタール語)の翻訳を

付したかたちで、 7回は出版されたという [Safiullina2003: 118]。

Fiqh-i akbαrは、ハナフィー(J:Ianafi)派の名祖 AbuI:Ianifa al-Nucman b.百labit

(699?-767) の著作である法学書 Fiqhal-akbarを指すかもしれないが [SVRIV: 

169-170][SVR VI: 437・439][GAL GI: 169・170]、Ri<;la)al-DinがFiqh-iakbarとベルシア

語式の表題を記したことからすれば、その注釈書の可能性もある。 Safiullinaによれば、

Fiqh al-akbarの注釈書のうち、ヴォルガ流域で最も利用されていたものは、 Abu

al・MuntahacI~ma Allah b. Mu1).ammad al・Maghnisaviによる Shar1:t-iFiqh-i akbarとし、う、

16世紀に著された注釈書である[Safiullina2003: 84] [SVR IV: 170]。

N~品 al-ak肋ãr は、 Sir司 al-Din b. cUthman al・Ushial・Farghaniとし、う 12世紀の著者

による Nかめ α1・d肋arli-tadhkir，ααl-akhyarとしづ伝記集であろう [SVRIV: 35][GAL GI: 

429-430]。

Shir(aαl-islamは、 M叫1出nmadb. Abu Bakr al-Mufti al-Bukhara)iとし、う、 ImamZada 

とも呼ばれる 12世紀の著者による、 Kitabshir(，ααl-islam ila dar al-islamである[SVRIV: 

349・350][GAL GI: 375]0これはムスリムが行なうべき事柄を解説する書物であるが、ウ

ズベク科学アカデミーの『東洋写本集成』は、これを神学書に分類している。また、著

者の 1m盈nZadaは、法学書『ヒダーャ』の著者al・Marghinaniの師匠の 1人であるとい

λ81 ノ。

Halabi は、おそらく Burhanal-Din Ibrahim b. Muhammad al・Halabi(d. 1549) とし、

う著者による抑labi削除か、あるし、は Ifalabi~aghかを指すと考えられる [GAL SII: 

642・643]0If.αlabi kabirは正式には Ghuny，αα1・mutamalli(m山 tamli)とし、う著作であり、

Ifalabi手aghirはその摘要である。これらは、 Sadidal-Din a1-Kashghariという 13世紀の

著者の Kitabmuny，ααl-m~allï va ghuny，ααl-mゆtadFとしづ書物に対する注釈であり、礼

拝についての解説書である [GALGI: 383][Schacht 1971: 90]0 

Kitab al-arba(inaはおそらく、シャーフィイー (Shafici)派の法学者でハディース学者

でもあったAbuZakariya) Ya1).ya b. Sharafal-NavaviC1233・1277)によるKitabal-arba(ina 

hαdil仇m、すなわち W40のハディースの書』というハディース集を指す82

D.ニージニエ・チェルシルィのマドラサでの規定の授業における書物

さらにRida)al-Dinは、上述の書物の列挙に続けて以下のように述べる。

私は諸々のマドラサの第 1の師で、あったcAbdal-Fattah様のもとで規定の[学習順序

81 [SVR IV: 349]を見よ。 Safiullinaによれば、この Shかfαd・islamはカザンで、 1902年

に2度、 1903年と 1911年に 1度ずつの計4回、印刷出版された[Safiullina2003: 

110・111]0

82 [GAL GI: 394・397，esp. 396][SVR IV: 146-150]を参照。 Safiul1inaによれば、この著作

はカザンで 1892年から 1915年までに計 6回も出版された。サンクト・ベテルプルグ

でも 1899年と 1900年の 2回、出版されたという [Safiullina2003: 75]。
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による]授業 (niz盈nidars)として以下の書物を読んだ :Bα-d白、 Sharh-i(Abd Allah、

Qava(id、そAv伽 .il、Numudhaj、そAynαl-(伽、 Kafiya、Isaghuji、Shamsiylα、Zubdaal-ωrar、

Tα助~αl-mi芦劫、 SharlJ.-i (Aqa悩'-iα1・Tゆaz側、 I;I白hiyα-iKhayali、I;Iashiya-iSiya脳託、

Tavq.申と Tal叫z、ShαrlJ.・i~qãJiιiα1・D白川!ãnL， これらの書物のうち、 Tavq.母、 Tαl叫1、

Shamsiyaは読了することができなかったが、他は 1つの授業も残さず読み終えた[NA

RT f. 1370， op. 1， d. 27， 1. 21b]。

悶da>al-Dinが最も長く師事した人物は、ニージニエ・チェノレシルィ村のマドラサの

(Abd al-FattaJ::t b. (Abd al-Qayy面nal-Shalchaliで、あった[NART f. 1370， op. 1， d. 27， 1. 

20b・21a]。上述のBαd白からSharlJ.・i(AqaJid-i al-Davv伽fまでの17の書物は、Ric;la>al-Din 

が師匠(Abdal・Fatt油のもとで「規定の[学習順序による]授業」において学んだもの

である。これらの書物の詳細は以下のとおりである。

Bα・danは、アラビア語文法を解説する複数の書物からの抜粋を収録した選文読本であ

り、「知れ (ba-dan)Jとしづベルシア語の文言で、開始される書物である83。編者は、上

述の Baha)al-Din al-(Amiliとされる [SVRIX: 247・249]。

SharlJ.-i (Abd Allah は、 <AbdAll油 b.Aq MuJ::tammadという人物による、著者不明のア

ラビア語文法書Mu(izziに対する注釈書である840

Qava(idは、 Qava(idαl-i(rabとし、う、アラビア語文法を解説するアラビア語の書物であ

ろう [Sa白ullina2003: 144-145]0 

~vãmil は、 'Abd al-Q油iral-Jurjani (d. 1078)のKitabal-(avamil al-mi勺という、ア

ラビア語によるアラビア語文法書である[GALGI: 287]。

Numudhaj とはまちがいなく、 Abual・QasimMaJ::tmud b. 'Umar al-Zamakhshan 

(1075・1144)のKitabal-山unudhajとしづ、アラビア語文法を解説する書物である [GAL

GI: 289・293，esp. 291][Safiullina 2003: 138・140]0

(Aynαl-(ilmとは、 Jamalal-Din MuJ::tammad b. 'Uthman al・Balkhiとし、う 14世紀の著

者による活戸1al-(;伽 vαZ伊 IαIみ伽としづ書物を指すだろう。これは、クルアーンやハ

ディース、そして Abul:Iamid al・Ghazaliの大著『宗教諸学の再興 (IlJ.yaJ(ulum al-din) ~ 

などからの抜粋により、スーフィーの行為規範を解説する書物である [SVRVIII: 

83 ウズベク科学アカデミーの『東洋写本集成』によれば、 Bα-d伽には、例えばJamal

al-Din Abu 'Amr U出m面1b. 'Umar b. al・8丞~ib (d. 1249)のal-Muqαddimaal-k可iyafi(ilm 

al-nめvや[GALGI: 303・305]、'Izzal-Din Abu al・Fa告ヨil'Abd al-V品由abb. Ibrahim 

al-Zanjani ~ It、う 13 世紀の著者の Kit<品防Fずαl~(Izzi (al-Z何台1i)[GALGI: 283]、著者不

詳の T邸rifal-mu(izziなどからの抜粋が収録される[SVR1: 184]0 

84 [Giliazutdinov 2002: 100・107][SVR 1: 182-183]を参照。カザンではMuqadd，加α

Bαd伽 ma(aSharh-iらt¥bdAllah va Mu(izziとし、う名称で、上述のBαd白、Sharh-i~bd Allah、

そして Mu(izziがあわせて 1冊の書物として出版されもした[Giliazutdinov2002: 

101][Safiullina 2003: 146・150]。
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397・400][GALSI: 744・756，esp. 749] [GAL SII: 258]。あるし、は、Ric;la)al-Dinの言う (Ayn

dJi加とは、 al-Balkhiの著作の翻訳や注釈書を指すかもしれない[SVRVIII: 400・406]。

K可ちrα は、 Jamalal-Din Abu (Amr Uthman b. cUmar b. al司ajibのa1-K，可ちrα という、

アラビア語文法を解説する書物である [SVR1: 179・180][GALGI: 303・306，esp. 

303] [Safiullina 2003: 140・141]。

Isagh可fは、 Athiral-Din b. Mufac;lc;lal b. cUmar al-Abhari (d.1264)のKitabal-Isagh可f

を指す。これは、ギリシアの哲学者 Porphyrios(d. ca. 305)の『アリストテレス範鴫論

入門』、通称『エイサゴゲ (Eおagoge)~ をもとにした論理学 ((i1m al・mantiq)の書物で

ある [SVRIII: 77] [GAL GI: 464-465] [Safiullina 2003: 120]。

Shamsiyaとは、 Najmal-Din cAli b. (Umar al-Qazvini al-Katibiという 13世紀の著者に

よる論理学書 αl-Risalaal-shamsiya fi. al-qava(id a1・manp.qiy，α であろう [SVR III: 

78・79][GAL GI: 466・467]0

Zubd，αα1・ωrarとはおそらく、Shamsal-Din Abu al-Thana) Ahmad b. Muhammad al・zm

al-Shamsi al・Khalvatial-Sivasiという 16'"'-'17世紀の著者[GALSII: 630・631]による

Zubd，ααl-ωrar sharh Mukh加 aral-manarとし、う書物であろう。これは、 Tahirb. al-Hasan 

b. (Umar al-I:lanafi Zayn al・DinAbu al-clzz b. I:Iab由という 14世紀から 15世紀初頭の著

者による α1・Muqtabωa1-m成htarm加 Nural-manar fi.郎副αl予qhとし、う書物の注釈であり

[GAL SII: 90・91]、法源学 ((i1mu字国 al・白qh)の書物である850

Ta故h~ αl-m許可1 は Jamãl al-Din MUQ.ammad al-Qazvini悶latibDimashq (d. 1338)の

著作である。これは、 Sirajal-Din Abu Ya(qub Yusufb. Abu Bakr al-Sakkaki (d.1229) 

のM許可la1-(ul白nという著作の第3部 1(11mal・ma(aniva al・bayanJの摘要であり、修

辞学の書物である[GALGI: 294・296，esp. 294・295]。

Shαr/:t (AqaJid-iαl-1'，αiftazaniはティムール朝期の高名なウラマーSacdal-Din Mas(ud b. 

(Umar al-Ta丘azani(1322-1389)の著作であり、 Najmal-Din Abu I:Iafs CUtnar al-Nasafi 

(1068・1142)のα1・<AqaJidに対する注釈である。これは神学((i1mal-kalam)の書物で

ある[GALGI: 427-428][GAL GII: 215-216][SVR IV: 328-334][Safiullina 2003: 102・103]0

Ifashiyα.-iKhayaliとは、 A与tnadb. Musa al・回layaliとし、う 15世紀の著者による、上述の

al・TaftazaniのShαr/:t(AqaJid-i al-1'，αiftaz白 Iに対する注釈である、 a1-IfI白hiyα(a1aαl-Shαr/:t

d・(AqaJidを指す。すなわちこの書物はAbuI:Iafs al-Nasafiのα1・(Aq出 dの注疏の疏にあ

たる[GALGI: 427-428][GAL SII: 318][Safiullina 2003: 104]。さらにそlashiy，ωSiya1kuti

は、その Ifashiyα-iKhαtymi Iこ対する、 CAbdal・I:Iakimb. Shams al-Din al・Siyalkuti

(al-Salikuti)という 17世紀の著者による注釈であり、肝白mylα (alaIfashiy，ααιKhayali (，αla 

Shar/:tαl-(AqaJid al・Nωα戸yα li・1・Taftl白血fと呼ばれる書物である [SVRIV: 339・340][GAL

85αl-MuqtJ油田 a1-mukhtarmin Nur al・manar戸時ula1-f句h は、I:Iãfi~ al-Din Abu al・Barakat

(Abd All油 b.A加ladal-Nasafi (d. 1310)のManarαιanvarfi. ~ül αI芥qh に対して著さ

れたものである [GALGII: 81; 196・197]0 [Safiullina 2003: 97・98]も見よ。
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GI: 427・428][GALGII: 417][Safiu11ina 2003: 105]。すなわちこれらの神学書は、

αI-CAqaJidの注釈が Sharf:tCAqaJid-i al-Taftazani、その注釈が lfashiyα-iKhαiJ'ali、その注釈

がそlashiya-iSiyalkutiとし、う関係にある。

Tav~母は、 ~adr al-Shari(a al・Thani(Ubayd Allah b. Mas(ud b. T司al-Shari(aMal.nnud b. 

~adr al-Shari(a al・AvvalAl:Imad al-Mal:tbubi (d. 1346)が、自著 Tanq市αιu同186fこ対し

て執筆した注釈である Tav~市 fi f:tall ghavamid al-Tanq市という、法源学の書物を指すだ

ろう [GALGII: 214][SVR IV: 190・191]。またTαl叫zは、上述のal・Ta丘azaniによる al-TIαl叫I

fik田町加qaJiq al-Tanq母という法源学書であり、 Tav~市の注釈である [GAL GII: 

214][Safiullina 2003: 93・96]0

Sharf:t-i 'AqaJid・ al-Dm乃'aniとは、 Jalalal-Din MUQ.ammad b. As(ad al・Davvani

(1427・1502) による神学の書物 Shar，れそAqãJid αι'A~udïya であろう [GAL GII: 217・218]。

これは、 (AQ.udal-Din (Abd al・RaQ.manb. Rukn al-Din al・Bakrial・Shabankarial-Iji 

(1281・1356)のαl叫 qaJidal仇~udîyα という神学書の注釈である [GAL 11: 208・209，esp. 

209] [Safiullina 2003: 106]0 

ところで RiQ.a>al-Dinは、上述の 17の書物による「規定の[学習順序による]授業J

を受ける際に、自らが利用した書物の名称をも記録する。彼はまずSharh-iJamiを挙げ、

さらに Isagh可fのために lfashiya-i$ad句を、 ShamsiyaのためにSのyidf:tashiyαsiを、そ

してSharf:t-iDαwaniのためにIsmaCilal-Kalanbavi f:tashiyαsiを利用したと述べる[NARTf.

1370， op. 1， d. 27， 1. 21b]。

SharかiJamiとは、 (Abdal-Rahman b. Al:Imad al-Jami (Mulla J盈ni，d. 1492)の

αI-FIαvaJid al・~ïyãJïylα のことであろう。これは上述の Jamãl al-Din Abu (Amr Uthman b. 

(Umarb. al司可ibのal-Kafiyaの注釈書であり、当然アラビア語文法学の書物である[GAL

GI: 303・306，esp. 304] [GAL GII: 207] [SVR 1: 180・181][Safiullina 2003: 141-142]0 

lfashiya-i拘diqはおそらく、 1880年代以降カザンにおいて lfashiya-iMavlana $ad旬、la

Sharf:t al-Isagh中という表題で出版されていた書物と同じ内容を持つ文献であり、論理学

書Isaghujiの孫注釈である870S句ゲidf:tashiyαsiは、(Alib. MuJ:.tammad al-Jurjani al-Sayyid 

al-Sharif (d. l413)による、Shαr/:lshαr/:lal-Risalααl-shωnsiyαもしくは αI-Kuchakとし、う、

論理学書al-Risalaal-shamsiyαfi al-qavaCidαl-manp.qiy，αの孫注釈のことであろう [GALGI: 

466-467][GAL GII: 216-217]0 Ismacu al-Kalanbavi /:lashiyωfとは、 Istna(ilb. Mu写ta白

86この Tanq申αl叫 ulはさらに、 Abual-I:Iasan (Ali b. MUQ.ammad al-Pazdaviとし、う 11

世紀の著者による法源学書Kanzal-vu:;ul ila macrifaαl叫 ulの注釈である [GALSI: 

637・638][SVRIV: 187-189]。

87 [Safiullina 2003: 121]を見よ。 Safiullinaは、この Isagh可fの孫注釈が、ウズベク科学

アカデミーの『東洋写本集成』に収録される、晶也undMulla ~ãdiq とし、う著者による

Shαr/:l Risala shamsiyaであろうと述べる。しかし『東洋写本集成』は、Shar，れRisalαshamsiyα

を、α1・R訟alαα1・shamsiyα戸α1・qavaCidαl-mantiqiyaの注釈書として提示する [SVRIII: 79]。
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al・Kalanbaviとし、う著者による、 al田Davvaniの神学書SharlJ.~qã)id α1・CAtj.udiyα への注釈

である880

さて、上述の書物はすべて、 Rida)al-Dinが師匠(Abdal-Fatt油のもとで学び、あるい

は学ぶ際に利用したものである。これらの書物の詳細を見れば、 Rida)al-Dinが「自伝」

において、これらをほぼ学問分野ごとに列挙し記述していることがわかるだろう。すな

わち、 Ba-d白から Kãfiy，α までの 7 つの著作は、 ~yn al-ci1mを例外とすれば、すべてア

ラビア語文法を解説する書物である。次の IsaghujiとShamsiyαは論理学書である。Zubda

ιωrãr は法源学、 Tα股h~ al-m許可1は修辞学の書物であるが、次の ShαrlJ.-iCAqa)id-i 

al-T，αβ白血f、IJashiyα-iKhayali、IJ白hiyα-iSiyalkutiの3つは神学書である。その次のTavtj.申

と Tal叫1 は法源学である。最後の神学書 Sh阻αar，か'~

R則id品a)al-Dinの言う「規定の[学習順序による]授業」とはほぼ、アラビア語学、論理

学、神学、法源学を、この順で学習するもので、あったと言えよう。

E.ニージニエ・チェノレシルイのマドラサでの独学における書物

Rida) al-Dinは、ニージニエ・チエノレシルイのマドラサにおいて、独学で、あるいは

他のシャーキルドとともに自主学習することによっても、いくつかの書物を読んだこと

を述べる。それによると彼は、独学で1"SharlJ.-i IJikma al_Cayn、Tajsfr-iBaytj.avi、Mirqat

αl明 1SulとMir)atαιusul、これらの注釈である IzminのものJを読み、他のシャーキル

ドとともに I"SullamとQa4imubarak IJ白hiyωiJを学んだ[NART f. 1370， op. 1， d. 27，1. 

21]。

SharlJ.-i~五kmaal-Cayn は、 MïrakShams al-Din Mul;1ammad b. Mubarak Shah al・Bukhari

という著者によるもので、 Najmal-Din (Ali b. (Umar al-Qazvini al-KatibiのKit，訪れikma

al-Caynという、形而上学と物理学を扱う書物に対する注釈である。これは哲学もしくは

論理学の書物とみなされ得る [GALGI: 466・467][SVR III: 61・62][Safiullina 2003: 

124] [Mohagnegh 1978]。

Ta戸fr-iB句'4品川ーとは、おそらく Na写iral-Din Abu al・阻layr(Abd Allah b. (Umar 

al・Bay告vi(d.1286)の著名なタフスィール学(クルアーン解釈学、 (ilmal-tafsir)書で

ある Anvarα1・tar凶 lvaωraral-tJα刊を指すだろう [GALGI: 416・418]。

Mかqãt αl-~ül は、 Mu1).ammadb. Faramuz b. (Ali Mulla岡山srav(d.1480) による法

源学書Mirqatal-珂t同lila ci1m α1・同副である。また Mir)ât αl-u手ül は、この Mirqãt αl明~ül

ila 'i1m αl-~ül に対する、著者自身による注釈書である。そして「これらの注釈である

Izmiriのもの」とは、この Mir)atal-usulに対する、 al・Izmiriとし、う著者による注釈であ

る[GALGII: 226-227]。

Sullamとは、 MuhibAllah b. (Abd al-Shukur al・Bihari(d. 1707) とし、う著者による、

88 [GAL SII: 208・209，esp. 209] [GAL SII: 1015] [SVR IV: 370]を参照。すなわち、この

I抑制αιKal叫 αvi陣 hiyasiは、 al有IのαιCAqa)idαI叫 tj.udiyαの孫注釈である。
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Sullam al-(ul白nとし、う論理学書を指すだろう。そして Qag.imubarak Ifashiy，αsiとは、こ

のSullamαl-(ulumに対する注釈書である、 Qa<;liMubarak Mul:1ammad b. Mul:1ammad 

Da)im al-Faruqiという 18世紀の著者による α1・Munhiyαという書物を指すと考えられる

[GAL GII: 420・421][SVR III: 83] [Safiullina 2003: 123-124]0 

F. Rida) al-Dinが筆写した書物

さてRida)al-Dinは、マドラサでの学習において筆写した書物の名称をも列挙する。

それによれば彼は、上述のマドラサの「規定の授業」において学習した書物のうち、ア

ラビア語文法学の書物である Bα-d，白、 ShmかiCAbd Allah、Qava(id、(Avamil、K可iyaと

その注釈である Shar1:z-iJami、そして Man手立r1:zashiy，ωPとし、う書物を筆写した。また法

源学書Zubdaal-asrar、神学書If白hiya-iSiyalk師、論理学書If白hiya-i$ad旬、詩集であ

るαιQ句idα al・munfiαrすaの注釈書 Qa手ida-imunfmガαShαr1:ziX'、シャーキルドのふるまし、

方を解説する TaCZunal-mu師、II加1tariq al-ta(，αII凹n、そしてクルアーン読諦学 (Cilm

al-tajvid)書Muqαdd加凶Jazariylαとそれに対する阻lalidb. cAli al・Azhariによる注釈書

91、さらにラジャズ (r吋az)詩の書物の注釈Rujuzαal_Suyup.-92、スーフィーの行為規範

を解説するそAynα14加、法学書Mukh崎町al-Viqめrα93をも筆写したという [NART f. 1370， 

89 この書物の詳細は不明である。しかしこれが、アラビア語文法学の書物とともに列挙

されることから、アラビア語文法学書である可能性は高い。

90α1・Qa手idααl-munfarすαは、 Abul:Iamid al-Gazaliによるものか、あるいは Abual-Fa<;ll 

Yusufb. Mul:1ammad al-Tavzariとし、う 11""'-'12世紀の著者による別称αI-Fm可bα(d

al-shiddaのいずれかを指すと考えられる。いずれにせよ複数の注釈が存在するため、

Q句ぽα-imunfarすαShar1:ziとし、う書名のみで同定することは困難である[GALGI: 

268-269]。

91 Muqadd加。iJazαriy，αとは、 Shamsal・DinAbual・KhayrMul:1ammad b. Mul:1ammad b. 

al-Jazari (: It、う 14""'-'15世紀の著者の αιMuqadd前回 αI-Jazariyαfial-tajvidである[GAL

GII: 201・203，esp. 202][SVR IV: 111]。

92 Ri<;la) al-Dinの言う Rl.{伺mαl-Suyutiとは、 AbuCAli Mul:1ammad b. al-~踊~j CAbd 

al-Salam al-Madani (al-Tihami) Janriunとし、う著者による Shar1:zUrjuzα戸αl-tIα仇bitfi

laylααl-mabit li-αιSuyutiを指すと考えられる。これは、マムノレーク朝末期の著名なウラ

マーJalalal-Din Abu al・Fa<;llCAbd al-Ral:1man b. Abi Bakr al-悶m<;layrial.・Suyuti

(1445・1505)の著作 al-目的bitfi Cilm C;的dαal-taby註戸laylaal-mabitに対する注釈書であ

る[GALGII: 143-159， esp. 151][GAL SII: 886]0 

93 Mukhtl匂UαI-Viqãy，α とは、 ~adr al-Shari(a al-Thani (Dbayd Allah b. Mas(ud b. T司

al-Shari(a Mal:1mud b. ~adr al-Shari(a al・Avval Al:1mad al・Mal:1bubiの法学書al-Nuqのほ
Mukh崎 町al-Viqめraを指す。これは、 T司al-SharicaM幼mudb. ~adr al-Shari(a al・Avval

Al:1mad al-Mal:lbubiのViqayaal-rivめrafim邸前lα1・Hiday，αの摘要である。そして Viq砂α

αl-rivayafi m郎副lal-Hid砂αは、 al-Marghinaniの著名な法学書『ヒダーャ』の摘要であ

る[GALGI: 376・378，esp. 377][GAL GII: 214][GAL SI: 653][SVR IV: 230・241][Heffening 
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op. 1， d. 27， 1. 20b]。

1860年代後半から 1880年代末頃のヴォルガ・ウラル地域の、新方式教育を導入して

いないマドラサにおいて、 Rida>al-Dinが学習した書物は、ほぼ以上のようなものであ

る。彼は他にも複数の書物の名称を記録するが、少なくとも彼がマドラサで学習した書

物として意識的に列挙するものは、これらである。

IV-2.19世紀後半ヴオノレガ・ウラル地域のマドラサの教育課程

ところで従来の研究においてしばしば、ヴ、オルガ・ウラル地域の新方式教育導入以前

のマドラサ教育は、 [Validov1923]に依拠して説明されてきた。上述のように[Validov

1923]は、史料として利用するには注意が必要なものであるが、有用な情報を含んでも

いる。そこでここでは悶da>al-Dinに依拠しつつ、それに Validovの記述から得られる

情報をあわせ、 19世紀後半のヴ、オノレガ・ウラル地域のマドラサの教育課程を解説するこ

とを試みる。

Validovは、初等程度の教育の場で、あった、 fI日方式のマクタブJ[Validov 1923: 13] 

について、以下のような情報を記す。最初の学習は、 1頁めにアラビア文字の一覧が示

され、その後にアラビア語とテュルク語 (Validovの言葉ではタタール語)でイスラー

ムの基本教義が解説された書物に始まる。 Validovは、この書物の名称が『信仰の諸基

礎 (OsnoηveryUであったと述べる94。この書物の次に生徒は、クノレアーンのヤー・ス

ィーン章の抜粋からなる書物で、当該章を暗唱する。その次がHα角rakij匂fであり、そ

の後がクルアーンそのものの暗唱である。また、マクタブには「定まった科目は存在せ

ず、存在したのはただ書物のみで、あった。それらの内容は、教義と、通常は預言者や聖

なる人々の生涯に由来する、教訓的な物語で構成されていたJ[Validov 1923: 13]という。

そうした書物は、より初等の子どもに対してはテュノレク語のものが用いられたが、学習

が進むとアラビア語のものとなり、時にベルシア語の書物も使用された950

この Validovの証言は、 Rida>al-Dinの記述とほぼ一致するだろう。すなわち、 19世

紀後半のヴォルガ・ウラル地域のムスリム社会で新方式教育が導入される以前に実践さ

1991]。ウズベク共和国科学アカデミーの『東洋写本集成』には a1-NuqのほMukht匂ぽ

αI-Viq砂αの写本が多数収録されており、これがトルキスタンでさかんに筆写された書物

であることがわかる[SVRIV: 230・241]。

94 Frankによれば、この『信仰の諸基礎』のテュルク語原題はlmanshαrずである[Frank

2001: 241]0 

95 [Validov 1923: 13-1汁を参照。 Validovは、 Hafti.yakij匂1・の学習などで行なわれた、

イジェクという、アラビア語を音節にわけで音読する方法を解説している。例えばアラ

ビア語の fminJ としづ言葉を読む場合、子どもらはこれを fmiJと fnJ にわけ、「ミ

ームの下はミ、ヌーンにスクーンは、ミン」と音読した[Validov1923: 16-17]0 ミーム

はアラビア文字mの名称、「下Jとは文字の下に付されiの母音を示すカスラ (kasra)

記号のことであり、ヌーンは nの名称、スクーン (sukun)は無母音を示す記号を指す。
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れていた初等程度の教育は、およそ以下のようなものである。

教育を受ける子どもはまず、アラビア文字を提示する書物を学ぶ。次に生徒は、クル

アーンの抜粋からなる書物、とりわけ Haftiyαkij匂:ーを学習し、その後にクルアーンを暗

唱するよう努力する。クルアーンの学習以外で、は、生徒はまず、預言者 Muhammadの

奇跡謂などを含むスーフィー詩集 (al-UtizImaniの『永続の書』、 Hakimλtaの『最期

の書』、 Yakf:z.ikayat、Bahalal-Din al-cAmiliのSavanil;1など)を読む。また、イスラーム

の基本教義を解説する書物 (Jamalal-Din b. Bikashの FadaJilal-shuhur、Muh卸unat

al-musl討1m、8φFααl-manqu1at、ImamZadaのShir(，αal-islamなど)、礼拝について説明

する書物 (S1nu世 α1・salat、Burhanal-Din al・HalabiのHalαbiなど)、学生の行為規範を

解説する書物 (Burhanal-Din al-ZamujiのTa(l加 αl-mutlα(aUim、Abul:Iamid al-Ghazali 

のAyyuhaal・valαdなど)、そして W40のハデ、ィース』などのハデ、ィース集も学習した。

そうした書物は、より初等の段階ではテュルク語のものが使われ、学習が進むにつれて、

ペルシア語、アラビア語で書かれたものが用いられた。

では次に、マドラサにおける教育の中心で、あった、より高等な教育課程の問題を検討

する。

Validovによれば、 rI日方式のマドラサJ[Validov 1923: 17]の教育課程における「科

目Jは、高度の諸学 (culumal-Caliya) と聖法の諸学 (culumal-sharCiya)の2つのカテ

ゴリーに分類される。前者は、彼の言葉によれば、「イスラーム教の、基本的かっ全面的

な理解のための道具となる諸学」であり、後者は「イスラーム教を専ら研究する諸学J

である。前者の高度の諸学はさらに、アラビア語学 (culumal品 rabiya) と理知の諸学

(Culum al-Caqliya)の2つに分類される。そしてマドラサで学習をはじめたシャーキル

ドは、まずアラビア語学の書物に取り掛かる96。アラビア語学の学習を終えたシャーキ

ルドは、理知の諸学に分類される 2つの学問を順に学ぶ。その 1つめは論理学であり、

2つめは哲学である[Validov1923: 26]。これらの学習の後にシャーキルドは、伝承の諸

学 (culumal-naqltya)の範鴎に分類される 3つの学問、すなわち神学、法源学、法学を、

この順序で学ぶ970

さて、この Validovの言う rI日方式のマドラサJの記述は、Ridalal-Dinによるマドラ

サの「規定の授業」の記録とほぼ一致する。すなわち、 19世紀後半のヴ、オルガ・ウラル

地域のマドラサにおいて、新方式教育の影響を受けた改革が開始される以前に実施され

ていた教育は、概して以下のようなものであると説明できょう。

96 アラビア語を学習し始めた学生は、「文法読み (sarfkhvan) Jと称された。 Sharh-iCAbd 

Allahで文法を学ぶ学生は、 rSharh-i (Abd Allah読み (Sharh-i(Abd Allah khvan) Jとも呼

ばれた。 [Validov1923: 21; 25]を見よ。

97 [Validov 1923: 27; 32]を見よ。理知の諸学とは、人間理性の思考に基づいた、ギリシ

アなどに由来する、いわゆる外来の諸学であり、伝承の諸学とは、啓示と伝承に基づく

アラブの諸学である。[鎌田 2003][小林 1995]も参照。
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シャーキルドは最初に、アラビア語学の書物を順に学習してし、く。それらの書物は、

例えば、)1慣に次のようなもので、あった(RidaJ al-Dinが「規定の授業j の他に自ら利用

した注釈書も、可Hを付し以下に記載する)。

1.Bα-dan 

2. cAbd Allah b. Aq Mu}:lammadのSharI:z-i(Abd Allah 

3. Qαva(idαl-i(r，劫

4. cAbd al-Qahir al-JurjaniのKitabal-(avamil al-mPα 

5. Abu al-Qasim Ma}:lmud b. cUmar al・ZamakhshanのKitabal-unmudhaj 

6. Jamal al-Din Abu cAmr Uthman b. cUmar b. al・8可ibのαI-Kafiy，α

*CAbd al-Rahman b. A}:lmad al-JamiのαI-F，αvaJidαl-cliyaJiy，α

学生は、アラビア語学を学び終えると、理知の諸学のうち論理学についての書物を学

習しはじめた。それらの書物は、次のようなものであった。

1. Athir al-Din b. Mufa<;l<;lal b. cUmar al・AbhariのKitabal-Is司gh可f

*IJ白hiylα-iMαvl命la$adiq (ala Shai・'I:zal-Isagh可f

2. Najm al-Din cAli b. cUmar al-Qazvini al・KatibiのαI-Risalaαιshamsiyafiα1・qαva(id

d・man戸qiy，α

*CAli b. Mu}:lammad al-Jurjani al-Sayyid al-SharifのSharI:zsharI:z al-Risalαal-shamsiyα 

Validovは、マドラサで論理学の次に哲学が学ばれたと記すが、Ridaコal-Dinの「規定

の授業Jの記録に哲学書は含まれなし列。いずれにせよ哲学は重視されていなかったと

考えられる。

さて、シャーキルドは論理学の学習を終えると、いよいよ伝承の諸学に分類される諸

学問に取り掛かり、まずは神学の書物を学ぶ。それらの書物は、例えば、 )1慎に次のよう

なものであった。

1. Sacd al-Din Mascud b. cUmar al・TaftazaniのSharI:z(AqaJid-i al-1'<αift，白血j99

2. A}:lmad b. Musa al-闘layaliのd・IJ白hiylα(alaal-SharI:zα1・(AqaJid

3. cAbd al-I:Iakim b. Shams al-Din al・SiyalkutiのIJashi)崎、lalfashiyαal・Khαryali(，αla 

SharI:z al-'AqaJidαιNωα舟rali-l-Taftaz白 f

4. Jalal al-Din Mu}:laI11mad b. Ascad al-DavvaniのSharI:z(AqaJid al-(Acludfyα 

*IsmaCi1 b. Mu手tafaal長alanbaviのIsma(ilal-Kalanbavi IJashiyωf 

シャーキルドは、神学の次に法源学を学習した。学習に使用された書物は、例えば以

98 RidaJ al-Dinが独学した書物を列挙するなかに含める、 MirakShams al-Din 

Mu}:lammad b. Mubarak Shah al-BukhariのShar，与iIJikmααl-(aynは、哲学書とみなされ

得zるだろう。

99 この書物は、 Najmal-Din Abu I:Iafs cUmar al・Nasafiのα1-(AqaJidを本文 (matn) とし

た注釈書の体裁で、本文もともに学習されたと考えられる。 [Validov1923: 27・30]を見

よ。
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下のようなものであった。

1. $adr al-Sharica al・ThaniCUbayd Allah b. Mascud b. T可al-SharicaMaりmudb. $adr 

al-Sharica al・AvvalA与madal-MaQ.bubiのTαv姉 fi1:tall ghav伽 idαI-Tanq市

2. Sacd al-Din Mascud b. cUmar al・Taftazaniのal-Tal叫zfikωhf加qaJiqαιTanq母

マドラサのシャーキルドは、 Validovによれば、法源学の学習が終わると、ついに法

学の研究を開始した。Ridal al-Dinの記録する「規定の授業Jには、法学の書物の名称

はない。しかし彼は、独学や筆写をした書物を列挙するなかに、法学の書物を挙げてい

る。それはタフスィール学の書物で、ある N母iral-Din Abu al-Khayr cAbd Allah b. cUmar 

al・Bay<;laviのAnvaral-tanzil vaωraral-加ヤ百であり 1∞、また法学書である $adral・Sharica

al・百laniCUbayd All油 b.Mascudのal-Nuq砂αM此h郎 aral-Viqayaである。そして Ri告3

al-Dinがマドラサを離れた後も熱心に法学研究を行なったことは、例えば彼が著したハ

ディース学書 wr語録集成J注釈』を見ても明白である[RF1916]0 

ところで、オレンブルグ・ムスリム宗務協議会で試験を受けるシャーキルドらは、町dal

al-Dinによれば、試験準備のために法学書ιNuqay，αM此htJ匂aral-Viqay，αを学習したが

[NA RT f. 1370， op. 1， d. 27， L llb]、他にも彼らがとくに重視して学んだものがあった。

それは遺産分割学(ヨlmal・farali<;l)であり、その書物は Sirajal-Din Abu T油 irMUQ.ammad 

b. MuQ.ammad cAbd al-Rashid al-Sajavandiという 12'"'"'13世紀の著者による、 αI-Fara吋

al-Sirajiylαであった101。このことはRi<;lalal-Dinの「自伝Jにも、彼がマドラサで、ハルフ

ァとして教えていた時の記憶として、以下のように登場する。

私のシャーキルドの 1人が試験に行くことになったその時、遺産分割学 (faralid) を

学んでいないシャーキルドは試験を受けることができないという情報が明らかになっ

た。そこで、私のシャーキルドに遺産分割学を教えることが必要となった。この時、私

自身が遺産分割学を見たこともなく、学問的に知つてなどいなかった。私は無理に独

学するという方法で Sかajiyaを学び、そして学んだことをすべてシャーキルドに教え

た。このおかげで、シャーキルドは試験に合格し、私の方はこの学聞を知った[NARTf.

1370，op. 1， d. 27， L llb]。

かりに 19世紀後半の宗務協議会管轄地域におけるマドラサ教育の特徴を、他の、とく

にロシア外のムスリム地域との比較において挙げるとすれば、その 1つはまちがいなく、

シャーキルドがウファでの試験準備に法学書を読み、とりわけ試験の必要に迫られて、

遺産分割学を学習したということであろう。

マドラサでの教育は基本的に、教師が学生に対し、上述のような書物の内容を順に講

じていくという方法で行なわれた。子どもは通例、 6'"'"'7歳で初等の学習を開始したよう

1∞タフスィール学とハディース学は、広義の法学に含まれる[磯貝 2009:127]。

101 [Validov 1923: 32] [Safiullina 2003: 96]を見よ。遺産分割学は法学にかかわる学問と

みなされ得るが、数学諸学の 1つに分類される[鎌田 2003:420-422]0 al-FaraJirj. 

α1・Sirajiyaについては[GAL1: 378・379][SVR IV: 251-252]も参照。
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である。初等程度の教育を受ける生徒を年齢で見れば、最も多いのは 8'"'-'14歳の子ども

らであった[Validov1923: 16]。その後、イマームを志す学生は、Riclaコal-Dinのように、

マドラサで 30歳を過ぎるまで学んだのである。

V.小結

19世紀後半のヴ、オルガ・ウラル地域における、新方式教育が普及する直前のマドラサ

の、「規定の授業Jによる教育課程は、ある学問分野の知識を習得するのに必要な書物を

注釈書とともに順番に学習していき、その学問分野を修了すると、次の学問分野の書物

を順番に学習していくという方法で、アラビア語学、論理学、神学、法源学、法学を、

この順序で学習することを基本としていた。書物は、最初に使用する 1'"'-'2冊がベルシ

ア語でアラビア語文法を説明するものであるのを除けば、すべてアラビア語の著作であ

った。こうした教育課程は、同時期のトルキスタンのマドラサのものとほぼ同じであり、

まちがいなく、細部にいたるまで、いわゆるブハラ伝来のものものであると言える1020

それと同時に、 Rida)al-Dlnが「自伝」のなかに、マドラサの「規定の授業Jで使用

しなかった書物についても記録し、しかもそれらを 1人で、あるいは他のシャーキノレド

とともに独学したり、筆写したりしたと述べていることは、Uslt1anovが指摘したように、

マドラサが相応の蔵書を有していたことを示すだろう。シャーキルドは「規定の授業」

以外でも読書により学識を高めることができたし、そうした行動を支えるような学生文

化も、後の新方式教育を支持する知識人らによる批判にもかかわらず、ないわけではな

かったのである。

学生文化といえば、 Validovは、シャーキルドらが詩を作ったり、そうした詩を流行

させたり、さらにそれを装飾的に書き記したりしていたことを記す。彼によれば、シャ

ーキルドが文字を書くという行為は、そのような韻文の文化の他に、写本を筆写すると

いう学習方法によっても支えられていた。印刷された書物がなかった時代、写本の筆写

は書物を入手する手段で、あったが、印刷本が普及した後もシャーキルドは書物を筆写し

た。その場合、筆写は文字を書く練習であると言われていたという [Validov1923: 14-16]。

本章で紹介したように、問da)al-Dlnもマドラサで筆写した書物を列挙している。また

102 [磯員 2009:109]を見よ。実は、ヴオノレガ・ウラル地域のマドラサで使用された書物

のかなりの部分は、注釈書との組みあわせも含め、トルキスタンのそれと一致する[磯良

2005]。また上述のように、例えばタタノレスタン共和国科学アカデミ一言語文学芸術研

究所に、ヴォルガ・ウラル地域出身のウラマーがブハラで作成した Muhunmatal-m山 l的自

の写本が保存されていることなども、 トルキスタンからの書物伝来の証拠となろう。と

ころで、ヴ、オルガ・ウラル地域のマドラサにおけるシャーキルドの目的が単にイスラー

ム法学の知識を得るだけでなく、宗務協議会の試験を経てイマームになることで、あった

としづ事実は、アラヒ守ア語の書物あふれるマドラサが、ロシア帝国の行政の一端を、広

大な帝国の一部地域の末端ではあるとはいえ、になう存在で、あったということを意味す

るだろう。
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Usmanovは、シャーキルドが学習のために書物を筆写した「シャーキルドのノートjに、

実際に韻文を書き記していた事例を複数、詳細に紹介している[Gosmanov1994]0 Riclal 

al-Dinは自著に、しばしば自作のアラビア語の対句を挿入したが、そうした趣向も、あ

るいはマドラサの学生文化に由来するものかもしれない。

19世紀後半のヴォルガ・ウラル地域のマドラサにはたしかに、Ridalal-Dinのような、

イスラーム諸学に通暁し、法学論争をするに十分な知識を持つウラマーを養成し得るも

のであった。Ridal al-Dinは、本章で紹介したような様々なイスラーム諸学の書物によ

り構成される教育課程で得た学識をもとに、 Jamalal-Din al・Mghaniや MuJ;lammad

CAbd曲、 Shihabal-Din al川 arjaniといった改革論者のウラマーの論理を理解し、自らの

思想の糧としていったのである。

最後に、初等程度の教育について触れておく。初等の教育において、クルアーンやイ

スラームの基本教義が教えられるとともに、 al-UtizImaniの『永続の書』、 HakimAta 

の『最期の書』、 Bahalal-Din al-cAmiliのSαvanihなど、イスラーム神秘主義思想、を反映

したテュルク語やベルシア語の韻文が読まれていたとし、う事実は、今後検討されるべき

であろう。これらの書物からは、少なくとも、新方式教育が普及する以前のヴオノレガ・

ウラル地域のムスリム住民一般のイスラーム理解、世界観を知るための手がかりが得ら

れるかもしれない
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第 2章

「新方式j 教育におけるイスラーム改革の実践事例

- rakhlaqJ と radabJを継承する Ri偶)al-Din b. Fakhr al-DinのCIlm-iakhlaq 

I.本章の目的

本章は、ロシア帝政末期のムスリム知識人によるイスラーム改革が、新方式教育にお

いてどのように実践されたのか、その事例を示す試みである。本章が事例とするのは、

Ricla) al-Din b. Fakhr al-Dinが19世紀末から 20世紀初頭に執筆し出版した、CIlm-iakhlaq 

という著作シリーズである。

上述のようにRida)al-Dinは、 19世紀末から 20世紀初頭のロシアのムスリム知識人

社会において、イスラーム改革を主唱し実践するウラマーとして、新方式教育の支持者

として、そして 1908年からは雑誌『シューラー』の主筆としても、よく知られていた。

彼はマドラサにおいてイスラームの学識を十分に修得し、それを基礎としてロシアのみ

ならずオスマン帝国などの知識人らの活動にも注目して、近代ヨーロッパ由来の知識の

摂取にも努めた人物で、あった。その Rida)al-Dinが、 19世紀末から 20世紀初頭の世紀

転換の時期に、 CI，加幽iakhlaqとしづ著作シリーズを執筆し刊行した。このシリーズに収

録された著作のほとんどは繰り返し刷られ、時には版を改めて発行され、ロシアのムス

リムの問に広く普及した。それらの多くは、そうした発行状況や内容からすれば確実に、

新方式教育における fakhlaqJ という名称の科目の教科書として使用されたものだと考

えられる。

r akhlaqJ という語は、アラビア語で固有の性質を意味する khulqとしづ単語の複数

形であるが、上述のように人間の持つ諸々の性質という意味で理解される。 rCilmJは、

知識や学問を意味する言葉である。これら 2つの言葉よりなる fCilm・iakhlaqJ という

語句は、複数の意味を持っと考えられる。 1つは、倫理学という意味である。後述する

ように、イスラームの学問伝統においてCilmal-akhlaqあるいはCilm-iakl吐きqとは、イス

ラーム倫理学を指す語句である。いま 1つの意味は道徳学である。Rida)al-Dinが自著

のシリーズに与えたす加-iakhlaqという名称が、イスラームの学問伝統における倫理学

としての「倫理学Jを指すのか、あるいは他の、例えば「道徳学」と訳すのがふさわし

いようなものであるのかという問題は、このシリーズの内容を分析することによっての

み解決されよう 103

103 これは当然、 akhlaqとしづ単語の意味にかかわる問題でもある。 Dudoignonは、ロ

シア帝政末期の、教育課程の改革が行われたマクタプやマドラサにおいて、アラビア語

やベルシア語、チャガタイ語の「古典倫理文献 (classicalethics literature) Jを利用した

「倫理教育 (ethicaleducation) Jに力点が置かれたということを述べる(ここで彼は

ethicsの原語が akhlaqであることを明示する)。そして同時に、ムスリム知識人による
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ところでアメリカの研究者阻lalidは、中央アジアのジャディーデイズムについての優

れた研究において、中央アジアの新方式教育で使用された教科書の「系譜Jが解明され

るべきことを指摘する。彼は、中央アジアの新方式教育の教科書の直接のモデ、ルはタタ

ールの教科書であるが、そのタタールの教科書はロシアから影響を受けており、さらに

フランスにルーツを持つオスマン帝国の教育と関連があるかもしれないことを述べる

[胞lalid1998: 169・170]。さらに胞団lidは、中央アジアの新方式学校で実践された「倫

理道徳の (moraland ethical) J教育の教科書が、マクタブの「アダブ (adab)J教授の

伝統を継承するものであるとも述べる[悶lalid1998: 172]。

ここでRic;l.a)al-DinのCIlm-iakhlaqシリーズについて先行研究を概観すると、このシリ

ーズはこれまで、Rida)al-Dinの思想、を分析する史料としてのみ、扱われてきたことが

わかる。とりわけ彼の道徳・倫理 (nravstvenno・eticheskH)思想、を詳細に検討したのは

Baishevである。彼は多くの文書館史料などとともに、このシリーズも利用している

[Baishev 1996]0 MakhmutovaとTukhvatullinaは、ムスリム女性やジェンダーにかか

わる問題への関心から、このシリーズに着目する104。しかしながらこのシリーズについ

て(そして管見のかぎり、新方式教育で akhlaq科目の教科書として利用されたはずの、

し、かなる書物についても)、闘lalidが指摘するような「系譜」は、いまだ解明されてお

らず、未知のままである。

以上を踏まえ本章は、まずRic;l.a)al-DinのCIlm-iakhlaqシリーズがどのような内容を持

つものであるかを確認する。そして次にそれを、ヴォルガ・ウラル地域と学問的な繋が

りの強かったトルキスタンにおいて、 11'"'-13世紀に著され普及したイスラーム倫理学

((ilm-i akhlaq)文献の内容と比較し検討する。さらにそれを、ヴオルガ・ウラル地域

のマドラサで読まれていた、作法 (adab)について解説する文献と、内容比較する。最

後に本章は、オスマン帝国において(Abdal・Hamid11世(位 1876-1909)統治期、すな

わち新方式教育を支持するロシアのムスリム知識人らが観察した時期に、教授されてい

た道徳 (akhlaq) という名称の科目と、その教科書として利用された文献の特徴を概観

定期刊行物に al-Jahii(776/7・868/9) とSa(di(1210・1292頃)の著作の翻訳や、それ

らについての議論が掲載されたことを指摘する[Dudoignon2006: 90]。しかし考えてみ

れば、 al-J功i写やSa(diShiraziはイスラーム倫理学 ((ilmal-akhlaq)文献の著者ではな

い。彼らは基本的にアダブ (adab)文学とし、う文芸ジャンルに分類される業績を遺した

人々である。こうした髄師が生じるのも、 akhlaqという語の意味にかかわる問題が解決

されていないためである。

104 [Makhmutova 2003: 204-205] [Makhmutova 2006b] [Tukhvatullina 2003a: 159-183] 

を参照。ちなみにCIlm-iakhlaqシリーズは現在、タタルスタンやパシコルトスタンで、

子どもの教育におけるアクチュアノレなテクストとしても注目されている。例えば

[Salikhova 2006]を見よ。
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した後、 Ri弱Jal-Dinの守加-iakhlaqシリーズについて考察する105。この手法により本章

は、当該シリーズの「系譜Jを明らかにし、さらに名称の意味の問題を解決する。結論

を先に述べれば、 RicHPal-Dinの'Ibn・iakhlaqシリーズは、イスラームの学問伝統におけ

る倫理学から名称および内容に家政学を含むという特徴を、マドラサでの作法 (adab)

教授の伝統からは内容を継承し、それらを基礎として、さらに同時代のオスマン帝国で

実践されていた教育の道徳科目から影響を受けたものであると言えよう。これはイスラ

ーム改革が新方式教育のなかで、具体的なかたちで実践された事例の 1つである。

11. Ru;laJ al-Dinの(Ibn-iak.hlaqシリーズ

11-1.シリーズの概要

RidaJ al-Dinが生涯で最初の著書を出版したのは、彼がまだマドラサにいた 1887年で

ある。その 1つは少なくとも、『語形変化の書 (Ki励 al-切 riJHというアラビア語文法

にかんする書物で、あった。彼は 1888年にも著作を 2つ出版しており、 1つは社会評論

的な内容のもの、もう 1つはイスラーム法学にかかわる書物である106。そして早くもそ

の翌年、 1889年にRiclaJal-Dinは、 (I1m-iakhlaqとして発表した一連の著作の最初であ

る、『教養ある子ども (Tarbiyαlibala) ~ 107を出版する。この後 1897年まで彼は、自著

の出版を行わなかった。しかし 1897年になると彼は新しい著作を 3つも発表し、さら

に『教養ある子ども』を再度、刊行した。 1898年には(11m-iakhlaqのシリーズとして『教

養ある母親 (Tarbiyαli 伽ã)~ と『教養ある父親 (Twもかali ã厄)~を出版し、『教養ある

子ども』を再版した108。すなわち(11m・iakhlaqは、RiclaJal-Dinが非常に早い時期から執

筆と出版を進めたシリーズなのである。ここではまず、当該シリーズに収められた一連

105 この分析手法からは、 (11m・iαkhlaqシリーズをイスラーム文献のみならず、ロシアの

文献とも比較する必要があるのではないかという疑問が生じるだろう。しかしながらロ

シア語文献との比較によって論理的な結論を得るのは容易でない。なぜなら、問調3

al-Dihは自らの著作の参考文献として、イスラームの文献は列挙するけれども、ロシア

語文献は提示していなし、からである。それゆえ本章は、比較対象をイスラーム文献の範

囲にとどめる。

106 [Mardanov et al. (eds.) 1999: 193]を参照。RidaJal-Dinの最初期の著作については、

[Gosmanov 1984 : 145][Gosmanov 1990: 55][Baishev 1996: 55]も参照。

107 ここではひとまず、 tarbiyaとしづ語に「教養Jという訳語をあてる。この言葉は通

例、乳幼児の身体の養育、接あるいは人格の陶冶、初等程度の知識を授ける知育などの

意味で用いられる。このtarbiyaはRiclaJal-Dinの思想、におけるキーワードの 1つであり、

知識と、その知識に相応な礼節をともに獲得した人格を形成するような教育を意味する。

これらの書物の表題の tarbiyaの語は、そのような全人的な教育において教え養われる

もの、という意味を含む。

108 [Mardanov et al. (eds.) 1999: 193帽 194]を参照。 RidaJal-Dinが自著の出版を行わな

かった時期はちょうど、彼が農村のイマームを務め、その後に宗務協議会で勤務し始め

た時期と重なる。
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の著作の概要を確認する(カッコ内は初版の発行地と発行年)。

. ~教養ある子ども (TarbiyalibalaU (カザン、 1889年)

. ~教養ある母親 (Tarbiyali 命lã) ~ (カザン、 1898年)

・『教養ある父親 (Tarbiyalia厄U (カザン、 1898年)

・『シャーキルドの作法 (Shakirdlikadabi) ~ (カザン、 1899年)

・『教養ある妻 (Tarbiyalikha凶nU(カザン、 1899年)

・『教育の作法 (Adab-ita(l加U(オレンプソレグ、 1902年)

・『家族(咋白)Jl(オレンブノレグ、 1902年)

・『訓戒第一 (N，ω仇αtbかmchi)~ (オレンブルグ、 1903年)

・『訓戒第二 (N，ω仇atikinchi) ~ (オレンプルグ、 1903年)

・『司iI戒第三 (N邸仇atuchinchi) ~ (オレンブ、ルグ、 1903年)

・『家族 (Ahl-(，αl)'al)~ (オレンプルグ、 1908年)

・『教養ある子ども (Tarbiyalibala) ~ (カザン、 1889年) [RF 1898a] 

上述のように、これは問調Jal-Dinのヲ加-iakhlaqシリーズのなかで最初に出版された

作品である。これはオスマン帝国の文筆家である AhmadMidhat(18444912)の著作

に依拠して109子どもを対象に著され、 1889年から 1914年までの聞に版を重ねて計 13

回刊行された[M益rdanovet al. (eds.) 1999: 193・209]。周知のように、 A与madMidl:tat 

は言論によって一般の人々を啓蒙するという信念のもと数多くの作品を著したオスマン

知識人である。ちなみに RidaJal-Dinは1913年、『アフメト・ミドハト・エフェンディ

(A/:unad MidJ:tat αifandi)~ という表題で彼の伝記を出版した[Türkoglu 2000: 300・303]0

・『教養ある母親 (Tarbiyaliana) ~ (カザン、 1898年) [RF 1898b] 

これは Ricl.aJal-Di:nの守加-iαkhlaqのシリーズのうち、女性のために刊行された最初の

作品であり、ムスリム女性が模範とすべき教養 (tarbiya)を備えた母親が行なうべきこ

とを解説するものである。この書物は大きな活字で印刷され、頁量も 15頁強と少ない

ことから、読み書きを学び始めて間もない女子や、簡単な書物であれば読むことができ

る程度の識字能力を持つ女性を主な対象としたものであると言える。この作品は 1898

年に初版が発行されて以降、 1905年、 1906年、 1907年、 1909年と版を重ねて計5回

刊行された。一方、父親である男性を対象とした著作である『教養ある父親 (Tarbiyali

d厄)~ 1898年に刊行された後、版を重ねることはなかった[M世danovet al. (eds.) 1999: 

193・209]。

. ~シャーキルドの作法 (Shãkirdl此 ãd品i) ~ (カザン、 1899年) [RF 1899a] 

これは、マクタブ、やマドラサの学生が心得るべきことを「責務 (vazifa)Jとして列挙

し解説した書物である。ここでは例えば、知識を適切な順序で学ぶこと、師匠には適格

な人物を選ぶこと、知識を尊重すること、マクタブPやマドラサの規律に従うことといっ

た事柄が説かれる。この書物の巻末では本文のなかで紹介される著名な人物の略歴が紹

1ω 表紙に rAQ.mad Midl:tat afandiの作品から」と記された版が存在する[RF1898a]。
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介されている。そこには預言者 Muhammadはもちろん、教友らや、 AbuHanifa、Abu

Yusuf (731-798)、al-Shaybani(750・80S?) のようなイスラーム法学者、 al-Bukhari

(810・870)のようなハデ、ィース学者など、前近代の高名なウラマーが名を連ねる1100

また、この人物紹介の al・ZarnujiBurhan al-Dinの項目でRicl.alal-Dinは、 al・Zarnujiの

『学生への学習方法の教授 (Ta(l加 α1・muta(all加 tariq αl-tlα(allum)~ を利用して、『シャ

ーキルドの作法』を執筆したと述べている111この著作は、計10回出版された[M忌rdanov

et a1. (eds.) 1999: 193・209]0

. w教養ある妻 (Tarbiyalikha凶n)j)(カザン、 1899年) [RF 1899b][RF 1909b] 

これは、既婚のムスリム女性が妻、主婦として行なうべきことについて、道徳的な事

柄から家政学的な情報まで含めて説く書物である。これも『教養ある母親』と同様、版

を改めつつ計5回発行された。しかしこの書物は、とりわけ単純な文章で綴られている

わけではなく、とりたてて大きな活字で印刷されたわけでもない。つまりこれは、読書

をすることにある程度慣れた女'性を対象にして刊行されたものである。 Ridal al-Dinは

表紙に「尊敬すべきウラマー(ヨlimlar)の諸作品から編集された」と記している。本文

には、それほど多くはないが、典拠を示す注釈がつけられており、そこには al-Bukhan

の『真正集 (SaJ凶 αιB此hari)j)などのハディース集の他、 AbuHamid al-Ghazaliの『宗

教諸学の再興』も挙げられている。

. w教育の作法 (Adab-ita(l加)j)(オレンプルグ、 1902) [RF 1902] 

これは教師 (mu(allim)が心得るべきことを「責務 (vazi白)J として列挙し解説した

書物である。この作品を執筆する際にもRidal al-Dinは様々な書物を参照したようであ

る。注釈に示された典拠には、例えばal-Jahiz(776・868/869)の『修辞明議の書 (Kitab

al-bαy伽 α1・tab片z)j)、 Ibn悶lallikan(1211・82)の『貴顕たちの伝記 (VafiのatαLα'yanva 

anbaJ abnaJα1・zaman)j)、『小アダブの書 (Kitabal-adab αl-~αghir) j)などが含まれている 0

・『家族 ((AJ出)j)(オレンプルグ、 1902年) [RF 1904a] 

この著作の表紙の記述によれば、これは家庭において考慮、されるべきイスラームの作

法 (islamadablari)を述べるものである。本文は、まず家族のなかで妻や主婦としての

役割をになうべき女性にかかわる問題から論じ始められる。この部分は男性だけでなく

女性が読むことをも想定したような内容で、家政学にかかわるような記述を含む。その

後に著者は夫としての男性の「責務 (vazifa)Jについて解説するが、その分量は妻や主

婦としての女性の責務を説明する部分にくらべてはるかに少ない。 Ridal al-Dinは父母

が子どもの養育にかんして行なうべき事柄や、子どもの責務についても述べる。この作

110巻末の人物略歴紹介では al・Afghaniだけが、 19世紀以降の人物である[RF1899a]0 

111 [RF 1899a: 42・43]を参照。本研究第 1章で述べたように、Ridalal-Dinが『学生への

学習方法の教授』を初めて読んだのは、チストポリのマドラサにいた時で、あった。彼は

この書物を筆写して入手していた[NART f. 1370， op. 1， d. 27， 1. 20; 21b] [Mardanovet 

a1. (eds.) 1999: 16・17]。
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品も初版を含め計 5回、繰り返し発行された。『教養ある母親』や『教養ある妻』、後述

の『訓戒』のシリーズや『家族 (Ahl-(ayaZ)~が、婚姻論、家族論としては読者をある程

度限定した各論だとすれば、『家族 (S4Jil.α)jは総論であると言える。

. w訓戒第一 (N，時的αtbirinchi) ~ (オレンブルグ、 1903) [RF 1904b] 

. w訓戒第二 (N，匂市αtikinchi) ~ (オレンブ、ルグ、 1903年) [RF 1905] 

. w訓戒第三 (N，町市αtuchinchi) ~ (オレンブルグ、 1903年) [RF 1909a] 

Ricla) al-Din は(1lm-iakh1aqのシリーズのなかに、『司iI戒』と題する 3冊の著作を収め

た。その 1冊目は子どものために書かれたものであり、 2冊目はとくに女子を対象とし

ており、 3冊目は男女を問わず大人が読むことを前提としている。『司1¥戒第二』は、未婚

のムスリム女子が行なうべき「責務 (vazifa)J 、守るべき「作法 (adab)Jを説く書物で

ある。『訓戒第三』では成人男女に対して、家族生活から社会生活の様々な局面における

「責務j や「作法」が説かれる。

. w家族 (Ahl-(，αryaZ)~ (オレンブ、/レグ、 1908年) [RF 1908] 

これは、表紙に「女子と婦人にとって必要な作法 (adab) を述べた冊子であるJとあ

るように、女子のために著された書物である。 1908年、サンクト・ペテルブルグ、の慈善

協会によって運営されるムスリム女子のためのマクタプを訪問した Rida)al-Dinは、記

念にこの著作を執筆して、そのマクタブの女子生徒らに贈った。内容は『教養ある妻』

や『家族 (S4Jila)j、『訓戒第二』などと似た部分を含んでおり、前半では幼い女子が行

なうべき事柄が説かれ、後半では結婚を控えた年齢の女子を対象として婚姻についての

解説が行なわれている。

上述の著作はすべて、 (1lm-iαkhlaqのシリーズとして出版された。これら 11の著作に

概して共通することは、これらが読者に対して責務 (vazifa)や作法 (adab) を説くも

のだということである。次に、このことを『教養ある妻』、『シャーキノレドの作法』、『司11

戒第一』を事例として確認する。

11-2.シリーズに収められた著作の内容と特徴

11-2・1. W教養ある妻』

先に概観したように、Ricla)al-Dinの『教養ある妻』は、 T加-iαkhlaqのシリーズに収

められた作品のなかでは、読書をすることにある程度慣れた女性を対象にした作品であ

るという特徴を持つ。表紙には、「この書物は、あらゆる家庭の、あらゆる既婚婦人

(khatun)が1冊ずつ持つべきである」と記される[RF1899b]。以下、 (1，加-iakhlaqシ

リーズ所収の著作の事例として、『教養ある妻』の内容を少し詳しく紹介することとする。

『教養ある妻』は、 1899年にカザンで初版が発行されたが、 (1lm-iαkhlaqを構成する

他の作品と同じように、またRida)al-Dinの単著のほとんどと同様に、「慈悲ふかく慈愛

あまねきアッラーの御名においてJというパスマラによって開始される112。その冒頭は

112 ロシアで二月革命前にムスリムによって出版された書物は、必ずしもパスマラによ

って開始されるわけではない。それゆえ官頭にパスマラを持つ作品は、読者に対して何
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次のような記述である。

至高なるアッラ一様は、御自らの偉大さを知らしめるためにこの世界を創造なさり、

無数の被造物の中で人聞を、理性 (Caql) [を付与すること]によって、他のものとは

区別なさった。この被造物を増やし、御自らご存知の時までに秩序を保ち、男と女が

互いを愛しあって共同して生活すべしとされた。[中略]至高なるアッラ一様は、人間

の子に理性と知識 (Ci1m) を与えなさったゆえ、現世が秩序を保ち、また人間たち自

身が現世と来世で幸福であるための方法となるものをも命じなさり、その逆を禁じな

さったのである。[中略]現世が秩序を保ち、人間たちが現世と来世において好ましい

状態にいるということは、彼らが適法な (mashriiC)方法で、すなわち婚姻契約 (Caqd-i

nikah) によって一緒になるということに尽きる[RF1899b: 2]0 

つまり『教養ある妻』においてRida)al-Dinは、官頭から、神の創造と摂理を解説し、

神の命令と禁令を根拠として論を展開するのである。彼はこの作品の内容について、次

のように説明する。

至高なるアッラ一様から賜った婚姻という思恵 (niCmat) を大変に尊重して守り、わ

ずかであれそこに暇庇をもたらさないよう努めることが、夫と妻の双方に課せられた

必須の仕事である。[中略]夫婦のためにはシャリーアと理性によって定められた周知

の責務 (vazIIa)があり、あらゆる夫、あらゆる妻は、この責務を遂行することを負

っている。[中略] [夫婦の一引用者注]良い共同生活 (muC亙sharat) について、妻の

責務は多いけれども、我々はここに重要なものを書き記す[RF1899b: 3-4]。

すなわち『教養ある妻』は、神の命令によって適法と判断されるはずの婚姻生活を遂

行するために妻としての女性が果たすべき責務を明らかにし、それを読者である女性ら

に説くという目的で執筆され、刊行された書物である。この著作の内容はもちろん、そ

のような目的に合致しており、以下のようなものである。

まずRida)al-Dinによれば、「教養ある妻Jはイスラームの信仰を守らなければならな

い。彼は『教養ある妻』で、はじめにこのことを強調し、神が唯一であり全知全能であ

ること、 Muhaxnmadが正当な最後の預言者であること、シャリーアに従って行動する

ことなどを確認する[RF1899b: 5]0 

次にRida)al-Dinによれば、妻は夫に服従(itaCat) しなければならない。彼は次のよ

うに記す。

教養ある妻は、シャリーアと理性 (CaqI)に背反しない場合すべてにおいて、自らの

夫に服従(itaCat)する。なぜなら妻に対しては、夫の多くの、それ以上に大きな、諸々

の権利 (~aqqlar) があるからである [RF 1899b: 6]。

第三に則da)al-Dinは、妻が夫の近親者に配慮すべきであることを述べる。この場合

の夫の近親者とは、夫の父母、子ども、兄弟、友人である。 Rida)al-Dinはとりわけ、

妻が夫の父母に敬意を払うべきであり、自らにとっては継子である子どもを実子と同じ

らかの宗教的な印象を与えたと考えられる。
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ように育てるべきであると記す[RF1899b: 8-10]。

Rida' al-Dinは、妻は「善良で美しい気性jの女性らと友人になるべきであり、「性悪」

な女性らとは会話してはならないと説く。彼によれば性悪な女性とは、噂話をすること

で夫婦の仲を壊したり、健康な者に不安を感じさせて病気にしたり、呪いをかけるよう

な類のことをする者である。彼は、このような女性と交際しないようにと述べる [RF

1899b:10・12]。そしてRi制，al-Dinによれば、教養ある妻は夫の秘密を他人に漏らすこ

とがない[RF1899b: 12・13]。また、夫の収入に不満を抱くこともない[RF1899b: 13・14]0

Rida' al-Dinは、妻が家庭において経済的な節度を保つべきであることを強調する。

教養ある妻はパンを必要以上に切り分けたりしないし、薪やマッチを浪費したり、いた

ずらに扉や窓を開けて暖気を逃がしたりしない。また、夫が買ってきた衣類や物品を無

駄にせず、不必要な装飾品やモードに散財しない[RF1899b: 14・17]。

Rida' al-Dinによれば、教養ある妻は家のなかを清潔に保たなければならない。それ

は「なぜなら、イスラームのシャリーアの規定によれば、清潔でいることは、あらゆる

ムスリムに課せられた義務 (burich)だからJ[RF 1899b: 18]である。また妻は、夫に

とって好ましい姿でいるために、自らを清潔に保ち、夫の収入にふさわしい装いをして

美しくあるべきである。そしてパーティや庭園、旅行などに行く時に着飾っているのに、

家のなかで夫のそばにいる時には古くて悪い衣服を身につけるようなことをしてはなら

ない。Rida'al-Dinは、女性のおしゃれについて以下の事柄を禁じている。 1.他人の髪で

作った撃をつけること。 2.顔や手にクリームの類を塗ること。 3.歯を黒く塗ること。 4.

お下げ髪にテンケ (ta叫ca)やシュルプ(chulpi)のような髪飾りをつけること。ここで

彼は、これらの事柄を医学的な見地から禁止する。すなわち、他人の髪で、作った壁のな

かには伝染病で亡くなった女性の髪で作られたものがあるし、クリームのなかには有毒

な物質を含むものがある。クリームで毛穴をふさぐため、発汗することができないとい

うのもよろしくない。また、テンケやシュルプは重いので、頭や首を痛める恐れがある。

このようにRida'al-Dinは、清潔やおしゃれにかかわる問題について、イスラーム的な

清潔の理念、を基本に据え、それに近代医学や保健に基づく知識を加えて、詳細に記して

いる1130

またRicla'al-Dinは、教養ある妻は恥じらい(l).aya') と貞節 (Ciffat)を備えているべ

きだと説く。彼によれば、「恥じらいはイスラームの木からのびた一本の枝jであり、「そ

の根は天国に、その枝は現世にある」のである [RF1899b: 21・22]。

そして『教養ある妻』では「家政 (tadbir) と熱意Jという章が立てられ、妻にとっ

て家事を管理することがし、かに重要であるかが強調される [RF1899b: 22・27]0Rida' 

al-Dinは次のように述べ、読者に家政学的な知識を伝えようとする。

113 [RF 1899b: 17・21]を参照。テンケとは伝統的な女性用の装飾品で、ループリ硬貨な

どに細工をほどこしたものである。シュルプは伝統的な髪飾りで、通例テンケが付属し

ている。
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とりわけいくつかのもの、例えば包丁や、鍵や、マッチや、はさみや、ナイフや、ラ

ンプや、斧や、ベンや、インクや、紙、そして様々な台所用品のようなものは、緊急

に必要となる。[中略]それゆえ、このようなものの置き場所をーヵ所に定め、誰もが

必要な時にそこから取って、そこに戻しておくべきである。このことを原則とし、と

りわけ台所用品の置き場所と、その衛生を管理する仕事は妻の義務 (dhimma) であ

る。[中略]台所が清潔で、食事に使うもの、例えばサモワール、ティーポット、包丁、

ナプキン、スプーンや皿のようなものがきれいであり、あらゆるものが庖[の陳列品]

のようにあるべき場所に置かれていれば、その家の筆頭の婦人 (bashkhatiin)が教養

を備えており有能なのである[RF1899b: 22・23]。

またさらに、教養ある妻は家事を使用人に任せる場合でも、使用人の仕事内容を熟知

し、管理しなければならない。使用人らそれぞれに適切な仕事を割り振る必要があり、

使用人が仕事のやり方を知らなければ、それを自ら教えなければならない。Rida'al-Din 

によれば、「我々の現世の生活では、妻たちのベンよりも針を、彼女らが土地を測量する

知識を持つことよりも料理をすることができることを、我々が必要とすることは明らかJ

[RF 1899b: 25]なのである。

最後にRi<;la'al-Dinは、保健について解説する[RF1899b: 27-29]0彼によれば、教養

ある妻は保健にかかわる知識を身につけ、病人を看護することができなければならない。

「婦人は、柔和な心を備えており慈悲深いためJ[RF 1899b: 27]、病人を看護すること

ができるのである。彼は、預言者 Muhammadの時代の戦いで、女性らが負傷者を看護

したということを述べ、女子に医学の基本知識を教えることは「我らの使徒一彼の上に

祝福と平安があるようーの道にかなうJ[RF 1899b: 27]のだとも述べる。彼は病気の原

因として、身体が熱っている時に冷水を飲んだりすることや、人の多い場所で石炭の匂

いなどの悪臭を出すこと、過食、飲酒、賭博、姦通、阿片を飲むことなどを挙げる。そ

して Ri併l al-Dihは、病気になった時には医者にかかるべきであり、チュヴ、アシ女性の

呪術を頼ったりしてはならないということを強調する。

さて、以上が『教養ある妻』の内容である。 Ri<;la'al-Dinはこの著作を、 rakhlaqの賛

美の道における仕事とならないだろうかJ[RF 1899b: 29]と考えて執筆したのだと述べ、

終えている。

11・2・2. Wシャーキノレドの作法』

『シャーキルドの作法』は、「知識を習得する時にシャーキルドにとって必要な」作法

(adablar) を説く著作であり [RF1899a: 1]、マドラサやマクタブの学生が心得るべき

15の責務 (vazifa) を述べる。Rida'al-Dinは、上述の『教養ある妻』と閉じように、

この書物をパスマラで開始し、まずは知識の習得がし、かに重要なことであるのかを説明

する。彼によれば、「知識 (Cilm) を欲することは[神の]僕に課せられた大きな義務

(burich) J [RF 1899a: 2]である。彼はこのことを、多数のハデ、ィースを引用し説明す

る。そして学生の責務なるものを解説してして。
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第 1の責務は学習の順序を守ること、すなわち、習得する必要の高い知識から順に学

習することである。Rida)al-Di:nによれば、まず学習する必要があるのは個人的義務 (fard

Cayn)である。それらはまず、信仰、礼拝、浄め、断食、ザカート、巡礼についての知

識である。そして商人なら商業にかかわる、その他の職業の人々も、それぞれ自らの職

業にかかわる、シャリーアの規定を知る必要がある。そのことを前提として、彼は次の

ように述べる。

成年 (baligh)である者は皆、 akhlaqの学 (Cilm) を学ぶ必要がある。例えば、[神へ

の]信頼 (tavakkul)、改俊、忍耐、満足、恐れ、希望、謙遜、貞節、およびこれらに

背反するものについて知るべきである。なぜならこれらは個人的義務であるゆえ、こ

れらを実践することが[神の]僕に課せられた義務だからである[RF1899a: 5]0 

これら個人的義務についての知識の次に学習すべきものは、 Rida)al-Di:nによれば、

集団的義務 (farclkifaya) についての知識で、ある。その次がサラフから伝承されたスン

ナ (sunna)であり、最後が預言者と教友から伝えられた、その他の知識である。その

なかでとりわけ重要なのは預言者伝を読むことである。Rida)al-Di:nは、その後に他の

宗教的に必要な知識を学ぶべきであり、さらにその後に「現世の生活に必要なもの(例

えば算数や地理のような)のすべてJ[RF 1899a: 6]をを学習するのがよい、と述べる [RF

1899a:4・6]0

第 2に、Ricla)al-Di:nによれば、知識を習得する際の意図 (niyat)が問題となる。学

習する者は、最後には神の満足を見いだすことを意図するべきである[RF1899a: 6・8]。

第 3のシャーキルドの責務は、ふさわしい教師を選ぶことである。シャーキルドは、教

師にふさわしい人物を慎重に選んだ後、その教師の教えに従って学ぶ必要がある。ウラ

マーのすべてを敬うのは当然であるが、とりわけ自らの教師は絶対に尊敬すべきである。

またRida)al-Di:nは、ブハラに行って学ぶ場合には、ブハラに到着してすぐに教師を選

んだりせず、しばらく滞在して賢明な人々と相談した後に教師を選択するのが良いとい

うことを示す話を、書き記している[RF1899a: 9-12]。第 4にシャーキルドは、勤勉で、

美しい気性を備え、学んだ知識に基づいて行動する、礼儀正しく公正な友人を選び、交

際すべきである [RF1899a: 11・14]。第 5に、シャーキノレドは現世の生活にかかわる事柄

から離れて勉学に勤しむべきである。これをかんがみれば故郷を離れて勉強することは

有益であるし、シャーキノレドであるうちは結婚しないほうがよい[RF1899a: 14-15]0シ

ャーキルドの第 6の責務は、学習する際に勤勉であることである。学習した内容は、何

度も復習して理解すべきであるし、知らないことは、教師や友人に質問して理解すべき

である[RF1899e:1: 15・19]0シャーキルドはもちろん、知識や学問を尊重すべきであり [RF

1899a: 19・20]、大志と熱意を抱いて学問に遁進すべきである[RF1899a: 20・23]0Ricla) 

al-Di:nがシャーキノレドの第 9の責務として説くのは、子どもの頃から学び始め、学び続

けることである。また 1日のうちで勉強するのにふさわしい時間は、夜と早朝の、他人

のいない時間である[RF1899a: 23]。読み書きを習得することは、とりわけ重要である
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[RF 1899a: 24・26]。マクタブ、やマドラサの規則は、遵守しなければならない[RF1899a: 

26-27]。そしてマクタプ、やマドラサで清潔を保つことも責務である[RF1899a: 27・30]。

シャーキルドの時期に、経済的な節度を保って生活する習慣を身につける必要もある

[RF 1899a: 30・31]0Ricla> al-Dinは、シャーキルドの第 14の責務として、現世の生活に

必要な技術や職を身につけるべきだと述べる。シャーキルドは来世のために宗教的な知

識を修めるが、現世の生活のためには技術を習得する。例えば、勉強の合間の時間や空

いた時期があれば、その聞にロシア語を勉強するのも有益である[RF1899a: 32・34]0

Rida> al-Dinが最後に強調する責務は、美しい気性を備えることである。彼は次のよ

うに述べる。

あなた方は、シャーキルドである時期に[中略]akhlaqの授業 (dars) を学んでいる

だろう。[それを]学ぶことは大きな富であり、学び知ったことを実践するのは大きな

幸運、美徳である。それゆえ、[それを]学んだら、実践するよう努力しているべきで

ある[RF1899a: 35]。

そしてRida>al-Dinは、シャーキルド、が身につけるべき美しい気性とは、この『シャ

ーキルドの作法』で解説している事柄である、と述べている[RF1899a: 34-38]。

『シャーキルドの作法』の内容は上述のようなものである。これは、Rida>al-Dinが

この書物を執筆する時に参考にしたという、 al・Zamujiの『学生への学習方法の教授』

の内容と、極めてよく似ている。このことについては後述することとする。

11・2・3. W訓戒第一』

『訓戒』とし、う表題を持つ 3冊は、 1903年にオレンブルグで、出版された後、とりわ

け何度も発行され、ヴォルガ・ウラル地域のみならず、トルキスクンを含む広い地域で、

新方式教育における akhlaq科目の教科書としても使用され、流布した114。そのなかで

『司11戒第一』は、 1903年から 1917年までの聞に、オレンブ、ルグ、カザン、ウファにお

いて、合計 10回以上も発行された[Mardanovet al. (eds.) 1999: 193・209]0Ricla> al-Din 

は、この書物に「子どものためにJという副題をつけ、子どもが行なうべきこと、守る

べき作法 (adab) を、全部で 33章 264節に整理して記す1150その内容は以下のような

ものである。

Rida> al-Dinはパスマラで開始してまず、他の人々との人間関係にかかわる事柄につ

いて述べる。子どもは父母を尊敬し、彼らに従うべきである。彼らのそばで礼儀正しく

していなければならない。何につけ、父親の許可を仰ぐべきである。父親から与えられ

た小遣いは、節度を保って遣うよう心がけなければならない。父母には自らの秘密を話

114附lalidによれば、 1910年にタシュケント作成された新方式教育プログラムでは、

Ricla> al-Dinの『訓戒』が「倫理 (e由ics)Jの教科書として挙げられている[阻lalid1998: 

167・168J。

115ただしRida>al-Dinは巻末に、「この冊子に書かれた訓戒の一部は大人がすべきこと

である」と記している [RF1904: 39]。
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すのがよい。父母の手伝いをすることができるようになったら、手伝うべきである。次

に、兄弟や親族と良い関係を築くべきである。年長の者を敬い、年少の者を大切にしな

ければならない。隣人とも良い関係を築く必要がある。また、家内にいる者すべてと良

い関係にあるべきであり、使用人とも礼儀をわきまえたやりとりをしなければならない

[RF 1904b: 2・8]。

次にRida'al-Dinは、マクタプに行く時に行なうべき事柄を解説する。子どもは、朝、

マクタブに行く時には父母の同意を得る。通学路で遊んではならない。マクタブに到着

したら上着と靴を所定の場所に置き、教師や友人に挨拶をする。授業の時に私語やいた

ずらをする子どもらと友人になってはならない。教師に質問をする時は、起立して両手

を胸にあて敬意を表する。清潔を心がけ、衣服や文具を整理整頓すべきである。遊びは

休憩時間に、授業に支障がないようにする。帰宅したら父母に挨拶し、書物や文具を所

定の場所に置く。日々の授業はきちんと理解してし、かなければならない[RF1904b: 

8・10]。

そしてマクタプに通う子どもは、知識を愛して尊重すべきことはもちろん、学者

(Calim) を尊敬すべきである。また、自らの知識が少ないことを恥ずべきではないが、

知ることができるはずの事柄を知らないということは恥ずべきである。Rida'al-Dinは、

『シャーキルドの作法』で知識を習得する際の意図 (niyat) を問題にしたが、『訓戒第

一』においても同様である。彼は読者に、神が自らに満足することを願いつつ学習する

ようにと説き、 r~イマームやムアッズィン、アフンド、カーディー、あるいは教師など、

何らかの地位につくことができればなあ』などと意図してはならなしリ [RF1904b: 11] 

と述べる。書物については、良い書物を選び、これらを買うのに金銭を惜しんではなら

ない。しかし、蔵書を誇るためにいたずらに書物を収集すべきでなく、書物によって自

らに益しなければならない。またRida'al-Dinは悶11戒第一』においても、マクタブで

は教師を尊敬し、彼らに従うべきであること、他のシャーキルドとも良い関係、を築くべ

きであることなどを、『シャーキノレドの作法』よりもいくらか簡略に説く。その後Rida'

al-Dinは、良い友人を持つことを勧め、友人の選び方を解説している[RF1904b: 11・1610

以上のような解説をした後でRi告lal-Dinは、「顔の作法 (yuzadablan) J r目の作法J

「口の作法Jr清め (ghusl)の作法Jr歩く作法Jr鉄道と汽船の作法Jr食べる作法Jr飲

む作法Jr訪問の作法Jr病人を見舞う作法Jr衣服の作法Jr会話の作法j 等々の表題の

章を設け、生活の様々な局面におけるふるまい方を述べる[RF1904b: 17・35]。

例えば彼は「目の作法Jに、「あらゆるものを満足の目で見よ。ある人に、至高なるア

ッラ一様からの大きな思恵があるのを見ても、嫉妬しではならなしリ、「書物を書いたり

読んだりする時は目[の位置]を[書物から]1カルシュ以下にしてはならない。ろう

そくやランプは自分の左側に置くように」などと記す116。「耳の作法Jでは「アッラ一

様は有益なものを聞くために耳を創りなさった。それゆえ聖なるクルアーンや、祝福さ

116 [RF 1904b: 17]を見よ。 1カルシュは約 18センチメートルで、ある。
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れしハディース、教訓ある言葉を、耳で聞いて実践せよ。あなたの父母や教師の訓戒を

聴くようにJ[RF 1904b: 19]などと説く。このように、これらの章は、ムスリムとして

のふるまいの模範を説明するとともに、実際の生活において有益な知識やマナーを解説

する。

『司11戒第一』の最後に、Rida)al-Dinは「宗教の作法」という章を設け、イスラーム

の信仰にかかわる基本的な事柄を解説する。例えば彼は、「至高なるアッラ一様に心から

服従 (qulliq)せよ」、「断食を行なう時は、精神を鍛錬すること、忍耐を習慣とするこ

と、貧困な状態を経験することを意図 (niyat)せよJ、「祈願 (du(a))するために、あな

たが知らない言語の祈願文(du(a)lik)を詠んではならない。あなたが知っている言語で、

誠心から祈れ」、「聖クルアーンが詠まれる時は、その意味が完全にはわからなくても、

それがアッラ一様のお言葉であると尊く考えて、聴くように。よそ見をしたり、手や衣

服で遊んだりしないようにJなどといったことを説く。間1/戒第一』のなかでは、最初の

「父母Jの章と、この「宗教の作法Jの章が、最も長い章となっている[RF1904b: 35-38]。

女、t安

『教養ある妻』、『シャーキルドの作法』、『訓戒第一』の内容は以上のようなものであ

る。こうした書物が、 Clbn-iakhlaqという名称のシリーズで出版され、新方式教育にお

ける akhlaq科目の教科書としても使用された。ここで重要なのは、これらの書物の内容

が、イスラームを第 1の論拠とし、信仰実践における責務や作法 (adab) としての行為

規範を、読者に対し説くものとなっていることである。そのことを基礎とした上で、こ

れらの書物は、家政学や保健学の知識、その他の実生活に有益な知識やマナーをも読者

に説明する。次章では、これらの著作を、それ以前の時代からのイスラームの学問と教

育における「品也laqJや radabJ と比較し、その特徴を明らかにする。

III. r紘 hlaqJ と radabJを継承する'Ibn-iakhlaq 

本節は、まずイスラームの学問伝統における倫理学 ((ilmal・akhlaqあるいは<ilm-i

akh1aq)について概観し、これと、Ric;la)al-DinがClbn-iakhlaqと題して執筆したシリー

ズとの聞に、どのような共通点と相違点があるのかを確認する。次に、 Rida)al-Dinの

『教養ある妻』と、彼が同書の執筆にあたって参考にしたと考えられる、 al・GhazaliW宗
教諸学の再興』の「婚姻作法の書(Kitabadab al-nikah) Jを比較し、両者の内容の類似

を確認することを試みる。そして Ric;la)a1-Dinの『シャーキルドの作法』を、 a1-Zamuji

の『学生への学習方法の教授』と比較し、両者の共通点と相違点を確認する。最後に、

『教養ある妻』、『シャーキルドの作法』、『司11戒第一』をあわせて考察し、Rida)a1-Din 

のC[，加-iαkhlaqシリーズの特徴を指摘する。

III・1.イスラーム倫理学CCilmal-akhlaqあるいはCilm-Iakhlaq) と([bn-iakhlaq 

<i1m a1・akh1aqあるいはci1m-iakh1aqという語句を単純に字義通りに理解すれば、これ

は諸々の人間性質についての学問というぐらいの意味になろう。しかしイスラームの学
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問伝統においては、クルアーンとハディースを議論の基礎として、神学と哲学という 2

つの学問範鴫において展開をみたイスラーム倫理思想のうち、哲学における倫理論が、

倫理学 ((ilmal-akhlaqあるいは(ilm-iakhlaq) という名称の学問として成立した。倫理

学は、例えば MUQ.ammadb. AQ.mad al-Khvarizmi (d. 997) の『諸学の鍵(Miαrfa助

αl-cul白nUでも117、また Nasiral-Din Abii Jaζfar al-Tiisi (1201-1274)の『ナースイル

の倫理学 (Akhlaq-iN，向iri)J]においても、実践的な ((amaH)哲学の範鴫に分類される118

ところでイスラーム倫理学の文献として後世に影響を与えたのは、AQ.madb. 

MUQ.ammad b. Miskavayh (936・1030)の『個人的性格の精錬 (Tahdhめα1・akhlaq)J]で

ある。 Miskavayhは、 PlatonやAristotelesの倫理論を、クルアーンに基づくイスラーム

的な倫理思想と統合した。彼の『個人的性格の精錬』は、アラビア語の倫理学文献とし

ては最も参照されるべき古典として扱われるようになる。この著作の影響は、 al・Ghazali

の『宗教諸学の再興』にも見られるという。そしてこの著作は、 N時iral-Din al・Tiisiや

Jalal al-Din al・Davvaniの倫理学文献に大きな影響を与えた119。

Nasir al-Din al・Tiisiの『ナースイルの倫理学』と、その約 2世紀後に Jalalal-Din 

al・Davvaniが著した『ジャラーリー倫理学 (Akhlaq-iJalali) J]は、 トノレキスタンにおい

て倫理学文献の古典として受容された著作である。 al・Tiisiは『ナースィルの倫理学』に

おいて、 Miskavayhの『個人的性格の精錬』に新たな論題を付加することで、倫理学の

枠を拡大したとされる[F品也ry1994: 7][大塚他(編)2002: 1054]。実際、 al-Tiisiが執筆

にあたって意図したことは、まずは Miskavayhの『個人的性格の精錬』をベルシア語で

理解できるようにすることであり、次に、 Miskavayhが扱わなかった家政学 ((ilm-i

tadbir-i manazil)と都市政治学 ((ilm-isiyasat-i mudun) を付加して論じることで、あっ

た[AN1356(1978): 35-37] [Wickens (tr.) 1964: 25・26][Fakhry 1994: 131]0 

『ナースイルの倫理学』は 3部構成になっており、第 1部は「個人的性格の精錬(倫

理)についてJと記され[AN1356(1978): 42・43]、Miskavayhの『個人的性格の精錬』

とほぼ同じ内容である[F品也ry1994: 132]。その前半は霊魂と霊魂が持つ様々な力につ

いて論じる霊魂論であり、後半は善と幸福と人聞が持つ様々な徳について論じる幸福論

である。第 2部は「家政 (tadbir-imanazil)についてj と題され、住居、家財や食物、

117 Muhammad b. Ahmad al-Khvarizmiの学問分類における実践的な(百naH)哲学は、

「倫理学 ((ilmal-akhlaq) J 、「家政学(tadbiral-manzil) J 、「政治 (siyasa)Jの3つであ

る[鎌田 2003]。

118 Wナースイルの倫理学』は、実践的な哲学の範時に、「個人的性格の精錬(倫理、

tahdhib・iakhlaq) J 、「家政 (tadbir・imanazil) J 、「都市政治 (siyasat-imudun) Jの3つ

を含める[AN1356(1978): 40] [Wickens (包)1964: 28] [Stephenson 1923]0 

119 [Walzer 1960]、および[大塚他(編)2002: 1054]の「倫理学Jの項を見よ。ちなみに

近代になると、この Miskavayhの著作は、 MuQ.田町nad(Abduhによって教科書として使

用された。[大塚他(編)2002: 944]の「ミスカワイヒ」の項を参照。
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家族、子どもの按 (taJdlb)、使用人や奴隷にかかわる事柄などを論点とする家政学であ

る。第 3部は[都市政治(諸都市の運営、 siyasat・imudun) について」と記され、様々

な人間集団および都市についての議論や、君主と臣下の作法についての考察などを含ん

でいる[AN1356(1978): 42・43]。すなわち『ナースイルの倫理学』は、第 1部が思弁的

な倫理学、第 2部が家政学、第 3部が政治学とし、う構成である120。そして Jalalal-DIn 

al・DavvanIの『ジャラーリー倫理学』は『ナースイルの倫理学』を踏襲した著作であり、

同様に思弁的な倫理学、家政学、政治学の 3部構成である。さらに『ジャラーリー倫理

学』について言えば、これがヴォルガ・ウラル地域のウラマーによって読まれていたこ

とは確実である121

さて、上述のような『ナースイノレの倫理学』や『ジャラーリー倫理学』と、RidaJal-DIn 

のCIlm-iakhlaqシリーズを比較すれば、以下のような共通点を指摘することができょう。

A. f<ilm-i akhlaqJ という名称

『ナースィルの倫理学』と『ジャラーリー倫理学』は、 トルキスタンはもちろん、ヴ

オノレガ・ウラル地域においても「倫理学 (Cilm-iakhlaq) Jの古典文献として受容された

著作と考えられる。そしてRidaJal-DInの著作シリーズの名称に使用された語句も fCi1m-i

akhlaqJである。

B.イスラームが議論の根拠

『ナースイルの倫理学』や『ジャラーリー倫理学』は、 Miskavayhの著作を経由して

PlatonやAristotelesの倫理論を継承する部分を含むとはいえ、やはりクノレアーンやハデ、

ィースに基づき展開したイスラーム倫理学の文献である。すなわち論拠はあくまでイス

ラームにある。そしてRi調Jal-DInのCIlm-iakhlaqシリーズ所収の『教養ある妻』や『シ

ャーキノレドの作法』などがパスマラで開始され、第 1の論拠をイスラームに求めるもの

であるということは、先に詳しく紹介したとおりである。

c.家政学を含む f<ilm-i品chlaqJ

『ナースイルの倫理学』は「倫理学 (<ilm-iakhlaq) Jに家政学を追加し、それを『ジ

ャラーリー倫理学』も踏襲した。そして則樹)al-Dinの(Ilm-iakhlaqシリーズも、『教養

ある妻』をはじめとした、家政学を扱う著作を含んでいる。

D.家政学を「【ilm-iakhlaqJに含める理由

al・TusIが『ナースイルの倫理学』で、家政学を扱った理由は、人間は幸福を追求するた

めに、しかるべき行為規範に従って幸福な家族生活を営む必要がある、と考えたためで

ある。また彼は、家族が、都市や国家などの様々なレヴ、エルの人間集団の 1つであると

120 内容の概略は、 [Fakhry1994: 131回 142]を参照。

121 Wジャラーリー倫理学』については[Thompson(tr.) 1839 (Mashita ed. 2003)]、およ

び [Fakhry1994: 143・147]を参照。タタルスタン科学アカデミーの言語文学芸術研究所

には、 16世紀に作成された同書の写本が保存されている。その写本にはチストポリ市の

政令ムッラーの印が押されている[Giliazutdinov2002: 134・135]。
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いう観点から、家政にかかわる問題を論じた後に、政治にかかわる議論を扱う。つまり

al・Tuslは、家族という、より小さな人間集団についての問題を扱った後で、より大きな

人間集団における幸福の追求のための行為規範一それは家政ではなく政治の問題である

ーについて論じている[F品也ry1994: 134・140]。一方Ri偶>al-Dinは、ロシアのムスリ

ム社会の進歩を促すには、家族にかかわる問題の解決が必要だと考えていた。彼によれ

ば、家族は rmillatJを構成する土台であり、それゆえ家族をしかるべき行為規範に従

って改善すれば、 rmillatJ全体が改善する122。このような理由で彼は、 C1lm-iakhlaqの

シリーズに収めた複数の著作を、婚姻や家族、家政学にかかわる議論に割し、た123。すな

わち al・TuslとRida>al-Dinはともに、国家や社会を形成するための基礎としての家族の

役割を重視するという観点から、家政学を rCilm-iakhlaqJに含めたのである。

では、『ナースイルの倫理学』や『ジャラーリー倫理学』と、Ri<;la>al-Dinの(1.加幽iαkhlaq

シリーズの相違点は、どこにあるのだろうか。筆者は、最大の相違は以下の 3点である

と考える。

A.思弁的な倫理学の扱し、かた

『ナースィルの倫理学』や『ジャラーリー倫理学』は、家政学や政治といった、より

実践的な行為規範の解説を含むとはいえ、やはり Miskavayhの『個人的性格の精錬』に

基づいた思弁的な倫理学に重きを置いている。一方上述のように、Rida>al-Dinのすh・i

akhlaqシリーズのほとんどは、実践的な行為規範の解説であり、実生活において有益な

知識やマナーにまで言及するけれども、思弁的な倫理論を扱わない。

B.近代科学に基づく知識への言及

Ri<;la> al-Dinの(11加自iakhlaqシリーズは、保健の問題などについては、近代科学に基づ

く知識を読者に教えるものである。

c.対象となる読者

『ナースィルの倫理学』は、前近代イスラームの多くの著作の例に漏れず、著者が自

らの庇護者に献呈して執筆したものである124。その読者は、ウラマーなどの、社会全体

からみればほんの一部の知識層に限られていたはずである。しかし Rida>al-Dinは、女

性、学生、子どもなどの、様々な種類の読者集団を想定し、それら個別の読者集団にふ

さわしいスタイルで、(llm-iakhlaqシリーズ所収の様々な著作を執筆し、印刷出版した。

彼は、子どもや読み書きを学び始めたばかりの人々を対象とした作品を、大きな活字を

122 [RF 1904a: 2-4]を見よ。本研究では、Rida>al-Dinが用いる millatという語の意味に

ついて詳しく分析しない。筆者は、ここで彼が言う millatは、集団的な同胞意識共有の

拠所となる、宗教的共同体を意味すると考える。

123 この問題については、本研究第3章も見よ。

124 al・Tuslは、ホラーサーン地方南部のクヒスターンのハーキムで、あった Nasiral-Din 

CAbd al-Ra恒mb. AbiMan手urに献呈して、『ナースイルの倫理学』を著した[Fakhry1994: 

131]。
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使って印刷出版した。それらの作品は、日常生活に密着した具体的な事柄を単純な言葉

で解説し、分量も短く、非常に読みやすいものになっている。一方彼は、書物を読むこ

とに慣れた人々を対象とした著作については、抽象的な問題についても自らの論理を存

分に展開しながら執筆し、小さな活字を用いて出版したのである。

*女*

Ri<;la' al-Dinの'Ibn-iakhlaqシリーズは、ドilm聞 iakhlaqJ と言いながらも、イスラーム

倫理学文献の古典とは大きく異なる特徴を持つことが明らかになった。その最も特筆す

べきものは、Rida'al-Dinが思弁的な倫理論をほとんど扱わず、むしろ実践的な行為規

範や、現実の生活において役に立つマナーを解説したことである。たしかに家政学は、

『ナースイノレの倫理学』や『ジャラーリー倫理学』にも、す加-iakhlaqにも共通のもの

であり、この点でべIlm-iakhlaqはイスラーム倫理学文献の系譜に連なるものだと言えよ

う。しかし家政学は、実践的な行為規範を説くものである。そしてRida'al-Dinは、そ

のような行為規範やマナーを、責務あるいは adabと呼ぶのである。次に、Rida'al-Din 

のCIlm-iakhlaqシリーズを、彼が直接に参照した前近代イスラーム文献と比較し、さら

なる特徴を明らかにする。

皿・2.作法 (adab)の伝統と CIlm-iakhlaq 

上述のように、Rida'al・Dinが『教養ある妻』を執筆する際に参照した文献には、

al・Ghazaliの『宗教諸学の再興』が含まれていた。周知のように、『宗教諸学の再興』は

イスラーム倫理学に特化した文献ではない。この書物は、イスラーム諸学をスープイズ

ムの立場から論じた、 fal・Ghazaliの思想、の集大成」である。全体は 4部 (rubC
) に分か

れ、各部は 10の書(kitab)によって構成されている[青柳(訳解)2003: 10・13][青柳 2005:

59・62]。その第 2部の第 2の書「婚姻作法の書Jは、内容において、『教養ある妻』に

最も近いと考えられる。そこでここではまず、「婚姻作法の書」と『教養ある妻』の類似

する点を明らかにする。そして次に、上述のように、 al・Zamujiの『学生への学習方法

の教授』とRida'al-Dinの『シャーキルドの作法』を比較する。

III・2・1. f婚姻作法の書Jと『教養ある妻』

al-Ghazaliの「婚姻作法の書JとRida'al-Dinの『教養ある妻』の決定的な相違は、

前者が知識人を対象とした著作であり、読者のなかに女性が含まれることなど想定して

いないのに対し、後者はある程度の読書習慣を持つ女性を対象とした作品だということ

である。すなわち「婚姻作法の書jは、『教養ある妻』の参考文献で、あったが、モデルで

はなかった。このことを前提とした上で、以下に両者の内容の類似を指摘していくこと

にする。

A.神による人間の創造と繁栄のための婚姻

al-Ghaza1iは「婚姻作法の書」において最初に、神が人間を創造し繁栄させるために、

「婚姻を好ましいもの、命令とし、奨励したJと記し、議論を開始する。 Rida'al-Din 

もまた、上述のように、神が人聞を創造し繁栄させるために、婚姻を命令としたという
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ことを述べる日UD22002: 21][青柳(訳解)2003: 35][RF 1899b: 2]。

B.妻によるイスラーム信仰

「婚姻作法の書jは、妻の持つべき性質として第 1に、宗教心を備えることを挙げる。

Ri弱lal-Dinもまた、妻の第 1の責務はイスラームの信仰を守ることであると記す[IUD2

2002: 36][青柳(訳解)2003: 83・84][RF 1899b: 5]。

C.妻の夫に対する服従と、妻に対する夫の権利

「婚姻作法の書Jと『教養ある妻』はともに、妻は夫に服従(itaCat)すべきであり、

夫が妻に対して持つ権利(l}.aqq)が大きいということを述べる[IUD22002: 54・55][青柳

(訳解)2003: 126・128][RF 1899b: 6・7]。

D.妻による夫の財産の保全

「婚姻作法の書j は、妻の義務の 1つは夫の財産をなくさないことであると述べる。

『教養ある妻』も、夫の財産を保持することが妻の責務であると説く。ただし『教養あ

る妻』は、「婚姻作法の書jよりもはるかに、経済的な節度を保つべきであることを強調

する[IUD22002: 55] [青柳(訳解)2003: 129][RF 1899b: 14・17]。

E.妻の装いは夫のため

「婚姻作法の書」と『教養ある妻』はともに、妻が美しく装うのは、ただ夫のためだ

けであるべきだとする [IUD22002: 56] [青柳(訳解)2003: 131][RF 1899b: 17-21]。

F.妻による家事の管理

「婚姻作法の書Jは、男性にとっての婚姻の利益の 1つは、家事について心配する必

要がなくなることであると述べる。また、妻は可能であればすべての家事をすべきであ

るとも説く。そして『教養ある妻』もまた、妻にとって家事を管理することがし、かに重

要であるかを強調する[IUD22002: 30; 57] [青柳(訳解)2003: 63・64;133] [RF 1899b: 

22・27]0

もちろん『教養ある妻』には、「婚姻作法の書j で述べられないことも説かれており、

その逆もある125。しかしそのことを考慮に入れたとしても、上述の A-----Fの6つの類似

からは、Ridal al-Dinが al・Ghazaliの見解を、部分的にであれ継承していることは明ら

かである。「婚姻作法の書Jとの比較において、『教養ある妻』の新しさが顕著にみられ

る点は、近代医学や保健に基づく知識を解説することと、女性が読者であることを想定

する(すなわちそれは、女性による識字を当然とみなすことである)ことの 2点であろ

フ。

ここでさらに指摘すべきことは、Rid~P al-Dinが『教養ある妻』を執筆するにあたり

参照したはずの「婚姻作法の書Jは、イスラーム倫理学 (Cilmal-a}也laqあるいは<ilm-i

akhlaq)の文献ではないということである。「婚姻作法の書Jは、婚姻の作法 (ad盃b)

125 <11m・iakhlaqシリーズ全体を見れば、『教養ある妻』で解説されなくとも、『家族

(ぅ<¥lila) JIや『家族 (Ahl-CayaZ)JIにおいて言及されている事柄で、「婚姻作法の書Jに

類似が見られるものもある。
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を述べるものである由。そして『教養ある妻』は、既婚女性の行為規範を解説する著作

である。

111-2・2. W学生への学習方法の教授』と『シャーキノレドの作法』

本研究第 1章でも述べたように、 al-Zarnujlの『学生への学習方法の教授』は、 トノレ

キスタンやヴォルガ・ウラノレ地域において、イスラーム諸学を学ぶ者のふるまい方を解

説する著作として、非常に普及していた作品である。この著作は、 ト/レキスタンで『学

生の作法 (Adabal-mu師、目的自uという表題の記された写本が作成されていたことから

わかるように、作法 (adab)を説く書物であるとみなされてきた[SVRIII: 136][SVR VIII: 

231-240]0 Ric;la) al-Dinはこれを翻訳しようと考えたが、「原著の甘美さを保ったまま翻

訳する」ことが難しいため断念し、かわりに『シャーキノレドの作法』を執筆する際に利

用したという [RF1899a: 43]。以下では、この 2つの著作を比較し、その内容の類似と

相違を指摘したい。

A.知識の探求はムスリムの義務

『学生への学習方法の教授』の第 1章 (fasI)は、「知識を探求することは、あらゆる

ムスリムの男女に課せられた義務であるJというハディースの引用で開始する。上述の

ように『シャーキルドの作法』も冒頭から、「知識を欲することは[神の]僕に課せられ

た大きな義務であるJと述べ、『学生への学習方法の教授』と同じハディースの翻訳を引

用している1270

B.必要に応じた知識の習得順序

『学生への学習方法の教授』は、習得する必要の高い知識から順に学習するよう説く。

それはまず礼拝についての知識であり、そのような宗教的義務 (fard) を遂行するため

の知識を優先して学習する必要がある。もちろん断食、ザカート、巡礼について学習す

る必要があり、商業に従事しているなら、商売にかかわる知識を学ぶ必要がある

[Grunebaum and Abel (tr.) 2003: 2・3]。上述のように回da)al-Dinは、これとまったく

同じことを奇己している。

C. f akhlaqJの学習

al-Zarnujiは人間の様々な性格 (akhlaq) について学ぶべきであるとを記すが、上述

のように『シャーキノレドの作法』にも類似の記述がある。ただ、 cil・ZarnujiとRiQ.a)al-Din 

では、事例として列挙する人間の性格が若干異なる [Grunebaumand Abel (位.)2003: 

3・4]0

D.集団的義務についての知識の習得

al・Zarnujiの『学生への学習方法の教授』は上述の fa泊施qJにかんする記述の後で、

集団的義務 (fa吋kifaya)について学習すべきことを述べるが、Ricla)al-Dinも同様であ

国アラビア語で adabは、 adabの複数形である。

127 [Grunebaum and Abel (也)2003: 2] [RF 1899a: 2]を見よ。以下、『学生への学習方法

の教授』の内容については、 [π1991]も適宜参照した。
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る。ただ、その後 Rida)al-Dinは、サラフから伝承されたスンナを学ぶべきであると強

調するが、そのような記述は『学生への学習方法の教授』にはない[Grunebaumand Abel 

(tr.) 2003: 4]。

E.学習における「意図」

『学生への学習方法の教授』の第 2章は、学習の際の意図 (niyat)について説くが、

『シャーキルドの作法』の第 2章も同様である。 al・ZarnujiもRiQ.a)al-Dinも、学習する

者は神の満足を見いだすことを意図すべきであると述べる[Grunebaumand Abel (tr.) 

2003:6・8]。

F.適切な教師の選択

『学生への学習方法の教授』の第 3章は、学習の際の選択についてである。ここで

al・Zarnujiは適切な教師を選択すべきことを説くが、上述のようにRi羽)al-Dinも同様で

ある。 al-Zarnujiは、 Abu1:Ianifaが1:Iammadb. Abi Sulayman (d. 738)を師匠に選択し

たエピソードを紹介するが、Rida)al-Dinはこの部分をほぼそのまま『シャーキルドの

作法』に収録している。またRida)al-Dinは上述の、ブハラに遊学する際の教師の選択

についての話を、サマノレカンドの街のある賢者 (hakim)の発言として提示するが、こ

れは実は『学生への学習方法の教授』において、 al-1:Iakimal-Samarqandi (Abu al-Qasim 

Isl).aq b. Mul).田nmad，d. 953)の言葉として紹介されたものである。すなわちRiQ.a)al-Din 

は、 al-Zarnujiがアラビア語で記したことを、わずかに改変してテュルク語で書いたの

である[Grunebaumand Abel (包)2003: 9-12] [RF 1899a: 9・12]。

G.学習への集中と熱意

『学生への学習方法の教授』も『シャーキルドの作法』も、生活にかかわる事柄から

離れて勉学に勤しむべきであるとし、故郷を離れて遊学することを推奨する

[Grunebaum and Abel (tr.) 2003: 34-36]。また両者とも、熱意を持って学習すべきこと

を説く [Grunebaumand Abel (tr.) 2003: 18-24]0 

H.学習の際の勤勉さと方法

『学生への学習方法の教授』も『シャーキルドの作法』も、勉学に勤しむ者は勤勉で

あるべきことを説く。学習した内容は復習して理解すべきであり、質問や議論をするこ

とで理解を深めるべきだと述べる[Grunebaumand Abel (tr.) 2003: 25-33]。

1.学習の時間

『学生への学習方法の教授』も『シャーキルドの作法』も、年齢が若いうちに学習す

べきであるとする。また、 1 日のうちで勉強するのにふさわしい時間は、早朝と夜であ

る述べる[Grunebautnand Abel (江)2003: 37]。

『学生への学習方法の教授』と『シャーキルドの作法』の類似は、上述のようなもの

である。両者は、とりわけ書物の前半において類似しており、ほとんど翻訳になってい

る部分すらある。

一方、 al-Zarnujiが強調していないか、あるいは書いていないような事柄で、 RiQ.aコ
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al-Dinが強調するものもある。例えば、Rida)al-Dinは読み書きの習得が必要で、あること

を強調するが、 al圃 Zarnujiにはそれが見られなし、128 またRi<;la)al-Dinはとりわけ、マク

タブやマドラサでの規則の遵守や、清潔の維持を強調し、そしてシャーキルドであるう

ちに経済的な節度を身につけたり、実際の生活に必要な知識や技術を修得したりするよ

う力説する129

Ri<;la) al-Dinの『シャーキルドの作法』と、 al・Zarnujiの『学生への学習方法の教授』

と比較することによって明らかになったのは、前者がたしかに、後者の系譜を継承する

ものだということである。むしろRida)al-Dinは、『学生への学習方法の教授』をベース

にし、それを改訂することで『シャーキルドの作法』を執筆したと言えよう。ここで再

度指摘すべきことは、『シャーキルドの作法』が、シャーキルドの作法 (adab) として

の責務を説くものだということである。つまり『シャーキルドの作法』は、マクタブや

マドラサの学生の行為規範を解説する書物である。

*** 

Ridaコal・Dinの『教養ある妻』と『シャーキルドの作法』は、彼がこれらの著作を執

筆する際に参照した前近代イスラーム文献と非常によく類似している。つまり CIlm-i

akhlaqのシリーズは、前近代イスラームの akhlaqや adabを継承するものであると言え

よう。換言すればRi併)al・Dinは、 akhlaqや adabの伝統に新しい要素を付加するかた

ちで、守加-iakhlaqのシリーズを執筆したのである。

ところで上述の『教養ある妻』と『シャーキルドの作法』の分析、および『訓戒第一』

の内容からは、 Ci加1・iakhlaqとしづ語句を倫理学としづ意味に理解することが、必ずし

も適切ではないことに気づかれよう。これら 3つの著作は思弁的な倫理学を論じるもの

ではなく、むしろ行為規範やマナーである作法 (adab) を、ああすべし、こうすべし、

と説くものである。

それならば、なぜRida)al-Dinはシリーズを命名する際に、作法 (adablarあるいは

ad油)という語を使用せず、 ζi1m-iakhlaqとしづ語句を選択したのだろうか。単純に、

イスラームの学問伝統における倫理学 (ci1m-iakhlaq)から名称を採用しただけなのだ

ろうか。また、そもそもなぜ新方式教育における科目名称には、制めではなく akhlaq

が採用されたのだろうか。その理由はおそらく、 19世紀後半のオスマン帝国に求められ

る。

128 しかし al-Zarnujiが筆記することを極端に軽視したわけではない。彼は、すでに記憶

した事柄を書き留めることの重要性を述べる[Grunebaumand Abel (江)2003: 26]。ま

た他人から聞くことで得た知識をベンで書き留めることを推奨してもいる[Grunebaum

and Abel (仕.)2003: 41]0 

129 al-Zarnujiも富を持つことや生計を維持することを重視するが[Grunebaumand Abel 

(tr.) 2003: 29-32; 50・54]、Rida)al-Dinの方はとりわけ、シャーキノレドであるうちに実

際に生活に必要な知識や技術を修得するよう説くという特徴を持つ。
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IV.19世紀後半オスマン帝国の教育政策における道徳 (akhlaq) と'Ilm-iakhlaq 

CAbd al・Hamid11世統治期のオスマン帝国において採用された教育政策は、一方でタ

ンズィマート以来のヨーロッパ化路線にありながら、他方ではイスラームに力点を置く

もので、あった。そのイスラームの強調は、教育カリキュラムにおいては、道徳 (akhlaq)

科目のなかで実践されたことが明らかになっている[Fortna2000] [Fortna 2002: 23・24;

202・247][Some12001:3・5;179・187;190・193]0

ここで再びakhlaqおよびCilm-iakhlaqという言葉の意味が問題となろう。オスマン帝

国近代教育史を研究する Fortnaは、 1900年にイスタンブルで刊行された Shamsal-Din 

Samiの辞書の rkhulqJの項に依拠し、オスマン帝国末期の教育政策における akhlaq

の語は、善い性質や美徳を意味するもので、あったことを指摘する130。さらに Samiの辞

書には、 rkhulqJとは別にrakhlaqJの項目が存在する。そこには「諸々の人間性質(akhlaq)

や教養(按、 tarbiya)について論ずる、哲学諸学のうちの 1つj とあり、 rCilm-iakhlaqJ 

という用例が掲載されている1310 すなわち Samiの定義によれば、 Cilm・iakhlaqは諸々

の人間の性質 (akhlaq)だけでなく、教養(接、 tarbiya)をも議論する学問である。オ

スマン帝国末期のオスマン語において、 akhlaqの語は、まさに Fortnaが道徳 (morals)

と翻訳するとおりの意味を持っていたのである。

ところで上述のように、 1884年にロシアで新方式教育を開始した Gha写prinskiは、そ

れ以前にイスタンブ、ノレに滞在した経験を持っていたのだが、クリミア・タターノレ近代史

を研究する Kmmhと、オスマン帝国近代教育史の専門家である Somelは、 Gha写prinski

の新方式 (u組1・ijadid) という用語がオスマン語から借用されたものだと述べる132。た

しかに、 19世紀後半のオスマン帝国で使用された教育にかかわる用語法と、ロシアの新

方式教育におけるそれとの間には、共通するものが存在する1330

130 [Fortna 2000: 378・379][Fortna2002: 206-208][ShS 1317(1900): 586・587]を参照。

上述のように、 rakhlaqJの語は rkhulqJの複数形である。ところでRicla)al-Dinがオ

スマン知識人 Shamsal-Din Samiの著作を利用していたことは、本研究第 1章田で述べ

たとおりである。

131 [ShS 1317(1900): 82]を見よ。 Samiによる rtarbiyaJの語の定義については、 [ShS

1317(1900): 394]を参照。

132 [Kmmh 1996: 46][Some12001: 169]を見よ。オスマン帝国では、 1869年の「公教

育法 (Mac昼rif.・iCumumiya ni写amnamasi)Jにおいて「新方式 (u手ul-ijadida) Jの語が使

用された[長谷部 2008:88]0 

133 その事例の 1つは、中等教育の「中等j を意味する rrushdiyaJである。これは 19

世紀のオスマン帝国で使用されていた語であるが、 19世紀末から 20世紀初頭のヴォル

ガ・ウラル地域においても新方式教育にかかわる言葉として用いられた。しかしながら

アラピ、ア語やベノレシア語の rrushdJには、現在でも中等という意味はない。それゆえ
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以上を踏まえれば、ロシアの新方式教育において akhlaqという名称の科目が導入され

た背景に、オスマン帝国の教育制度で使用された術語の影響が認められでも不思議はな

い。そしてRi偶Jal-Di:nが、行為規範やマナーを説く著作シリーズにす加-iαkhlaqという

名称、を与えたとしても領ける。なぜなら上述のように、彼は Gh句prinskiの友人であっ

て新方式教育を支持し、また Samiをはじめとするオスマン帝国の文筆家の著作に親し

んでいたからである。

最後に、オスマン帝国で、CAbdal-l芦田nid11世統治期に使用された道徳 (akhlaq)の教

科書の内容を、 Fortnaの優れた研究に依拠して以下に概観する。 Fortnaが事例として紹

介するのは、 1899年から 1900年頃に出版された『道徳の指導者 (Rahbar-iakhlaq) ~ 

という、行為規範を説く書物である[Fortna2002: 224・235]。

Fortnaによれば、この『道徳の指導者』には、体裁において、ヨーロッパの影響が認

められうる特徴がある。それは、用語の解説が各頁の下部に脚注のかたちで付されたり、

句読点が使用されたり、文章が段落によって区切られたりすることである[Fortna2002: 

225・226]。これらの特徴は RidaJal-Di:nの著作においても見られる。また『道徳の指導

者』には、体裁において、イスラームの伝統を継承していると思われる特徴もある。そ

れは、本文が、教師と学生の問答のかたちで進行することである[Fortna2002: 226・227]。

実はこの特徴は、RidaJal-Di:nの著書には認められない。 Fortnaは、『道徳の指導者』の

内容がイスラームやオスマンの伝統に立脚するものであることを指摘する。そのことを

示す特徴として彼は、『道徳の指導者』が何よりもまず預言者や五行などに言及すること、

ハディースが論拠とされること、イスラームにおいて肯定されるような様々な価値が説

かれることなどを挙げる[Fortna2002: 227-235]。上述のように、RiclaJ al-DinもCIlm-i

akhlaqのシリーズにおいて、まずは預言者や五行に言及し、ハディースを引用し、イス

ラームの古典文献が評価するような価値を説く。もちろん Fortnaが指摘するように、『道

徳の指導者』にはオスマン帝国に特有の政治的・社会的状況を反映していると考えられ

る特徴があり [Fo此na2002: 231-235]、それがそのままRidaJal-Di:nの著作に認められる

はずはない。しかし、イスラームの伝統を継承し、それを強調するという点においては、

『道徳の指導者』とす加-iakhlaqシリーズに大きな相違はないと考えても差しっかえな

かろう。

v.小結

本章は、回調Jal-Di:n b. Fakhr al-Di:nの著作シリーズCIlm-iαkhlaqについて、 12世紀中

央アジアのイスラーム倫理学 (Cilm-iakhlaq)文献と比較し、またす加・iakhlaqシリーズ

所収の『教養ある妻』と『シャーキルドの作法』を、それぞれに直接の参照関係がある

11 "-'13世紀の作法 (adab) を解説する文献と比較することによって、その特徴を解明

rushdiyaという語を中等の意味で使用することの起源はオスマン帝国にあると考えるの

が自然である。
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することを試みてきた。その結果Cllm-iakhlaqシリーズは、以下のような諸々の点で、

イスラームにおける akhlaqあるいは adabの学問伝統を濃厚に継承することが判明した。

a) cilm-i法hlaqという名称、

b)行為規範やマナーとしての作法 (adab)を説くという内容

c)イスラームが第 1の論拠とされること

d)家政学的な事柄を内容に含むこと

これらの事実から、Rida>al-Din b. Fakhr al-Dinのイスラーム改革の構想は、あくまで

イスラームの学問伝統を基礎とし、それを展開させていったものだと言えよう。そして

'llm-i akhlaqシリーズが新方式学校の教科書として使用されたことを踏まえれば、新方

式教育のカリキュラムはイスラームの学問伝統を、部分的にであれ確実に継承していた

と言える。上述のように、岡lalidは中央アジアの新方式学校が、前近代から続くマクタ

プの「アダブ」教授の伝統を継承していたことを指摘するが、そもそもヴ、オルガ・ウラ

ル地域の新方式学校が、 akhlaqの名称で作法 (adab)としてのイスラームの行為規範や

マナーを教えていたのである。

ところで・cllm-i akhlaqのシリーズが思弁的な倫理学をほとんど扱わず、むしろ行為規

範やマナーとしての作法 (adab)を説くことにかんがみれば、その表題のCilm-iakhlaq 

という語句を倫理学という意味に理解するのは適切でない。この問題は、 19世紀後半の

オスマン帝国の教育制度における道徳 (akhlaq)科目の存在が、ロシアの新方式教育に

おける akhlaq科目に影響を与えたと考えれば、解決するだろう。すなわちロシアの新方

式教育における科目名称 akhlaqは、オスマン帝国のそれについて Fortnaが説明するの

と同様に、倫理よりはむしろ道徳と理解すべきものである。新方式教育を支持するロシ

アのムスリム知識人が使用した akhlaqの語も、文脈に応じて道徳という意味に解釈すべ

きであろう。そしてRit;la>al-Din b. Fakhr al-Dinの著作シリーズ、の表題Cllm-iakhlaqは、

『倫理学』ではなく『道徳学』であると理解すべきである。
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第 3章

Rida> al・Dinb. Fakhr al心加のムスリム女性論

I.本章の目的

帝政末期のロシアで、言論活動を行なっていたムスリム知識人らにとり、ムスリム女性

をめぐる様々な問題はアクチュアルな論争テーマで、あった。新方式教育を支持した人々

は男子だけでなく女子の教育方法をも問題にしていた1340 とりわけ 1905年の第一次革

命以降は、「ヒジャーブ、(l:tijab)135 Jや、「権利」、「自由」、「平等Jのような言葉をキー

ワードとした、家庭や社会におけるムスリム女性の地位や役割をめぐる議論が、新聞や

雑誌に掲載されるようになっていく 136。女性が読むことを想定した書籍も出版され、そ

のなかにはアラブ世界に激しい論争を巻き起こしたエジプトの知識人 QasimAmin 

(1863・1908)の著作『女性の解放(Talpiral-mar也)~と『新しい女性 (α1・MQ1セ αl-jadïda) ~ 

までもがあった1370

1905年革命後のこうした状況のなか、ロシアのムスリム知識人らは、 Rida>al-Din b. 

Fakhr al-Dinを、ムスリム女性にかかわる問題分野の先駆とみなしていた。それは、彼

が最も著名なウラマーの 1人であり、かつ 19世紀末という早い時期からそうした問題

にかかわる著作を発表していたためである。例えば、帝政末期にヴオノレガ・ウラル地域

で発行されていた唯一の女性向け雑誌『スユム・ピケ~138の創刊号に寄稿したCAbd al-Ban 

Battal (1883-1969)は、その「我らの婦女子Jと題された論説のなかで、 1903年に出

版されたRida>al-Dinの著書『著名な婦人たち(MiωM凶rkha厄nlar)~に言及する 139。上

134 IsmaCil Gha与prinskiは1884年パフチサライで最初の新方式学校を開校したが、その

時すでに女子の教育にも着手していた [tazzer~ni 1973: 252] [Hablemitoglu and 

Hablemitoglu 1998: 75グ6]。

135 ヒジャープとは、ムスリム女性のヴェーノレ着用と、「カーテンをひくこと」、すなわ

ち隔離の双方を意味する言葉である[アハメド 2000:76-77]。

136 これについては、本研究第 4章を参照。

137 ヴ、エール着用の否定や多妻婚の制限などを提唱したことで知られる QasimAminの2

つの著作は、アラブの女性解放論の古典とされてきた。しかし近年は、いささか異なる

評価も与えられている。[アハメド 2000:206-242]を見よ。ちなみにAminの『女性の

解放』の一部は、 MuhanuhadζAbduhが執筆したものだと言われる[Cole1981: 

393・394][Baron1994: 111・113;223 (esp. n. 29)]。カザンで出版されたAminの著作の

翻訳とは[QA1909a][QA 1909b]である。

138 これについては、本研究第 4章を参照。

139 cA Battal，“Khatun司izlanmiz，"S砂凹nBikα1・1(1913.10.27)， pp. 11・13，esp. p. 11. 

Battal (Abdullah Battal-Taymas)は、とりわけトルコ亡命後に行なった歴史や文学の研究
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述の QasimAminの著作を翻訳出版した Dhakiral・Qadiri(1878-1954) 140は、自著『婦

人問題 (Khatun-qizmω匂Iωi)1Iのなかで、同じくRi告>al-Dinの『著名な婦人たち』を

先駆として紹介する1410そうしたムスリム女性をめぐる諸問題にかかわるRida>al-Din 

の先駆的な著作には、『著名な婦人たち』の他に、小説や、前章で紹介した『道徳学(守加-i

akhlaq) 11シリーズの著書などがあった。

ところで先行研究を概観すると、Rida>al-Dinがムスリム女性をめぐる諸問題につい

て持っていた見解について、 Baishevはそれが「ユマニスム」に立脚すると解釈する。

彼によれば、Rida>al-Dinは家庭や社会における妻や母親としての女性の役割をとりわ

け高く評価し、「普遍的な人間の同権という原理に基づいて、婦人問題およびそれと相互

に連関する結婚と家族の諸問題を解決Jした[Baishev1996: 96・102]。この問題を正面

から扱う研究がまず存在しない状況で論考を発表したのは、 Tukhvatullinaである。彼女

は、女性の役割や地位の問題にかかわるRida>al-Dinの見解が川、かなる革新的な考え

も含んでおらず、基本的にはこの問題についてのイスラームに普遍的な解釈にいくらか

の変化をつけて復唱し」たものだと述べる。彼女によれは、Rida>al-Dinは「現実生活

においては、ムスリム社会における女性の時として悲劇的な状況の変革のために有効で

基本的なことを何も提唱しなかったj のである142 しかし他方、 Makhmutovaと

Baibulatovaは、Rida>al-Dinのムスリム女性にかかわる問題についての執筆出版活動を

先駆として、肯定的に評価する[Makhmutova2006b] [Baibulatova 2006: 32・34]0

こうした研究状況を踏まえて本章は、ムスリム女性をめぐる諸問題にかかわる悶da>

al-Dinの著書を網羅して検討することにより、この問題についての彼の見解を確認しな

おすことを目的とする。筆者の意図は、現代の視点に基づき則da>al-Dinに評価を与え

ることではなく、彼が自著で発表した見解の具体的な内容を明確にすることにある。ま

た、本章が史料とする Rida>al-Dinの著書は、ほとんどが 1905年革命以前に出版され、

後にそうした問題を論じ始めたムスリム知識人らに読まれていたものである。それらは

男性だけでなく女性が読むことも想定して発表された。それゆえ本章は、その脳血〉

al-Dinの見解が、彼自身が所属したロシア帝政末期のムスリム知識人社会において、ど

によって知られるが、ロシア帝政末期にヴォルガ・ウラル地域で、発行された定期刊行物

でムスリム女性にかかわる諸問題を論じたムスリム知識人の 1人である。

140 Dhakir al-Qadiriはムスリム女性にかかわる諸問題を論じたムスリム知識人の 1人で、

アラピストであるが、彼の活動や思想、を扱った研究は、管見のかぎりほとんど存在しな

い。まずは以下を見よ[Dudoignon2000: 302-304; 322・328]。

141 al・Qadiriは『著名な婦人たち』について、「この書物はあらゆる婦女子の机上にある

べきであるJと述べている[DhQ1915: 47]。

142 [Tukhvatul1ina 2003b: 327]を参照。彼女は悶da)al-Dinを宗教改革者 (reformator)

であるとみなしており、基本的に Baishevとは異なる立場にある。 [Tukhvatullina2003a: 

159-203]も見よ。

67 



のように理解され受容されたのかを探ることも試みる。

11.ムスリム女性にかかわる諸問題についてのRida'al-Dinの著書

RidaJ al-Dinは、1897年という、ロシアのムスリム知識人らの活動状況を考慮しても、

また彼自身の文筆生活においても早い時期に、ムスリム女性をめぐる問題にかかわる『学

究 (Mutala(αUとしづ著作を発表した[RF1897]。この著作で彼は、オレンプルグ・ム

スリム宗務協議会の管轄地域の多くのウラマーが、婚姻にかかわる問題を検討して得ら

れた見解を書き記して宗務協議会に送った書簡を、整理し紹介する。彼がこうした書物

を刊行したことは、宗務協議会の業務において、婚姻にかかわる事柄をはじめとする女

性をめぐる様々な問題が重要な位置を占めていたことを示唆するが、それと同時に、彼

が非常に早い時期からこうした事柄に取りくんでいたことをも意味する。

本章の主要な史料は、 Rida'al-Dinがムスリム女性にかかわる諸問題について、とき

にムスリム女性が読むことも想定して発表した、著書である。それらには大別して、著

名なムスリム女性らの伝記集、小説、女性を対象に行為規範を説く道徳書の 3種がある。

また、女子のためにイスラームの儀礼行為を解説した冊子もある。まずは、それらを以

下に概観する(カッコ内は初版の発行地と発行年)。

A.著名なムスリム女性らの伝記集

. w著名な婦人たち (Mashhurkh白伽lar)~ (オレンブ、ルグ、 1903年) [RF 1903a] 

この著作はおそらく、Rida'al-Dinがムスリム女性が読むことを想定して発表した様々

な作品のうち、同時代のムスリム知識人らにより男女を問わず最も真剣に読まれたもの

である。彼は、ウラマー列伝である『事跡』はもちろん、『著名な男たち (M邸 hhurirlαrU
というシリーズとして発表したいくつかの作品143や、『シューラー』誌上の「著名な人々

と重大な出来事 (Mashhutadamlar va buyuk加di由alar)Jとし、う欄に執筆した論説144な

どにおいて、極めて多くの人々の生涯について解説し紹介し続けた。それらのなかで『著

名な婦人たち』は、イスラームの古典文献などで名を知られるムスリムの女性らの伝記

をまとめた、 400頁を超える大部の作品である。Rida'al-Dinは、「イスラームの諸作品

において、そしてイスラームの人々の問で著名であり、さらに知識または財貨によって

多かれ少なかれ我々の millatに貢献した婦人らの伝記が明らかにされた書物J[RF 

1903a]で、あるこの著作を、長女 Zaynabに捧げ執筆した。巻頭には参考文献の一覧があ

り、その一覧のほとんどはアラビア語の古典文献である。

B.小説

Ri告， al-Dinが生涯にわたる文筆活動のなかで著した小説は 2つである。これらはい

ずれも、 1905年の第一次革命以前、彼が宗務協議会で、カーディーとして勤務した時期に

143 このシリーズには、例えば[RF1911]などが含まれる。

144例えば以下を見よ。“Mashhuradamlar va buyuk与adithalar:Ja(far b. (Abd Allah 

(Almas b. Silki) (h.332・m.933)，" Shura 1・1(1908.1.10)， pp. 4・7.
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執筆し出版したもので、ムスリム女性が活躍する物語である。この 2編の小説の内容か

らは、彼がこれらを、男性だけでなく女性が読むことをも想定して執筆したであろうこ

とが窺われる。

. wセリメ、あるいは貞潔 (5αl加 αyakiCiffat) ~ (カザン、 1899年) [RF 1899c] 

Rida) al-Dinは、これを Ghafilb. cAbd All油という筆名で 1899年に出版した。この

小説は 1904年に第 2版が刊行され、ヴォルガ・ウラル地域のテュルク語で書かれた近

代的な小説の先駆として、同時代のムスリムの知識人らに好んで読まれた145。物語は、

カザンのマドラサで 10年学んだ経験を持つムスリム青年とテヘラン出身のムスリム少

女 Salimaを主人公としてロマンティックに進行する。つまりこの小説は、カザンのムス

リムーすなわち、タタールーを題材とした物語である。

. wエスマー、あるし、は行ないと報い (Asma)yaki camal va jaza)) ~ (オレンプルグ、 1903

年) [RF 1903b] 

この小説はAsma)という名のパシキールの少女の成長物語である。Rida)al-Dinはこの

小説を、著者の名を記さずに出版した。しかし 1917 年 12 月の『シューラー~ 10・23/24

号では、書評に対する著者からの返答として、上述の『セリメ』の著者である Ghafilb. 

CAbd Allahが、『セリメ』と『エスマー』の双方について説明している146 つまり当時

から、『エスマーJの著者も Ghafilb. cAbd All油であると認められていた。要するにRida)

al-Dinは、『セリメ』と『エスマー』を執筆出版したが、これらをおおやけには、 Ghafil

b. cAbd All油という人物の作品として扱い続けたのである。

町da)al-Dinはこれら 2編の小説147において、ムスリム女性をめぐる事柄に限らず、

ロシアのムスリム社会における様々な問題に対する自らの見解を書き記し、社会批判を

145 1917年 12月に『シューラー』誌に掲載された書評によれば、オレンブノレグ、の慈善

協会が図書館に入れる書籍をめぐり、どのような本が好きか、というアンケートを行な

った際、回答者の誰もがまず『セリメ』を挙げたという。 KubkInski，“Salimayaki ciffat: 

Ghafil b. cAbd Allah athari: Utkan yulgha bir qarash，" 5hura 10・23/34(1917.12.30)， pp. 

536・540，esp. 539. 

146 Kubkinski，“Salima yaki ciffat: Ghafil b. CAbd All油 athari:Utkan yulgha bir qarash，" 

5hura 10・23/34(1917.12.30)， pp. 536・540，esp. 540. 

147 ところで『セリメ』と『エスマー』については、タターノレ文学の専門家Gainullinに

よる、現代タターノレ語の表記法に基づ、くキリノレ文字転写が存在する[Gainullin1979: 

264・352]0 これは原則として、原文をあらすじが理解できる程度にカットして縮め、翻

字したものである。しかしどの部分が省略されたのかは明示されていない。さらにこの

転写は、原注と転写者による注の区別が不明瞭であるなど、問題を少なからず含んでい

るため、学術的な利用に耐えうるものではない。また近年になって、原文の言葉遣いを

ある程度残した現代タタール語訳で、ある[Kh益idarovand Ganieva 2007]も刊行された。

こちらは原文をカットしてはいないものの、翻訳に少なからず問題がある。それゆえこ

ちらも、オリジナル史料を利用する際の参考とする程度に参照するのが無難である。
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行なった。そのため宗務協議会に勤務していた彼は、改革論者ではない多くのウラマー

が2つの小説を厳しく批判するのを耳にしたという。彼がこれらを匿名で出版した理由

の1つはそうした率直な批判を聞くためであり、おそらくもう 1つは自らの立場を考慮

したためで、あったと考えられる148

c.女性を対象とした道徳書

本研究第 2章で検討したように、同dal al-Dinが 19世紀の末より、『道徳学 (%n-i

akhlaq) J]というシリーズとして順次刊行した著作のなかには、ムスリム女性をめぐる

様々な問題を扱い、ときにムスリム女性が読むことを前提に執筆したものがある。これ

らの書物が、単に個人に読まれただけでなく、新方式教育の教科書としても使用された

ことは確実だが、それゆえこれらは、 20世紀初頭に新方式を標梼するマクタブ、やマドラ

サに学んだムスリムらによく知られた著作で、あったろう。『道徳学』シリーズのうちムス

リム女性をめぐる諸問題にかかわるものは以下であり、その概要は本研究第 2章で紹介

したとおりである。

. w教養ある母親 (Twもiya1iana) J] (カザン、 1898年)

・『教養ある妻 (Tarbiyalikhatun) J] (カザン、 1899年)

・『家族(姐'ila)J] (オレンプルグ、 1902年)

・『司11戒第二 (NI邸仇αtucinchi) J] (オレンブ、ルグ、 1903年)

・『訓戒第三 (N，由仇αtuch伽 thi)J] (オレンブルグ、 1903年)

・『家族 (Ahl-(ayal)J] (オレンブ、ルグ、 1908年)

この他にRidalal-Dinは、おそらく女子のマクタプなどで使用されることを想定して、

読み書きを学び始めた女子のために基本的な儀礼行為の手順を解説する冊子である『婦

人たちのイパーダ(弛adat-in旬，an)J]を刊行した[RF1912]。

このようにRidalal-Dinは、 19世紀末という早い時期から、女性が読むことを前提と

して、まとまった著作を発表していたのである。 Makhmutovaが指摘するように、実際

に彼は、ヴ、オルガ・ウラル地域のムスリム知識人のなかで、ムスリム女性をめぐる様々

な問題を論じた人々の先駆であった[Makhmutova2006b]。これらの著作から、Ridal

al-Dinがムスリム女性をめぐる様々な事柄について、どのような見解を持っていたのか

を確認していくこととする。

III. Ridal al-Dinが小説に描く理想のムスリム女性.-SalimaとAsma'

1899年に発表された小説『セリメ、あるいは貞潔』は、Ridalal-Dinが帝政末期ロシ

148 [Mardanov et al. (eds.) 1999: 36; 48]を見よ。Riclalal幽Dinは、『セリメ』出版後に発

表した『エスマー』のなかで、ウラマーが小説を執筆することを批判する人々に対し反

論する[RF1903b: 24-25]。ちなみに Turkogluによれば、Ri恒lal-Dinは『セリメ』の原

稿を、検閲のためサンクト・ベテルブルグに送る前に IsmaCilGha写prinskiに見せ、意見

を求めた[Turkoglu2000: 121]。
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アのムスリム社会全般について論じた著作のなかで、最も早い時期のものである。彼は

この作品のなかで、彼が理想と考えるムスリム女性の姿を描き、読者に提示した。まず

はこの小説のあらすじを簡単に確認しながら149、そこに描かれたムスリム女性の特徴を

見てし、く。

物語は主人公である青年の語りによって進行する。青年はカザンの東、ウファからそ

れほど遠くない農村の出身である150。彼の父親は彼が生まれる前に死んだため、彼の母

親が彼を女手 1つで、育て、カザン市のマドラサに送り出す。しかしその母親もその年に

死んでしまう。孤児となった青年はカザンのマドラサで 10年ほど学ぶが、そこでの教

育に疑問を抱くようになったため、マドラサを去ることを決意する。そしてまず父母の

墓参のために故郷に帰ろうと、カザンからヴォルガを下りサマラ市へ向かう汽船に乗る。

この汽船のなかで青年は、あるムスリムの母娘と知りあう。 Sa1irnaというのは、青年が

この娘のことを読者に語るために、彼女につけた呼び名である。青年はサマラで下船し、

開通したばかりの鉄道に乗りかえウファで下車して帰郷するつもりであった。一方

Salirna母娘は汽船で、サマラを通過し、アストラハンを経由してパクーへ行く予定で、あっ

た。青年は予定を変更し、彼女らに付き添ってパクーへ向かうことにする。

青年は物語の随所で、 Salirnaをはじめとする多くの人々と対話しながら、ロシアのム

スリム社会における様々な問題について考察する。彼はカザンの波止場では見送りに来

た人々を前に演説を行ない、汽船のなかではモスクワの大学を卒業したばかりのムスリ

ムの大学生と語りあう。サマラでは知人を尋ねて新方式教育について話し、パク一行き

の汽船では聖者の墓を参詣するために長旅をするムスリムと論争する。しかし彼が最も

熱心に議論をする相手はヒロインの Salirnaである。 Salirnaは青年に対して、シーア派

について説明し、テュノレク系の人々にかんする解説が書かれたフランス語の書物の内容

を教え、カザンのムスリムの商業についても書物を紹介し、最後には家庭や社会におけ

るムスリム女性の役割についてまるで演説をするかのように堂々と論じる。 Salirnaが青

年を相手に行なう議論のなかで最も充実しているのが、このムスリム女性をめぐる議論

である。青年は聡明な Salirna嬢を愛するようになり、物語は二人の結婚で終わる。

この小説で、Rida)al-Dinが描いた Sa1irnaはどのような女性だろうか。カザンを出航し

た直後に青年は、初めて Sa1irnaと彼女の母を見かける。彼が彼女らの存在に気づいたの

は、彼女らがヨーロッパ風の服装をしていながらベルシア語で、会話していたためで、あっ

た。カザンの波止場で高価なドレスや宝石を見せびらかすように身につけたムスリム女

間以下、あらすじは[1&1899c]による。

150 [RF 1899c: 8]の記述を参照。青年の故郷とされるのは Quyanという村であるが、こ

れはおそらく現在のタタノレスタン共和国メンゼリンスク地区のクヤノヴォを想定した設

定であり、カザンのかなり東、パシキリア寄りに位置する。Rida)al-Din自身が、現在

のアリメティエフスク地区キチュチャトヴォという、パシコルトスタン共和国に近い農

村の出身である。
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性らを見て不快に，思っていた青年は、この二人が華美ではなく清潔な装いをしているこ

とに好感を抱く。青年はベルシア語で、書物を読むことはできるが、会話をすることがで

きない。そこで彼はアラビア語でSalimaに話しかけて知りあいになるが、彼女は彼より

も流暢にアラビア語を話すことができるのである。

小説のヒロインである Sali:maは、テヘランの裕福な商人の娘である。彼女は、テへラ

ンで母語であるベルシア語を学んだ、後、 5年間カイロに留学してアラビア語、フランス

語、英語と、裁縫手芸などの家政学を習得する。しかし彼女の父親が死んだため、彼女

はテへランに戻り、自らの知識を生かして母親を助け、「尊敬する我らの母阻ladija様ー

アッラーが彼女に満足なさるようーのようにJ[RF 1899c: 34]貿易の仕事を行なう。彼

女は服装については、ヨーロッパ風にドレスを着ることもあるが、普段はムスリム女性

の装いをしており、いずれの場合も賛沢はせず、男性の前ではショールで髪を覆う。性

格は穏やかで慎ましく、誠実である。また彼女は様々な社会的問題についての知識や経

験を持ち、そうした問題についての書物をよく読んでもおり、その博識ぶりは、マドラ

サで 10年学んだ主人公の青年が自らの勉強不足を反省するほどで、あった。

Rida) al-Dinは、『セリメ』において、上述のような、いわば「理想のムスリム女性」

である Salimaの姿を描いた。Rida)al-Dinは、理想のヒロインである Sali:maに、ムス

リム女性の責務 (vazifa) というものについて以下のように語らせる。

婦人たちの仕事は、ただ食べたり飲んだり、美しく装ってパーティーに行ったりする

ことだけではありませんし、 4枚の壁の中に閉じこもっていることでもありません。

彼女らに課せられる仕事は、現世では最も必要であり、来世では最も褒賞のある仕事

です。夫の心を家に繋ぎとめておくことは、[中略]その家にいる妻の責務 (vazifa)

です。[中略]子どもたちに至高なるアッラーがお恵みくださる母乳を飲ませ、彼らの

身体を養育 (tarbiya)する仕事も母親たちに課せられていますし、彼らの心や精神を

養育すること、イスラームの作法 (adab)を駿ける仕事もまた母親たちにかかってい

ます[RF1899c: 65]。

Rida) al-Dinは、読者が憧れを抱くような理想のムスリム女性 Salimaを描き、物語の後

半、読者(と主人公の青年)が Salimaにすっかり魅せられてしまう頃になって、彼女に

上述のようなイスラームの「婦徳Jを語らせるのである。

ところで『セリメ』には、ヒロインの Salimaの他にも、 Rida)al-Dinが好ましいムス

リマとして描く女性らが登場する。その 1人は主人公の青年の母親である。上述のよう

に彼女は、夫が亡くなった後 1人で青年を育て、「ムスリム婦人の子どもはマクタブで

学んだり、遠くの街々で商売をしたりすべき」だと考えて、青年をカザ、ン市のマドラサ

へ送り出す。その時に彼女は「おまえがよその街で修学することは私にとって大きな喜

びであるj と言い、青年に対して、宗教についてだけでなく生活に必要な知識も学ぶこ

と、また知識だけでなく作法 (adab)も身につけることなどを助言する[RF1899c: 4-6]。

つまり彼女は、とりわけ子どもの教育に熱心な女性である。またこの小説には、サマラ
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の街でクムズ、を売って生活するムスリムの少女が登場する。この 15歳ぐらいの少女は、

Salimaの質問に答えて、「新しい方法 (yangatartib) J 、すなわち新方式で読み書きを学

んだ妹がいるということと、その妹から礼拝の方法を学んだということを話す[RF

1899c:40・42]。少女は、貧しさゆえに十分な教育を受けることができない状況でも、学

ぼうという意志を持っている。

『セリメ』のなかで理想として、あるいは好ましく描かれるムスリム女性らの特徴は、

Ridal al-Dinが著したもう 1つの小説で、ある『エスマ一、あるいは行ないと報し、』に登

場する女性らにも見られる。さらに『エスマー』には、そうした女性らとは対照的な、

悪役の女性も登場する。次に、小説『エスマー』のあらすじと、この小説のなかで描か

れるムスリム女性らについても確認する1510

物語は、あるパシキールの村から始まる。この村のムッラーであるCAbbasには、合lisha

という妻と、 Asmalという名の 1人娘がいた。 CAbbasは若い頃には堕落した生活を送っ

ていたが、 CNishaと結婚したおかげで、新方式のマクタブを開いてマハッラの子どもら

の教育に熱意を傾けながら穏やかに暮らし、娘のAsmalをも注意深く育てるようになっ

ていた。しかしそのCAbbasに敵対する商人やムッラーらとの争いが生じ、 CAbbasは巡礼

の旅に出てしまう。ある日Eλlishaのもとに、 CAbbasが旅の途中で死んだという知らせが

届く。結局Eλlishaも死に、AsI11alは無一文の孤児となって村の有力な人物の家に引き取

られる。この家で彼女はカザンのマドラサで学ぶ青年と親しくなり、彼らは互いに淡い

愛情を抱くようになるが、青年はカザ、ンに帰ってしまう。その後、彼女は、女街に輔さ

れ売られる152という辛い経験をしながら成長し、最後にムスリムの孤児のための養育院

に入って教育を受け、教師 (muCallima) となる。そして彼女は死んだはずの父CAbbas

と再会する。また、 CAbbasやAsmalに危害を加えた人々は、その行ないにふさわしく不

幸な生活を送ることになる。一方 Asmalは、少女の頃に親しくなった青年と再会し愛情

ある結婚をして、幸福になるのである。以上がこの小説のあらすじだが、このなかで最

初に好ましいムスリム女性として登場するのがヒロイン Asmalの母親のCAlishaである。

官ishaは、 CAbbasに良い影響を与え、生活を改善させるような女性である。彼女のお

かげで彼は、ロシア語、テュルク語、アラビア語で書かれた書物や新聞雑誌を読むよう

になり、そのようにして得た知識に基づいて金曜礼拝で説教を行なうようになる。彼は

マクタブを作って子どもらを教育する仕事にも着手し、マハッラの人々に向かつて、マ

クタブを維持するためのワクフを設け、さらに新方式で教育を行なうことを支持するよ

う呼びかける。また彼ら夫婦は、自宅のそばにある菜園で一緒に働き、そこで収穫した

作物を売ることで、賛沢をせず節度を保った勤勉な生活をする。官isha自身が読み書き

のできる女性で、学問を尊重しており、子どもの教育にも十分に注意を払う。彼女は高

151 以下、あらすじは[RF1903b]による。

152 ロシア帝国における売買春の問題については、ムスリムの事例は含まないが、

[Bemstein 1995]を見よ。
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価な装飾品に興味を持つことなく、夫との聞の愛情を大切にする[RF1903b: 5-11]。つ

まり Eλ)ishaは、小説『セリメ』のヒロインの Salimaと共通するような特徴を持つ、と

りわけ妻としての理想のムスリマなので、ある。Rida)al-Dinは、 CAbbasとEλコishaの夫婦

について語りながら、次のように記す。

子どもや家族や夫にとっての妻の影響は、最も強い影響の 1つに数えられる。よそか

ら荒んだ、家に入ってきた、教養ある(tarbiyali)情熱家の妻は、[その家族を]守り、

改善する原因となり得る。そしてあらゆる面でしっかりとした家に入ってきた無教養

な (tarbiyasiz)妻は、[家族を]堕落した集団にすることができるのである[RF1903b: 

5]。

一方、ヒロインの Asma)は物語のなかで、Rida)al-Dinが理想とする、 rmillatの母」

と呼ぶにふさわしいムスリム女性に成長する。父母の死後に様々な辛い経験をする彼女

はしかし、ムスリム孤児のための養育院に入って教育を受け、そこの教師になると、子

どもらから母親のように慕われる存在となる。彼女はテュルク語での読み書きはもちろ

んロシア語も知っており、助産学を学んでその資格を持つ。服装は華美でなく清潔であ

る。Rida)al-Dinはこの小説のなかで、 rmillatの母」について次のように述べる。

実際、真の婦人、 millatの母であることは、いかなる高位にも勝る地位である。婦人

であるということは、アーダムの子を人間にするか、獣にするか、という力であると

いうことである。神託が庇護を求めるような御方である我らの狽下が「天国は母親た

ちの足下にあるJと仰った意図は、おそらくこのような mi1latの母にあるはずだ[RF

1903b:94]。

このように Rida)al-Dinが強調する millatの母とは、責務 (vazifa) を実行すること

のできる女性である。彼によれば、そうした女性は、「家内の人々の聞に親愛の情を振り

まく、清潔を保つ、来訪した客人を、その地位に応じて丁重にもてなす、夫の近親の人々

に気を配り、[中略]子どもたちに与える必要のある教養{tarbiya)と良い道徳 (akhlaq)

の授業を母乳とともに与える、夫が手に入れてきた衣類や物資を節度をもって消費するJ

[RF 1903b: 95]といったような「責務Jを実行することができるだけの知識や技術を持

つ。そしてRi弱)al-Dinは、自らの rmillatの母」の理想が正当であることの根拠に、

預言者 Muhammadの言葉とされる「天国は母親たちの足下にある」を引用するのであ

る。

すなわち『セリメ』と『エスマー』のなかで描かれる理想のムスリム女性、Ridaコal-Din

の言う mi1latの母は、次のような特徴を持っと言えよう。まず服装については、日常は

ムスリム女性の装いで、華美でなく清潔にし、男性と同席する時は毛髪を覆い隠す。性

格は穏やかで慎ましく、誠実で、ある。教育や知識については、教育を受ける機会を十分

に生かし、母語での読み書きはもちろん、母語でない言語も習得する。そして生活に必

要な知識や技術はもちろん、父親や夫がし、ない場合に経済的に自活するための知識と技

術も身につける。Rida)al-Dinは、女性が経済的な節度を保つことができることを重視
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し、とくに服装についても賀沢にならないよう戒める。そうした理想のムスリム女性が、

家庭において様々な事柄を適切な知識と技術によって処理するとし、う責務を実行するこ

とで得られる、理想の家庭が、『エスマー』に描かれるCAbbasとEλlishaの慎ましやかな

暮らしである。その理想の結婚に愛情が不可欠であることは、『セリメ』と『エスマー』

の物語がし、ずれも、ヒロインが自らにふさわしい青年と愛情ある結婚をして終わること

から、明らかである。 Ridalal-Dinが SalimaやAsmalやEλlishaのような理想、のムスリム

女性に期待することは、彼女らが子どもをイスラームの作法 (adab)により按け、夫に

良い影響を与え、そうした理想の家庭において「手近な者たちに良い道徳 (akhlaq) と

教訓についての講話をするJ[RF 1903b: 96]ことなのである。

ところでRidalal-Dinは『エスマー』のなかに悪役の女性らを登場させる。ここで『エ

スマー』の物語における悪役の女性らの役割を少し見ておこう。悪役女性の 1人は、村

の有力な人物の家で暮らす孤児のAsmalを輔して連れ出す町出nidaであるol:lamidaは、

孤児の少女らを娼家に売って収入を得る女街である。もう 1人の悪役女性は、その

l:IamidaからAsmalを買う Zaynushである。 Zaynushは、土地の売買をするパシキール

人とドイツ人などとの間で仲買をしたり、孤児の少女らを集めて乞食をさせたり、さら

に少女らが成長したら娼家に売ったりするような仕事で稼ぐ。つまり Zaynushは、自ら

の知識や技術をひたすら金儲けのために利用する女性である。Ridalal-Dinは次のよう

に述べる。

Asmalは、もしも[中略]このような養育院に行きあたらず、[中略]悪人どもの集団

にの中に留まっていたなら、疑いなく、昭amidaかZaynushのような 1人になってい

ただろう。もしも Zaynushや E芦田nidaにAsmalの教養 (tarbiya)が分け与えられたな

ら、彼女らはむしろAsmalほどに美しい品性を備え、慈愛深く、敬度で、信仰篤い、

millatの母となり得ただろうに[RF1903b: 118・119]。

この小説では、AsmalやEλlishaとl:Iamidaや Za戸lushが対比されることで、理想のム

スリム女性の姿がより具体的に描写され、強調されている。ここでは Zaynushのように

自らの知識や技術により自活する女性であっても、悪行なす者は肯定されない。ムスリ

ム女性はあくまで、 fAsmalのように、美しい品性を持ち、慈愛深く、敬度で、信仰篤い、

mi1latの母Jでなければならない。そしてRidalal-Dinによれば、AsmalやEλコishaのよ

うな理想、のムスリム女性と、l:Iamidaや Zaynushのような悪人を区別するものが、教養

(tarbiya)である。

さて、上述のように脳血l al-Dinは、小説『セリメ』と『エスマー』において、理想

と考えるムスリム女性の姿を描写した。彼の読者は小説を読むことで、それを容易にイ

メージすることができただろう。

ところで町dal al-Dinは、小説のなかでムスリム女性が責務を実践すべきことを熱心

に説き、そのような責務を簡単に列挙している。彼は、これらの責務を、『道徳学』のシ

リーズに含めた著作に詳しく記す。次に、これを概観しておく。
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IV. Rida) al-Dinが説く「教養あるJムスリム女性の「責務J

本研究第 2章でも述べたように、Rida)al-Dinは『道徳学』シリーズ著作のなかで、

ムスリムである未婚の女子、妻や母としての既婚女性について、その責務や作法を論じ

る。ここではそのような責務や作法の内容を概観し、『セリメ』と『エスマー』における

理想のムスリム女性の描写とあわせて考察する。

Ri<;la) al-Dinは未婚の女子の責務や作法を、主として『訓戒第二』と『家族 (Ahιcαryal)JI 

で説明する。彼が説く最も重要なことは、当然ながら、イスラームの信仰を守ること、

アッラーの命令を行って禁令を行わないことである [RF1905: 26-27] [RF 1908: 8]。この

他に彼は、概ね以下の事柄を、未婚の女子の責務や作法として解説する[RF1905] [RF 

1908]。

・父母を尊敬し、彼らに服従 (itacat)すること。

・兄弟や親類を尊敬し、隣人を大切にし、年長者に服従し、年少者には寛容であるこ

と0

・他人に対し善意による行為を行なうこと。

・恥じらい(与aya)) と貞潔 (Ciffat) を備えること。

・マクタブに通い、読み書きを習得し、学んだ事柄を理解し記憶すること。

・教師を尊敬し、良い学友と交際すること。

・自分の身体や衣服、書物などの持ちものを清潔に保つこと。

・過度に着飾らず、装飾はふさわしいものを身につけること。

-家政学、掃除や裁縫などの家事の方法を学び、家のなかを常に整頓し清潔に保つこ

と。

-保健の知識を持って健康を保ち、病人を看護することができること。

妻としての既婚女性の責務は、『教養ある妻』、『家族(叫Jilα)J1、『司fI戒第三』などで解

説される。その内容はほぼ、本研究第 2章 11・2・1で詳細に提示した『教養ある妻』の事

例のとおりである。上述のように、 Rida)al-Dinは『教養ある妻』の冒頭で、神の創造

と摂理を解説し、神の命令と禁令を根拠として論を展開する。彼の論拠はあくまでイス

ラームであり、まずは読者に対してイスラームの信仰を守ることを説くが、その他を簡

略にまとめれば概ね以下のとおりである [RF1899b] [RF 1904a] [RF 1909a]。

• rシャリーアと理性 (Caql)に背反しない場合すべてにおいて自らの夫に服従CitaCat)

するJ[RF 1899b: 6]こと。

-夫の父母、子、兄弟、友人などに配慮、し、とくに継子を実子と同じように養育する

こと。

-友人をよく選び、善良な女性とつきあうこと 0

・夫の秘密を守り、口外しないこと 0

・夫の財産や収入に満足し、経済的な節度を保って浪費せず、不時に備え貯金するこ

76 



と0

・身体と衣服を清潔に保ち、華美な装いは避け、装飾は適切なものを身につけること 0

・恥じらい(l:laya)) と貞潔 ((iffat) を備えること。

-家政において有能であり、とくに台所の整頓と清潔に努め家事を能率良くこなすこ

と。

-保健の知識を持って健康を保ち、病人を看護することができること。

Ricla) al-Dinは、教養 (tarbiya)のある妻とは、こうした責務を遂行することのできる

女性である、と論じる。

また母としての女性の責務や作法は、主として『教養ある母親』、『家族 (CÃ)伽)~、『司11

戒第三』で説かれる。Rida)al-Dinは『教養ある母親』のなかで、「あらゆる人々をこの

世にもたらす人々が母親たちである」、「教養ある(tarbiya1i)母親は、自分の子どもだ

けの母親なのではなく ムスリムすべてにとっての尊敬すべき母親なのである」などと

述べ[RF1898b: 2・3]、母親というものがいかに重要であるかを強調する。彼は『教養あ

る母親』においても次のように、「天国は母親たちの足下にあるjという言葉を引用する。

教養ある母親について、我らの預言者 Muharnmadーアッラーが彼に祝福と平安を授

けなさるようーは、「天国は母親たちの足下にある」と仰った。[中略]教養ある母親

は、子どもたちをシャリーアの命ずるところに従って良く養育 (tarbiya)する。自分

の子どもをアッラー-至高なるーから託された栄誉ある預かりものであるとわきまえ、

彼らを守るために心身ともに努力する[RF1898b: 3・4]。

そしてRida)al-Dinは『教養ある母親Jにおいて、子どもを「シャリーアの命ずるとこ

ろに従ってJ育てる方法を詳細に説明した。その一部を例として挙げれば、以下のよう

なものである[RF1898b]。

-子どもを子どもの祖母や乳母に預けず、できるかぎり自ら育てること。

-子どもに適切な衣服を着せたり、子どもの身体や衣服を清潔に保ったりして、子ど

もの健康に常に留意すること。

-子どもが適切な時間に食事や就寝をするよう、生活習慣を身につけさせること。

・子どもの前では、子どもの手本となるような言動をすること。

・子どもに、父親が尊敬すべき存在であることを教えること。

・子どもにイスラームについての基本的な知識を教え、とくに子どもが 7歳になった

ら、礼拝の方法を教えること。

・子どもがマクタプに通う年齢になったら通わせること 0

.とりわけ女子には家事を手伝わせて教えること。

回cla)al-Dinによれば、教養 (tarbiya)ある母親とは、以上のような事柄を「責務Jと

してわきまえ、子どもを育てる女性なのである。

さてここまで、Rida)al-Dinが『道徳学』シリーズにおける女性を対象とした著作で

解説した「責務Jや「作法Jの内容を概観してきた。この内容から明らかなことは、彼
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が女性読者に説く「責務Jや「作法j とは、未婚の女子について言えば、良い妻、母、

主婦であるムスリム女性となるために行うべき事柄であり、既婚の女性について言えば、

良い妻、母、主婦としてのムスリム女性が実践すべき事柄だということである。すなわ

ちRida)al-Dinが理想としたのは、いわゆる「良妻賢母」的なムスリム女性であると言

えよう。

また、彼がムスリム女性の責務をこれほど詳細に解説し提示したことは、彼が男女の

性別役割分担を厳密に規定すべきと考えたことを意味するだろう。そのことは、本研究

第 2章 11・2・1でも紹介した、「我々の現世の生活では、妻たちのベンよりも針を、彼女ら

が土地を測量する知識を持つことよりも料理をすることができることを、我々が必要と

することは明らかであるJ[RF 1899b: 25]としづ、『教養ある妻』の一節からはいっそう

明白である。

v. r mil1atの母j の役割-Rida)al・Dinの道徳論と社会論を結ぶムスリム女性

本研究第2章 III-1において筆者は、Rida)al-Dinが、ロシアのムスリム社会の進歩を

促すには、家族にかかわる問題の解決が必要だと考えた、ということを指摘した。彼に

よれば、家族は millatを構成する土台であり、それゆえ家族をしかるべき行為規範に従

って改善すれば、 millat全体が改善する[RF1904a: 2・4]0彼の思想、において、 millatの

母であるムスリム女性は こうした道徳の問題と、 millatにおける様々な問題を結ぶ役

割を期待される。なぜなら彼によれば、上述のように、「子どもや家族や夫にとっての妻

の影響は、最も5齢、影響の 1つに数えられる。よそから荒んだ、家に入ってきた、教養あ

る情熱家の妻は、[その家族を]守り、改善する原因となり得る。そしてあらゆる面でし

っかりとした家に入ってきた無教養な妻は、[家族を]堕落した集団にすることができるJ

[RF 190:3b: 5]からである。則da)al-Dinはこの思想、を、『著名な婦人たち』末尾の「結語」

で、さらに端的かっ熱心に述べる。ここでは、その Rida)al-Dinの議論をあらためて確

認する。

Rida) al-Dinは『著名な婦人たち』の表紙に「太陽という名調の女性性は恥でなく/

月の男性性も栄誉ではなし、153J という対句を記す。すなわちアラビア語では太陽を意味

する名詞は女性、月は男性であるが、そのことはそれぞれ不名誉でもなければ名誉でも

ない、という。この文言は男女の同等性を謡っているように読める。

彼はこの書物の「結語Jでは次のように述べる。

アッラ一様のお慈悲は、ある種族 (qavm)、ある集団 (ta)ifa)154、ある場所、ある時

153原文は rfa-laal-ta)nithu li-ismi al・shamsi<aybun / va・laal・tadhkirufakhrun 

H・l-hilaliJである[RF1903a]。

国ここではとりあえず、 qavmに種族、 ta)ifaに集団という訳語をあてる。Ricla)al-Din 

は、少なくとも qavmという言葉を、エスニックな集団の意味で用いた。小説『セリメ』

の「テュルク諸族 (Turkiqavmlari) Jの章には、次のような記述がある。「テュノレクた
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代に特別なものではない。それゆえ、もしも必要とされるだけの努力がなされるなら、

女であれ男であれ、美徳 (fadilat) を獲得することができる。

婦人たちは尊敬を受け、それに基づいて教育Ctarbiya) されれば、様々な完壁な教

養 (kamalat) と知識を学ぶ[RF1903b: 412]0 

この記述もやはり彼が、とくに知識を習得する能力において、男女が同等であることを

強調していると理解することができる。しかしこの文章に続く以下の記述は、彼の意図

を、よりはっきりと示す。

婦人たちが教養を備えた (tarbiyali)millatの子どもたちは、情報を有し、美しい気

性を備え、美徳を愛し、進歩を熱望する者であり、団結(ittihad) と公共への奉仕の

ために安らぎのすべてを犠牲にし、同時に millatを愛し、知識に奉仕し、あらゆるこ

とにおいて活発であり勇敢で熱情的である。これらのことは millatの精神 (ruh)で

ある[RF1903b: 412]。

すなわち Rida)al-Dinは、女子教育を肯定し、推進する立場にあった。それは rmillat 

の精神Jを持つ子どもたちを育てる母親を、養成するためである。つまり彼は、『著名な

婦人たち』においてもやはり、女性に母親としての役割を期待する。

彼がこうした議論を展開したのは、同時代のロシアのムスリム社会に危機意識と希望

の双方を抱き、ムスリム社会の将来を案じたためであった。彼の言葉を、いささか長く

なるが、以下に引用する。

ムスリム(islam) たちの間で今日、 Farabi、IbnSin昼、 Muhammadibn Ismacil 

al・Bukhan、Ibn闘laldun、[中略]その他のこうした人々が、なぜ現れないのか? [中

略]

おそらくムスリムの間で偉大な人々が初期時代には現れたが後の時代には現れない

ことの原因は、初期時代には子どもたちを偉大な人物にするような方法で教育

(tarbiya)する母親たちが授けられたけれども、逆に現代ではムスリムの間ではその

ような母親たちが絶滅したことである。もしも現代でも、[子どもを]偉大な人物にす

るような方法で教育学Ctarbiyacilmi)を援用して子どもたちを教育する母親たちがい

たならば、ムスリムの聞にも崇高な思想を持ち、大志を抱き、清い心を備え、美しい

ち (turklar)は、トゥーラーンの種族 (turanqavmi)の最古の 1つで、ある。テュノレク族

(turk qavmi)は、現在これらの部類(日rqa)にわかれる。1.クノレグズーカザ、ク。[中略]

2.カシュガルートルキスタンのテュルクたちは[中略]1つの種族 (qavm)である。 3.

ウイグル(チャガタイ、トルキスタン、その他)のテュルクたち。[中略]4.ブルガール・

テュルクたち。[中略]5.パシュコルトたち。[中略]パシキール、パシュジルド、パシ

ュクルのすべては 1つの種族 (qavm)の名称である。 6.オスマンノレたち。[中略]7.ヤ

ークートたち[RF1899c: 56・57]0JただしRida)al-Dinの思想、において、民族主義的な言

説の影響が認められるような論理の基礎概念となっているのは、 qavmではなく millat

である。
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気性の学者(ヨlim)や、人間世界に奉仕する革新者 (m吋addid)発明者 (mukhtari')

が現れることができただろうに。[中略]

millatを卑しめ舵めるものは無力ではなく貧困でもない、むしろ「未来の者たちは

過去の者たちのレヴェルに到達するはずがなしリという信念が根づいていることであ

る。[中略]しかし我々が 25""'30年で進んだ道のりを、我々を継ぐ者たちは 5""'6年

で進むはずだとする我々の信念は最も喜ばしく、そして我々のあらゆる悲しみを忘れ

させる希望である。

我々はこの希望を[実現へと]促すために、この『著名な婦人たち』という題の本

を書いた[RF1903b: 412・414]。

すなわちRida)al-Dinは、ロシアのムスリム社会の状況に、一方で危機意識を、他方

で希望を抱いていた。その危機意識は、彼の時代にはFarabi(Abu Nasr Muhammad b. 

MUQ.ammad al-Farabi， d. 950)や IbnSina (Abu cAli al・J:Iusaynb. cAbd Allah ibn Sina， 

980・1037)らのような傑出したムスリム知識人が現れず、さらにそのことを理由に将来

を悲観するムスリムが存在するという認識に基づいていた。希望は、「我々が 25""'30年

で進んだ道のりを、我々を継ぐ者たちは 5""'6年で進むはずだとする我々の信念」にあ

った。すなわち学問や技術の進歩により、過去に 25""'30年という時聞が必要とされた

事柄を、将来は 5""'6年で達成することが可能になるはずだという信念である。端的に

は、新方式教育を普及させることにより、将来は知識人らのみならず非知識層の人々ま

でもが、過去の知識人らよりも短期間で識字を獲得し、新しく得た知識を用いて実際の

生活の質を向上させることが可能となる、ということである。そして女子教育を推進す

ることは、そうした将来をになう人材を育成することのできる知識を持つ母親を養成す

るということである。 Rida)al-Dinにとり、女子教育の最大の目的はやはり、理想の母

親を養成することにより、ムスリムの社会を改善していくことで、あった。

たしかに Rida)al-Dinは男女を、とりわけ知識を習得する能力において、同等である

とみなした。そのことを前提として彼は、ムスリム女性が適切な知識を持つ「賢母」の

役割を果たし、ムスリム社会の将来をになう世代を育成することが重要であるとして、

女子教育を推進するための言論活動に遁進した。彼の思想において、男女が能力におい

て同等であるということと、男女が性別により家庭や社会において異なる役割を分担す

ることは、矛盾しない。例えば男女が知識を習得する能力において同等であるというこ

とと、『教養ある妻』にあるように、妻が夫に、イスラームの規範に基づいて服従(itaCat)

するということもまた、矛盾しない。彼は、夫が妻を教育し按けること (tarbiya)が必

要であるとも考えたが、それも矛盾ではなし、155。あくまで、男女の能力が同等であると

155 Rida) al-Dinは、ハディース学書 p語録集成J注釈』に「若さは狂気の枝であり、

女は悪魔の民で、あるJというハデ、ィースを提示し、これを次のように解説する。「婦人の

ことを『悪魔の畏』と言うのは、悪魔は、自ら直接に堕落させることのできない者を、

婦人を媒介にして堕落させるからである。[中略]夫に良い者と悪い者らがいるように、
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いうことと、その同等の能力を有する男女が家庭や社会においてどのような「責務Jを

負うのかということは、別の事柄なのである。

Rida) al幽Dinが女子教育を推進した意図は、ムスリム女性が適切な教育を受け、『道徳

学』のシリーズにあるような責務を millatの母として遂行することで、ムスリムの家族

生活の状況を改善し、そうした家族のなかでムスリムの共同体である millatの将来をに

なう世代を育成し、ムスリム社会の状況を改善していくということにあった。このため

に彼は、とりわけ女性が好んで読みそうな小説で「良妻賢母」的な理想のムスリム女性

を描写し、『道徳学』のシリーズで女性向けの著作を多く発表してムスリム女性の責務を

詳細に解説し、『著名な婦人たち』において過去のムスリム女性らの生涯と業績を紹介し、

ムスリムの女性読者に期待をかけたのである。

VI.小結

ムスリムの女性知識人らは、Rida)al-Dinの著作を、どのように読んだのだろうか。

この問題の一端は、 1907 年 12 月 10 日付の新聞『改革 (αl-I~lã1r) ~ (カザン、 1907・1909)

の10号に掲載された、MahriiyM町affariya(1873・1945)の詩「著名な婦人たち (Mashhiir

khatiinlar) Jに窺うことができる。

M剖lriiyMu写affanyaは、 1873年にカザン県テテュシ郡ポリシヤヤ・トクルマ村(現

ロシア連邦タタルスタン共和国テテュシ地区)のイマームの家に生まれた。彼女は 1891

年にカザンのベチェン・バザール・マハッラのイマームの 2人めの妻となり、カザンで

ムスリム女子の教育を開始する。 1901年からはカザン市の第一ロシア・タタール女子学

校 (Pervoerussko-tatarskoe zhenskoe uchilishche)で教師を務めていた156

Mahriiyの「著名な婦人たちJは、Ricla)al-Dinの『著名な婦人たち』を踏まえた韻文

である。全文を試みに訳出すれば、以下のようになる。

「著名な婦人たちJ157 

Ricla) qacliが書いた『著名な婦人たち』がある

妻にも悪い者らと良い者らが存在し得る。[中略]妻の教育Ctarbiya)は夫の義務 (biirich)

であるゆえ、その義務がきちんと果たされれば、必要な責務 (vazifa)が遂行されれば、

当然に妻も良くなる。英知のすべては『教育 (tarbiya)~にある。[中略]あなたが良い

教育を施さなければ、あなたの妻は悪魔になる。あなたが良い教育を施せば、天使にな

る。妻を叱責するな、むしろ自らを叱責せよ[RF1916: 236-240]0 JつまりRi告)al-Din 

は、夫が妻を教育することの根拠を、ハディースに依拠したイスラームの論理として説

明するのである。

156教師で詩人であった M油riiyM同 affariyaについては、“Mahriiykhanim 

Mu写affariyaningqi判achaghina tarjuma・iQ.ali，" S砂田nBikα1・8(1914.2.15)， pp. 12-13. 

[Makhmutova 2006: 91・109]も見よ。カザンの第一ロシア・タタール女子学校について

は、本研究第 4章を参照。

157 Mahriiy Mu写affariya，“Mashhurkhatiinlar，"α1・I手laJ:t10 (1907.12.10)， p. 8. 
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そこには極めて気高い人物、偉大な婦人らがいる

文筆、医学、哲学、

教授や韻文に打ちこんだ婦人らがし、る

あの時代、なぜ彼女らはああであったか

我らをこうしたのは神 (khuday)なのか

否、神に責めはない、ここで問うべきは自由(irik)のこと

もしも自由があったなら、我らもああであったのに

あの時代、婦女子らは抑圧されていなかった (qi号ilmaghan)

あらゆることでムッラーが来て、抑圧したりしなかった

「婦人たちの髪は長く、知恵は短しリとし、う言葉は

アーヤとなっていなかった158

時は今、我らも立とう、自由を得ょう

自由になる時は満ちた、自由になろう

どこへ落ちていくにせよ、恐れて道を戻らまい

どこへ進んでいくにせよ、それをやってしまうのだ

あらゆることにつき、我らは男らに劣らない

知識を得れば我らも、最も偉大な男の学者 (Calim) らに等しい

この millatのまる半分が我らであるゆえ

見てみよう、我らが男らにどう劣るのか

男らが学者(ヨlim)であれば、我らにも学者(ヨlima)がし、る159

男らが禁欲者 (zahid)であれば、我らにも禁欲者 (zahida)がし、る

男らが詩人 (shaCir)であれば、我らにも詩人 (shaCira)がし、る

男導師 (murshid)であれば、女導師 (murshida)がいる、 Kamilaがし、る

彼らが Samlnであれば、我らにも Saminaがし、る160

彼らがA1ninであれば、我らにもAminaがいる

ムスリムのところに存在せずとも

他の者らのところには、「神 (bukh)Jに対して女神 (Boginia)がいる161

この Mahrilyの韻文が Ri<;laJ al-Dinの著作に着想を得ながらも、彼の意図とはいささ

国女性の「髪は長く、知恵は短い(足りない)Jとは、ロシアの諺。本研究第 4章を参

照。アーヤとは、クノレアーンの章句のような権威のある言葉の意。

159詩人 Mahrilyは、これ以降の数行で、学者や禁欲者といった社会的位置を意味する一

般名詞としても、人名としても使用されるアラビア語起源の名調の男性形と女性形を並

置している。

160 アラビア語の百lamin、Thaminaである。

161 原文では、この箇所の「神Jはアラビア文字で bukh(つまりロシア語の bog)、女神

はキリル文字で、 Boginiiaと記されている。
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か異なる方向を向いていることに、すぐさま気づかれよう。両者の主張は、教育を受け

知識を習得するとしづ能力に男女の差異は存在しないということ、ムスリム女性は教育

を受けるべきであるということの 2点については共通する。しかし Mahruyは、読者で

あるムスリム女性らに対し、町dalal-Dinが期待したように、「賢母」である rmillatの

母」となり子どもの教育に情熱を傾けるよう呼びかけるようなことはしない。かわりに

彼女は、「ムッラーJによる「抑圧」に屈することなく「自由を得ょうJ、「自由になろうJ

と叫び、「知識を得れば我らも、最も偉大な男の学者らに等ししリと謡って、社会的な立

場についても男女が同等であることを強く求める。 Mahruyの詩「著名な婦人たち」は、

Ridal al-Dinの『著名な婦人たち』をきっかけに生まれたけれども、そこから少し離れ、

自らの道を進む作品であると言えよう。

Ridal al-Dinは 19世紀末という早い時期から、ムスリムの家庭や社会における女性の

位置や役割などの問題につき、様々な著作を発表した。それらの著作は、 20世紀初頭、

とりわけ 1905年の第一次革命以降に定期刊行物を発行し言論活動を開始したムスリム

知識人らに影響を与えた、先駆で、あった。彼の意図は、新方式による女子教育を推進す

ることにより、適切な知識を持つ rmillatの母Jを養成し、そうした母親らを通して、

ムスリム社会の将来をになう新しい世代を育成し、ムスリム社会の状況を改善すること

にあった。それゆえ彼は、男女の性別役割分担を前提とした、いわゆる「良妻賢母J的

なムスリム女性の像を理想として読者に提示し またそうしたムスリム女性の責務を詳

細に述べたのである。そのことにおける彼の論拠は、まずはイスラームであった。すな

わち彼の見解は、 [Baishev1996]が解説するような、「普遍的な人間の同権という原理に

基づ」くものではない。しかし[Tukhvatullina2003b]のように、し、かなる革新的な答え

も含んでいないと批判すべきものでもないのである。

だがムスリムの、とりわけ女性知識人ら皆が、Ridal al-Dinの著作を必ずしも徴の意

図に沿って理解したわけで、はなかった。あるいは彼女らは彼の意図を十分に理解したか

もしれないが、定期刊行物を利用し、あえて自らの主張を展開し始めた。そうした、例

えば上述の M油 ruyの場合であれば、RicJ.a>al-Dinの『著名な婦人たち』は、 Mahruyの

主張に根拠や説得力、ひょっとするとある種の権威を与える役割を果たしたと言えるか

もしれない。すなわち、Ridal al-Dinの著作を引用することにより、女性知識人らは、

男性知識人らの注目をより広く得ることができた、と考えることはできないだろうか。
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第4章

1910年代ヴォルガ・ウラノレ地域のムスリム知識人による女性をめぐる議論

一雑誌『スユム・ピケ (S砂田nBika) JI (カザン、 1913・1918)を中心に

1.本章の目的

ロシア帝国では 1905年の第一次革命を契機として、ムスリムの知識人らが様々な新

聞や雑誌を発行し始めた1620 これらの定期刊行物は、ロシアのムスリム知識人の知的生

活を大きく変えることとなった。それまで、出版メディアを通して自らの考えを公にす

るとしづ活動は、ごく少数の人々に限られた行為で、あった。彼らは自著を出版する機会

を得ることができた人々で、あった。それ以外の多数の人々は、自ら綴った文章を不特定

の読み手に対して公表する場など持たなかった。定期刊行物については、ムスリムのた

めにテュルク語で発行されていたものは、実質的に、新方式教育の提唱者である Isma(il

Gha写prinskiによる新聞『翻訳者』のみであった163。しかし 1905年以降ロシアのムスリ

ム知識人らは、様々な定期刊行物を発行し、購読し、さらに寄稿することによって、公

に議論する場所を手に入れていくこととなる。

それとほぼ同時に彼らの間では、女性にかかわる問題群が「婦人問題 (khatun-qiz

mas)alasi) Jという言葉とともに活発な論争の対象となった。すなわち、サンクト・ベ

テルプ、ルグ、やモスクワを中心としたロシア言論界では、 19世紀後半のいわゆる大改革期

より、家庭や社会における女性の位置や役割などの、女性にかかわる諸問題をめぐって

「婦人問題 (zhenskiivopros) Jと総称される様々な議論が展開されていたが[橋本 2004:

149・168]、ムスリム知識人の社会においては、そのような状況が生じたのは 1905年以

降であると言えよう。それは定期刊行物という公論の場が獲得された後のことで、あった。

ただしその少し前から、新方式教育を支持して女子教育の普及をめざすムスリム知識

人の活動の結果は、徐々に目に見える形で現れ始めていた。例えば 1900年には、 5人

のタタール女性が、国家財源によるタタール女子のための「ロシアの学校 (russkoe

uchilishche) Jの開校を求めて、カサ'ン教育管区当局に請願を行なった。翌日01年、学

校は教育省の許可によってカザンに聞かれた164。この第一ロシア・タタール女子学校で

162 ムスリムがムスリムのためにテュルク語で発行する定期刊行物は、第一次革命の後

に急増した。その歴史的背景と、そのような定期刊行物の発行状況の概略については

[Bennigsen & Lemercier-Quelquejay 1964][Usmanova 1996][Gainanov et aL (eds.) 

2000]を参照。より簡潔な解説は、[小松(編)2000: 385・389]を見よ。

163 Gha叩rinskiの新方式教育と彼が創刊した新聞『翻訳者』については[Lazzerini1973] 

を見よ。また、[小松 1998:65・69]も参照。

164 この学校の開校の経緯については[Makhmutova1982: 31-33] [Biktimirova 2003: 

82-85]を見よ。 Makhmutovaの研究は、タタールの女子教育史を扱った研究の先駆で、あ
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は、新方式教育を支持する女性教師M油 ruyMu写affanyaが教鞭を執っていた16501914 

年 2月 15日発行の雑誌『スユム・ピケ118号には、この学校を卒業した女子のうち 30

名以上がギムナジアに進学した、と述べられている1660

またヴャトカ県サラプル郡イジ・ボピヤ村(現ロシア連邦タタルスタン共和国アグル

ィズ地区)の Bubiのマドラサの例を見ると、ここでは 19世紀末、すでに女子に対する

教育が始められていたが、 1900年代の MukhlisaBubi (1869・1937) と彼女の兄弟によ

る一連の改革によって、相当に充実した教育課程を備える女子マドラサが出現した1670

1910年代になると、とりわけカザンのムスリム知識人の間で、女子のための中等学校

設立の問題が議論の的となった。 1916年 10月 29日にはカザンで、 Fati1).aAyituva 

(1866-1944 )の「民族ギムナジア (milligimnaziya) Jが聞かれた1680

そしてロシア二月革命の後、 1917年 4月にカザンで、ムスリマ(ムスリム女性)大

会が開催されたのである。この大会では、政治的な権利における男女の平等を認めると

いうラデイカルな決議がなされた169。大会で代表として選出された女性知識人らは、こ

の決議を携えて、同年5月にモスクワで行なわれた全ロシア・ムスリム大会に参加する。

そして全ロシア・ムスリム大会において、カザンのムスリマ大会と同様に、女性に参政

権を認めることが決議されるのである1700

さて 1905年以降にムスリムの知識人らが発行した定期刊行物のなかには、女性にか

る。

165この学校は、 1870年の「異族人教育規則Jに基づくロシア・タタール学校を、タタ

ール社会が制度的に利用したことの好例だろう。ちなみに、最初のロシア・タタール学

校は 1873年にカザンで開学されたもので、興味深いことに、女子学校で、あった。しか

しこの最初の学校は 1年後に閉校された[Makhmutova1982: 25-26]0 

166 S角川mBikα1・8(1914.2.15)， pp. 3・4.以下、誌名 SuyumBikαはSBと略記する。

167 Bubiの女子マドラサについては、 [Makhmutova2003: 202-230]を参照。 Mukhli加

については[Makhmutova2000] [Rakhimov 2000]も見よ。

168この時の議論では、女子中等学校は「女子師範学校 (daral-血u(allimat)J、あるいは

「民族ギムナジア (milligimnaziya) Jなどと呼ばれていた。 Ayttuvaの女子中等学校の

開校の経緯については、 [Makhmutova1982: 80θ0] [Biktimirova 2003: 67・75]を見よ。

県知事や市長が列席し盛大に行われた開校の式典の様子は『スユム・ピケ』誌上で詳し

く紹介されている。 Y.阻lalili，“Qizlarghamilli gimnaziya，" SB 4・1(1916.11.20)， pp. 1・5.

169 Y.悶lalili，“QazandaghicumUffii muslimalar isiyizdi，" SB 4-11/12 (1917.5.10)， 

pp.166・174.簡潔な解説は[Makhmutova2006a: 51・52]を参照。

170この決議には、 Kanlidereによる英訳がある[Kanlidere1997: 153・155]。

[Hablemitoglu 1997: 103-105]も参照。ちなみに、モスクワの全ロシア・ムスリム大会

に参加した女性知識人のなかには、ムスリム・コムニスト Sultan-Galievの最初の妻であ

るRauclaがいた[山内 1995:68-70]。
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かわる様々な問題を継続的に議論するための特別欄を持つものも登場した171。雑誌『ス

ユム・ピケ』は、このような時代の要請に応えるようにして、 1913年 10月 27日に、

新方式教育を支持するムスリム知識人によりカザンで創刊された、「婦女子のために、 2

週間に 1回発行される、文学、法律、経済、道徳、家族についての、絵入りの雑誌J172 

である。これは、 1917年の革命以前にヴォルガ・ウラル地域で、発行されていた定期刊行

物のなかで唯一、女性向けであることを謡ったものであり、多数の女性が読者に含まれ

ることを想定して編集されていた17301916年の発行部数は 1200""'1300であったが

[Makhmutova 2006a: 45]、この数は、同じ時期にロシアのムスリム知識人によって発行

された様々な雑誌の発行部数と比較すると、決して少なくはなし、1740さらに、 1918年 1

月まで継続して発行されたことを考慮するなら、『スユム・ピケ』は、当時のロシア、と

りわけヴ、オルガ・ウラル地域のムスリム知識人らの間で相当に広く読まれた雑誌であっ

たと言える。

本章の目的は、この雑誌『スユム・ピケ』を史料として、ロシア帝国、とりわけヴォ

ルガ・ウラル地域において、二月革命にいたるまでの時期に、ムスリム知識人が、とき

に「婦人問題j としづ言葉を用いながら行なっていた、ムスリム女性をめぐる様々な議

論の実態に迫ることである。

従来の研究ではしばしば、上述の 1917年全ロシア・ムスリム大会での決議をもって、

女性にかかわる諸問題におけるロシア・ムスリムの先進性が強調されてきた。例えばソ

連史家の Pipesは、「ロシアのムスリムは世界で初めて女性を、イスラーム社会において

彼女らが伝統的に従ってきた制約から解放したJと述べている175。たしかに、この 1917

年の全ロシア・ムスリム大会の決議内容そのものが画期的であったことは疑いない。し

かし一方で、これ以前の時期に、ロシアのムスリムが女性にかかわる様々な問題につい

171 Dudoignonが提示するように、 トムスクで発行されていた『シベリア (S白酎lYa)JI

(1912・1913)紙はその 1つである[Dudoignon2000: 297・339]。

172この雑誌の創刊号から 1914年の 19号までの毎号1頁目にはこのように書かれてい

る。

173ほぼ同じ時期のエジプトにおける女性向け雑誌については[Baron1994]を、イラン

におけるものについては[山崎 2002]を参照。

174 例えば、ほぼ同じ時期にカザンで発行されていた雑誌『意識 (A噌)~ (1912・1918)

の発行部数は 100Oで、あった[Makhmutova2006a: 45]0 また『シューラー』の、 1910

年の発行部数は 1500であった[Mardanov2001: 44]。

175 [Pipes 1997(1954): 77]を見よ。小松久男は、「男女の政治的な権利の平等、多妻婚や

16歳以下の少女の結婚の禁止、[中略]などにかんする大会の決議は、同時代のイスラ

ーム世界においては画期的な成果であり、女性参政権にいたってはアメリカ合衆国の先

をいくもので、あったJと指摘する[小松(編)2000: 395]。
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て行なっていたはずの諸々の議論の内容は、いまだ明らかにされていないのである1760

以上を踏まえ本章はまず、雑誌『スユム・ピケ』の専論がこれまで存在しなかったこ

とにかんがみ、この雑誌の概要を確認する。そして次に、掲載された論説記事を、雑誌

全体の議論の傾向、論調に注意を払いつつ検討することとする。上述のように、『スユム・

ピケ』は 1917年以前のヴオノレガ・ウラル地域で、発行されたムスリム知識人の定期刊行

物のなかでは唯一の女性雑誌であり、かっ相当に広く読まれたもので、あった。このこと

は、雑誌の論調が、「婦女子のためJに特化した話題を扱いながらも読者にとって受容し

やすく、それゆえより広い読者層を獲得することが可能であったことを示唆する177。し

たがって、ロシア二月革命以前のヴオノレガ・ウラル地域のムスリム知識人が、女性にか

かわる様々な問題について行なった議論の実態を明らかにするには、この雑誌の論調に

着目し、それがどのようなものであったか、そしてそれに変化があったか、変化があっ

たならばそれはどのようなもので、あったのかを検討する必要があろう。本章は、この雑

誌がムスリム女性によって執筆された記事を多く掲載していたこと、および 1917年 4

月のカザンにおけるムスリマ大会と 5月の全ロシア・ムスリム大会での女性にかかわる

決議において女性知識人が重要な役割を果たしたことを踏まえ、事例として、女性によ

って執筆された論説記事を多く取りあげる。

11.雑誌『スユム・ピケ』の概要

雑誌『スユム・ピケ (SuyumBika) jは、 1913年 10月 23日にカザンで創刊された。

誌名は、 16世紀半ばのカザン・ハン国の后妃 SuyumBika (Suyun Bi:ka)にちなんだも

のである。編集発行者はYaCqub阻lalili(1878-1937) 178であるが、彼の妻Asmalも編集

176 もちろん、 Makhmutovaの諸研究など、関連する先駆的なものはいくつか存在する。

より踏みこんだ分析を試みた研究には[Tukhvatul1ina2003: 159・183]があるが、これも

改革論者のウラマー数人の思想を概括的に検討するのみである。

177雑誌の読者がどのような人々であったか、ということも問題になるはずである。こ

れについては当時の識字率や寄稿者が自ら記した情報などから、ある程度の推測は可能

であろう。 1897年の統計調査ではカザン県の住民全体の識字率は 17.9%であり、タタ

ール男性の母語での識字率は 21.67%、女性は 17.73%であった[西山 2002:39-42]。

Zagidullin はタタール男性の識字率は 16.99%、女性は 15.28%で、あったとする

[Zagidul1in 2000: 59]。当時の調査方法を考慮すれば、これらは信頼に耐えうる数字で

はないが、参考にはなる。雑誌は購読を申し込めば郵便で入手することができた。マク

タプの女子生徒たちがこの雑誌に投稿していたことから、教師が生徒に読ませていたこ

ともわかる。例えば以下の記事を見よ。 MahruyMu写affariyashagirdlari，‘'TaCziya，" SB 

1・23(1914.10.1)， p. 13. 

178 YaCqub胞laliliは新方式教育のための教科書の執筆なども行なっていた。また 1917

年 3月からは雑誌『子どもたちの世界 (BalalarDunyasi) j (カザン、 1917-1918) をも

発行していた[Bennigsen& Lemercier-Quelquejay 1964: 191] [Gainanov et al. (eds.) 
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に携わった。また、 1914年 9月 15日発行の 1-22号からは、新方式の女子教育のため

の教科書執筆などで知られたムスリム女性知識人 Fakhral・BanatSulaymanya 

(1865・1959?)179も編集に参加していた。編集部の所在地は当初、カザンのカバン湖畔

のDruzhininの建物のア号室にあったが、 1914年 2月半ばから 3月末の聞にArkhipuf

の1号室に移転した。印刷所は当初、カザンのUmidであったが、1・3号の印刷から Ma(alif

になり、 3・1号で再び Umidに戻った。雑誌は原則として、月 2回、隔週刊で、あった。

創刊時の価格は 1部 20コベイカで、予約購読価格は年間 4ループリ、半年 2ループリ

50コベイカ、 3ヶ月で 1ループリ 35コベイカであった。価格は 1916年の夏以降第一

次世界大戦によるインフレーションのために上昇し、紙やインクの質も悪化した。しか

し雑誌そのものは、最終号となった 5-1号が 1918年 1月 8日に発行されるまで、ほぽ

定期的に隔週で発行され続けたのである。発行部数については、上述のように、 1916

年で 1200""'-'1300部で、あった[Makhmutova2006a: 45]。

上述のように、『スユム・ピケ』は、創刊号から 1・19号までの約 10ヶ月問、表紙に

「婦女子のために、 2週間に 1回発行される、文学、法律、経済、道徳、家族について

の、絵入りの雑誌」という語句を掲げていた。編集部は創刊号で編集方針を述べたが、

それによれば雑誌創刊の動機は以下である。

我々の存在の半分をなす婦女子の世界のことについて議論する新聞や雑誌がないとい

うことは、我々の出版における欠点で、あった。今から数年前に尊敬する我らの父

Isma(il Gha~þrïnskï 氏のご息女が『婦人たちの世界 (CÃlam-iNi郎副)J]という雑誌を発

行し始めたが、残念なことに、その雑誌は長く続かなかった。婦女子の世界は、自ら

のことについて議論し、またその指導者となるような雑誌を欠いたままである。[中略]

無数の、無限に多くの必要性に満ちた存在についての、議論され、検討されるべき問

題は数え切れない。そこで我々はその状況を重視し、当然に、婦女子の状況と彼女ら

にかんする諸問題を自ら議論する雑誌『スユム・ビケ』を発行することとなった1800

2000:235・236]0彼については不明な点が非常に多いが、近年になって彼の兄 Isma(il

が胞団lili一族の系譜について記した書き付けの存在が明らかになり、露訳された。それ

によると一族はイジ・ボピ、ヤ村の出身で、あり、 Ya(qubはBubiのマドラサで学んだとい

う[Akhunov& Zamaldynova 2004]。

179 Fakhr al・BanatSulaymanyaは、ロシア帝政末期に教育や言論活動に従事したムスリ

ム女性知識人の例にもれず、ムッラーの家に生まれ育った。彼女は長年ニージニー・ノ

ヴゴロドで女子教育に携わり [Makhmutova2006a: 41]、新方式の女子教育の教科書とし

て『家族の学課(咋ilαdarslari)J]と『女子の教養 (Qizlart，町 biyωi)J]を発表した。これ

らの教科書は、その体裁と内容から、幼い女子ではなく、少なくとも 10代以上を対象

としたものであることが窺われる。『女子の教養』は、回tihKarimiによる序文付きで、

カリーモフ・フサイノフ社から出版されている[FS1913] [FS unknown]。

180 Idara，“Bir nicha suz，" SB 1・1(1913.10.27)， pp. 1・2.
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すなわち『スユム・ピケ』創刊の動機は、かつて Gha叩rinskiの娘 Shafiqaが編集し

ていた雑誌『婦人たちの世界(叫lam-iNisvan) ~ (パフチサライ、 1905-1907)が果たし

ていたような、女性にかかわる諸問題を議論する役割を、引き受けることであった。で

は「議論され、検討されるべき問題」とはどのようなものであろうか。この論説では、

引き続き以下のように述べられる。

重視され検討される諸問題の中には、我々の綱領に述べられるように、婦女子の社会、

法律、政治、経済、家族についてのものがあるが、向様に子どもを養育する (tarbiyalau)

という問題も、とりわけ重視されよう。なぜなら、我々の将来、未来は、我々の子ど

もたち、孫たちの手にあるからである。我々の未来が幸福であることを願うなら、疑

いなく、教養ある (tarbiyali)子どもを育てる必要がある。[中略]教養ある子どもを

育てるという責務 (va~ïfa) は、教養ある (tarbiyalï)母親の肩にかかっている。それ

ゆえ養育 (tarbiya)方法や家族にかんする問題において手本となる雑誌を、母親や、

将来母親となるであろう女子は必要としている181

以上の記述から、雑誌の創刊時における編集部の意図は、女性にかかわる諸問題を議

論することと、および子どもを育てる役割にある女性をとくに教育の問題にかんして啓

蒙することの、 2つであったと言えよう。この論説は、「民族 (millat)の将来が教養あ

る (tarbiyali)子どもたちを育てる母親の手にある、ということを知るあらゆる民族主

義者 (millatchi)が助けあうよう、我々は意を強くするものであるJと締めくくられて

いる1820

実際、雑誌に掲載された論説記事のほとんどは、上述の 2つの問題のいずれか、ある

いは双方にかかわるものである。雑誌には小説や詩のような文学作品も常に掲載され、

料理や裁縫、育児などの家庭で必要とされるはずの情報も頻繁に紹介された。つまり『ス

ユム・ビケ』は女性向けの啓蒙・文芸雑誌で、あったと言える。この雑誌の最大の特徴は、

投書も含め、女性が執筆した記事の占める割合が非常に高いことで、あった。次に、この

雑誌に掲載された論説記事を、雑誌全体の議論の傾向、論調に注意を払いつつ検討して

いくこととする。

dt.議論の対象としての「抑圧されたJ女性の像

『スユム・ピケ』の創刊号に掲載された「シャリーアの前での婦女子j という題の論

説のなかに、次のような一文がある。「婦女子が、政治的であれ経済的であれ社会的であ

181 Idara，“Bir nicha suz，" SB 1・1(1913.10.27)， pp. 1・2.

182 Idara，“Bir nicha suz，" SB 1・1(1913.10.27)， pp. 1・2.この編集部の論説における主張

が、「教養ある (tarbiyali)J r責務 (v匂ifa)Jとし、ったキーワードにいたるまで、前章で

検討したRida)al-Dinのものと類似していることに注意せよ。この論説の執筆者(おそ

らく Ya(qub闘lalili)は、意識的で、あったかどうかはさておき、Ricl.a)al-Dinが多くの自

著で繰りかえし述べたことを、ここで繰り返しているのである。
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れ、要するにあらゆる権利(Q.uquq) を奪われていること、あらゆる処遇において既め

(kimsitu) られていることは誰の目にも明らかだ183Jo 1914年の 11号には詩人CAbd

Allah Tuqay (1886・1913)の詩「婦人たちの自由」が載せられたが、そこには次のよう

な一節がある。「婦人たちを抑圧する (qi事包)者らに向かい、開け、戦いを、矢を放て!

184J 0 

『スユム・ピケ』に掲載された論説には、このような「毘められたJ女性、「抑圧され

た」女性といった表現が頻繁に登場する。そこでまずは、この種の表現によってどのよ

うな女性の像が読者に提示されていたのかを確認する。ここでは、 1913年の 4号と 14

年の 5号に連載された「我々の状況J としづ論説を事例とする。執筆者 Ummkul白血n

Tirishqaviyaは自らの職業を女性教師 (muCallima) と記す185。

Tirishqaviyaは論説の冒頭でまず、次のように述べる。

この頃『スユム・ピケ』誌を読んで私は非常に嬉しく思った。ありがたいことに、我々

タタールの婦女子の状況を理解する男たちが見られるようになったのだ。[中略]この

ような男たちが増えることで、狂信的な (mutaCassib)父親の手の中で押し潰されて

いる (izilgan/ izelu)惨めな女子、無慈悲な心を持つ夫の鞭の下で圧し潰されている

(恒b極19han/ taptalu)妻が、ゆっくりと、ゆっくりと顔を上げ、光あふれる、すば

らしく美しい世界に出てくることができるようになるはずだ1860

すなわち τirishqaviyaによれば、タターノレの女d生らは、自らの父親や夫によって「抑

圧されたJ状態にある。彼女は、タタール女性らが町長い髪JlW短い知恵JlW男の権利は

アッラーの権利JlW男の権利は預言者の権利』と言って、あまりにも男たちに頭を垂れ、

彼らの足の下で、象の足の下で押し潰されたねずみのように押し潰されていた187J とも

述べ、読者に対して「抑圧された」状態の厳しさを訴える1880

Tirishqaviyaによれば、「タタールの女子は、 14歳になるとすぐ『チャパンの牢獄』

の中に入り、明るい世界を奪われる。[中略]自分がこのような哀れな状況に陥ったこと

183 (Il?mati，“Shari(at qashinda khatun-qizlar，" SB 1-1 (1913.10.27)， p. 4. 

184 (A. Tuqay，“悶latunlarQ.urriyati，" SB 1-11 (1914.4.1)， p.1. 

185 Ummkulthum urishqaviya，“Bizning Q.al，" SB 1-4 (1913.12.15)， pp. 3・5;SB 1・5

(1914.1.1)， pp. 9・10.執筆者の詳細は不明だが、彼女が職業を女性教師 (mu(allima) と

記していることから、新方式教育を支持し実践していた人物であることは明らかである。

186 Ummkulthum Tirishqaviya，“Bizning加1，"SB 1・4(1913.12.15)， p. 3. 

187 Ummkulthum Tirishqaviya，“Bizning加1，"SB 1-4 (1913.12.15)， p. 4. r長い髪J r短
い知恵」とは、「女は髪が長くて知恵が短い(足りない)Jとし、う諺を指す。

188本章は、 20世紀初頭のヴオノレガ・ウラル地域に生きたムスリム女性たちが自らの父

親や夫によって実際に抑圧されていたか、ということは問題にしない。本章が問題にす

るのは、『スユム・ピケ』の寄稿者たちが、ムスリム女性は「抑圧された」状態(すなわ

ち、教育を受ける機会を奪われたり、肉体的あるいは言葉による暴力を受けたり、自ら

の望まない結婚を強制されたりするような状態)にある、と主張したことである。
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を、宗教とシャリーアに従った義務だと考える 189J。この女子は結婚すると、 r~男の権

利はアッラーの権利』という怒号Jを聞きながら夫が何を行おうとも彼に従う。なぜな

らこの女子は幼い頃から自分の父親が母親を怒鳴り殴るのを見ており、 r~妻は夫に苦し

められるべき生きものでしかなし寸のだと理解してJ、教育を受けることなく「無知で無

教養Ctarbiyasiz)J に育つからである1900

TIrishqaviyaは、以上のようにタタール女性が男'性によって「抑圧されたj状態にあ

るさまを説明した後、この問題の解決を教育に求める。彼女は次のように続ける。

タタール女子がこのような哀れな状況に陥っているのは、無知な父親たち、また彼ら

以上に宗教指導者たち(dinbashlari)ームッラーたちーに罪がある。なぜなら庶民(qara

khalq)は、ムッラーたちの『女子を教えるのは禁じられて(与aram)おり、罪であるよ

『シャリーアは女子に書き方を教えるよう命じていなし寸という言葉を信じており、

女子から学習[の機会]をすっかり奪ってしまうからである191

そして TIrishqaviyaは、「ああ、神よ!し、かなるシャリーアが男たちに、婦人をこのよ

うにみなすよう命じたのか? [中略]シャリーアは男たちに、婦人たちを低劣だとみな

すよう命じるらしいが、なぜ我らの使徒は、悶lad司a様ーアッラーが彼女にご満足なさ

るようーの忠告に従ったのかJと嘆いて論説を終える問。

さて、この Tirishqaviyaという女性の主張をまとめると、以下のようになる。すなわ

ち、タタールの女性は、自らの父親や夫によって「抑圧されたJ状態にある。その原因

は、父親やムッラーがシャリーアを根拠として女子教育を禁じ、そのために無知な状態

で、育った女性が、自らが「抑圧された」状態にあることを、シャリーアによって課せら

れる義務だと理解しているからである。しかし TIrishqaviya自身は、「シャリーアは男た

ちに婦人たちを低劣だとみなすよう命じるらしいが、なぜ我らの使徒は阻lad司a様の忠

告に従ったのか」と反語的に嘆いていることから明らかなように、シャリーアに従えば

女性が「抑圧されるj はずはないと考えており、問題の所在をシャリーアではなく、し

かるべき教育が行なわれていないことに求めるのである。

このように、現状において女性が「抑圧されたJ状態にあるとみなしてひたすら嘆き、

その原因がイスラームではなく教育にあると考えて、適切な教育を普及させることが必

要であると主張するのは、1917年の革命前後の頃までのロシアのムスリム女性知識人に

よる言論の典型の 1つである問。そしてこれは雑誌『スユム・ピケ』においても顕著に

189 UmmkulthUll1 1irishqaviya，“Bizning Qal，" SB 1-4 (1913.12.15)， p. 4.チャパンは、

身体をすっぽり覆うゆったりした上着の一種である。

190 Ummkulthum Tirishqaviya，“Bizning Qal，" SB 1・5(1914.1.1)， pp. 9-10. 

191 Ummkulthum TIrishqaviya，“Bizning Qal，" SB 1・5(1914.1.1)， p. 10. 

192 Ummkulthum TIrishqaviya，“Bizning恒1，"SB 1・5(1914.1.1)， p. 10. 

193例えば、 [Tukhvatullina2003: 160]で紹介されている、 MaQbubJamal Aqchurinaと

いう女性が発表した『無慈悲な父親、あるいはミシヤルの生活』としづ小説の例を見よ。
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見られる。

ところでムスリム女性に対する抑圧という話題で、すぐさま想起されるものはヒジャ

ーブ、すなわち女性のヴェール着用や社会的隔離の問題で、ある。 1899年にエジプトの知

識人 QasimAminが、『女性の解放』を発表してヴェール着用の廃止を主張し、アラブの

知識人の聞に激しい論争を巻き起こしたが、前章で述べたように、彼の著作と主張はロ

シアのムスリム知識人にも知られることとなった[QA1909a][QA 1909b]。先に引用し

たTIrishqaviyaの論説の「タタールの女子は、 14歳になるとすぐ『チャパンの牢獄』の

中に入り、明るい世界を奪われるj という一文は、『スユム・ピケ』に寄稿していたムス

リム女性知識人が、身体を覆い隠、す機能を持つ上着で、あるチャパンと「牢獄」という言

葉を結びつける言いまわしによって、「抑圧された」ムスリム女性の像を強調しようとい

う意図を持っていたことを示唆する。

『スユム・ピケ』の寄稿者らは、ムスリム女性に対する抑圧を嘆いたり批判したりす

る文脈において、しばしば「ヒジャーブj に言及した。その際「ヒジャーブ (~ijãb) J 

とし、う言葉が用いられることもあれば、「チャパンJr覆い (parda)Jとし、う言葉や r4

枚の壁の中Jr囚われの状態Jr生ける人形Jといった表現が使われることもあった。そ

の例として、 1914年の 12号に掲載された「婦人たちの自由Jという記事を見ょう。オ

ムスクからこの記事を投稿した Mary田nIzmayiluvaという女性は、「自由」と「囚われ

の身」である状態を対比させながら、女性読者らに向かつて次のように語る1940

生きる喜びのうち最も安らかで最も良いものは知識を備える上に、自由を持つ(irikli)

ことである。もしも知識がない上に自由もなく(iriksiz)、あなた自身とまったく閉じ

アッラーの奴隷 (banda)によって囚われの身 (asir)にされれば、その時は生きるこ

とにどんな喜び、どんな安らぎがあろうか?195 

この論説の執筆者 Maryamは、ムスリムの女性が教育を受ける機会ばかりか、「自由J

をも持たないのだと主張する。ムスリム女性から「自由Jを奪っているのは、「あなた自

身とまったく同じアッラーの奴隷J、すなわち読者である女性らと同じようにアッラーの

奴隷であるはずの男性らである。彼らは女性を「囚われの身」として社会から隔離する

ことによって、女性の「自由」を奪う。 Matyamは、社会から隔離され、「自由」を奪わ

れた状態で生きることに何の喜びがあろうか、と読者に間し、かける。つまり彼女は、女

性の社会的な隔離との対比において、「自由」を語るのである。

また、この時期のロシア・ムスリムによる様々な定期刊行物で言論活動を展開してい

たCAbdal-Bari Bart剖は、『スユム・ピケ』創刊号に「我らの婦女子Jという論説を寄せ

る1960 ここで彼は、ストウ夫人やジョルジュ・サンドの名を挙げてアメリカや西ヨーロ

ッパの女性の活動を肯定し、さらにロシア女性が社会参加に熱心であると述べた上で、

194 Maryam Izmayiluva，“阻latunlar~urr1igï，" SB 1-12 (1914.4.15)， pp. 5-7. 

195 Mary担nIzmayiluva，“隠latunlar~urr1igï，" SB 1-12 (1914.4.15)， p. 5. 

196 cA. Battal，“悶latun-qizlanmiz，"SB 1・1(1913.10.27)， pp. 11-13. 
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タターノレ女'性は「麻庫した四肢のように」何もしていない、と言う。彼によればその原

因は、タタール女性が「自由(i:rik)Jを奪われ、教育を受けたり社会的な活動を行なっ

たりすることができなし、からである。彼は次のように述べる。

我々は我らの婦女子に自由(与u凶 yat) を望む。ヒジャーブ(同ab) というものが止

められるように、と言う。ここで私がヒジャーブという言葉で意図しているのは、チ

ャパンやショールで顔を隠すことではなく、精神的な (ma(navi)ヒジャーブである。

それというのは、婦人を軽蔑の目で見ること、婦女子が理性や思考を拡げて感性を繊

細にし崇高にする仕事を行なったり、そのような場に赴いたりするのを禁じること、

そして概して、「婦女子というのは、彼女らは、髪は長くて知恵は短い!Jと言うこと、

女子に、大人になるかならないうちに[学ぶ]力が十分であっても学習や完壁な教養

の会得 (tahsil-ikamalat) を止めさせ、「婿を待たせてjおくことである1970

つまり彼が批判しているのは、女性を軽蔑する理由となるような「ヒジャープJであ

り、女性が「理性や思考を拡げて感性を繊細にし崇高にする仕事を行なっ」たり、教育

を受けたりすることを妨げる理由となるような「ヒジャープJである。彼は「チャパン

やショールで顔を隠すJような「ヒジャーブJを必ずしも否定しない。すなわち彼は、

ムスリム女性のヴ、エールの着用を否定しないが、社会的な隔離は否定する。そして彼が

女性の「自由j に言及する時、それは社会的な隔離の対極にあるものなのである。

上述の 2つの例からもわかるように、『スユム・ピケ』に掲載された様々な論説にお

いて「ヒジャーブJの定義は一様でない。また「ヒジャーブj に類する言葉が必ずしも

厳密な定義に基づいて用いられるわけでもない。しかしこれらの「ヒジャーブ」をめぐ

る語りの手法には、いくつかの傾向がある。まず、ムスリム女性に対する抑圧と「ヒジ

ャーブjが結びつけられる傾向がある。とりわけ女性の寄稿者の論説には、「ヒジャーブj

によって「抑圧された」女性の像を提示し、さらにそのことを嘆くという展開が顕著で

ある。次にヴェールの着用にかんする傾向として、象徴的な意味あいでヴ、エールの着用

が否定されることはあっても、読者に対して実際にヴ、エーノレを着用しないよう訴えるよ

うな主張は目につかないという点を指摘することができる1980 しかし「ヒジャーブJに

197 (A. Battal，官hatun-qizlari:miz，"SB 1・1(1913.10.27)， p. 13.彼は、 1922・23年にヘル

シンキで執筆し 1925年にイスタンプ、/レで、出版した『カザン・テュルクたち』では、カ

ザンのムスリム女性が進歩的であるとし、それを強調するような記述を行なう [(AB

1925: 220-222]。ところで先に引用した UmmkulthumTIrishqavi:yaの論説のなかでも見

られた、女は髪が長く知恵が短い、という諺は、女性に対する抑圧が強調される文脈に

おいてしばしば言及される。実際に多くの男性が女性に向かつてこの諺を口にしたのか

どうかはさておき、少なくともこれが女性に対する抑圧を象徴する語句となっていたと

いうことは、指摘できる。ちなみに、これはテュルク系ムスリムに特有のものではなく、

ロシア語にも存在する諺である。 [Johanson，Christine 1987: 3]を見よ。

198 現実にヴェールの着用をやめるよう呼びかけられることが少ないという点について

は、いくつかの理由が考えられる。もちろん、実際にヴェールの着用をやめるよう訴え
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言及する論説のほとんどすべてにおいて、女性の社会的な隔離は否定された。とりわけ

「ヒジャーブJを理由として女子に教育を受ける機会を与えないとしづ行為は非難の対

象とされ、多くの場合、それはシャリーアの解釈の誤りに起因するものだと説明された

199。最後に「ヒジャーブj に言及する論説の特徴として指摘すべきことは、「自由」と

いう言葉が、「ヒジャーブ」の対極にあるものとして、頻繁に用いられたということであ

る。

さて『スユム・ピケ』誌上の様々な論説において、議論の対象として頻出する「抑圧

された」女性の像は、それを前提として展開される主張に強力な説得力を与える役割を

果たしていたと言える。すなわち、「抑圧されたJ状態にある女性らを救済するために女

子教育が必要である、とし、う主張が行なわれる場合には、「抑圧された」女性の像が強調

されればされるほど、女子教育が必要であるとし、う主張に確からしさが与えられるとい

う効果が生じる。同じように、シャリーアの誤った解釈による「ヒジャーブ」を根拠と

して女性を「抑圧された」状態においてはならない、という主張が行なわれる場合には、

「抑圧されたJ女性の像についての記述が強し、印象を残すものであるほどに、シャリー

アを誤って解釈してはならないという論調が説得力を持つので、ある。「抑圧されたJ女性

の像をめぐる表現が上述のような役割を果たすという構造があるのだから、誌面全体を

見ると、女性寄稿者らの「我々は抑圧されている!Jという感情にまかせたような嘆き

は、単なる女の愚痴ではなく、雑誌の論調を構成する重要な要素になっていると言える。

IV.女性の自由をめぐる論争ー「抑圧j と「自由j とイスラームの関係

さて先に筆者は、『スユム・ピケ』の寄稿者らが、女性に対する「抑圧Jの理由となる

ような「ヒジャープj に言及する場合に、その対極にあるものとして「自由Jという言

葉を用いた、ということを指摘した。つまり前章で引用した事例に見られるように、こ

の雑誌にはしばしば「自由Jとしづ言葉が登場したが、それはムスリム女性に対する「抑

圧Jの対義語のように用いられた。その上この「自由」は、参政権の要求などに直接繋

がるような政治的な自由で、はなかった。これはロシア政府との関連において語られるも

のではなく、むしろほとんどの場合、イスラームとの関連で語られるものだったのであ

る。本章では、そのことがよく表れている事例として、「そもそも自由とは何か?あなた

方はどう思うか?J とし、う表題の論説から始まった論争を検討する。

1914年 9月 15日に発行された 22号に、師団d司aShammasiyaとしづ女性が「そもそ

ることがあまりにもラデイカルだ、ったからという理由がありうる。いま 1つの考えられ

る理由は、そもそも 1910年代のヴォルガ・ウラル地域の、とりわけ都市に居住するム

スリム女性たちは、日常生活のなかで、顔はもちろんのこと、髪も覆い隠してはいなか

った、ということである。

1卯例えばYa(qiib阻lalili:による以下の論説を参照。 Y.悶lalili，“Zhiimalimizningikinchi 

ili，" SB 2・1(1914.11.1)， pp. 1・2.

94 



も自由とは何か?あなた方はどう思うか?Jという表題で寄稿した。彼女は、「ご婦人方

が『我々 に自由(J:turriyat) を与えよ』と言い、こころざし高い殿方が『婦女子に自由

が必要だ』と言う時に意図しているのは、どのような自由か?その自由は何によって成

りたつのか?私はそれを知り、納得したいと思う j と述べ、読者に対して意見を寄せる

よう呼びかけた加。

早速 24号に Salimaという未婚の若い女性が回答を投稿する。この寄稿者は、「真の

自由(J:turriyat) とは、この世で自立して生活すること、自らが望む、良心が称揚する

ことを、誰も恐れず誰にも頼まずに行なうことができることである」と自由の意味を定

義した後に、「真に自由である (irikli)ことを望む」女性は結婚すべきでない、と説く。

彼女によれば、その理由は、結婚した女性は「何らかの社会的な権利(司tima(iJ:tuquq) 

の所有者であっても、精神的な (ma(navi)面では夫と家族の奴隷 (quI)だから」であ

る。彼女は、「チャパンを捨てることや何らかの地位の持ち主でいることは、ほんのわず

かであれ、婦人たちを囚われの状態(isarat)から救いはしなしリと言う。彼女によれば、

女性の「本性 (tabi(at)Jにおいては「奴隷的性質 (qulliq)が大きな役割を演じる」し、

とりわけタタール女性は教育のせいで「愛する者の奴隷 (quI)となるのに、そしてまっ

たく愛していない夫の奴隷となることにすらも、心を束縛するj からである。しかし彼

女は、結婚しなければ「民族 (millat)が滅びることは必須であり、自然の諸法則 (tabi(at

qanunlari)にも反することになる。その面から見れば、婦人たちが真の自由(irik) を

得ることは可能ではない…Jと言いよどむ201

この雑誌の編集に携わっていた Fakhral-Banat Sulaymaniyaは、この若い女性寄稿者

のいささかラデイカルな見解に対して、すぐに反論した。 Sulaymaniyaは 24号の 2週

間後に発行された 1号に「自由とは何か?J という論説を発表する。彼女はまず、「私

自身は、チャパンを捨てるような些細なこと、嫁がないでいること、青年たちとダンス

をすること、劇場や夜会に通うこと、父母にも夫にも服従(ita(at) しないで、したいこと

を何でもする、といったことのみで自由(J:tu町 iyat)が成りたっていると言うことはで

きない」と述べた後に、自らの考える自由の定義を説く。 Sulaymaniyaによれば自由と

は、以下の 5つである。1.学びたいだけ学ぶことができること。 2.経済的に自立しなけ

れば生活できない状態の時に生活するための技術や仕事を身につけることができること。

3.図書館などに通うのに誰からも妨害されないこと。 4.結婚を望まない相手や、自らと

2∞阻lad司aShammasiya，“幻ldaJ:turriyat ni bula? Siz ni disiz?，" SB 1-22 (1914.9.15)， pp. 

14・15.

201 Salima，“I:Iur・riyatninichik anglisiz?，" SB 1-24 (1914.10.17)， pp. 13・14.執筆者が自

ら記すところによれば、彼女はア歳から 14歳まで村のアプスタイのもとで学んだ。そ

の教育は初めは「旧方式 (qadim明白1i)Jによっていたが、最後の数年は「半分 (yarim)

新方式(jadid)Jだ、ったという。その後マクタブで学び、二年間女性教師の職

(mu (allimalik)にあったと彼女は述べる。
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つりあわない (kufu)bulmaghan)相手との結婚を強いられた時に自衛することができ

ること。 5.自らの思想を書いたり語ったりすることができること。この 5つを挙げた上

で彼女は、「現在、我らのご婦人令嬢方にとってそれ以上の自由の必要はないはずだj と

断言する2020

Sulaymaniyaによれば、結婚しないことは「シャリーアの諸規定(与ukmlar)や自然

の諸法則 (tabi(atqanunlari)に反するj ことである。彼女によれば、女性が幸福な結婚

生活を望んで愛する男性と結婚し、夫の靴や上着を脱がせるような献身を示しても、そ

れは彼女の夫が彼女を庭めているとみなされることではない。このことについて彼女は、

男性が女性に対して持っている見解に問題があると考えて、「男たちは女子や婦人たちを

以前のように低劣な目で見るべきでなく、[中略]4枚の壁の中に監禁すべきではない」

と記す。彼女によれば、男性が女性のことを「自らと同等の (birtigiz)権利を有し

(l).uquqli)、あらゆる良い仕事を行なう力を持つ、民族 (millat)の偉大な一員であり、

尊敬すべき母親であるJとみなして尊重するなら、結婚生活において男性が女性を毘め

ているとみなされるような状況は、解消されるはずなのである2030

上述のように、この SalimaとFakhral-Banat Sulaymaniyaとし、う 2人の女性の議論

は、彼女らにとって「自由Jという言葉が第 1に、ムスリム女性に対する「抑圧」の対

義語に近い形で定義されるもので、あったことを示している。たしかに Salimaは、最初に

「真の自由とは…Jという定義を記してはいる。しかしこの定義に続けてすぐ彼女は、

結婚によって生じる「抑圧」に話題を移す。彼女は、既婚の女性について、「何らかの社

会的な権利の所有者であっても、精神的な面では夫と家族の奴隷Jであるとまで述べ、

女性は結婚すると「自由」でいることはできないと主張する。つまり彼女は、「自由とは

何か?J と問し、かけられた時に、政治的な自由について議論せず、結婚と、それによっ

て「抑圧された」女性にかかわる話題を持ちだしたのである。さらに Sulaymaniyaの方

は若い Salimaの主張を否定し、「我らのご婦人令嬢方にJ、すなわちロシアのテュルク系

ムスリム女性に付与されるべき「自由」を、教育を受ける自由(つまり先に述べた 1"-'3)、

不適切な結婚を強制されない自由、言論の自由の 3つに限定する。ここで Sulayn1aniya

の言う言論の自由とは、あくまで「自らの思想を書いたり語ったりすることができる」

という単純なものであり、例えば政府による検閲に対する言論の自由のような、政治性

の強し、意味のものではない。こうして結局 2人ともが、「自由とは何か?J という聞い

に対して、もっぱらムスリム女性に対する「抑圧」からの「自由j にかかわる問題を議

論したのである。

さて、「自由とは何か?J という問いに対して最初に回答を寄せた Salimaは、女性が

結婚しないことについて、「自然の諸法則にも反する」と述べた。一方 Sulaymaniyaは、

202 Fakhr al-Banat Sulaymaniya，“l:Iurriyat n訂 sa?，"SB 2・1(1914.11.1)， p. 3. 

203 Fakhr al-Banat Sulaymaniya，“l:Iurriyat narsa?，" SB 2・1(1914.11.1)， p. 3. 
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「シャリーアの諸規定や自然の諸法則に反する」と記した。 Sulaymaniyaが Salimaの主

張を否定するためにシャリーアに言及したことは、創刊以来の『スユム・ピケ』の論調

を象徴している。そのことは、この「自由とは何か?J という問し、から始まった議論の

結末を見れば、いっそう明らかになる。

この女性らによる論争の後、 1914年の 3号、 4号、 15年 9号に「自由(与urriyat)J 

と題する論説が連載された204。執筆者 al・Muslimiは、「自由は際限なく無秩序で無法な

活動から成り立つので、はなしリし、「自由こそがある種の秩序や法で限定され決定される

ようだ」と記す。彼は、 rwスユム・ピケ』で自由にかんして書かれた論説において、嫁

がないこと、家族を形成しないこと、そのようなさらにいくらかの自由とはまったく関

係のない空虚な事柄が提示されている。[中略]自由を誤解しても悪用しでもならなしリ

と述べて、 Salimaの見解を完全に否定する。そして彼は、「自由Jに到達するためには

「我々の宗教をこそきちんと理解することが必要だ」と主張して、イスラームを持ちだ

すのである。彼によれば、イスラームにおいては九、くつかの細部を除けば」男女は「同

等 (birdaraja) Jであり、この問題について「頭を痛めて何らかの条項や法を出さなく

てもよし、205J。こうして誌面では、「自由」は政治的な問題ではなく、ムスリム女性に対

する「抑圧Jにかかわる事柄として説明される。それと同時に若い女性寄稿者 Salima

のいささかラデイカルな意見は否定され、問題はイスラームを「きちんと理解すること」、

すなわちシャリーアの解釈にゆだねられる。

上述の事例にも見られるように『スユム・ピケ』誌では、「抑圧された」ムスリム女性

に対する「自由」の付与や、その「自由」の定義にかかわるような議論において、多く

場合、イスラームが持ちだされ、イスラームはどのように理解されるべきか、シャリー

アはどのように解釈されるべきか、とし、う話題が導かれたのである。では実際のところ、

イスラームはどのように理解されるべきであり、シャリーアはどのように解釈されるべ

きだと考えられたのであろうか。次章ではこの問題を検討する。

v.イスラームにまつわる言説-r抑圧されたj 女性の救済と啓蒙

『スユム・ピケ』が女性向けの啓蒙・文芸雑誌であったということからすれば当然で

あるが、この雑誌でシャリーアの解釈が話題となる場合に、ウラマーによる法学知識に

基づいた精搬な論争が行なわれることはまずなかった。しかし同誌ではしばしば、イス

ラームがどのように理解されるべきか、シャリーアがどのように解釈されるべきかとい

う問題に深くかかわる、イスラームや預言者 Muhammad、あるいは預言者の母や妻な

どについての、ある程度定型化された語りかたが示され、これが雑誌の論調を構成する

重要な要素となっていた。ここではその事例として、まず 1914年 1月 25日発行の 7

204 (Abd al-I:Iamid al・Muslimi，“草U町iyat，"SB 2・3(1914.12.1)， pp. 10・12;SB 2-4 

(1914.12.15)， pp. 17・19;SB 2・9(1915.3.1)， pp. 16・19.

205 (Abd al-I:Iamid al・Muslimi，“I:Iurriyat，"SB 2-9 (1915.3.1)， pp. 16-19. 
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号に掲載された 2つの論説を史料として取りあげる。ちなみにこの号は預言者生誕祭の

特集号であり、イスラームについて語る論説を多く含んでいる2060

はじめに「我らの預言者と婦人たちjという論説を見ると、ここでは預言者の母λmina

と妻悶ladijaが称えられている。彼女らはムスリマが模範とすべき女性として提示され

る。執筆者は、 λminaはもちろん阻ladijaも、預言者を「慈愛 (marl).amat)Jをもって

「養育 (tarbiya)Jしたのだと述べて、 λminaと阻la何aの母性を強調する。またこの

寄稿者によれば、預言者に最初の啓示が下った時に、彼が預言者であることを最初に認

めたのが悶ladijaであるため、「世界で最も尊く最も崇高な宗教であるイスラーム教

(islam dinO をこそ一番最初に、婦人たちが受け入れたj のである。さらに執筆者は、

イスラームそのものについても解説する。彼によれば、イスラームは女性らに「最も広

い権利(l).uquq) を付与し、彼女らを彼女ら自身が占めた高い位置に置いた」のであっ

て、女性らには「イスラーム教を非難し、それに『我々を既めた』と言いがかりをつけ

る権利(l).aqq)は一つもないJのである2070

上述の内容だけでも、『スユム・ビケ』においてイスラームや預言者、預言者の母や妻

についておよそ何が語られたのかが推測できょう。ムスリム女性の模範であるべき預言

者の母や妻は、母性に満ちた女性らであり、預言者を愛情深く育てた。預言者に最初の

啓示が下った時、預言者の妻は誰よりも先にイスラームに改宗したが、これはもちろん

すばらしいことである。そもそもイスラームは女性に「権利Jを付与したのであり、イ

スラームが女性を「抑圧Jするなどということはあり得ない。このような語りかたは、

この雑誌における、イスラームにまつわる語りの典型である。

この号には上述の記事に続けて、 UstadhBikaという筆名の女性が執筆した「聖なる

日」という表題の論説が掲載される2080 この寄稿者はイスラームの出現前後の時代の歴

史を語りながら、イスラームが多妻婚を制限したのだということを主張する。彼女によ

れば、ジャーヒリーヤ時代のアラブは、「多妻婚 (kathrat-iizdivaj)が過度になり、と

どまるところを知らず 30人、 35人の妻を要り、彼女らを羊を飼うようにして家に集め

て養っていたんところが預言者は、そのようなアラブの人々に対して、 r1人より多く

の妻を要ることが、[妻たちを]公正に養うことができないことを恐れる場合には正しく

ないということを明白に語り、概して婦女子の権利(l).uquq) を足の下に踏みにじった

り、彼女らを抑圧したりすることを禁じた」のである209 すなわち執筆者は、イ'スラー

206 Dudoignonは、新方式を支持する知識人らが、春の播種の祭りであるサパン・トイ

での浪費を批判し、より出費が少なく「イスラーム的Jな預言者生誕祭に好意的だ、った

ことを指摘するが、『スユム・ピケ』においても預言者生誕祭が好まれる傾向が見られる

[Dudoignon 2001: 66・67]。

207λkmali，“Payghambarimiz va khatunlar，" SB 1・7(1914.1.25)， pp. 8-11. 

208 Ustadh Bika，“Muqaddas kiin，" SB 1・7(1914.1.25)， pp. 11-13. 

2ωU stadh Bika，“Muqaddas kun，" SB 1・7(1914.1.25)， p. 13. 
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ムは多妻婚を容認することで女性を「抑圧Jするものであるという言説が存在すること

を踏まえ、それとは逆に、イスラームは過度の多妻婚を制限することで女性の「権利j

を「踏みにじったり J、女性を「抑圧したりすることを禁じた」のだと語る。

この「聖なる日」とし、う論説では、イスラームにより人々が啓蒙されるというイメー

ジが語られてもいる。先に述べたように執筆者 UstadhBikaは、ジャーヒリーヤ時代に

ついて否定的な印象を与える語りかたをするのだが、以下の記述では、そのことがいっ

そう明白である。

今から 14世紀前にはアラビスターンの半島は現代のように美しくなく、そこにマスジ

ドはなく、ミナーラでムハンマド教の (muhammadi)アザーンが読まれてはいなかっ

た。[中略]アッラーのカアパは、その頃はゾロアスター教 (majusi1ik)と多神教 (shirk)

の徴である偶像で満ちていた。[中略]ヨーロッパの人々には現在の進歩の痕跡はなく、

彼らも半ば獣のような状態で暮らしていた。我々テュルク・タタールの人々にも、こ

の文明的な生活、この快い生活はなかった2100

このようにジャーヒリーヤ時代について述べた後に執筆者UstadhBikaは、「この進歩、

この知識と科学すべてに初めに土台を築いたもの、このすべてをこそ[進むべき]道に

据えたものがイスラームCisl盈凶yat)だ、った」と語る。つまり彼女によれば、イスラー

ムこそが「進歩」や「知識jや[科学J、およびそれらによる生活の向上の源泉である。

そのことを彼女は、歴史的事実によって証明された事柄であるかのように語る。すなわ

ち彼女によれば、[ヨーロッパの半ば獣のような人々jは「イスラームの結実である知識

と科学、技術と芸術の分け前を得て、それを自分たちの地にもたらして実践し、進歩さ

せた」し、「我々テュルク・タタール族 (qavm)の多く」も「アラブの地に軍役を務め

に赴いたり、他の方法でアラブたちと交流したり」して「イスラームの栄誉に浴し、イ

スラーム文明の分け前を得た」のである。彼女は、もしもイスラームが出現しなかった

らヨーロッパの人々は「半ば獣のような」生活を続けただろうし、テュルク・タタール

の人々も部族(qabila)ごとに分かれて殺し合いをしていただろう、とまで述べている211

さて、上述の預言者聖誕祭の特集号から 1年以上経った 1915年 3月 15日発行の 10

号に、ウファ市にあるマクタブで女性らによって行われた生誕祭の夕べ (mavlud

kichasi)を報告する投書が掲載された212。投稿者はこの集会で Munavvaraという女性

が行なったとし、う演説の全文を紹介する。この演説は、先に述べた UstadhBikaの「聖

なる日」という論説とよく似ているばかりか、 UstadhBikaが語ったイスラームのイメ

ージをさらに強調したような内容になっている213。この演説者 Munavvaraは、まず次

210 Ustadh Bika，“Muqaddas kun，" SB 1・7(1914.1.25)， p. 11. 

2ll Ustadh Bika，“Muqaddas kun，" SB 1・7(1914.1.25)， pp. 11-12. 

212 Fap.mat al-Zuhra Mushtariyiva / (Munavvara tutash)， SB 2-10 (1915.3.15)， pp. 

10-14. 

213 演説を行なった Munavvaraという女性はおそらく『スユム・ピケ』の読者であり、
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のように述べる。

今日は[中略]この世に自由 (azadliq) と公正 (Cadllik) と平等 (tigizlik)の基礎を

据え、とりわけ我々婦人たちを無知時代 (nadanliqzamanOの囚われの状態 (tutqinliq)

から救い、我々にも男たちに与えられたような権利句uquq-prava) と平等を与えた、

この世で最も偉大な人物である我らの預言者 Muhammadー彼の上に祝福と平安があ

るようーが生まれた日である214

そして演説者は、イスラームによって過度の多妻婚が禁じられ、女性が遺産を相続で

きるようになり、女児殺しが禁止された等々と語った後、「イスラーム教 (islamdini) 

が到来してあらゆるところで男にも女にも平等に (tlgiz)語った。あらゆる命令 (av面nir)

と禁令 (navahi)を平等にし、婦人たちも男たちのように権利を有する(1:tuquqli)とい

うことを知らしめた」と述べる215

この演説を行なった Munavvaraによれば、イスラームは女性らを「抑圧」から救い、

女性らに「自由」や「権利j を付与し、男女の「平等」を実現した。彼女は、権利とい

う言葉を述べるために、 r1:tuquq-pravaJ という表現を用いて、アラビア語起源の単語で

ある r1:tuquqJとロシア語の rpravaJを組み合わせる。すなわち彼女の思考においては、

イスラームが女性に与えた「権利」が、シャリーアで保障されるはずの「権利Jだけで

はなく、近代ヨーロッパ的な意味で、の「権利」をも含むものとして想像されている。あ

るいは、シャリーアで保障されるはずの「権利Jと近代ヨーロッパ的な意味で、の「権利J

が同義であると認識されている。彼女の演説では「自由Jや「権利Jや「平等Jがどの

ようなものかは説明されていないが、これらの言葉を並置して肯定的に使用する彼女の

発想そのものに、近代ヨーロッパに由来する価値概念を知る者の思考回路が認められよ

フ。

この演説では、先に引用したように、イスラームの出現によって「自由Jや「公正J

や「平等」が実現され、女性らが「抑圧Jから救われたのだとしづ説明があった後、そ

の後の時代についての記述が続く。 Munavvaraによれば時代が下ると、「イスラーム

の名で、イスラームには 1つもなくイスラームに反してさえいる無知でゾロアスター的

な (majusilik)習慣Jがムスリムの聞に広がったという。そのために「宗教によって与

えられた我々 の権利(1:tuq包q)は奪い取られたj し、「理性 (Caql)や思考は分厚い挨の

覆いによって覆われ」、「知識は奪われJ、「婦人の貞節 (Ciffat)や[貞節によって得られ

る]名誉 (namus)は、教養 (adab)や徳育 (tarbiya)によってでなく、役に立たない

それまでに発行された号を読んでいたと思われる。そのことは、情報を得た者がさらに

それを発信するとしづ過程を経ながら、雑誌のなかで特定の言説が繰り返され、強化さ

れていったことを意味する。

214 F酎imatal・Z由 raMushtariyiva / (Munavvara tutash)， SB 2-10 (1915.3.15)， p. 11. 

215 Fatimat al-Zuhra Mushtariyiva / (Munavvara tutash)， SB 2-10 (1915.3.15)， p. 11. 
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覆い (parda)で守られるはずとされたj のである2160

すなわちこの女性演説者 Munavvaraが考えるイスラームとは、女性らを r:triJ圧Jから

救い、女性らに「自由」や「権利Jを付与し、男女の「平等」を実現するのみならず、

[理性jや「思考jや「知識Jの源でもある。彼女によれば、ムスリム社会における女

性への「抑圧」は、イスラームではなく「無知でゾロアスター的な習慣」に起因する。

イスラームにおいては、女性の「貞節」や「名誉Jはヴェールを着用することで守られ

るのではなく、「教養jや「徳育Jを身につけることによって守られるはずである。この

ように述べてから彼女は、聴衆(すなわち誌面では読者)に対し、教育を受けて「イス

ラームによって与えられたあらゆる権利とあらゆる自由(与urriyat)を再び取り戻す217J

ことを訴える。

さて上述の 3つの論説からは、雑誌『スユム・ピケ』において、イスラームについて

の、以下のように定型化された語りかたが存在することがわかる。ムスリム女性にかか

わる点については何よりもまず、「イスラームは女性を抑圧しない」ということが前提と

なっている。イスラームは過度の多妻婚を制限し、女性による遺産相続を可能にし、女

児殺しを禁止した。イスラームのもとでは、男女は「平等」に「自由」や「権利Jを付

与され、当然ながら、女性が教育を受ける権利も保障される。そもそもイスラームは「知

識jや「科学j によって人々を啓蒙し、社会の「進歩Jを促す。だからこそ、「無知でゾ

ロアスター的な習慣」によって「抑圧されたJ女性らは、適切な教育を受けて、「イスラ

ームによって与えられたあらゆる権利とあらゆる自由を再び取り戻すj べきである。こ

のような主張は、歴史によって証明された事実を述べるかのような語りの手法によって、

読者に対する説得力を増しただろう。この雑誌において、イスラームはどのように理解

されるべきか、シャリーアはどのように解釈されるべきか、としづ話題が導かれる時、

読者はまちがいなく、上述のような語りかたによって形成されるイスラームのイメージ

を想起したはずである。このようなイスラームにまつわる語りかた、言説もまた、雑誌

の論調を構成する重要な要素だ、ったのである。

VI. Wスユム・ピケ』の論調の転換一第一次世界大戦と二月革命

これまでの検討で明らかになったように、 1913年 10月に『スユム・ピケ』が創刊さ

れて以降、誌面において一貫する論調は、「ムスリム女性は抑圧されている!Jという嘆

きと、「人々に自由や権利や平等を付与するイスラームは女性を抑圧するものではなく、

むしろ救済するのだ」という確信に満ちた語りによって構成されていた。しかしこのこ

とは、 1917年 4月のカザンでのムスリマ大会と 5月のモスクワでの全ロシア・ムスリ

ム大会において、政治的な権利における男女の平等が決議されたという事件に直接繋が

るようなラデイカルな議論が、誌面に見いだされないということを意味する。実は『ス

216 Fatimat al・Z由 raMushtariyiva / (Munavvara tutash)， SB 2-10 (1915.3.15)， p. 12. 

217 Fatimat al-Zuhra Mushtariyiva / (Munavvara tutash)， SB 2-10 (1915.3.15)， p. 12. 
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ユム・ピケ』で、その予兆が徐々に現れるのを読みとることができるとすれば、それは

戦争にかかわる話題においてである。

雑誌の創刊から 10ヶ月も経たない 1914年 7月、第一次世界大戦が勃発した。 8月

15日に発行された 20号には早速、戦争にかかわる話題の論説が 2つ、掲載される。そ

の 1つである「戦争とテュルク・タターノレの婦人たちj とし、う表題の論説の執筆者は、

日露戦争期の銃後の生活が困難で、あったことを挙げ、第一次世界大戦の聞にムスリムの

女性は「祖国の同胞 (vatandash)Jであるロシア女性よりも苦しい思いをするだろう、

と述べる。その理由は、執筆者によれば、ロシア女性は夫や息子が出征しても彼らの仕

事を引き継いで行なうことができるけれども、ムスリムの女性は夫の商売を続けたり、

畑仕事をして得たものを市場で売ったりすることができなし、からである。執筆者は、ム

スリム女性が庖を開けたり、顔を覆い隠さないで市場へ行ったりすると、 rw禁止

(l}.aräm)~ W背教 (kufr)~ と見なされる j のだと述べて悲嘆した後、出征兵士の妻や子

どもに援助しなければならないと述べて論説を終える2180

閉じ号に掲載されたもう 1つの論説である「戦争とタタール婦人Jも、上述の論説と

よく似た内容を持つ。執筆者は、「勇敢な祖国防衛者たち (vatan弱qchilari)の未亡人

となった婦人たちに利益をもたらす」ような「援助協会 (yardamjam守yati)J開設の必

要性を説いた後、「技術や職業を 1つも持たず、ただ夫の力によってのみ生計を立てて

いる婦人は、夫なしで、ただ 1人で、どのようにして子どもたちを育てょうか?J と嘆

く219

つまり 1914年 8月の時点では、戦争という話題においても、「抑圧された」ムスリム

女性の銃後の生活が困難であることを訴えるという語りかたで、「我々は抑圧されてい

る!Jというひたすらな嘆きが登場するのである。たしかにこれらの論説は、出征兵士

の妻や子どもを援助する組織を作ることを呼びかけるというポジティヴな面も持ってい

る。しかし論説全体を貫く調子は、本章皿で引用したような「抑圧されたj女性の悲嘆

と変わらない。

ととろが戦争開始から 2年近くを経て、 1916年 6月発行の 15/16号に編集発行者

Yぜqub胞団li1iが執筆した論説は、女性の社会的な隔離、あるいはその対極としての女

性の社会進出をめぐる論調が、明らかに変化し始めたことを示す。この論説で彼は、「こ

の戦争は誰の理性にも、思想にも、想像にすらも入ってこなかったようなものを生み出

した」と述べる。彼によれば、「この戦争までは、[中略]婦女子の力は無駄で、無為で、

空虚で、あったんしかし「この戦争は、その空虚で無駄で、あった尽きることなくかぎりな

218 GulCidhar，“Sughish， ham turk-tatarkhatun1an，" SB 1-20 (1914.8.15)， pp. 13-15.ロ

シア軍におけるムスリムについては、とりわけ日露戦争期を対象にした[長縄 2004]を

参照。

219 Bibi Jamal TIrishqaviya，“加ghishva tatar khatun1ari，" SB 1-20 (1914.8.15)， pp. 

16・17.
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い力を、仕事に取りかからせた。我々の国家ロシアにおいて婦人たちが仕事に取りかか

った。[中略]軍隊に必要な衣類はすべて婦人たちの手で縫われ、婦人たちの力で準備さ

れるJのである2200

このような論調の変化は、単に読者を励ますためだけのものではなく、現実を踏まえ

たものであると考えられる。つまり第一次世界大戦の進行によって、それまで家事や家

業を行なって生活するのが一般的だ、ったロシアのムスリム女性らが、徐々に社会的に認

知される場に進出し始めたことも確かだからである2210

16年 9月に発行された 20/21号には、上述の隠laliliの見解よりもさらに踏みこんだ

内容の論説が掲載される。それは「戦争と婦人たちJとしづ表題の無署名の論説である222

執筆者は、「婦人たちが軍の後方で占める位置は、婦人たちについて考える者や婦人たち

の運命を嘆く者に、婦人たちが現在の生活で占める場についてしっかりと考えることを

余儀なくしたJと述べる。すなわち、女性らが後方支援活動において重要な役割を果た

しているということ自体が、家庭や社会における女性の位置や役割などの女性にかかわ

る諸問題に取りくむ者らに、現実を見なおすよう促した、ということである。この寄稿

者は、女性らを「以前のように奴隷 (qul)にしたり、以前のように暗い片隅に閉じ込め

ておいたりすることは終わるはずだJと予言する。執筆者によれば「戦争が婦人たちの

活動に非常に大きな援助をしたJのであり、戦争が終われば女性らには、男性らに対崎

して「自らの手につかんだ位置を守ることが必要となるはずJである。そして執筆者は、

女性らが男性らに対して「自らの手につかんだ位置を守るJことを、「将来起こるはずの

闘争 (kurash)Jとまで呼ぶ2230

つまり『スユム・ピケ』では、 1916年の夏から秋の時期になってようやく、「ムスリ

ム女性は抑圧されているけという嘆きが勢いを弱め、教育を受けることでイスラーム

によって与えられるはずの「自由Jや「権利Jや「平等Jを獲得しようといういささか

悠長な呼びかけも低調になるかわりに、社会における女性の活動を高く評価し、男女の

社会的な平等を追求する「闘争Jの必要性を訴えるような論説が掲載されるようになる

220 Y.悶lalili，“喧詞irgivaqtqa bir qarash，" SB 3-15/16 (1916.6.15)， pp. 253・254.

221 例えば 1915年 12月に発行された『スユム・ビケ113号の「カザンにいるムスリム

避難者のための援助委員会とそこで働く婦女子」としづ記事は、リトアニアからカザン

市へ避難してくるムスリムを援助する女性たちの活動について伝える。“Qazandaghi

musulman qachaqlargha yardam kamititi va加 daishlauchi khatuh qizlar，" SB 3・3

(1915.12.3)， pp. 50-51.この時期にはロシア全体で、避難者を援助するために数多くの

女性組織が設立され、活発に活動していた。ロシアにおいて第一次世界大戦期の女性た

ちの活動は、フェミニズムにとって有利に働いた[Enge12004:128-133]。

222 “~üghish ham khatunlar，" SB 3・20/21(1916.9.1)， pp. 333・337.この論説はこの号の

巻頭に掲載された。すなわち編集発行者闘la1iliは、との論説の主張を、読者に優先的に

伝えるべきものとみなしたのである。

223 “~üghish ham khatunlar，" SB 3・20/21(1916.9.1)， pp. 333・337.
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のである2240

1917年2月23日国際婦人デーに首都ベトログラードの女性労働者がストライキに入

り、これが拡大して革命が始まった。そのすぐ後、 3月 15日に発行された『スユム・ビ

ケ.n9号は、革命の興奮を伝えつつ唐突に女性参政権の話題を持ちだし、これを肯定す

る。例えば編集発行者Ya(qub胞団liliは「婦人の現在の責務Jという論説を執筆し、自

由にものを書くことができることを喜びながら、女性にも選挙権と被選挙権が付与され

るであろうことを記し、女性読者に対して、そのことへの準備をするよう呼びかける225

4月 6日に発行された 10号でも女性の参政権の問題は主要なトピックになる226。そし

て 1917年 4月 24日から 27日にかけて、ムスリム女性らがカザンの「新クラブ (Novyi

klub) Jの建物に集まり、ムスリマ大会が開催された。これはモスクワのムスリム女性ら

の提案をきっかけとして、開催が決まったものであった。ここで、「シャリーアにおいて

は、婦人たちが政治的、社会的な事柄に参加する諸権利(l).aqqlar) がある。すなわち、

選挙に参加することができる」という条項を含む決議が行なわれた。そしてこの大会の

経過は、『スユム・ピケ』の編集発行者間laliliによって、誌上で詳細に報告されたので

ある2270 このようにして、 1916年の夏から秋にかけて変化の兆しが現れた『スユム・

ビケ』の論調は、二月革命をきっかけにして一気に転換したのであった。

VII.小結

ロシア帝政末期のムスリム知識人は、雑誌を定期購読する場合に、どのような読みか

たをしていたのだろうか。例えば雑誌『シューラー』は、隔週刊で年間 24号が発行さ

れていたが、各年 24冊ごとに 1つの巻にまとめられ、当該巻の索引がつけられていた。

224 上述の「戦争と婦人たち」とし、う論説が無署名なのは、それでもなお、男性への「闘

争」を訴えるような主張があまりにもラデイカルで、あると考えられたためかもしれない。

225 Y.胞団lili，“隠遁tun1ariningl).aQ.irgi v~ïfalãrï，" SB 4・9(1917.3.15)， pp. 136-138.こ

の時期のロシアでは、とりわけフェミニストの女性知識人たちが、参政権を含む、様々

な政治的、社会的権利を要求するキャンベーンを張っていた[Enge12004:133-140]。

226 この号には「婦人たちの選挙権Jという論説が掲載された。 ShahidAl).madiyif， 

“悶1atun1ardaghi~ãylãu l).uquqi，" SB 4・10(1917.4.6)， pp. 151-153.また編集発行者の

祖国liliは、「革命の日々におけるタタールの婦女子j としづ表題で紹介したカザンの女

性たちの集会の様子を伝える記事に対して編集部の名義でコメントを沿え、参政権の問

題について議論している。“Inqilabkunlarinda tatar khatun-qizlari，" SB 4-10 (1917.4.6)， 

pp. 157・159.

227 Y. Khalili，“Qazandaghi (umumi muslimalar isiyizdi，" SB 4-11/12 (1917.5.10)， pp. 

166-174; Y.悶1alili，“ζUmumimuslimalar isiyizdining uchunchi kuni，" SB 4-13/14 

(1917.6.25)， pp. 207・214.モスクワのムスリム女性らの提案については、 Maskav

muslimalari kamititi，“Maskav muslimalari kamititi tarafindan khitabnama，" SB 4開 11/12

(1917.5.10)， pp.165-166.も見よ。
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つまり『シューラー』は、読み終われば廃棄されるような読みかたを想定して刊行され

たのではない。『シューラー』を創刊号から最終号まで定期購読して熱心に読んだ者は、

まずは郵便で届いた最新号を最後まで読みとおし、さらにそれを保管して、最後には全

部で 10巻 240号にもなった書物を書棚に並べ、ときには索引を使って目当ての記事を

探しながら、繰りかえし読んだであろう。おそらく『スユム・ピケ』も、同じような読

みかたで読まれたのだと思われる2280

このように考えれば、雑誌の論調がし、かに重要なものであるかがわかる。まして『ス

ユム・ピケ』は、先に述べたように、 1917年以前のヴ、オルガ・ウラル地域で発行された

ムスリム知識人の定期刊行物のなかで唯一の女性雑誌であり、かっ相当に広く読まれて

いたもので、あった。少なくともムスリムの女性知識人のなかで、この雑誌を知らない者

はそれほど多くなかったであろう。同誌の論調は、読者で、あったムスリムの、とりわけ

女性知識人らにとり受容しやすく、より広い読者層を獲得することが可能となるような

もので、あった。読者は、大切に保管している雑誌を繰りかえし読むことで、その論調の

影響をさらに強く受けていったものと考えられる。

その『スユム・ピケ』の論調は、 1916年の夏から秋の時期までは、「ムスリム女性は

抑圧されている!Jという嘆きと、「人々に自由や権利や平等を付与するイスラームは女

性を抑圧するものではなく、むしろ救済するのだjという語りによって構成されていた。

すなわち、同誌掲載の様々な論説において頻繁に議論の対象となった「抑圧されたJ女

性の像は、それを前提として展開される、かくあるべきと理解されたイスラームを肯定

する主張に説得力を与える役割を果たした。誌面には、イスラームをめぐる、ある程度

定型化された語りかたが存在した。それは、イスラームはこのように理解されるべきで

ある、という議論と連関する、一定の方向づけがなされたイスラームのイメージを形成

した。その語りかたの特徴は、何よりもまず「イスラームは女性を抑圧するものではな

しリということが前提となっている点、そしてイスラームのもとでは、男女は「平等」

に「自由」や「権利Jを付与され、当然ながら、女性が教育を受ける権利も保障される

と主張される点にあった。そして「抑圧されたj女性らは、適切な教育を受けて、イス

ラームによって保障されるはずの「自由Jや「権利」を獲得すべきであると論じられた。

この時期までは、誌面で「平等j や「自由」や「権利j としづ言葉が用いられでも、そ

れらは政治的な意味を持っていなかったのである。

『スユム・ピケ』の論調の転換の気配は、1916年の夏から秋にかけて徐々に見られた。

ただし女性の参政権の問題が誌面における話題の中心となるのは二月革命の後で、あった。

さらに、ムスリム女性に参政権を認める決議を行なったカザンのムスリマ大会が開催さ

れるきっかけを作ったのが、カザンではなくモスクワのムスリム女性知識人らで、あった

228 読者の投稿論説には、『スユム・ピケ』のすべての号を保管し、過去の号を読み返し

ていることを告白するものがある。以下を見よ。 Zakiya，“Qazandaghi<<Kutubkhana-i 

islamiya沖 vakhatun qizlar，" SB 3・5(1916.1.1)， pp. 96・98.
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という事実を考えると、『スユム・ピケ』がムスリム女性の「参政権運動」のイニシアテ

ィヴをとるような雑誌で、なかったことは明らかである。

雑誌『スユム・ビケ』においてムスリム知識人が行なっていた、ムスリム女性をめぐ

る様々な議論の実態は、以上のようなもので、あった。すなわち 1916年の夏から秋の時

期までは、「抑圧されたJ女性に適切な教育を授け、男性と「平等」に「自由jや「権利」

を獲得させるべきだという主張が行なわれる際、その主眼は、かくあるべきと理解され

たイスラームを肯定するというところに置かれていたのである。

しかしながら長期的な視野に立ってみれば、『スユム・ピケ』において、イスラームが

男性にも女性にも「平等Jに「自由」や「権利Jを付与するものであるというイメージ

が繰りかえし語られていたことは、二月革命後の歴史の展開にとって重要だと思われる。

革命の後にモスクワのムスリム女性らがカザンのムスリム女性らにムスリマ大会の開催

を提案し、一緒にそれを実行した時、それ以前から「平等J、「自由」、「権利」といった

言葉に慣れ親しんでいたカザンのムスリム女性らは、「シャリーアにおいては、婦人たち

が政治的、社会的な事柄に参加する諸権利がある。すなわち、選挙に参加することがで

きる」としづ条項を決議する準備ができていたと考えられるからである。
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結論

本研究は、ロシア帝政末期ヴ、オルガ・ウラル地域のムスリム知識人のイスラーム改革

にかかわる活動や思想、の実態を 彼らの社会における思想言説の展開も含め、彼ら自身

が書きのこしたテクストに基づき解明するという目的で、 4つの問題を設定し検討して

きた。

本研究は第 1の問題として、ロシア帝政末期のヴ、オルガ・ウラノレ地域においてイスラ

ーム改革を主唱し、かっ新方式教育を支持したウラマーで、あったRida>al-DIn b. Fakhr 

al-DInが、マドラサにおけるイスラームの学問教育の伝統により養成された人物である

ことを確認した。

Rida> al-DInは、 21年もの間マドラサで過ごし、オレンブ‘ルグ・ムスリム宗務協議会

での試験の後にイマームとして農村に赴任し、さらに宗務協議会のカーディーに任命さ

れるという、ヴ、オルガ・ウラノレ地域で実力を認められるウラマーそのものの経歴を持つ

人物で、あった。

彼の「自伝」における記録からは、当時のヴオノレガ・ウラル地域のマドラサにおいて

学生が学習し得た書物が、 トノレキスタンのマドラサの学生が学習していたものとほぼ同

じで、あったことが判明する。すなわち 19世紀後半、新方式教育が現れる直前のヴ、オル

ガ・ウラル地域のマドラサは、マドラサと呼ばれるにふさわしい蔵書を備えていた。そ

のマドラサ教育とは、 トルキスタンのマドラサにおけるそれと同じく、ある学問分野の

知識を習得するのに必要な書物を注釈書とともに順番に学習していくという方法で、ア

ラビア語学、論理学、神学、法源学、法学を、この順序で学習することを基本とするも

のである。彼がマドラサで得た学識は、たとえ後に彼自らがそれを低く評価しようとも、

確実なイスラーム法の知識に基づくイスラーム改革を提唱する際に必須のもので、あった

に違いないと考えられる。

第 2の問題は、そのRida>al-DInが 19世紀末から 1900年代噴までに発表した(llm・i

akhlaqとし、う名称の著作シリーズが、イスラームの学問伝統における倫理学や作法、さ

らに 19世紀後半のオスマン帝国における教育改革で導入された道徳科目と、名称や内

容においてし、かなる関係にあるのか、というものである。

(ilm-i akhlaqとは、イスラームの学問分類の伝統では倫理学を指す語句である。しか

しRi弱>al-DInは、そうしたイスラーム倫理学とは異なり思弁的な倫理学を論じず、む

しろ作法 (adab) と呼ばれる行為規範やマナーを解説した。彼の守lm-iakhlaqは、その

(ilm・iakhlaqとし、う名称と、家政学的な事柄を内容に含むという点でのみ、イスラーム

倫理学の伝統と類似する。またCllm-iakhlaqと作法との関係については、町併>al-DInが

この著作シリーズを執筆するにあたり、マドラサで読まれていた作法を解説するイスラ

ーム古典文献を十分に利用し、ときにはほとんど翻訳と言えるほどの引用をしたことが
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判明した。

つまり Ri制Jal-DinのCllm-iakhlaqは、その名称、と、内容に家政学的な事柄を含むこと

においてイスラームの伝統学問である倫理学に類似するが、しかし倫理学の伝統とは異

なり、イスラームの行為規範やマナーである作法の伝統を濃厚に継承する内容となって

いる。

さらにRic;l.aJal-Dinがこの著作シリーズ、をCllm-iakhlaqと名づけたこと、そもそもヴォ

ルガ・ウラル地域で実践された新方式教育における科目名称が道徳 (akhlaq) とされた

ことには、 19世紀後半オスマン帝国の教育改革における道徳 (akhlaq)科目の存在が影

響したと考えられる。それゆえCllm-iakhlaqとしづ表題は、『倫理学』ではなく『道徳学』

と理解すべきである。

この検討結果からは、新方式教育の教育課程が、イスラームの学問伝統を、部分的に

であれ確実に継承するものであったと言うことができる。新方式教育における道徳科目

は、イスラームの伝統を基礎とし、それを改革するという、イスラーム改革の実践事例

の1っとみなされよう。

本研究は第3の問題として、 RidaJal-Din b. Fakhr al-Dinのムスリム女性論を検討し

た。RidaJ al-Dinは、 19世紀末から 1900年代頃までにムスリム女性をめぐる様々な問

題にかかわる著作を発表し、後にこの問題分野に取り組んだムスリム知識人らに先駆と

みなされた。そうした著作には、イスラームの古典文献などで名を知られたムスリム女

性らの伝記集や小説、そして上述の第 2の問題でも検討した道徳書などがあった。

RidaJ al-Dinが小説で、描きだす理想、のムスリム女性は、華美ではなく、清潔な装いを

し、男性の前ではショールで髪を覆う。また性格は穏やかで慎ましく、誠実である。そ

して様々な社会的問題についての知識や経験を持ち、そうした問題についての書物をも

よく読んでもおり、博識である。彼は小説において、そうした理想のムスリム女性に、

ムスリム女性が実践すべき責務としての行為規範を語らせる。彼が道徳書で詳細に解説

する、それらの行為規範からは、彼が理想として読者に提示したムスリム女性が、いわ

ゆる「良妻賢母」的な性質を備えた女性であることがわかる。

RidaJ al-Dinがそうした「良妻賢母Jであるムスリム女性の行為規範を詳細に説いた

ことは、彼が男女の性別役割分担を厳密に区別すべきと考えたことをも意味する。彼は、

そうした理想のムスリム女性を rmillatの母J と呼ぶ。そしてri1illatの母が、将来をに

ないうる次世代の子どもを養育することで、ロシア・ムスリムの共同体である millatを

「進歩」させることを、期待したのである。

すなわち、ムスリム女性をめぐる諸問題についての RidaJ al-Dinの見解は、先行研究

が解説するような、「普遍的な人間の同権としづ原理に基づJくものではない。しかし彼

の見解は、し、かなる革新的な考えも含んでいないと批判すべきものでもない。なぜなら

彼はあくまで、イスラームから導き得る、 millatの「進歩」のためのムスリム女性論を

展開したのであり、家庭や社会における男女の役割を同じものにするという意味での男
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女の平等を目的としたわけではないからである。

しかしそうしたRida'al-Dinの著作の読者であったムスリム女性知識人のなかには、

彼が社会における男女の役割を同等、同質化することを提言したのだと、理解した者も

いたと考えられる。いずれにせよ彼の見解は、 1905年の第一次革命後に精力的な文筆活

動を開始した世代のムスリム知識人らに先駆として参照され、ときに彼自身の意図から

離れた展開をみたのである。

第 4の論点は、カザンで 1913年から 1918年まで発行され、女性向けであることを

;匝った雑誌『スユム・ピケ』における、ムスリム女性とイスラームをめぐる議論の実態

の問題である。カザンを中心とする地域で活動したムスリム知識人らに支持された『ス

ユム・ピケ』は、子どもの教育の問題とともに、ムスリム女性にかかわる様々な問題を

議論する目的で創刊され、そうした問題について女性読者から投稿された記事を積極的

に掲載した。

それらの記事により構成される雑誌の論調は、ムスリム女性が抑圧された存在である

とみなす嘆きと、人々に自由や権利や平等を付与するイスラームは女性を抑圧するもの

ではなく、むしろ救済するのだということを主張する語りによって構成されていた。

誌面ではムスリム女性が抑圧された存在であるとして、そうした「抑圧されたJ女性

の像が頻繁に提示された。その女性像は、それを前提として展開される、かくあるべき

と一定の方向づけがなされたイスラームを肯定する主張に説得力を与える役割を果たし

た。その一定の方向づけがなされたイスラームとは、女性を抑圧から救済し、男女に平

等に自由や権利を付与し、当然に女性が教育を受ける権利も保障するとされるものであ

った。そして、抑圧された女性たちは適切な教育を受け、イスラームによって保障され

るはずの自由や権利を獲得すべきである、という議論が行なわれた。『スユム・ピケ』に

おいては、こうした論調が、創刊以降 1916年の夏から秋頃にいたるまで、主流を形成

していた。すなわち女性に、男性と平等に権利や自由を付与すべきという主張は、かく

あるべきと了解されたイスラームを肯定し、そうしたイスラームを論拠とする立場に基

づくものであったのである。

さて、以上の 4つの問題の検討から判明したことは、ロシア帝政末期のヴォルガ・ウ

ラル地域で、イスラーム改革を志向し、新方式教育を支持した、従来の研究においてしば

しば「ジャディードJと総称されてきたムスリム知識人らが、著述活動のなかでひたす

らにイスラームに依拠して論理を展開し、またイスラームそのものについて繰り返し語

っていたとしづ事実である。彼らは、近代ヨーロッパに由来するはずの、新しいものと

みなされ得る価値概念について記述する時にも、イスラームを論拠として説明していた。

すなわち彼らが近代ヨーロッパに由来する概念を受容したり、ロシア啓蒙思想の影響の

もと活動したりしていたとしても、彼ら自身の認識では、そうした概念や思想はイスラ

ームにより説明可能で、あり、イスラームに内在するもので、あった。彼らのそうした姿勢

は、 1910年代においてもなお、観察される。その意味において、彼らのイスラーム改革
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を、世俗化や世俗志向といった言葉で説明することは、必ずしも適切でないだろう。

ただし、本研究の第 1章から第 3章で検討の対象としたRidalal-Din b. Fakhr al-Din 

と、第4章で対象としたムスリム知識人らの間には、大きな差異がある。それは、 Ridal

al-Dinはウラマーであったけれども、後者のほとんどはそうで、はなかったということで

ある。

Ridal al-Dinは、 21年間もマドラサに学び、ウラマーが備えるべきイスラームの学識

と論理を身につけ、宗務協議会の試験を経て、農村でイマームを務め、さらに宗務協議

会のカーディーとなった人物である。彼は自著を執筆する際、アラビア語やベルシア語

のイスラーム古典文献を参照し、参考文献リストに列挙した。彼がイスラーム改革の構

想を語る時、それは確実なイスラームの学識に基づいていた。

一方で 1905年の第一次革命後に定期刊行物で言論活動を展開したムスリム知識人ら

の多くは、『スユム・ビケ』の寄稿者のほとんどがそうであるように、もはやイスラーム

の伝統学問を教授するマドラサに長年学んだ人々で、はなかった。彼らは自らアラビア語

やベノレシア語の難解な原典にあたり、それをウラマーの特有の論理で、解釈することなど

できなかった。そのかわり彼らは、読んだり聞いたりした言葉をそのまま自らの言葉と

して書き記すという方法で、イスラームにまつわる言説を再生産したのである。
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附録

I. Rida' al-Din b. Fakhr al・Dinr自伝j抄訳

以下に訳出を試みるのは 1905年にRida'al-Din b. Fakhr al-Dinが執筆した「自伝」

のうち、彼が自ら教育を受けたマドラサについて記述した部分である。原文はタタノレス

タン共和国国民文書館所蔵の[NART f. 1370， op. 1， d. 27， 1. 10b・24a]で、ある。訳出する

にあたり、 [Mardanovet al. (eds.) 1999]も参考にした。なお以下の訳文では、地名は原

文のテュルク語表記に従う。

*会合

[1. 24a]四、学習

私が何年に何歳で学習し始めたのかわからないけれども、記憶によれば、 1282/1865

年の秋から兄たちについて、自らの村から 20シャクノレム229の距離にあるトウベン・シ

ェルシェレ (Tubanshalchali)のマドラサに行き、帰っていたはずである。

1284/1867年の秋に私は、義兄である al匂ajjGhilman afandi Ibn Ibr油 imal-Kar加 I

様と一緒に、チストポリ(Chistapul)市にあるマドラサに行った。冬に 1度、食料を運

搬する者たちと一緒に自宅に帰ったことを思い出す。この時は義兄も帰ったはずで、ある。

なぜなら春に雪が融け、水が流れ始めた時、 2度めのチストポリ行きで、 Ayy11bという

名の[1.23b]人物が 2頭立ての馬ぞりで、送ってくれたのをはっきりと覚えているからで

ある。この旅は 1284/1868年の 2月末か 3月初め(およそズー・アル・ヒツジャ月)

のはずである。

Ayy11baghayは、もともとキシュシャト (Kichuchat)村の者で、常に私の父に仕えて

おり、ミンゼレ (Minzala)の市場や他のところへ旅をする時には、御者として馬を連

れてきていた。私は彼のことを非常に好いており、そのため彼と一緒に旅することを幸

運なことだと考えていた。我々は、クザイ (Quzay) という名のモルドヴ、アの村で馬た

ちに食事をさせている時に、 Ayy11baghayと一緒に通りを過ぎて行く者たちを眺めてい

た。この時、なぜであろうか、私は、次のミンゼレの停車場がどのような名称で、その

村から何シャクルムで、あるのかを尋ねた。我々が進んでいた道はカザンーウファ郵便道

で里程標があったのだが、私は西洋式のロシア語の数字がわからなかったはずである。

なぜなら私はこの後シェルシェレに行った時、マドラサ中の人々が、私がロシア語の数

字を知っているということに驚き、噂しあっていたからである。

Ayy色baghayが私の質問に答えて述べた情報からは、大きな問題が生じた。それは以

下のようなものである:Ayy11b aghayは2箇所に 10とあったので 20のはずだと言った

が、私はそれに納得しなかった。終いに Ayyubaghayが 20の2倍と 30の2倍はいく

229 1シャクルムは 1ヴ、エルスタと同じであり、約1.07キロメートルで、ある。
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らになるのかを解説し尋ねた時に私は、 10の2倍は 20、20の2倍は 30、30の2倍は

40、40の2倍は 50、50の2倍は 60であり、その規則に[1.23a]よれば 90の2倍は 100

になるという自らの考えを述べた。これを聞いたAyynbaghayは、大笑いした。彼は、

そうではなくこうだよ、と正しく理解させるように努めてくれたが、それを常に遊びな

がら、笑いながら話していたし、私の方は、彼のいつもの情報とは逆のことが生じるの

を 1、2度経験していたために、外面では自らの信念を固くしているかのように見せか

けていた。しかし私は、内心では[自らの考えに]大きな疑いを抱いていた。

我々が通りから[お茶屋に]入りお茶を飲み始めた時、 Ayynbaghayは、彼と私の間

の会話を、我らの義兄であるハドラトに物語った。義兄はこの件を理解すると、この問

題について私に、[説明の]方法をすべて変えて、きちんとした知識をお教えくださった。

上述のハドラトは誠心から聞く者に対し話を惜しむような方で、はなかったので、私をす

っかり納得させなさった。この時以来、私は 20の2倍は 30ではなく、 40であること

をきちんと理解した。

私が数学について最初に受けた授業が、 9歳の時のこれであった。しかし私が「最初

の授業Jと言ったからといって、この後に私がさらに授業を受けたとは思いなさらぬよ

う。なぜならこの授業は、私が師匠から学んだ、数学の授業の最初であったが、最後でも

あったのである。私はこの他には、どの師匠からも、数学の授業を学ぶことができなか

ったのである。

この出来事について私は、「最初は子どもには、算術の思考について教えるのではなく、

むしろ外に見える、指や、胡桃や、りんごのような[1.22b]実在するものについて数える

授業を始めることが必要であるようだ。j という判断を下した。

1257/1868年 5月(サファル月)に私はチストポリ市から帰り、夏と、その次の冬を

自宅で過ごした。なぜなら我らの義兄であるハドラトがイマームとなり、ミンレパイ

(Min1ibay)村にいらっしゃったため、マドラサに赴くことができなかったからである。

私は幼かったので、私の両親は私をチストポリに送らなかった。

1286/1869年の秋、私はトゥベン・シェルシェレのマドラサに赴いた。その後毎年、

秋に[そこへ]行き、夏季は[自宅に]帰るようになった。夏も[マドラサで]過ごし

た年もあったものだ。このようにして、私はシャーキルド時代を上述のマドラサで過ご

した。この期間で、 1296/1879年の 3月(ラピーゥ 11月)だけは、ある理由でチストポ

リ郡のキズレウ(Kizlav)村に行き約 55日ほど滞在して帰った。私のマドラサでの生活

は、大部分が生徒として、そして一部は教師 (mu(allim)やハルファ (khalifa) として

過ぎた。最後に、 1306/1889年シャツヴアール月 3日 (5月 21日)日曜日、私は自ら

のシャーキルド時代とマドラサの世界に別れを告げ、 トゥベン・シェノレシェレ村を離れ

た。チストポリで冬を 1回、 トゥベン・シェノレシェレでのマドラサでは冬を 20回過ご

し、私のマドラサ時代はあわせて、冬を 21回で、あった。この[マドラサを離れた]時、

私は 31歳であった。
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文明的な millatが、整備された諸々の学校 (maktab)における 21年という期間で、

ギムナジア (ghimnaziya)や[1.22a]実科学校 (riyalni)のような学校を経て、大学 (dar

al-funun)やアカデミー (aqadimiya)の何らかの学部を卒業するということは、周知で

ある。しかし我々の生涯はどのような道に入ったのか、我々は自らの将来を保障するた

めに何を学んだのだろうか?今、これを明らかにするには、以下の数章を書き綴る必要

がある。

玉、私が読んだ書物

私が一番初めに読んだ書物は、記憶に残っていることによれば、カザン市で出版され

た Fada官 α1・shuhurという題名の作品である。私はこの書物を絶対に忘れない。それは

外側を灰青色の麻布で覆われ、その麻布は練り粉で厚紙に貼り付けられていた。最初の

頁は外れ落ちて失われ、無事に残った他の頁も、灯火が落ちて燃えたために、多くの言

葉が失われてしまっていた。私は、「アッラーの御名において」と言うと、 2頁めの最初

の行の初めにある「そして我らが父アーダムー彼の上に平安あれーを創りなさらなかっ

たならば、そして他の預言者たちを創りなさらなかったならば…」を読み、勉強し始め

Tこ。

これ以前に私は当然、 Alφa、Haftiyakij匂1・と Haftiyaksur側、 Bα-dav伽、 TαqiyCajab、

Akhirzamanとし、う書物を読んでいた。[1.21b]なぜなら我々の家にいる、学ぶべき子ど

もたちには、我々のアブスタイたちが、このようにして、これらの書物により授業をし

ていたからである。

私はFα併をlal-shuhurの後に、 Muh釘unaal・musl前由、 Qirq1)ad助、 Shur骨αl-salatの書

物を読んだ。チストポリ市では、義兄のもとで Yak1)ikay，αt、そ1mねιibi 1)αdd、手α介α

α1・manqulat、Amali、Tacl加 al-mutlα(allimの書物を読了した。

私はトゥベン・シェノレシェレにいた時、 Savani1)、Ay'戸Lhaal・valad、Bidayaal-Hidaya、

Fiqh-i akbar、NI$abal-ak肋ar、Shir(，αal-isl白n、Hαlαbi、Kitabal-arbα(inαを読み、諸々の

マドラサの第 1の師で、あったCAbdal-Fattah様のもとで規定の[学習順序に基づく]授

業(ni写amidars)として以下の書物を読んだ:Bαd白、Shar1)-i'Abd Allah， Qαv前 d、活vamil、

Numudh可、 'AynαIJi加、 Kafiy，α、Isagh可i，Shafnsiyα、Zubdaal-ωrat、Talk均 αl-m許可z、

Shar1)-iそAqa}id-ial-Taftazani， lfashiyat-i Khayali， lf白hiy，αt-iSiyalku託、 Tawj.U).とTαl叫1、

Shar1)-i 'Aqa}id-i al・D白砂命lIoこれらの書物のうち、 Tavcj.母、 Tal叫z、Shαmsiy，αは読了す

ることができなかったが、他は 1つの授業も残さず読み終えた。

私が上述の書物により授業を受ける時、利用した書物は以下である:Sharh-i Jami、

Isagh可fのための lfashiya-yi$ad旬、 Shamsiyaのための S句ヴidlfashiyasi， Shar1)-i Dαvvani 

のための IsmaCilal-K，αlanbavi lfashiyasi、その他。

独学する方法により、私は以下の書物で勉強した:[1. 21a]Shar，与ilfikmααl-Cayn， 

Tαj詠'-iBαycj.avi、Mirqatal明符ulva mir}at al-郎副、これらの注釈である IzmirIのものや、

その他。これらの他、優秀なシャーキルドとみなされていたグ、ループと一緒に、 Sullam
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とQac)imubarak If<白hiy，ωfを、初めから順序正しく、ある程度目を通した。

誰にとっても明らかであるが、私が題名を述べた書物はどれ 1っとっても教科書(dars

kitabi)ではない。 Tαifsir-iBαyc)aviとTαvc)坊を除けばどれ 1つ、シャーキルドに、精神

(ruJ:t)や生命、実存までをも与えるような、そしてイスラームを愛させるような、彼

らを熱意と情熱の持主にするようなものではないのである。まことに我々はアッラーの

もの、我々はやがてアッラーのお傍に還らせて戴ける身2300

六、私の師

記憶にないけれども、私の[最初の]師は当然に私の父母であり、また年長の兄弟の

はずである。私の記憶にある方々は、私の義兄 Ghilmanafandi Ibn Ibrahim al-Karimi， 

l:Iusa戸1afandi Ibn MuJ:ti al-Din al-Maqtamavi、MuJ:tammadl:Ianif b. cAbd al-QayyUID 

al-Shalchali、CAbdal-FattaJ:t b. cAbd al-QayyUID al-Shalchali、MuJ:tammadb. CUbayd All油

al・Kizlavi、SayyidcAli al-~油ir al-Vatanである。これらの方々のうち、私が最も長く[1.

20b]師事した方は、 CAbdal-Fatt劫 al-Shalcha1iであり、最少の学益を受けた方はl:Iusayn

afandiである。私はl:Iusaynafandiのもとで、 1週間か、長くても 2週間ほど学んだは

ずである。 MuJ:tammadal-Kizlaviの御前では、ある程度、聖クルアーンの習字 (mashq)

をし、 Sayyid(Ali al-~ãhiñ のもとでは Avvaliyãt と、 AJ:zzãb の一部を学んだ。

七、私が筆写した書物

Ba-d，白を 3度、 Shar.与ic.4bd Allahを 3度、 Qαva(idとAvamilを 1度ずつ、 Man手丘r

F白h守山fを冒頭から、 3種の定型用紙(臼rma) に 1度、 K伊yaを 2度、 SharJ:t-iJami 

を1度、 Zubdαd・ωrarを1度、 Khαyaliの注釈である SiyalkutiI:Iashiy，ωfを1度、 $adiq

を冒頭から、4種の定型用紙に 1 度。 Qα~ïdaてyimunaffmすα SharJ:tï、 Ta(l加 ιmu師、u加 tarïq

αl-t，αEαllum、Muqadd加α-ijazOIかα、Muqαddima-ijazariy，αへの闘lalidal-Azhariによる注

釈書、 Rujüzα al-Sりuti~ s4戸1al-(i加、 Mukht，匂aral-viqaya、これらすべてを 1度ずつ。

私はこれらそれぞれを自分自身のために筆写した。しかし時に紙が悪かったり、インク

が傷んでいたり、時にはマドラサの湿度の[高さの]ゆえに、私が筆写した書物は傷ん

だ。それゆえ 2度、 3度までも筆写したものだ、った。

[1. 20a]私が筆写したこれらのものは、私が『事跡 (A仇arUに記述した方々が筆写し

た書物と比較すれば、ほんの一部にとどまるものである。しかし「少ないなあ!Jと言

われるほどでもない。 1人のシャーキルドが、瞬きの如き生涯において、これらの書物

を書き写し、かっ読んで時を過ごしたとしても、そのことによりどれほど完壁な教養

(kamalat)が期待され得ょうか。このようなことで貴重な生涯を無駄にするよりも、

他の有益なことを学習したならば、必ず成果が得られただろうに。自然科学 (hikmat-i

tab子iya)、歴史、化学、地理、数学、ハディース、タフスィーノレ、イスラーム文明史 (tarikh・i

tamaddun-i islami)のような有益な授業をする方がし、なかったとはいえ、聖クノレアーン

を最初から最後まで意味もともに教えるのと同じ程度には[自然科学や歴史などを教え

230クルアーン第 2章 156節[井筒(訳)19571: 39]0 
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ることの]できる方々が見つかったかもしれないのに。さても、Shamsiya、$adiqやKadhib

に取りくむと同時にそれらの哲学を学ぶ機会は得られなかったとはいえ、ただ聖クルア

ーンの字義どおりのClughavi)意味を学ぶだけでも、有益であっただろうに。

今日、教師 (mu(allim)たちが、学び始める子どもたちにベンを準備し与え、そして

毎日綴りかたの授業に取りくませ、筆跡を訂正していることは、驚くべきことではない

だろうか。しかし私には、 トゥベン・シェルシェレのマドラサに行ってからそこを離れ

た日まで、 1度であれベンを用意してくれたり、 1字であれ筆跡を訂正してくれたりす

る人は、いなかった。私は Sharh-iJamiを筆写していた時、口頭で読まれたものを聞い

たとおり、 rmubtada)J と ribtidaっとし、う言葉を、 rmuptada)J、riptidaっとし、うやり

かたで書いていたのである。

[1. 19b]八、私の文学 (adabiyat)への取りくみとその他の状況

私が「文学 (adabiyat)Jと言うことについて、今日の文学のことを思い起こさぬよう。

これは今から数年前の文学 (adabiyat)のことである。我々はそれらのことを説明する

他の言葉を見つけることができないので、「文学 (adabiyat)Jと説明せざるを得ない。

我らの今日の文学は、 1日2日ほどのものと言えるほど新しいのである。

私はシャーキノレドの時に 1度、 Isma官庁可isiyaJ:ra白白nasiとTm命 'ikh-iBulgh命力rα とし、

う名の書物の写本を入手することができ、読んだ。この後、RabghuziのQ布時 al-anbiyaJ、

Taj al-Din taj面倒、 RisalαッiE邸iza、Anvaral-(.白hqinα、Tupnama、そして Altip命前αqとし、

う著名な作品を読了した。

Altip白mαqと言えば、私はあることを思い出す。もし私がここにそれを書かなければ、

[自らの]シャーキルド時代についての書物の 1葉を見せないままになってしまうだろ

う。それはこういうことである:我々の師匠が巡礼の旅に出発なさり、私はしばらく保

護者のいない状態になっていた。私はマドラサにいるハルファたちの誰にも付かず、独

力で読み、勉強していたが、このことはマドラサのなかでは大事件とみなされていた。

しかしこのことが大醜開で、あったとしても、私はハルファに付いて[1.19a]し、る学友たち

より低い程度にあったわけで、はなかった。それゆえ、処罰が必要なほどの醜聞であると

いう意見に、皆が同意したわけではなかったということを、私はあちらこちらに噂を吹

聴してまわるシャーキルドたち(正しく評せば、郵便屋たち)から聞いていた。私は自

らの臆病によりこの件の結末を恐れていたけれども、常に自らのやりかたを続けた。私

は、友人たちが寝静まった後、幕を下ろして Altiparmαqを眺めていた時、捕らえられ

た。そのような、民警 (sutski)の名にふさわしい、ごますりのシャーキノレドたち(正

しく評せば、悪魔の手先ども)が、私の手に書物があるとしづ状況で、襲ってきて、大変

な熱狂をみせた。私は、「おまえたちはこのように叱責し詰責するが、私の恥とは何なの

だろう ?J と自問し、そして、「おまえはどんな本でも眺めているがいいさ。自らに罪が

あることを認め、許しを請うべきなのに、おまえは恥も知らず言い返すがいいさ。おま

えの背を鞭で打てば、おまえの恥が何であるかわかろうさ。さて、鞭を!Jと自答して
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いた。いずれにせよ私は、この件により 1ヶ月以上も裁定されていたが、後には何もな

かった。

尊敬する我が義兄 al・I:IajjGhilman afandi al・Karimiが、巡礼の旅から、新聞 Vaqtを2

部、持ち帰っていた。私はこれを本当に熱心に何度か読んだが、ほとんど何もわからな

かったと言ってよい。そのニュースには、冒頭も末尾もなかったのである考えてみ

れば、 AbuMuslim al-Khurasaniや Firuzλbadiがこの時にお墓から出ていらして、その

時に al-Mu)ayyadや al-Liva)という新聞の最新の号などをお読みになれば、私のように[1.

18b]何もわからないはずだ!) 

1884年、スィンピル郡シャー・ミールザ一村の、私が聖クルアーンの習字をしていた

頃の学友であり、最愛の友人である Faridafandiが、 5月か6月で、あったはずだが[私

に]特別な手紙を書き、『翻訳者(1ì吋m伽)~とし、う名の新聞が発行されており、彼自

らがその1部を見て読んだということを知らせてきた。秋、11月で、あったはずだが、Farid

afandiは我々のもとに来た。我々は『翻訳者』について広く深い話しあいをし、一緒に

編集部に手紙を書き、 [1部送ってくれるよう]頼んだ。我々には昨年の最終号である

27号が送られてきた。さて今度は、我々はこれを読んで理解し、ある程度の楽しみをも

得て、 4ループリを 2人折半で負担して[編集部に]送り、定期購読者となった。これ

については、私は今日まで、 1号も逃がさず、常に読んできている。

新聞についてのマドラサのシャーキノレドたちの考えがどのようで、あったのか、そして

私が[新聞を]読んだためにどれほどの噂を聞き、宗教を理由にどれほど告発されたの

かを、語る必要はない。今日、街のマドラサで、テュノレク語やアラピ、ア語やロシア語の

新聞が購読されるのを見ているシャーキノレドたちは、私が書くことを、大げさに書いた

ものだと思うだろう。

私が子どもの時に一緒にマドラサに行ったシャーキルドの 1人は、オレンブルグ市の

師範学校 (daral-mucallimin maktabi)を卒業した。彼はロシア語教師として任地に赴

く際、途中で我々のマドラサの[1.18a]ある村に立ち寄ったので、マドラサの我々のとこ

ろに来た。我々は、 Shar1;-iMavaqifを読み、勉強している時で、あったので、ロシア人た

ちの地球についての考えがどのようなものであるかを知るために、教師 (muCallim)氏

に以下のように質問した:["ロシア人たちは大地が 1つの場所にとどまっていると信じ

ているのか、それとも常に下がっていると信じているのか ?J。教師氏は以下のように返

答した:r私はそのような推論を聞いたことはないが、我々が学んだことによれば、大地

は東の方角に運行している!J。教師氏は旅路を急いでいたため、我々のもとから去って

いった。 Faridと私はShar1;-iMavaqifとその注釈などを再び参照し、大変に長くこの問

題について考えた。終いに我々は、「ああ、あの御仁は何も知らないのだ。あるいは、ロ

シア人たちが何も知らないのだ!Jと決めつけた。

尊敬する我が義兄 al-I:IajjGhilman afandi al・Karimi様が巡礼の旅から持ち帰った書物

のなかに、 Nuzhaα1・buldanという名の地理書があった。私はこれを借りてマドラサに持
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っていっていた。私が他の書物に取りくんでいた時に、 FaridafandiがN凶加 al-buld伽

を自室に持っていった。 4、5時間後、私が扉を閉めて横になっていた侍に、 Faridafandi 

が外から来るなり、「重要なことがある」と言って灯火を点した。

私:何があるのだ、友よ!

Farid:我々のいる大地が動いていて、太陽の方は 1っところに[1.17b]単にとどまって

いるらしい。何と重要な情報だろう、信じますか?

私:おまえ冗談を言っているのだろう。

Farid :本当ですよ、ほら、この本!

私:おまえ、この本に書いてあることを、間違えて理解したのじゃないか?

Farid:ほら、ここですよ、私は間違えていませんよ。繰り返し読みましたし。その証拠

ははっきりしています。私の心はすっかり満足ですよ。

私はこの後、Faridと一緒に読んで、彼が正しく理解していることを知った。私はCAq出 d-i

Dαw伽fを読んだ時最初に、太陽が 1っところにとどまっており、大地が動いていると

聞いたのである。翌日、ピーシュカダム231たちからなる集まりで、我々はこのことを話

してみたけれども、受け入れられなかった。むしろ彼らは、「そのようなことが正しいな

ら、我々は夜、屋根板を這うゴキブリのように、頭を下にして歩く必要があるだろう。

我々はどうして落ちてしまわないのか。水路や川や海は、どのようにして流れ落ちない

でいるのか!Jと笑いあい、我々を笑いものにした。私は Faridafandiに、「私は彼らと

論争しないことに決めたよ。なぜならこの問題について今日、我々にはきちんとした準

備がないし、彼らはこのようなことを話す相手ではないのだから。Jと言った。しかし私

も論争をやめることができなかった。ある者が我々を笑うと、我々はその者を笑った。

私は上述の Nuzhαal-buld，伽という書物を、 1度だけでなく、何度も[1.17a]読んだ。

私が地理学をある程度知るようになったのは、その書物が原因で、あった。私は後に、様々

な作品に目を通した。

ある時私は、ロシア語を学びたいという望みを抱いた。これを学ぶことについて私は、

公認の (rasmi)マドラサに入学して教育を受けたことはなく、むしろ年齢が 20歳を過

ぎてから、ただ住所を書くことができる程度に学んだことがあるだけで、あった。私の父

が、「おまえの品性が損なわれることを恐れるよJと言い、許可しなかったのだ。私は生

涯において、彼が許可しないことを行なったことがなかったので、そうした状態にとど

まっていたので、ある。マドラサで私は、夏を何度も、無為に過ごした。もし 4、5年、

夏に努力して、誰か能力のある方に学んでいたならば、もちろん今日、大きな利益を受

けただろうに。なぜなら人聞は、自らがその行政のもとに生活しているところの国家の

言語を知らなければ、完全な人間とはみなされないからである。この試練の家 (dar・i

miQ.nat)において、人間の上には何が降りかかってくるだろうか?森の中や山の上に隠

居して寝ているなら、母語を知らなくてもたいした損にはならないだろう。しかし街や

231 マドラサのシャーキルドのなかでも優秀とみなされる者。
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村で人々と一緒に生活する者にとり、母語の他に、国家の言語を知ることが最重要事項

であることは疑いない。このため私は、私の子どもたちに、必要を満たすまでロシア語

を勉強させたのだ。

私のこの言葉はーアッラーのご加護を一私の父に対する反抗であるとはみなされ得な

い。なぜなら私の父は、将来においてロシア語がどれほど必要とされるようになり、時

代がどのように変化するのかを知っていたなら、[1.16b]ほんの少しどころではなく、私

を実科学校やギムナジアや、大学 (univirsitit)にまででも入学させるよう、援助してく

れただろうからである。もし私が父のように、ロシア語を学ぶことが道徳の退廃 (fasad-i

akhlaq)の原因となると思っていたら、私の子どもにロシア語を教えることには、 1文

字であれ同意しなかっただろう。

私は、集団礼拝の時にロシア人と同じぐらいロシア語を学んだ人々が一緒に礼拝に参

加しているのに、ロシア語を学んでいない商人たちが「洗身してないがな!Jと言って、

すっかりくつろいだ様子で、座っているのを、ウファ市の集まりで何度も見た。行動はす

べて、その意図 (niyat)による。私にロシア語を学ばせなかったことにおける私の父の

意図は、美しいもので、あった。それゆえ無数に褒賞があるよう!私が子どもたちにロシ

ア語を勉強させていることにおける私の意図もまた、美しいもので、あった。私の美しい

意図により、アッラ一様が私を処罰なさらぬよう!

私はマドラサにいた時、書物[の入手が困難なこと]に嘆いて過ごしていたので、ウ

ファに来た時には爪に火を点して書物を収集した。現在、私の何冊もの書物は、[冊数を

記録した]帳面によれば、約 500冊である。これらの書物のなかには、 Tajal-cQTUs、Nayl

α1・αvtar、Qamusαl-aclam、Aghaniのような偉大な書物がある。私はこれらの書物の多く

を 2、3度通読した。考えてみれば、書物から読み得たもののための場所がない。記憶

力がないという不運により、私の心には、ほんのわずかな言葉しか残っていない。その

1つを覚えていて、 2つめを忘れている。それにもかかわらず、このように様々な書物

を眺めることは、[1.16a]私の気質 (akhlaq)を以前の状態から矯正してくれ、私はアッ

ラ一様にどれほど感謝してもしきれないほどである。人間は、2、3の人物の書物を眺め、

彼らの意見のみを知るだけでは、極めて悪く、有害な狂信 (ta(assub)のもとに置かれ

るようである。私は、以前の状態では、そのようであった。後に私は、多様な思想、を持

つ哲学者たちゃ、互いにまったく対立する見解を持つ文人 (adib)たち、様々な法学派

(madhhab)に帰せられる法学者たちの書物を読み、その総体から一定の教養 (tarbiya)

を得た。このおかげで私は、以下のような考えを得たのである。「アッラーの他に神はな

く、ムハンマドはアッラーの使徒であるJと言う者たちすべてがムスリムであり、私の

宗教の同胞 (qarindash)である。我らの父アーダムと我らの母ハッヴPァーから拡がった

人々すべてが私の血の同胞であり、そのひとりひとりとの美しい関係が必要である。高

貴なる使徒により明らかにされたり、定められたりしなかった教義 (madhhab)は1つ

も、効力や戒律としての力を持たない。ムスリムとなった後は皆、同等である。
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その賢者は自らの知能を頼みにした時(idhar吋a(aal・l).akimuila l).ija-hu) 

その諸々の教義を軽視し、自らを卑しめた Ctahavanabi-al-madhahibi va izdara-hu) 

九、私の信念

マドラサでは、特に冬は、シャーキルドたちがジンを見たり、子どもたちにジンが患

いて病気になったり、それらにアザーンを呪文のように唱えることが、その日.15b]頃の

習慣の決まりごとで、あった。ジンの患いた子どもたちに「誰を見たのか、言いなよ?! J 

と尋ね、もし誰かが名前を言えば、その名前を紙に書いて燃やした。もし言わなければ、

「なぜおまえは言わないのだ、言うことが許されないのか?おまえのそばに誰がいる、

おまえの目に誰が見えるのだ?! Jと叫びに叫んで怖がらせ、時には頬を右から左へ打

って、ジンの濃いた子どもたちの目から火が出たものだった。夜に外出した子どもたち

は、時にきゃあきゃあ叫びながら走って入ってきて、「食堂でジンを見た!Jとぶるぶる

震えて横になったものだ。要するにマドラサは隅から隅までジンの王国であり、シャー

キルドたちの方は、それらに捕らえられた者のようになっていた。ハルファたちも「書

物やクルアーンが多くある場所にはジンが多しリと言い、子どもたちに常にジンを恐れ

させていた。

マドラサの世界では、私はこのような恐怖に起因する病気が非常に有害で、あると考え、

常に以下のように言っていた:rジンを見るという言葉は、意味のない言葉である。ジン

による恐れなど、人間にとっては 1つもない。私は冬を何度もこのマドラサで過ごして

いるが、 1度であれジンを見たことはなく、ジンによる害を被ったこともない。今後も

ないはずである。マドラサ中にいるジンを追い払ってしまおう。」このように言っていた

のは、ただ子どもたちの聞に流布している恐怖とジンの物語をなくし、その影響力を弱

めるためであった。ただ [MUSMZ-不明]話された言葉は常に、火をつけた火薬のよ

うに持ち上がるので、私の言葉も[1.15a]驚くほどすばやく広まり、大きな影響を及ぼし

た。いくらかの善良な友人たちのなかに、このようなことは話すべきで、なかったのに、

と言ってくれる者がいたほどで、あった。いずれにせよ私は、上述のような言葉を 1度な

らず何度も言っていたために、否定することもできなかった。私がどのような英知を根

拠として発言したのかを明らかにすることも、無益で、あった。それゆえ私は、上述の言

葉を自らの信念を持って公表し、それで、おしまし、!としたのである。私は、[私と]対

立していた者たちが「あれには、悪魔すら答えを見つけることができないよ!Jと言っ

たのを聞き、自らの心に大きな力を得た。そして、それゆえ誰のことをも恐れないと決

めたのである。要するに、私は以下のことを直接に主張したのである:r病気の原因はジ

ンではなく、保健の基礎を顧みないことである。そしてジンが人間に害を与えるはずだ

という確証はない。箱にしまってあるお金や、厩舎にいる馬を盗まないジンが、何のた

めに人間を病気にし、害をもたらすのか。子どもにジンが懇くのは、ジンではなく、恐

怖によるものである!J。

「聖クルアーンはジンの存在についての情報を提示する。さて、あなたはクノレアーン
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が確証するものを、どのような証拠により否定するのか!Jと言う者がいれば、私は以

下のように論駁していた:r聖クルアーンはジンの存在と、いくらかの預言者たちに奇跡

としての行為があったことについて情報を提示する。そのことについては、それらを今

日においても病気の原因であるはずだとする必要はない!J。

[1. 14b]このことについて、私が経験した珍事は少なくない。冗談として、ここにいく

つかを書き記そう。

1)真冬、シャーキルドナこちが最も多くいる時に、マドラサの隣に住む Mul:lammadshah

の浴場で、 1人の子供が泣く声がした。 1週間前から火を焚いていない寒い浴場で、夜

の9時か10時頃に子どもの声で泣いているものがジンであるということを誰も疑わず、

私にそれを知らせてきた。私も外に出た。私は、「もし私が問題をこのまま放っておけば、

後にジンの恐怖が隅から隅まで流布し、子どもたちが見てもいないジンを見て病気にな

り授業を休んで、家に帰る者や、あの世に行く者まで出るぞ。j と考え、調査し始めた。

浴場は寒く、その扉や窓には、吹雪の後に付けられた跡はなかった。灯火を点し、浴場

のなかに入った。いくらか調べてみると、庇の下や屋根板にとまっている 1羽のふくろ

うが見えるではないか。さて、子どもが泣くようにして、浴場の屋根板で鳴いているの

は、この勇者であったらしい。

2)礼拝の時刻ではない時間、夜に、マスジドの窓に灯火が点った。私は友人たちと一緒

に外に出てみた。ジンの行為であることが疑いないようなこの事件は、調査の後に、半

シャクルム離れた場所の灯火が窓に反射して映った光であることが明らかになった。

3)秋の真っ暗な夜、マスジドのミナーラに光が見えた。私に、それがジンであると言わ

せようと、見せようとする者たちがし、た。[1.14a]私は、「それがジンではないというこ

とを、私は疑っていない。それを調査すべきというのも睡眠妨害だよ。」と言い、自分の

ところに閉じこもり横になっていた。その翌日、マドラサでは騒ぎ声がすさまじく、互

いに互いの考えを否定し、誰も誰の言葉をも聞くことができなかった。どのような事件

があったのだろうか。何とかして明らかになったのが、以下である:誰某の屋敷にいる

Muhammadvaliという者が、自らの友人と一緒に真夜中にマスジドに行き、ミナーラに

とまっている鳩を数羽捕まえ、袋に入れて持ち帰った。そしてそれらを殺して食堂で煮

て、ごますり[のシャーキルド]どもを招待して食べたらしい。彼らがこれを本当にこ

っそりと実行し、秘密として守ることを固く約束したとはいえ、「あらゆる秘密はJとい

うことにより、太陽が昇ると同時に、事件はマドラサ中に流布したようだ。鳩のスープ

にあずかることができなかった勇者たちは、「鳩のような愛らしい生きものを、特にマス

ジドのミナーラの近くで日々を過ごしている鳥を殺すことは、人間を殺めるに等しいこ

とである。それゆえ Muhammadvaliと彼の仲間どもは、様々な処罰に値するのだ。Jと

言った。そして彼らは一刻を争って[皆を]けしかけ、ハドラトをお連れするために騒

ぎたてた。鳩の肉を食べた者たちの方も、「やめてくれよ、ハドラトの平穏を邪魔しなさ

るな!Jと言い返していたようだ。いずれにせよ我々は、夜中に見たミナーラの光が、
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狩人たちの蝋燭の光で、あったことを理解した。

のある夜、食堂で鍋がびちゃぴちゃと祇められているという[1.13a]情報があった。子

どもたちのなかには、この情報に灯火を見たという話を付け加える者がおり、何であれ

マドラサ中の情報は順序よく語られるのだが、とにかくそのすべてが確認され、食堂で

鍋を祇めているものがジンであるということは疑われもしなかった。いまや総動員

(nafir・i(盈nm)となり、マドラサ中のシャーキルドが出てきて、 1人の後ろにまた 1人

と頼みに付いていって、食堂を包囲した。皆が玉座の章句 (ayaal・kursi)232を唱え、結

末を待っていた。もしこの時、上着に裏返しのトウン233を着て、頭に砂糖の覆いに使う

尖った紙をかぶった人聞が食堂から見えたならば、シャーキノレドは皆、恐怖で[マドラ

サはもちろん]村からも逃げ去ってしまっただろうに。しかしそのような恐ろしいとこ

ろに、マドラサの隣人である Ghubash爺さんの白い犬が威風堂々と扉から出てきて、勇

敢な司令官のようにゆっくりと自らの進路をとったのだ。包囲の者たちは道をあけざる

を得ず、ひとこと言う勇気も出ないのだった。

そのように占いや呪いを信じるということは、私にはまったくもってない。予言する

こと、旅行の時に人に出会うことについて判断を下すのに、日どりや時刻が不運である

はずだなどということは、私によれば迷信の 1つで、ある。私は夢を重要だとは思わない。

私は、預言者たちゃ高貴なスーフィーたちの夢以外については、「鶏の夢にはきびが出るJ

と説明している。

[1. 13a] [十、]シャーキルド時代の重要な出来事

1. 1290/1873年ラジャブ月 10日水曜日 (8月)に、我らの母Mavhubabint Ramq叫 b.

Maq詞dが亡くなり、キシュシャト村の墓地に埋葬された。私はマドラサから戻り、葬

儀に出席した。

2. 1295/1878年に私は、ブハラに旅するために準備し、同行の人々と一緒にベトロパヴ

エノレークズルジャル (Pitrupavil-Qiziljar)市に赴くつもりでミンゼレに行った。しかし

いくらか差し障りがあることがわかったので、私はこの望みを断ち、再び戻ってきた。

そしてブハラに行くという考えを、すっかり心から追い出してしまった。

3.129?/18プ?年の真冬に 3ヶ月ほど、私はチフスで寝込んだ。命の望みがないという時

があったが回復したということを、私は後になって聞いた。もしその時に[あの世へ]

旅立つていたら、大変に幸福で、あったのに、大きな重荷に忍耐するという分け前にあず

かったようである。

4. 1298/1880年 11月 1日(ズー・アノレ・ヒツジャ月 10日)、エルメト(Almat)村に

行き、兵役の規則に従って検査されて適格でないとみなされたために[兵役を]まった

く免除された。後にこのことで多くの難事に陥ったとしても、私はアッラーの恩寵によ

り無事にとどまったのである。

232 クルアーン第2章 255節。

233 防寒のために綿の入った、丈の長い上着。
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5. 1302/1885年に私は結婚した。

6. 1304/1887年にウファ市に行き、イマームの地位のために[1.12b]上申し、シャツヴ

アール月に試験を受けた。そしてイマーム・ハティーブとムダッリスの職位が明示され

た、 7月 19日付けの 2486号の証書を得た。

7. 1305/1888年シャツヴ、アール月 29日月曜日 (6月 27日)にベテルブルグ(Pitirburgh)

に旅立つた。チストポリ市まで、私の父が一緒に行った。チストポリ市から汽船でヴォル

ガを進み、ルイピンスキー(Ribinski)で下船した。そこから鉄道で、ベテルブ、ルグ市に

行った。ベテルブルグ、で、は、いくつかの著名な庭園、宮殿、劇場を見た。聖イサアク寺

院 (Isakifskisabur)を見物し、塔の上にまで、登った。記憶しているところによれば、私

が登ったところは地面から数えて 600段で、あった。そこから[見える]バルト海は、平

原のように広大である。もう一方からは、クロンシュタット(Krunshtad)市がはっき

りと見える。私はベテルゴフ (Pitirghuf)、ラムボフ (R亙mbuf)、クロンシュタットの街々

に再び行って、歩いた。そしてこの旅行で私は、イスラームの哲学者である、 Shaykh

Jamal al-Din al-Afghani様の集まりに加わり、私めにはふさわしくないほどのご好意を

頂戴した。

[十一、]教師も、学生も

私がSharl:t-iαqa)idを読んでいた時で、あった。尊敬する我が師匠が、[1.12a] (Abd al-Rauf 

という名の自らの息子と、自らの姉妹の息子を教えるようにと、私を任じてくださった。

彼らの 1人は ShOJi制 Jamiを、もう 1人はN凹nudhajとMukh崎町α1・viqaylαを読んでし、

た。

シャーキルドで、あって、同時に教師 (mu(allim)であることは、我々のマドラサのあ

らゆることにおいて珍しくはなかった。私は、自らが知らないことだけでなく、知って

いることですらも教える力がないということを、最初に授業をした時に理解した。あり

得ないことであるが、私は、「私が彼らに授業をするなら、 1度、師匠御自らがご覧にな

っている前で授業をし、後に師匠がお留守にする時に私をお呼びくださり、何某の場所

をこのように直せ、他のところをこのようにせよ、と注意して下さったらなあ!Jと夢

想していた。しかし我々はこのようなことで師匠方々に反対の意見を述べる習慣になか

ったので、この考えを表明することは可能で、なかった。何年も後になり、私は「教育学

((ilm-i tarbiya) Jが最も偉大な学問であることを知った。これは、授業実践を教え、概

してシャーキルドを教育する基礎を明らかにするものであるらしい。

いずれにせよ私は彼らの教師となり、独力で毎日授業の準備をして、教え始めた。今

日までのマドラサにおける規定であれば、シャーキルドが Kafiyaを持ち座っていると、

師匠の方は Kafiy，αの授業をするのに MullaJamiを眺めて自ら読み、それについてCUssam、

fAbd al-cA戸r、[1.llb]CAbd al-IJαk加、胃matAllahのようなものに収められる議論を口述

するというもので、あった。そしてMukhtasarを学ぶシャーキルドに対し、師匠はQuhistl伽 f

を持ち、「言った (qala)J、「言われた (qi1a)J 、「そこで(日-hi)Jという暗号を 1つ残さ

122 



ず、謎かけまでをも読んだものだ。私はと言えば、このような授業がシャーキルドの思

考をすっかり迷わせてしまうということを自ら経験していたために、純粋に MullaJami

のみ、純粋にMukh加手αrιviqay，αのみを読むことにした。私は、前回の授業をシャーキ

ノレドたちに聞かせ、そして書物を閉じさせて、何が話されたのかを彼ら自身に口述させ

ることまでした。この基礎的手法が非常に有益であることは、すぐさま明らかになった。

そして、協議会(詞braniya)に試験を受けに行く時が来ると多くのシャーキルドがあち

らこちらへと MukJ羽田町を持ち歩き勉強してまわるというのに、私のシャーキルドは

M此htlωarをし、くらか読み、試験を受けることを恐れなかったのだ、った。

私のシャーキルドの 1人が試験に行くことになったその時、遺産分割学 (fara)id) を

学んでいないシャーキルドは試験を受けることができないという情報が明らかになった。

そこで私のシャーキルドに遺産分割学を教えることが必要となった。この時、私自身が

遺産分割学を見たこともなく、学問的に知つてなどいなかった。私は無理に独学すると

いう方法で Sirajiyaを学び、そして学んだことをすべてシャーキルドに教えた。このお

かげで、シャーキルドは試験に合格し、私の方はこの学問を知った。そして私は学んだこ

とを確実にするために、 ιT吋ui.ヤ αl-mu手dffaとし、う題名のテュルク語の冊子を書いた。

この作品は出版されたけれども、私はまだそれを見たことがない。

[1. lla] r冊子を書いた」と述べたが、この冊子を書くことは、私にとり高価なものと

なった。なぜならこのようなものを編纂するには、数学 (Cilm-ihisab) を知ることが条

件である。私は数字を正しく並べることはできたが、数学の基礎については 1つも知ら

なかった。これを簡単に教えてくださる方もいなかった。師匠の御前へ行き、このよう

な必要があることを話すことはできない。数学について、どのような書物があるのかを

も知る方法はない。私はこのような考えに惑いながら、エルメト村にある市場(パーザ

ーノレ)に行った。私は本屋を探しに行ったのだが、 Yu必ufkitabi、Bα-dcn届n、λkhirzam白、

Tahir ila Zuhrα、Bi・gh匂rat(ash旬、 Martkαkitk命1khatun等々は勧められても、私の必要

を満たすはずのものは、見つからなかった。

そのわずか後に私は、ある方が、カザンで出版された胆sabliqという題名の書物を持

っているのを見た。まさしくその作品は、カザンの'Abdal-Qayyum afaildi 'Abd al-N匂iri

ughliによるもので、あった。書物の持ち主は、この作品の価値と、それがどれほど私の

仕事の役に立つのかを査定することができなかったので、私の頼みに応じて売ることに

同意してくださった。私も私の全財産であるお金を渡し、これを買い取った。考えてみ

れば、 25ティエン234か 35ティエンであった。私はこの書物をも毎日勉強し、独学で読

んで、数学の最も重要で、最も初めの基礎を知った。私はこれによっても書物を書き、

他の者たちに教えた。その年のうちに、マドラサにいる[1.10b]若いシャーキルドのなか

で、掛け算、割り算、足し算、引き算の基礎を知らない者は、わずかになっていたはず

である。

234 1ティエンは 1コペイカである。
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立派な髭のシャーキルドたちが、まるで街を征服して戻った勇者のように、「仲間たち

ょ!私は努力して総額 (dibj)235を出したぞ!Jと互いに知らせまわっていたけれども、

彼らの本質を隠す幕は上がってしまい、最も下の[学習]段階の子どもたちにまで、彼

らの計算力が明らかになったのである。

235 ロシア語の debit。
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11. 雑誌『スユム・ピケ (S砂町nB武α)~ (カザン、 1913・1918)記事目録

以下は、雑誌『スユム・ピケ』に掲載されたすべての記事の目録である。各号に、例

えば創刊 1年めの 1号ならば fl・lJのように、番号を付す。各記事は、各号に掲載さ

れた順に番号を付し、表題、執筆者名(翻訳記事の場合は翻訳者名)、頁を示す。特別欄

として欄名付きで掲載された記事は、その欄名を表題の前に[ ]で示し、その日本語

訳を( )で付す。表題のある記事は、その日本語訳を( )で付す。〔論説〕と付した

記事は論説および、ニュースや諸情報を報ずるもの、〔詩〕は詩、〔文学〕は詩以外の小説

などの文学作品、〔連絡〕は編集部から読者や投稿者への連絡事項を伝える記事である。

無題の記事は〔無題〕とし、記事内容の説明を簡単に付す。執筆者名のない記事につい

ては、表題と頁のみを示す。各号の表紙周辺に掲載された目次と実際の内容に相違があ

る場合は、原則として内容に従う。なお筆写が利用した史料は、ロシア国民図書館

(Rossiiskaia natsional'naia biblioteka)所蔵のコレクション (NormanRoss Publishing 

INC.によるマイクロフィルム)、およびカザン国立大学N.1.ロパチェアスキー名称学術図

書館 (Nauchnaiabiblioteka iIh. N.1. Lobachevskogo pri KGU)所蔵のものである。

1-1号 0913.10.27)

01) Bir nicha suz (緒言) (論説)IIdara/l・2

02) Muslimalarga khitab (ムスリマへのメッセージ) (詩)/Vaqif Jala1!2・3

03) Shi(r (詩) (詩)ISa (id Sunchalay 13 

04) Shari(at qashinda khatun-qizlari (シャリーアの前での婦女子)(論説)I(A. (I~matï/ 4-5 

05) S砂凹nBikα(スユム・ビケ) (論説)I(A. Fakhri/5・6

06) Qizlargha bigrakda tiy包sh(女子が特にすべきこと) (論説)/lbrahim Amirkhan/6・9

07) Balakay qizlarning ~il).l).ati 弱qlãu (幼い女子の健康を保つ) (論説)I(A. Fakhri/9・11

08)悶latunqizlarimIz (我らが婦女子) (論説 I(A.Batta1!11・13

09) Balalar tarbiyasi (子どもの養育) (論説)113欄 15

10) Zagranitsada khatunlar l).arakati (外国での婦人運動) (論説)116 

11) Rusyada khatunlar l).arakati (ロシアでの婦人運動) [論説)117・19

12)λsh su bulitni (料理欄) (論説)119・20

13) Bizanu sirrlari (化粧の秘密) [論説)121 

1-2号 0913.11.15)

01) Alifiyam! (我がAlifiyaよ!) [詩)ISa(id Sunchalay/l 

02) Bala (子ども) (論説)/QiyaJ N両国12・4

03) I:Iuquqmi? Tarbiyami? (権利か?教育か?) (論説)1 Amir (Ali Ibrahimuf!6-7 

04) Kunchilik (嫉妬) (文学/Lutfi(λdi1!7・8

05) Musiqidan da bir az (音楽について少しばかり) [論説]I(Abd Allah Nadir/8田 9
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06) Balakay qizlarning写i1).1).ati弱qlau(幼い女子の健康を保つ) (論説)/cA. Fakhri!9・11

07) Balalar tarbiyasi (子どもの養育) (論説)/11・13

08) Qu1 ishlari (手芸) (論説)/13・14

09) Bashqa millat khatunlari (他の民族の婦人たち) (論説)/15・16

10) Rusyada khatunlar (ロシアでの婦人たち) (論説J/17 

11) Musulman khatunlarinda 1).arakat (ムスリム婦人たちの活動) (論説)/17-18 

12)λsh弱 bulimi(料理欄) (論説)/18・19

13) Itning yakhshilighin bilu (肉の良質なものを知る) (論説)/19 

14) Y urt kiraklari (家に必要なもの) (論説)/19・20

15) Idaraga maktublar (編集部への投書) (論説)/20・21

16) Idaradan javablar (編集部からの返答) [連絡)/21 

1・3号 (1913.12.1)

01) Qur迦 1buzu mas)alasi (クルアーン侮辱問題) (論説)/S布川mBikα/1-4

02) [Shicr (詩)] Tush (夢) (詩)/Sacid Sunchalay/4 

03) Madaniyat yu1inda khatunlar (文明の道における婦人たち) (論説)/5・6

04)阻泊tun-qizva手fasi(婦女子の責務) (論説)/cA. Fakhri!6-8 

05) Binlgha弱tilghanqiz (売られる娘) (文学)/N. Sh./8・9

06) Sart kl頑固叫arva anlargha sartlarning qarashlari (サルトの婦人たちと彼女たちに対

するサノレトたちの見解) [論説)/cAbd al-cAziz Munasibuf/9・11

07)悶latunlartughrisinda jiyilish (婦人たちについての集会) (論説J!R. Sh./12・13

08) Yash qizlarimizdan utinich (我らの若き女子への願い) (論説J/幼madjan

mkimiyif!13 

09) Musiqi tankhindan bir az 音楽史について少しばかり) (論説) /cAbd Allah 

Nadir/13-14 

10) Bashqa millat khatunlari (他の民族の婦人たち) (論説)/15-16 

11) Billillar tarbiyasi (子どもの養育) (論説)/cAyni!16・19

12) Qul ishlari (手芸) [論説)/20・21

13) YU!1 kiraklari (家に必要なもの) (論説)/21 

14) Idilradah javablar (編集部からの返答) [連絡)/21 

1-4号(1913.12.15)

01) Uzilgan umItl 破れた希望) [文学J/Na写im/1・2

02) Tatar qizi (タタールの娘) (詩)/Vaqif Jala1!3 

03) Bizning 1).al (我々の状況) [論説〕パJmm叫E叫白血nTirishqaviya/3・5

04)λvil khatunining turmishi (農村の婦人の生活) (論説)/cAbd Allahjan Clr白nuf!5・7
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05) Turrnish maydaninda khatunlar (生活の場における婦人たち)[論説)/Facli:l Tuykin/8 

06) Khatunlargha Q.uquq (婦人への権利) [論説)/ Amir cAli Ibr剖limuf!8-10

07) Suiklu qizim! (親愛なる我が女子よ!) [論説)/Saraλdutiya/10 

08) Uquchi:larima (我が読者へ) [論説)/cA Fakhril10・12

09) Musiqishinas <<Bakh持 kim? (音楽家 rBachJ とは誰か?) [論説) /cAbd All油

Nadir/13-14 

10) clbratli suzlar (教訓ある言葉) [文学)/14 

11) Musu1man khatun-qizlarinda与arakat(ムスリム婦女子の活動) [論説)/15・16

12) Balalar tarbiyasi (子どもの養育) [論説)/16・17

13)λsh su bulimi (料理欄) [論説)/17・18

14) Yurt kiraklari (家に必要なもの) [論説)/18 

15) Maktublar (投書) [論説)/19・20

16) Idaradan javablar (編集部からの返答) [連絡)/20 

1・5号(1914.1.1)

01) MUQ.taratn mushtarilar diqqatina! (購読者の方々へ!) [連絡)/1 

02) Tatar qizi (タタールの娘) [詩)1M. Manaf!l・2

03) Millat ni kuta? (民族は何を待ち望むか) [論説)/$adri Jala1!3・4

04) Yanglish Adum (間違った 1歩) [論説)/Maryam M./ 4-8 

05) Qart qiz (老嬢) [文学/LutfiCλdil/8・9

06) 13iznihg 1;I.al (我々の状況) [論説)/Ummukulthum Tirishqaviya/9・10

01) T{JJkistanda khatunlar (トルキスタンでの婦人たち) [論説)/CA. Tirishqavil10-12 

08) MOSiqtshinas <<Bakh持 kim? (音楽家 rBachJ とは誰か?) [論説) /cAbd All油

Nadir/12-13 

0り)Balalar tarbiyasi (子どもの養育) [論説)/14-16 

10) Ash $u bulimi (料理欄) [論説)/16・18

11) YUrt klraklari (家に必要なもの) [論説)/18・19

12) Balalar uynatuda kingash (子どもを遊ばせる時の助言) [論説)/cA. Karim/19凶 20

13) Maktublar (投書) [論説)/20 

1・6号(1914.1.15)

01) Shahrda (街で) [詩)/Sacid Sunchalay /1 

02) SharICat qashinda khatun-qizlar (シャリーアの前での婦女子) [論説)/TuQ.fatullah 

ughlil2・4

03) Iming khiyanati sababli chakhutka bulghan bir khatunning bishik qirindaghi suzlari 

(男の裏切りのために肺病となったある婦人のゆりかごの側の言葉) [文学)/cA. 
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Bubi/5・9

04) Farghana khatunlan tughrisinda Nalifkin (Nalivkinがフェルガナの婦人たちにつし、

て) (論説)/ Ahmad Zaki/10・11

05) Turmish maydaninda khatunlar (生活の場における婦人たち)(論説J/F. Tuykin/12 

06) Bir iki suz (申し上げること) (論説J/ldara/13 

07) Mucallimalarga yulbashchi: qizlargha makh~匂 sikiz sanalik maktabining 

priighrammasi (女性教師の先導:女子のための 8年間のマクタプの教育課程) (論

説J!YaCqubλdutuf/14-16 

08) Balalar tarbiyasi (子どもの養育) (論説J/cAyni/17・19

09)λsh su bulimi (料理欄) (論説J/19 

10) Idaraga khanlar (編集部への投書) [論説J/20・21

11) Idaradanjavablar (編集部からの返答) [連絡J/21 

12) MUQ.taram mushtarilar diqqatina! (購読者の方々へ!) [連絡J/ldara/21 

1・7号(1914.1.25)

01) Payghambar (預言者) [詩J/( A. Tuqay /1・2

02) Mav1ud (生誕) (詩J/坦.Is加qi/2

03) Shadliq kuni (喜びの日) [論説/(A.cI~mati/3・6

04) RaQ.matli kun (慈愛の日) (論説J/Shahld AQ.madiyif/6・8

05) Payghambarimiz va khatunlar (我らの預言者と婦人たち) [論説J/M田lali/8・11

06) JVtukaddas kun (聖なる日) (論説J/Ustadh Bika/11・13

07) Bayramda khatunlar (祝祭での婦人たち) [論説 /1uifi(λdi1!13・15

08) 1¥1酌lud-inabi munasabati ila (預言者の生誕について) (論説J/cAbd All油

Nadir/15-17 

09) Bayram idi (祝祭であった) [論説J/1(/17・19

10) Zur1ar suz (偉人の言葉) [論説J/19 

11) Idaradan javablar (編集部からの返答) [連絡J/20 

1・8号(1914.2.15)

01) I:la<;iirgi mas)ala (現在の問題) [論説J/1・2

02) (無題:Khadija khanim AQ.miruvaの略伝J[論説J/3・4

03) I:Iijab mas)alasi (ヒジャーブの問題) (論説J/Jamru al-Din Va!iduf/4・6

04) Gharbi yavrupada khatunlar Q.arakati ham khatunlar mas)alasi (西ヨーロツノミでの婦

人運動と婦人問題) [論説J/FatiQ. Sayfi Qazan/6-8 

05) Astrakhanda khatun-qizlargha makh与包写 uqukichasi (アストラノ、ンで、の婦女子のた

めの読書の夕べ) [論説J/Mukhbir/8・11
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06) Zur1ar suzi (偉人の言葉) [文学)111 

07) MahfUy khanim Mu写affariyaningqi判achaghinatarjuma-i ~ãlï (Mahruy khanim 

Mu写affariyaの略歴) [論説)112・13

08)YartKGtafarinda(家庭経営について) [論説)113-16 

09)阻latunlar~urrïyatindan bir namuna (婦人の自由の 1例) [論説)116-17 

10) Dar al-fununda turk khatunlar・inamakhsus darslar (大学でのトルコ婦人のための授

業) [論説)117 

11) Maktublar (投書) [論説)117・19

12) Iftiraghajavab (中傷への返答) [論説)IAsma'/19・20

13) Yurt kiraklari (家に必要なもの) [論説]120・21

14) Idaradan javablar (編集部からの返答) [論説)121 

1・9号(1914.3.1)

01)阻latunqizlarimiz tughrisinda Tarj凹nanbabay (Tarj凹nanbabayが我らの婦女子に

ついて) [論説) Ifu~fat Allah ughli/1・3

02)悶latu凶aming~uqüqda tigizligi ham ha胆nmucashara (婦人たちの権利における平

等および良い交際関係) [論説)!Khayr All油 al-CU出mani!3・5

03) Tatar qizina! (タタール女子に!) [論説)1伯母lidA与madiyif!6・8

04) Farghana khatunlari tughfUsinda Nalifkin (Nalivkinがフェルガナの婦人たちについ

て) [論説)1 Ahmad Zaki!8-10 

05) Tatar kh包tuni(タターノレ婦人) [論説)IChi!10・13

06) Zur yügh~lülãr (大きな喪失) [論説)113 

07) Bir 旬、出血ur(1つの悲しみ) [論説)1可anMu~taqãyivã/14・15

08) Ir1atnirtg urinsizgha jabr qilulari! 男たちが不適切に抑圧すること!) [論説〕

IZaynab ~ãfinã/16・17

09) Bala1at tatbiyasi (子どもの養育) [論説)117・19

10) Shacir1atdIln iltimas (詩人方々への懇願) [投書)119-20 

11)“Yash krtunlar bazari" (r若い花嫁たちの市場J) [論説)120 

12)Ash弱bultrhi(料理欄) [論説)121 

13) idatadan javaolar (編集部からの回答) [連絡)121 

1・10(1914.3.15) 

01) cArab khatuni 切abdanilk (アラブ婦人、ヒジャーブ以前) [論説)IJamal al-Din 

Validuf!l・3

02) Qutilu yuli (救われる道) (論説) Ifu~fat Allah ughli/3・6

03) Bishik yaninda (ゆりかごの側で) (文学)I$adri Jalal!6・8
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04) Kim ul? (それは誰?) (詩J/'A. San'atil8 

05) Qiz h田nata (娘と父) (文学J/M. Manaf!9・10

06) Tatar qizina (タターノレの娘に) (詩J/'Ubayd Allah 'Abd al-Ral)manuf!ll 

07) Bizning tavishlar (我々の声) (投書J/11・12

08) Qazaq khatun-qizlar (カザクの婦女子) (論説J/Qayyum Qulatqil12・14

09) Ghuljada mavlud bayraminda khatunlar majlisinda Khadija I:Iasan tarafindan 

suylankan nutq (グルジャの生誕祭の婦人集会で阻ladijaI:Iasanによって話された

演説) (論説J/14・17

10)悶 dijavhari bilan darulanu (酸での治療) (論説J/17・18

11) Zavja ya'ni khatun narsa? (配偶者すなわち妻とは何か?) (論説J/18・19

12)阻latunlarmamlaka ti (婦人たちの国家) (詩J/19 

13) Marl).Uffia Fatima Farida khanim ruQ.ina (故FatimaFanda khanimの御魂に)(論説〕

/19 

14) Gh叫jadamavlud (グノレジャでの生誕祭) (論説J/19 

15)λsh su bulimi (料理欄) (論説J/20 

16) it tuzlau (肉を塩漬けする) (論説J/20・21

17) Yuq kiraklari (家に必要なもの) (論説J/21 

18) Ikhtar (通告) (連絡J/21 

1・11号(1914.4.1)

01)悶latunlarl).urrIyati (婦人たちの自由) (詩J/'A. Tuqay /1 

02) 'Abd All油 Tuqayifichun ('Abd Allah Tuqayifのために) (論説J/Y. Khalilil2・4

03) Tuqay qabrI yaninda (Tuqayの墓前で) (詩J/Vaqif Jala1! 4 

04) Sha'irimiz 'Abd All油 Tuqayifningkhatunlargha qarashi (我らが詩人'AbdAllah 

Tuqayifの婦人観) (論説J/Shahid A1).madiyif!5・7

05)λning suyik10 ughli (その親愛なる息子) (論説J/~adrï Jala1!7・9

06) 'Abd Allah 'Arif ughli Tuqay ('Abd Allah 'Arif ughli Tuqay) (論説〕

/<<Chaghatay>>/10・15

07) Un (苦しみ) (詩 /'A.I:I脳血/16

08)阻latIi凶arturinda Tuqay (Tuqayが婦人たちについて) (論説/1.'Adi1!16-18 

09) Sundi! (消えた!) (詩J/'A. San'ati/18 

10) Bibi阻lanimMadrasasi (Bibi悶lanimのマドラサ)(論説J/'Abdal・I:IamidAzmituf!19 

11) Mu'allim va mu'allimalarga achiq khan (男女の教師への公開書簡)(論説J/Mahruy 

Mu写affariya/20

12) Tatar khatunlarning uzghani va kilachagi (タタール婦人の過去と未来) (論説〕

/Zaynab Valiyiva/20・21
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13) Idaradan javablar (編集部からの返答) (論説)/21 

1・12号 (1914.4.15)

01)悶latunlariska alu (婦人たちについて述べる) (論説)!Y.阻lalili!l・2

02) Fatima Fanda khanima (Fatma Fanda khanimに) [詩/I:la町亘血 Fakhri!3

03) (Aqlli va utkin khatunlar (聡明かつ明敏な婦人たち) [論説) /Jamal al-Din 

VaHduf!3-5 

04)悶latunlarQ.urrligi (婦人たちの自由) (論説 /MaryamIzmayiluva/5・7

05) Bukungi vaがfamiz(今日の我々の責務) (論説)/(Ayan M田信qayiva/7・9

06) Bukharada uyghanu atharlari (ブハラにおける目覚めのしるし) (論説)/Zaynab 

Dinikayiva/9・10

07) Qarya qizlarinda uqu nichik? (農村の女子の学習はいかにして?) (論説〕

/Sara/10・11

08) Kirakli bir ish (必要な仕事) (論説)/Zahida/11・12

09) Maturliq narsa (美しさとは何か) (文学)/Badrishir/12 

10) Uquchilar bilan mu写碕iba(読者方々とともに) (論説!Ibtash/13・14

11) (無題:投書) (論説)/14司 15

12) Ruscha uqu turinda (ロシア語の学習について)[論説)/Qamar Banu Baltachiva/15 

13) Truyski (トロイツク) [論説) jUmmukulthum Isma(iluva， Maryam Shaykh 

al・Salamuva，Nafisa MUQ.ammadshina， Gulchahra Mu与田町nadjanuva/16

14)阻latun-qizdiqqatina (婦女子へ)(詩)/λminabint Mulla Muti( All油TUQ.fatullina/16

15)阻泊tunlarbilan shay匙包(婦人たちとの遊び) (文学)/17 

16) Balalar tarbiyasi (子どもの養育) (論説)/17・19

17) Baqchachiliq (園芸) [論説)/19・21

18) Idaradan javablar (編集部からの返答) [連絡)/21 

1・13号 0914.5.1)

01) Yazghi tunda (春の夜に) [文学)/Jamaluddin Yumayif!1-4 

02) Astrakhanda与ukumaturta maktablarinda uquchi musulman qizlari (アストラハン

の官立中等学校で学習するムスリムの女子) (論説)/Q. Qulatqi!4・5

03) [Shi(r (詩)] Isining (あなたの名) (詩)/S面lchalay/6

04) [Shi'r (詩)J“Qizghanichqizlar va kukdan javab" (r哀れな娘と天からの答えJ)[詩〕

/6・7

05)闘latunyuragi talpina (婦人たちの心が羽ばたく) (論説)/Naqiya/7・9

06) MarQ.amatsizlar (無慈悲) (論説)/Fatih Sayfi/9・10

07)阻latunlar加li(婦人たちの状況) (論説)/Sh. AQ.madiyif!10・13
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08) Bukharada Tuqay kichasi (ブハラでの Tuqay の夕べ) (論説) /Fatima 

Muvallahiva/13-14 

09) Balalar kuzin i(tibargha alu (子どもたちの目を大切にする) (論説)/14 

10) Balalar tarbiya turisinda zurlar suzi (子どもの養育についての偉人たちの言葉) (文

学)/15 

11) ImtiQan bulu munasabati bilan muva百aqiyatliuqu kichasi! (試験があることにつし、

て成功した学習の夕べ!) (論説)/Masrura Zabiruva/15・16

12)E:1iha14ibbat(保健) (論説)/16・17

13)λnalargha bir kingash (母親たちへの助言) (論説)/17 

14) Balaning avvalgi alti ili (子どものはじめの 6年) (論説)/17・20

15) Kabusta (キャベツ) (論説)/20・21

1・14号(1914.5.15)

01) Indi min angar ranjmim! し、まや私はそのことに怒らなし、!) (文学)/♀ Jala1!l・4

02) Bukungi va~ïfamiz (今日の我々の責務) (論説)/(Ayan M田恒qayiva/4・8

03) Yardam， yardam! (援助を、援助を!) (論説〕凡油 Mu(in/8・11

04) Qazaq khatun-qizlari (カザクの婦女子) (論説)/QayyuID Qulatqi/11・13

05) [Shi(r (詩)] Yaz irtasi (春の朝) (詩)/(A. $an(ati/13-14 

06)阻1atun吋izdiqqatina! (婦女子へ!) (詩) /λmina bint Mulla Muti' Allah 

T叫1fatullina/14

07) Iski Bukharada maktab阻1alidiyarushdi 1nchi ~inf talabasi FatiQa Dininikayuva 

tarafindan imtiQanda suylangan nutqning khula与asi(1日ブハラのマクタブKhalidiya

の中等第1学年の学生 FatiQaDininikayuvaにより、試験で話された演説の概要)(論

説)/(Aysha Burnashiva/14・15

08) Uraliskida TUQfatullinlar idarasindagi qizlar maktabinda y両almish mavlud 

majlisil1da ?arifa TUQfatullina tarafindan suylangan nutqning mafhumi (ウラリスク

の T1.1hfatul1in家が運営する女子マクタプで行なわれた生誕集会において Zarifa

Tuhfatullinaにより話された演説の内容) (論説)/I:Iabib I:Iamiduva/16・17

09) Musulman khatun-qizlarinda Qarakati (ムスリム婦女子の活動) (論説)/17-19 

10) 暗証平 al-~iQQat 保健) (論説)/(A. Fakhri/19・20

11) Oiqqat itmili (注意せねばならなし、) (論説〕庁atarqizi/20・21

1・15号(1914.6.1)

01) Indi min angar ranjmim! し、まや私はそのことに怒らない!) (文学)/♀ Jala1!l・4

02)隠語tunqizlar Qaqqinda (婦女子について) (論説)/(A. San(ati/4・6

03) Favziyam! (我が Favziyaよ!) (文学)/λmina百1./6・9
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04) Turmish maydaninda khatunlar (生活の場における婦人たち)(論説)!F. Tuykin/9・10

05) l;iart khatunning yaz bayram (サルト婦人の春の祝祭) [論説)/cAbd al-J:Iamid 

Azmituf!10-12 

06) Ghuljada khatunlar ichun ijtihad (グルジャで、の婦人たちのための努力) [論説)/B. 

CA./12・13

07) Qurqalighibizdan kilgan c;larar ham， ghayrat， himmat (無気力から生じる害、および

熱意と尽力) [論説)/Mahabbat/13・14

08) Bakhtsiz khatun (不幸な婦人) [論説)!Lapiski/14・15

09) [無題:投書) [論説)/15・16

10) Qazaq khatun-qizlari (カザクの婦女子) [論説)/Qayyum Qulatqi/16 

11) Balalar tarbiyasi (子どもの養育) [論説)/17圃 18

12) J:Iikayachik ， (小篇) [文学)/M. Fayc;li/19・20

13) Chibarlik artindan (美しさの後から) [論説)/20・21

14)λsh詞 bulimi(料理欄) [論説)/21 

1・16号(1914.6.15)

01) Indi min ahgar ranjmim! (し、まや私はそのことに怒らない!) (文学)/l;i. Jalal/1-4 

02) Yashi巾 m~abbat (秘密の愛) [文学)/Jamal al-Din Yumayif!5・9

03) [無題:投書) (論説)/7 

04) Umid (希望) [詩)/Dhi al-Nur A1:，unadi/10 

05) Tarbiya加qqinda(教育について) (論説〕パ]mmGulthum TIrishqaviya/10・12

06)胞出1asqayghim (過ぎ去らない我が悲しみ) [詩)/M~abb剖/12

07) Bakhtsiz tatar qizi (不幸なタタールの娘) (詩)/Is加qBakhitif!12-13 

08) Qizghanich Mingli Jamal (哀れな MingliJamal) [文学)/MahruyMu写affi訂 iya/13-17

09) aalalar tarbiyasi (子どもの養育) [論説)/18 

10) lyu apロkasi(良薬) [論説)/19・20

11) Ubu narsa? (接吻とは何か?) [文学)/Badrishir/20・21

12) A1niriqa khatunlar アメリカの婦人たち) [論説)/21 

1・17号(1914.7.1)

01) Bir maturgha (ある美しい人へ) (詩)/Jamal al-Din Yumayif/1 

02) Qinm khatiralari (クリムの思い出) [論説)/Sh. Mu}:lammadyaruf!2・5

03) Indi min angar ranjmim し、まや私はそのことに怒らなし、) (文学)/l;i. J alal/5・7

04)Gh叫jadaqizlar imti加ni(グノレジャでの女子の試験)[論説)/閉asanFatima Bubi/7 -12 

05)隠語tun-qizdiqqatina (婦女子へ)[詩)/λminabint Mulla MutiC Allah TUQ.fatullina/12 

06) Malmizhda musulman qizlari uchun hunarkhana (マルムジュのムスリム女子のため
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の技術学校) [論説J/(A.胞団tti/12・14

07) Ta)aththur minutlarinda (悲しみの瞬間に) [詩)!V. J./15 

08)悶latunlartavishi (婦人たちの声) (論説J/15-16 

09) Musulman khatun-qizlari 1).aqqinda ankit (ムスリム婦女子についてのアンケート)

〔論説J/17 

10) Matbu(at (出版物) [論説J/18 

11) Qizghanich Mingli J am剖:Mingli Jamal tutashning shahrga baruvi (哀れな Mingli

Jamal: Mingli Jamal tutashが街へ行く) (文学J/M油ruyMu写affariya/18・20

12) Balalar ashi (子どもの食物) (論説)/20 

1・18号 (1914.7.15)

01) Pitirburghda kingash maj1isi ham khatun qizlarimiz (ベテノレプルグでの会議と我ら

が婦女子) (論説)/Kh. Abli/1・4

02) Bukungi va~ifamiz (今日の我々の責務) (論説J/ζAyanMu与頃qayiva/4・7

03) Indi min angar ranjmim! (いまや私はそのことに怒らない!) [文学J/$. J ala1!8・10

04) KhaniI111ar turkimina (ご婦人方のグ、ループに)(詩)/Qiyam Yuldashuf/10 

05) Turmish (生活) (論説〕パJmmGulthum百rishqaviya/11・12

06) Qitay khatun-qizlari (中国の婦女子) (論説J/cAli I:Jabib/12・14

07)悶laturt-qizdiqqatina (婦女子へ)(詩J/.λminabint Mulla MutiC All油Tu1).fatullina/14

08) Vahsi'lI ir (野蛮な男) [論説)/Mingli Jamal (Izzatullina/15・17

09) Ibda.shlarima (我が仲間たちへ) (論説)/Gulthum/17・19

10) (無題:投書J[論説J/19 

11) Mul;itaram <<5砂umB故a>>idarasina! (Wスユム・ピケ』編集部御中!) [論説J/19-20 

12) Ba1alar ashi (子どもの食物) [論説J/20 

1-19号 (1914.8.1)

di) Ana ma1).abbati (母の愛) [文学)!Fatima/1・5

02) ShiCr (詩) (詩)/Sa(id Sunchalay/5 

03) Din va tughan til (宗教と母語) (論説)/Ummugulthum百rishqaviya/5・7

04) [Shicr (詩)] Qazaq qizina (カザクの娘に) [論説)/Jamal al-Din YUillayif!8 

05)むzturmishimizdan bir lav1).a 我々自身の生活の 1つの図) (論説)!Bibi Jamal 

Tirishqaviya/9・11

06) Dustima (我が友へ) [詩)/:(:ahira Baychurina/12 

07) Khatun-qizlar ichun khu詞与ikur与lar (婦女子のための学課) [論説) /Isma(i1 

(Abidi/12・14

08) Tatar qizina (タターノレの娘に) [文学J/(Abd al-Ra1).man Adhamuf!14・15
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09) Uraliskida， muζallima Bibiki Bilikuva vafat (ウラリスクで、女性教師BibikiBilikuva 

のご逝去) [論説)!Yulchi/15 

10) Javab (返答) [論説)/1ah Mu'in/16 

11) Qul ishlari (手芸) [論説)/17-18 

12) Balalar tarbiyasi (子どもの養育) [論説)/19 

13) Balalar ashi (子どもの食物) [論説)/20 

14) Idaradanjavablar (編集部からの返答) [連絡)/20 

1・20号(1914.8.15)

01)阻latunlarturinda Gugul (Gogol'が婦人たちについて) [論説)/Lut自Eλdi1!l・5

02) Musulman isiyizdinda qursistqalarimiz (ムスリム大会における我らが女子高等課程

学生) [論説/M.Ur剖bayuva/5・9

03) Jililar (泣いている) [詩)/'A. ~an'atï/9・10

04) Millat va aning tamirlari (民族とその根)[論説〕パJmmugul由umTirishqaviya/10・11

05) [Shi'r (詩)] ~abï tilagi (幼き願い) [詩)/12 

06) Kilan (花嫁) [論説)/Bibi Jamal Tirishqaviya/12 

07)切ghishham turk va tatar khatunlari (戦争とテュルク・タターノレの婦人たち) [論

説)/Gul'idhar/13・15

08) ~üghish va tatar kha厄叫ari 戦争とタタール婦人) [論説) /Bibi J amal 

Tirishqaviya/16・17

09)阻latun司izdiqqatina (婦女子へ)[詩)/λminabint Mulla Muti' A11油 Tuりfatu11ina/17

10) Uzingni qizghandirii あなた自身を哀れませること) [論説)/1. 'Abidi/18・19

11) Narsa bn (これは何か) [詩)/'A. '1~í11atï/19 

12) Balalar Uchun弱fhava(子どものための清浄な空気) [論説)/Musa al-lsmaqi/20 

1・21号(19i4!9.1)

01) Yalghiz gul (ひとつの花) [詩)/Fatima 'Aynu11ina/1・2

02)阻latunlartughtinda GUgul (Gogol'が婦人たちについて) [論説/1.'Adil/3・5

03) Niga与ungsin mini suyasing? (し、ったいなぜあなたは私を愛するの?) [文学) /~. 

Jala1!5・6

04) Ay matur qiz (ああ美しい娘よ) [詩)/V. J./7 

05)“Nilar bar kuklarda， nilar bar jirlarda?" (r何が天にあり、何が地にあるのかJ) [論

説)/Isma'il'λbidi/8・11

06) Astrakhan khatunlari (アストラハンの婦人たち) [論説) /Hasan al-Din 

Karimuf;11-14 

07) Matanat kirak (忍耐が必要である) [論説)/Vaqt ghazitasindan/14-16 
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08) U1 matur かの美人) [詩J/M. Manaf!16・17

09) $arb khatuni (セルピア婦人) [論説J/17-18 

10) Minim mungim (我が悲しみ) [文学J/Racliya Zaynul1ina/18・19

11)λziq1anu (食事) [論説J/<A. Fakhri/19・21

1・22号 0914.9.15)

01) Buyuk ustadh Isma<il bik Gha~prïnskï (偉大なる師 Isma<ilbik Gha平prinski) [論説〕

/Y. Khalili/1・3

02)阻lanimva tutash1ar diqqatina (婦女子方々へ) [論説 J/Fakhr a1・Banat

Su1aymaniya/3・4

03) Istanbul khatirati (イスタンプルの回想) [論説J/Baghbustan/4・8

04) [Shi<r (詩)] Lirmuntufdan (Lermontovから) [詩J/Jama1 a1-Din Yumayif!8 

05)λvilda mu<al1ima (村の女性教師) [文学J/~il Fakhri/9・11

06)闘latu叫arturinda Gugu1 (Gogol'が婦人たちについて) [論説/1.<Adil/11・13

07) 阻latu凶arQ.imayasizligi (婦人への保護がないこと) [論説 J/胞団dija

Chanishuva/13-14 

08) A与1daQ.urriyat ni bu1a? Siz ni disiz? (そもそも自由とは何か?あなた方はどう思う

か?) [論説J/Khadija Sh担nmasiya/14・15

09) Suyiklimning rasmina qarab: (私の愛するものの絵を見て:) [詩〕パJmmu思Il由ilm

Tirishqaviya/16 

10) Bir rasmga (1枚の絵に) [詩J/?ahira/16 

11) Qitay tarafinda Trilyski $abski digan shahrdan yaza1ar (中国方面のトロイツキー・

サブスキーという街から書く) [論説J/17 

12) Tatar khatuni irik1i bulurgha tiyush! (タタール婦人は自由であるべきである!) [論

説J/Ibrahim Va1iyif!17・19

13) Qazaq khatun qizlari (カザクの婦女子) [論説J/V. J./19・20

1・23号 0914.10.1)

01) Nindi kun? (どんな日か?) [詩J/Mirzanuf!l・2

02) Isma<il bik Gh匂prirtski (Isma<il bik Gha平prinski) [論説J/Fakhr al-Banat 

Sulaymaniya/2・4

03) Miliat d油国(民族の賢者) [論説J/Y.阻la1ili/4・7

04) Babamiz Isma<il bik (我らが父 Isma<i1bik) /Shahid A与madiyif!7・9

05) Qiymatli khurma aghachi写indi! (高貴ななつめやしが枯れた!) [論説J/M油 ruy

Mu写a百ariya/9圃 10

06) Kuz yashlari…(涙…) [詩J/<A. $an<ati/10・11
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07) Bir az iizgartilgan tiish (少し変えられた夢) (論説)/M. A1;lmar/11・13

08) Ta(ziya (哀悼) (論説)/Mahriiy Mu羽町'ariyashagirdlari!13 

09) Maddaliλ(マツダつきの λ) (論説/Lutfi(Adil/13-16 

1 0) ~iighish munasabati ila (戦争について) [論説)/16 

11) Mi~r khatiinlari (エジプトの婦人たち) (論説)/17 

12) Uqiichilar birla mu写劫iba(読者方々とともに) (論説)!Diistingiz/17・18

13) Qitay khatun qizlari (中国の婦女子) (論説)/18-19 

14) Balalar tarbiyasi (子どもの養育) (論説)/20 

1・24号 0914.10.17)

01) <<S均似mBik砂 zhiirnalinahadiyamiz (Wスユム・ピケ』誌への我々の贈りもの) [論

説)/Rida> al-Din b. Fakhr al・DIn/1・5

02)坦aclrat-iFatitnaning qahramanlighi (Fatima様の勇気) (論説)!y.胞団lili!5・8

03) ~nghish ham muda (戦争とモード) (論説)/Basharuf!8・12

04) Kiiz (瞳) (詩)/Z.l:Iubbiya/12 

05) l:Iu凶 yatninichik anglisiz (λnkitka javab) (あなた方は自由をどのように理解する

のか?アンケートへの回答)) (論説)/Salima/13・14

06) (Id・isa(id mubarak iilsiin! (祝祭のお祝いを申し上げます!)(論説)!F誌hral-Banat 

Sulaymaniya/14-15 

07) I:tuqiiqqa (a>id (権利について) (論説)/Sh. A与madiyif!15・17

08) Vaqt yardam tili (時は援助を望む) (論説)/17・18

09) Iftiragha javab (中傷への返答) [論説)!Fatima Farida/19-20 

2-1号(1914.11.1)

01) Zhiirnalimizning ikinchi ili (我々の雑誌の 2年め) (論説)!y.闘lalili!l・2

02) l:Iurriyat I1arsa? (自由とは何か?) (論説)!Fakhr al-Banat Sulaymaniya/3 

03)阻iatun-qizlaritnizQ.aqqinda m時taramMiisa afandi Bigiyif fikri (我らが婦女子につ

いての、尊敬する Miisaafartdi Bigiyifの思想) (論説)/4・6

04) Yiiragima! (我が心へ!) (文学)/(A. A./6・7

05) l:Iacltat-i Fatimaning qahramanlighi (Fatima様の勇気) [文学)!y.悶lalili!7-10 

06) Yanga iigha izgi tilaklarim (新しい年にむけて私の善き願し、) (論説)/Mahriiy 

Mu写a百"ariya/10・11

07) [Shi(r (詩)J…gha (ー・へ) (詩)/Jamal al-Din Yiimayif!11・12

08) Dar al-mu(allimat (女子師範学校) (論説)/Z.l:Iusayn/12 

09) Balalarning yakhshi biiliivi ata ananing yakhshi buliivinda (子どもの改善は父母の

改善にある) [論説)/Z. l:Iubbiya/12・13
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10) [Shi'r (詩)] Tiinlarim va kiinlarim (我が夜と我が昼)(詩J/(Alimjan Aqchiirin/13・14

11) Yapiiniyada khatiinlar... (日本での婦人たち・・・) (論説/(A.Ra1.1imuf!14・15

12)λvillarda faminizm (農村でのフェミニズ、ム) (論説J/Lapayski/16-17 

13)闘lanimva tiitashlargha (婦女子方々へ) (論説J/Khad司aTimbikiya/17・18

14) Matbii(at (alami (出版物の世界) (論説J/18・19

15) Qazanda khatiin-qiz (alami (カザンの婦女子の世界) (論説J/19・21

2-2号(1914.11.15)

01) Madani tarbiya (文明的教育) (論説J/Fakhr al-Banat Sulaymanuva/1・3

02) Shi(rchik (小詩) (詩J/S. Siinchalay /3 

03)切19hanchachak (しおれた花) (文学J1M. (U血man/3・5

04) Mu1.1taram khvajamiz Isma(il bik rii1.1ina (尊敬する我らが師 Isma(ilbikの御魂に)(論

説J/(Abd Allah Biibi/5・7

05) Babamiz Isma(il bikning rii1.1i aldinda tiz chiigam (我らが父 Isma(ilbikの御魂に私

は脆く) (論説J/λbriiy Naqiya/7・9

06) U gi balaning kiirmishi 継子の見たこと) (詩)/Imam al-Din Shimasi/9-10 

07) Ham qiianabiz ham biirchilabiz (我々は喜びもし、心配もする) (論説) /(A. M. 

Chagatay /10・11

08) Aydangiz birla! (早くご一緒に!) (論説)/Kamila M同 affariya/11・13

09) Bakhtsiz tiighanlar (不幸な親族たち) (詩)/(A. ~an(atï/13 

10) l:Iif~ alマi1.11.1at 保健) (論説)/(Abd Allah Sulayman/14-16 

11) Zindan yimishlari (牢獄の果実) (詩)/Zayn al-Din Taj al-Dinuf!16-17 

12) Musulmanlarda khat面l-qiz(alami (ムスリムの婦女子の世界) (論説)/17・19

13) Qazanda kha泊n-qiz(alami (カザンの婦女子の世界) (論説)/19 

14) Idaraga maktiiblar (編集部への投書) (論説)/19-20 

15) Idaradan javablar (編集部からの返答) (連絡)/20 

2・3号(1914.12.1)

01)悶latiinliq(婦人たち) (論説)/Fakhr al・BanatSulaymaniya/1・4

02) Tiitashqa (令嬢へ) (文学)/(Aks/4・9

03) Uylarim 私の考え) (詩)/S. Siinchalay /9 

04) l:Iurriyat (自由) (論説)/(Abd al司amidal-Muslimi/10-12 

05) Kiizgi tiin (秋の夜) (詩)/Mullajan悶laliquf!12・13

06) Yash ana (若い母) (文学)/N. Diimavi!13-15 

07) ~iilghãn chachak (しおれた花) (文学J1M. (U出man/15・17

08)阻latiin司iz(alami (婦女子の世界) (論説)/18・19
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09) Balalar tarbiyasi (子どもの養育) [論説)/19・21

2-4号(1914.12.15)

01) [ShiCr (詩)] Yash qizgha (若い娘へ) [詩)/Jamal al-Din Yumayif!l 

02) Sharqda khatun tasatturdan ilk ham詞ng(東方における婦人の隔離について、以前

と最近) [論説)/Fakhr al・BanatSulaymaniya/2・6

03) [Kitablar h田nalargha tanqid (書物と批評)] Suyun Bika (スユン・ピケ) [論説〕

/Z品ciValidi/7・11

04) Yash ana... (若い母…) [文学)/N. Dumavi/l1-14 

05) Yasha Zubayda yashim min 生きよ Zubayda、私は生きる) [論説) /Shahid 

A4madiyif!14-17 
06)坦urriyat 自由) [論説)/cAbd al・l:Iamidal-Muslimi/17-19 

07)λsh su bulimI (料理欄) [論説)/19 

2・5号(1915.1.1)

01) Biz :l:tayatk.a nichik加c;lirlanamiz(我々は人生に対しどのように準備するのか) [論

説)/F. B. S叫a戸naniya/1・5

02) [Kitablar ham alargha tanqid (書物と批評)] Suyun Bika (スユン・ピケ) [論説〕

/Zaki Va1idi/5・6

03) Irikim yfiq 私の自由はなし、) [文学)/λbruy Naqiya/7・9

04) I:lac;litgiha angladim (今こそ私は理解した) [論説)/S. cI~mat/9・10

05) Kilin (花嫁) [文学)/Rahim Bayaziduf/11・12

06) Balaiar uyni (子どもの遊び) [論説)/Ma/12・15

07) ~ulgháh chachak (しおれた花) [文学)/M. CUthman/16・19

08)加ghishham khatunlar (戦争と婦人たち) [論説)/19・20

2-6号(1~15.1. 15) 

01) Shihab al-Din al・Marjani:l:tac;lratlari (Shihab al-Din al-Marjani様) [論説) !y. 

隠lalili/2・7

02) Tatar khatun勺izlaridiqqatina (タターノレの婦女子へ) [論説) /Fakhr al・Banat

Sulaymaniya/7・8

03) Marjani :l:taqqinda kichkinaligimda yazghan baζc;l narsalarim munasabati ila (Marjani 

について私が若い頃に書いたものに関して) [論説)/Ahmad Zaki Validi/8-12 

04) Yubili kuni (記念日) [論説)/Shahid A4madiyif!12・15

05) Shihab al-Din al-Marjani :l:taqqinda fikn (Shihab al-Din al-Marjaniについての考え)

〔論説)/cA. M. Chaghatay/15・19
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06) Mu1).taram Shihab al-Din 1).aclrat (尊敬する Shihabal-Din 1).aclrat) 論説)/Mahruy 

Mu早affariya/19・20

07) Shihab 1).aclrat (Shihab 1).aclrat) [論説)/Sharif l:Iusaynuf!20・23

08) Mavlid kuninda (生誕の日に) [詩)/Jamal a1-Din Yumayif!23・24

09)棋Chinbilan yalghan沖 cr真実と嘘J) (論説)/24・26

10) I'lanlar: uzina (umrlik ibdash izlachi (広告:自分にとっての生涯の仲間を探す者)

〔連絡)/26 

2・7号(1915.2.1)

01) Qizlargha (娘たちへ) [詩)/M. Manaf/1 

02) Zahra khanim tughrisindan (Zahra khanimについて) (論説)/Ma1).bub Jamal 

Aqchurina/2-3 

03)λngghi mingi vaqtqa bir tavish! (愚かな時に声を!)(論説)/KamilaMu写affariya/3・6

04) [Kitablargha 1).aqqinda tanqid (書評)JSuyun Bikα(スユン・ピケ) [論説)/Zaki 

Validi!6・10

05) Qiz bala (女子) (詩)!Mull可h 阻laliquf!10

06) Irkutski khaniml亙ri(イルクーツクのご婦人方) (論説)/Qiyam Yuldashuf!10・12

07)λta， ana va mu(allimalar (父親、母親、女性教師たち) (論説) /Khad司a

Shammasiya/12-14 

08) AtIktitasindan (Epiktetosより) (文学)/'Abd Allah Sulayman/14 

09) Baiaiar tarbiyasi 1).aqqinda (子どもの養育について) (論説)/F. Sula戸naniya/14・15

10) Truskida Ueharuflar yuqinda yã~ãlghãn∞avlid kichasi沖 munasabati1a(トロイツク

のむcI1aruf家で行なわれた「生誕の夕べJについて) (論説) /Jamal al-Din 

Yumayif/is・17

11) [ζ11m・itarbiya suzlari (教育学の言葉)] Bala uynchiqlari (子どものおもちゃ) (論

説)/'A.悶iatti!18・19

12) Idaragha maktublar (編集部への投書) (論説)/19・21

13) Ash詞 bulimi(料理欄) (論説)121 

2-8号 (1915.2.15)

01) Kuzgi chachak (秋の花) (文学)/回ti1).Sayfi Qazanli!l・6

02)λmiriqada khanimlar qlubi (アメリカにおけるご婦人方のクラブ)(論説)/K. B./6-9 

03) <<Chigish urnak1ari>> (r刺繍の手本J) (論説)/Dhakira Sharaf!9・11

04)阻latun1iqirlik taqushi (女性性、男性性の議論)(論説)/坦asanal-Din Karimuf!11・14

05) Ballada (バラード) (詩)/M. Manaf!14・15

06)λnasing qabri ustinda (その母の墓上で) (文学)/'A. Ch./15-16 

140 



07)羽ldatkhatiinina (婦人兵士へ) [詩)/J. Yiimayif!16-17 

08) [(11m・itarbiya siizlari (教育学の言葉)] Uyn ham ish (遊びと仕事) [論説)/(A. 

Khatti/17・19

09)λsh弱 biilimi(料理欄) [論説)/19・20

10) Yiiq kiraklari (家に必要なもの) [論説)/20 

2・9号(1915.3.1)

01) Kiizgi chachak (秋の花) [文学/Fati1.1Sa同 Qazanli/1・7

02) Kimdan bii? (誰からこれが?) [論説)IM功biibJamalλqchiirina/7・9

03)λmiriqada khanimlar q1iibi (アメリカにおけるご婦人方のクラブ)[論説)/K. B./9-12 

04) Balalar tarbiyasi (子どもの養育) (論説)/F. B. Sulaymaniya/13・16

05) J:Iurriyat (自由) [論説 /(Abdal-J:Iamid al-Muslimi/16・19

06) Fatma Farida khanimning avilda vaqti (Fatima Farida khanimが村にいた時) [論

説)/Marhaba Batirshina/19・20

2・10号(1915.3.15)

01)闘latiin(婦人) (詩)/柑百lmach神/1

02) Fatma va aning takamili (Fatmaと彼女の成長) [文学)/2・6

03) [Shi(r (詩)] Qara khatralar... (暗い記憶…) (詩)/(A. San(ati/7 

04) Balalar tarbiyasi (子どもの養育) [論説)/F. Sulaymaniya/7・10

05) [無題:投書) (論説)/10・14

06) [Shi(r (詩)]λp面na(我が姉へ) [詩)1M. Abrar Sa(idi/15 

07) Yiirt kiitii 恒rinda(家庭経営について) [論説)/15・17

08)悶latiin-qizmas(alasi munasabatila (婦女子の問題について) (論説)/J:Iaqq/17・20

09) Idaragha maktiiblar (編集部への投書) [論説)/20・21

2・11号(1915.4.1)

01) Fatima va aning takartlili (Fatirhaと彼女の成長) [文学)/1・6

02) Qazan tatarlatinirtg qara siizlarina (a)id yanga atharlar (カザン・タタールの民俗文

学についての新しい著作) (論説)/Ahtnad Zaki Validi/6-12 

03)…卯ng(…後) [詩)/13. Mir胡削f;12

04) Turkistanda (トルキスタンで) (論説)/K. Mu写affanya/13-17

05) Ank田na(我が母へ) [詩)/M. Abrar Sa (idi/17 

06) Madani ishlarimiz (文明的な仕事) [論説)!Karim Musharrafuf!18-19 

07) Tabnk (祝辞) [詩)/Ruqqayyalbr油 imuva/19・20

08) Maktiiblar (投書) [論説)/20 
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2・12号(1915.4.15)

01) (Ashiq 恋人) [詩]/(A. San(ati/1 

02) Fap.ma va aning takamili (Fap.maと彼女の成長) [文学]/2-9 

03) Qazan tatarlarining qara suzlarina (a)id yanga athar1ar (カザン・タタールの民俗文

学についての新しい著作) [論説]/Ahmad Zaki Validi/10・14

04) Buldiqsizlighibiz (我々の無能さ) [論説]/F. B. Sulaymaniya/14・18

05) [Shi(r (詩)JM功abbatich面1 (愛のために) [詩J/J. Y面nayif!18

06) Yurt kutu悼rinda(家庭経営について) [論説] /Ghavvã~ Fakhr al-Dinuf!18-20 

07) Mu1}.t紅白nmu(allimalar diqqatina (尊敬する女性教師方々へ)[論説]/(Abd al-Ghaffar 

Luqmani/20・21

2・13号(1915.5.1)

01) Gulistan (蓄積園) [詩]/V. J./1 

02) Su) isti(mal itmadim (私は悪用しなかった) [文学]/Sh. A与madiyif/2・5

03) Turkistanda tatar khanimlari (トルキスタンでのタタールのご婦人方) [論説〕

/Kamila Mu平affariya/6-8

04) [Shi(r (詩)Jλnairkasi (母のお気に入り) [詩]/(A. San(ati/8 

05) Qazan tatar1arining qara suzlarina (a)id yanga athar1ar (カザン・タタールの民俗文

学についての新しい著作) [論説]/ Ahmad Zaki Validi/9・12

06) 坦if写 al-~i1.l1.lat 保健) [論説J/(A. Fakhril12・13

07) [Shi(r (詩)] Tul khatungha (未亡人に) [詩J/M. Abrar Sa(idi/13・14

08)λlmas ham qan (ダイアモンドと血) [文学]/Sh. l:Iusaynuf!14・17

09)阻泊tunlamingijtima(i va~ïfasï (婦人の社会的責務) [論説 /(A.1:1./17・19

10) Idaragha maktublar (編集部への投書) [論説J/19 

11) Truyskida (トロイツクで) [論説]1M. ~./19-20 

12)桝Matbu(attirasinda yurugan makhdumga沖 cr出版物のまわりをめぐるマフドゥーム

へJ) [論説]/(A. Ch./20・21

13)悶lanimlarichun jaylik darslar (ご婦人方のための夏季の学課) [論説]/21 

2・14/15号 (1915.5.18)

01) SU) isti(mal itmadim (私は悪用しなかった) [文学]/Sh. A与madiyif!1-5

02) [Shi(r (詩)] <<Aviru伺1khatunning du(asi持 cr病気の未亡人の祈祷J) [詩]/Im盈n

al-Din Shammasi/5 

03) Qazan tatarlarining qara suzlarina (a)id yanga athar1ar (カザン・タタールの民俗文

学についての新しい著作) [論説J/Ahmad Zaki Validi/6・9
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04) Dustlarima (我が友へ) [詩J/咽Kukib神/9

05) Qizlar maktabining priigrammasina da'ir (女子マクタプの教育課程について)[論説〕

/9・12

06) Mahabbat (愛) [詩 /CA.~ancati/12-13 

07) Maktablarimiz (我らのマクタブ) [論説J/F. B. Sulaymaniya/13-14 

08)λlmas ham qan (ダイアモンドと血) [文学J/Sh. I:Iusaynuf!14-16 

09)加ghishdabala mal}.abbati (戦争における子どもの愛) [詩J1M. Manaf/17 

10)加19hanchachak (しおれた花) [文学J/M. (U血man/17・23

11) I:Ii匂 al-~iQ.Q.at 保健) [論説J/(A. F北hri/23・24

12) Balalar tarbiyasi (子どもの養育) [論説J/25・26

13) Maktublar (投書) (論説J/26・28

14) Adabiyat kichasi (文学の夕べ) (論説J/28・29

15) Imtihan (試験) (論説J/F. B. Sulaymaniya/29 

16) Samarqand khatun qizlari (alamindan (サマルカンドの婦女子の世界から) [論説〕

/(Abd al・HamidC~amati/30・33

17)λsh su bulimi (料理欄) [論説J/33 

2-16/17号 0915.6.25)

01) Shi(r (詩) [詩J/N. Dumavi/1 

02) Su' istiCmal i回 adim(私は悪用しなかった) [文学J/Sh. A恒nadiyif/2・6

03) <<~ãghit1ü悼 cr寂しく思うこと J) (詩J/M. Manaf!6・7

04)加19hanchachak (しおれた花) [文学J1M. (U血man/7・10

05) Ucham kukga (私は飛ぶ、空へ) (詩J/V. J./10 

06) Sifa1;tat khatiralari (旅行の思い出) [論説 /S.CI~mat/11-12 

07) Itka qiz (わがまま娘) (文学J/Fayc;li/12・15

08) [Shi(r (詩)] Qurqinich kun... (恐ろしい日…) (詩J/cA. Bigi/15 

09) QaZaq (ayallanning加li(カザクの家族の状況) [論説!DamitkanIrjaniya/16・17

10) Mufti Q.adratning vafati munasabati ila (ムフティー狽下のご逝去について) [論説〕

/17・19

11) I:laji Tarkhandaghi 旬、ththratim(ハジ・タルハンで、の我が悲しみ) (文学)/(λla' 

al-Din Jalali/19・20

12) 叩if写 al-~iQ.Q.at 保健) (論説)/cA. Fakhri/20・21

13) Balalar tarbiyasi (子どもの養育) (論説J/22・23

14) FatiQ.a khanimajavab (FatiQ.a khanimへの返答) (論説)/F. B. Sula戸naniya/23幽 25

15) Vahshト<khalfa唱araddiya (野蛮な「ハルファ」への反論) (論説)/25・27

16) Fa'idali kingashlar (有益な助言) [論説J/28 
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2・18号(1915.7.15)

01)悶latunlarma司idda...(婦人たちがマスジドで・…) (論説)/幼madT可al-Din/1・4

02)加19hanchachak (しおれた花) (文学)1M. (U白man/4・8

03)加ngghizarim (最後の我が嘆き) (詩)/B. Mirzanuf!9 

04) Qãri与白~i(asï (痛ましい不幸) (論説/Fati1;tB誌r/10・12

05) Yuqliq dunyasining qarangghilighindan ki1gan qunaqlar (無の世界の暗聞から来た

客) (論説)/12・15

06) Tanqi由凶?Taqrurmi? (批判か?評価か?) (論説)/Kamal Nughay /15・16

07) Siya1;tat khatiralan (旅行の思い出) (論説)/S.胃mat/17・20

2・19号(1915.8.1)

01) Bizda Qasim bik Amin (我々のもとでの Qasimbik Amin) (論説)/(A. BattaV1・5

02)加ghishdanrusya ni kuta? (戦争にロシアは何を期待するか?) [論説) /(A. 

(Ismati/5・9

03) Kutkanim (私は待っていた) (詩)1M. Manaf/9-10 

04) Bir mu~劫iba (ある会見) [論説)!y.闘lali1i/10-14

05) Yuqliq dunyasining qarangghilighindan ki1gan qunaqlar (無の世界の暗聞から来た

客) (論説)/Z. H./14・17

06) Bayramrrti bu? (祝祭か、これは?) (詩)/Ruqayya Ibr誼1Imiya/17圃 18

07) Isvachda ibtida(i maktablar (スウェーデンでの初等学校) (論説) /(A. 

al・Mus1itni/18・20

08) Qizlar maktabining prugrammasina dalir (女子マクタブの教育課程について)(論説〕

/Fatima Badi(iya/20 

2-20号(1915.8.15)

01) [Shi(r (詩)] Baha? (価値?) (詩)/N. Dumavi/1 

02) Ishlarga kirak (働く必要がある) [論説)/F. B. Sulaymaniya/2・3

03) $ulghan chachak (しおれた花) (論説)1M. (Uthman/3・6

04) ((Qaban神dacrカバンj にて) (言寺)/(A. $an(ati/6・7

05) Min sini弱ghinam(私はあなたを恋しく思う) (文学)/(A. Bigi/8・10

06)(λliya ((λliya) (文学)/Q. Yuldashuf!10・12

07) Isvichda ibtidali maktablarning prughrammasi (スウェーデンでの初等学校の教育課

程) (論説)/(Abd al・I:Iamidal-Muslimi/12-14 

08) Qul ishlan (手芸) (論説)/(Ammi/15・17

09) Qizlar maktabining prugrammasina dalir (女子マクタブの教育課程について)(論説〕
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/Fatima BadiCiya/18 

2-21号(1915.9.1)

01) TabiCat baqchasi (自然の庭) [詩J/B. Mirzanuf!l・2

02)むqutubabinda tub mas)alasi (教えることに関する基本的問題) [論説J/cA. 

CI~matl/2・3

03) TabiCat quchaghinda (自然の抱擁で) [文学J/Ra恒mBayizid/4・7

04) [Shicr (詩)] Bakhtsiz qiz， turmish tirnaghinda (不幸な娘が生活の爪で) [詩J/cA. 

$ancati/7・8

05) Bir ma写lumaningturmishindan bir yafraq (ある抑圧されし女の生活の 1面) [文学〕

/Z. I:Iubbiya/8・9

06) Kinimatughraflargha yash balalarni alub baru l:taqqinda bir nicha suz (映画に幼し、子

どもを連れて行くことについて申し上げること) [論説J/$司/9・11

07) cAliya (cAliya) [文学J/Q. Yu1dashuf!ll・12

08) I:Iijab (ヒジャーブ) [論説J/cA. cA写amat/12・15

09) U白ghasiy劫at(ウフアへの旅行) [論説J/M油 ruyM碍 affariya/15・17

10) Isvich ld唱団凶ari スウェーデンの婦人たち) [論説J/17-19 

11)λvil qizlarimiz (我らの農村の女子) [論説J/Lapayski/20 

2・22号(1915.9.20)

01) Ankam qabri yaninda (我が母の墓前で) [詩J/B. Mirzanuf!1-2 

02) Asirlik (囚われ) [文学J/F. B. Sulaymaniya/2・5

03) Ganarar (稿料) [文学J/B./5・13

04) [ShiCr (詩)] Tutashgha [娘にJ[詩J/cA. $ahCatl/13 

05) Mlnim tarikhim (我が歴史) [文学J/I:taqq/14-18 
06) Pitraghradda khatun-qiz dunyasi (べトログラードでの婦女子の世界)[論説J/Zakiya 

CAbidiya/18-19 

07) Ufagha siy碕at(ウブアへの旅行) [論説J/MahruyMu写affariya/19

08) [無題:広告J[論説J/20 

2・23号(1915.10.4)

01) [Shicr (詩)] Bayram bulagi (祝祭の贈りもの) [詩J/M. Abrar Sacidl/1 

02) cId・ sharifmubarak bu1sun (祝祭のお祝いを申し上げます) [論説J/F. B. 

Sulaymaniya/2-3 

03) Dunyaning turli puchmaghinda jighrafi (世界の様々な場所の地理) [論説J/坦abib

Allah Zaynl/4・6
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04)(λ)ila， tarbiya va ta(lim (家族、養育と教育) (論説J/(Ammi/7・10

05) Minim kiingi1im (我が心) (詩J/色limjanλqchiirin/10・11

06) Minim tarikhim (我が歴史) (文学〕庁予aqq/11-15

07) SiyaQat khatiralari (旅行の思い出) (論説J/Baghbustan/15・18

08) Balalar tarbiyasi (子どもの養育) [論説J/18・20

09) Fa)ida1i kingashlar (有益な助言) (論説J/20 

2・24号(1915.10.17)

01) Iki miing (2つの悲しみ) (詩/(Alimjanλqchiirin/1・2

02) Yavriipalilar na平arinda(a)ilalaming ahammiyati (ヨーロッパ人の見解における家族

の重要性) (論説J/(Ammi/3・5

03) Triiyskida dar al・mu(allimat (トロイツクの女子師範学校) [論説J/Marfii(a 

Tuqtaruva/5・10

04) Siy劫atkhatiralari 旅行の思し、出) (論説J/Baghbustan/10・14

05) (Ashiq 恋人) (詩J/B. Mirzanuf!14 

06)λnkita， qizlami nichik tarbiya qiliirgha kirak? (アンケート、女子をどのように教育

する必要があるか?) (論説J/Idara/15・16

07) l:Iif~ al-1?i悼atham tibb biilimi (保健と医学欄) (論説J/16・19

08) Balalar nichik ashtiirgha (子どもにどのように食事させるか) (論説J/19・21

3-1号(1915.11.5)

01) Ma:?1iima zari (抑圧されし女の嘆き) [詩J/B. Mirzanuf!1-2 

02) Mu(allimalikda (女性教師の職で) [文学J/FatiQ Bakr/2・6

03) (A)ila tiighrisinda prafisiir Biikhnaming mulaQi祁si(家族についての Buchner教授の

考察) (論説J/(Ammi/6・9

04) Qazachi h田nbashqurd arasinda siyaQat (カザークとパシュコルトの間の旅行) (論

説J/Baghbustan/9・14

05) Urinbiirghda khatiinlar (オレンブルグでの婦人たち) (論説J/(Abd al-l:Iamid 

al・Muslimi/14-17

06) Yavriipada ing bakhtli khatiinlar (ヨーロッパで、最も幸運な婦人たち)(論説J/17・18

07) l:Iif:? al-sihbat (保健) (論説J/19-20 

3・2号(1915.11.15)

01) $aghinii (恋しく思うこと) (詩J/B. Mirzanuf!21-23 

02) C庁ila加llari(家族の諸状況) [論説J/B句hbustan/23・26

03) Mucallimalikda (女性教師の職で) [文学J/Fatih Bakr/27・30
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04)λnkitqa javab (アンケートへの回答) [論説J130・33

05) Buyuk白dica(大きな悲劇) [論説J/F. B. Sulaymaniya/34-36 

06) clffat伺tash}:laqqinda (Clffat tutashについて) [論説JIS.首mat/36・38

07) [Shicr (詩)] Qara kuchlar (強し、力) (詩J1M. Abrar Sacidi/38 

08) Tatar uqituchilarina yardamjamCiyati (タタール教師のための援助協会)[論説JIGul 

Munavvar Nughay 139 

09) Idara-i baytiya }:laqqinda bir utirish (家庭経営についての話しあい) (論説J140 

3・3号(1915.12.3)

01) Gul baqchasinda (花園で) (詩JIB. Mirzanuf!41・42

02) Mashhura khatunlardanλmina bint Vahab (著名な婦人より λminabint Vahab) (論

説J/F. B. Sulaymaniya/42-44 

03)λnkitqa javab (アンケートへの回答) (論説J145-48 

04)λvil mucallimasining回rmishi(農村の女性教師の生活) [詩JIls}:laq Ba}:lituf/49・50

05) Qazandaghi musulman qachaqlargha yardam k亙mititiva anda ishlauchi khatun 

qizlar (カザンにいるムスリム避難者のための援助委員会とそこで働く婦女子) (論

説)150・51

06) Fatima Farida khanim namina qurilghan maktabka nigiz quru marasimi (Fatima 

Farida khanimの名にちなみ建設されるマクタブの定礎の式典) (論説)152・56

07)λnalarningヨlilaichindagi va balalari qashindaghi ba c<;1 }:lallari (母親が家族のなか

におり、子どものそばにいることについての諸状況) (論説)157・59

08) Mar}:luma伺ghanitnNafisa Bika rul).ina (亡き我が親族 NafisaBikaの御魂に) (詩〕

IlsmaCil cAbidi/60 

3・4号 (1915.12.15)

01) Birinchi adiitnlar (最初の 1歩) (詩)IZ. R. Liya/61 

02)阻1araba(廃撞) (詩J!N. Dutnavi/62 

03) Bir iki suz (申し上げること) [論説JIF. B. Sula戸naniya/63

04) Quraysh qizi (Qurayshの娘) [文学)1 (F. B. Sulaymaniya) 163・6フ

05)咋 ila}:lallari 家族の諸状況) (論説)IBaghbustan/68・70

06)λnkitqa javab (アンケートへの回答) (論説)170・73

07) Uylar 考え) (詩)/Farida Ibrahimuf!73・74

08) Pinza gubirn亙sindakhatunlar (ベンザ県での婦人たち) (論説 JIKarim 

Musharrafuf!74・76

09) [ShiCr (詩)] (無題) (詩)IJ. Yumayif!76 

10) Dunyaning turli yaqlarinda khatun-qizi恒li(世界の様々な場所での婦女子の状況)
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〔論説)/77・79

11)…ga (…へ) [詩/NaqiIsanbat/79 

12) Bukharada maktabka ijazat (プPハラでのマクタプへの許可) [論説) /Zaynab 

SaCdiya/79・80

3・5号(1916.1.1)

01) Mavlid hurmatina (御生誕に) [詩)/Karim Musharrafuf!81-82 

02) Rus khatunlarining }:larakati (ロシア婦人たちの運動) [論説)/Y.岡田lili/82-85

03) Quraysh qizi (Qurayshの娘) [文学)/F. B. Sula戸凶niya/85・91

04)守 ila}:lallari 家族の諸状況) [論説)/Baghbustan/91・95

05) [Shicr (詩)] Mavlid極nginda(生誕の暁に) [詩)/M. Abrar Sacidi/95 

06) Qazandaghト<Kutubh盈la-iislamiya>> va khatun-qizlar (カザンにある「イスラーム図

書館Jと婦女子) [論説)/Zakiya/96・98

07) Italiyada khatun-qiz イタリアでの婦女子) [論説)/98・99

3・6号(1916.1.24)

01) [無題:祝辞) [論説)/101 

02) [Shi'r (詩)] MatbuCat-i mavquta (定期刊行物) [詩)1M. Abrar Saζidi/102 

03) MatbuCatning un ili (出版物の 10年) [論説)/Y.阻lalili/103圃 105

04) MatbuCat-i mavqutamizning 10 ili munasabatila (我々の定期刊行物の 10年につい

て) [論説)/cA. Batta1!106-109 

05) Idil buyi matbucati イデ、ル流域の出版物) [論説)/F. B. Sulaymaniya/109・111

06) Un il (10年) [論説)/Sh由同地madlyif!111-114

07) MatbuCat ham khatOn-qiz dunyasinda uzgarish (出版物と婦女子の世界における変

化) [論説)/F剖hBakr/I14・117

08) cIffat tutashgha (cIffat何回shへ) [論説)/Sharifa Timurbay /117・118

09) [無題:アンケート) [論説)/119 

3・7号(1916.2.1)

01) [Shicr (詩)] Tushimda (我が夢で) [詩)/Gh. ~an(atï/121 

02) Quraysh qizi (Qurayshの娘) [文学)/F. B. Sula戸naniya/122・125

03) Ulgan apぉnkh前iral町(亡くなった我が姉の思い出) [文学)/N吋ibc~rï/126・128

04)守i1a与allari(家族の諸状況) [論説)/Baghbustan/128-131 

05)λnkitqa javab (アンケートへの回答) [論説)/131-134 

06) [Shicr (詩)] Kunlik daftarimdan (我が日記より) [詩)/J. Yumayif!134 

07) Maktablar， mucallima va mu(allimlarimiz }:lalindan (マクタプ、および男女の教師の
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状況について) (論説)/Karim Musharrafuf/136-137 

08)心nilliq matbuCatda khatun qiz>> maqalasi munasabatila U10年間の出版物におけ

る婦女子J論説について) (論説)/137・139

3・8号(1916.2.15)

01) [Shicr (詩)] Tughanima! (我が親族へ!) (論説)/cA. Bigi Qazanli/141 

02) Quraysh qizi (Qurayshの娘) (文学)/F. B. Sula戸naniya/142・145

03) Ulgan apam khatiralari (亡くなった我が姉の思い出) (文学)/Najib cA与ri/145・148

04) Izdi! 殴った!) (詩)/<<Al).saniya>>/148 

05)企ila~ãlllarï 家族の諸状況) (論説)/Baghbustan/149・152

06)λstrakhanda qiz balalargha makh写匂 mavlid(アストラハンでの女子のための生誕

祭) (論説J/Janbik/152・153

07) [Shicr (詩)] (無題J(詩J/cA. Bigi Qazanli/153 

08) I:Iif~ al-~i~~at (保健) (論説J/154・156

3・9号(1916.3.1)

01) [ShiCr(詩)J白血 idilina(ウファ河に) (詩J/N.D加制/157

02) Ulgan atam khatiralari (亡くなった我が姉の思い出) (文学J/N吋ibcA与ri/158・162

03) Quraysh qizi (Qurayshの娘) (文学J/F. B. Sula戸naniya/162・165

04) $atilghan qiz (売られた娘) (詩J/Jahan Amiriya/166 

05) M~tárama Fatima Farida khanim ~aqqinda 写abïliq khatiratim (尊敬する Fatima

Farida khahimについての私の幼い頃の思い出)(論説J/胞団dijaDunayiva/166-169 

06) Fatitha FatIda khanimgha iki il (Fatima Farida khanimへの 2年) /Karima 

Ishmuhamthaduva/169-170 

07) I:Iakimlar suzi (賢者たちの言葉) (論説)/111 

08) Idaradan jaVablar (編集部からの返答) (連絡J/171-172 

3・10号 (1916.3.18)

01) [Shicr (詩)] Kul ali! (ご覧なさし、!) (詩 /Isanbat/173

02) Baqir kuz柑λzadkhat面ldan沖(赤銅の目「自由な婦人j から) (文学J/Qazanli Fãti~ 

Say白/174・176

03) Qu町1江lr可 s品hqizi (ωQu町ra可ysぬhの娘) (文学J/川F.B.S釦ula戸n煽an凶iy戸a/177-181

04) Yaおshl吐li培単g副im 私の若き頃) (詩J/Fatima Jabusuva/182 

05) Ir bi1a khatunning Ca)iladaghi mushtarak va~ïfalãrï (家庭における夫と妻の共通の責

務) (論説)/Baghbus泊n/182・184

06) Karmin Si1va (Carmen Sylva) (論説)/B./185-186 
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07)…ga (ー・へ) (詩J/Kiikib/187 

08) VIαqt ghazi:tasining iin ili (ワクト紙の 10年) (論説J/ldara/187 

09) Idaradan javablar (編集部からの返答) (連絡J/188 

3・11号(1916.4.1)

01) [Shi(r (詩)] Mar1).ilm sha(irga (亡き詩人へ) (詩J/M. Abrar Sa(idi/189-190 

02) Baqir kiiz <<Azad khatiinda恥(赤銅の目「自由な婦人」から) (文学)/Fati与Sayfi

(QazanlO/190・193

03) Ir bilan khatiinning 'a'iladaghi mushtarak vaがfalari(家庭における夫と妻の共通の

責務) (論説J/Baghbustan/193・195

04)λghimgha qarshi…! (流れに逆らって…!) [文学J/λqa/195・198

05) Tiirmish iibqiininda (生活の深みで) (詩 /Isanbat/198

06) Tabi(i yiillar birla divalanii (自然な方法での治療) [論説J/ A1).mad I:Iabibi/199・201

07) Uqitiichilar tirasinda 教師たちのまわりで) (論説J/Iskandari/201・203

08) Balalar tarbiyasi (子どもの養育) [論説J/203・204

3・12号(1916.4.16)

01) Talaf illar (滅びの年々) (詩J/B. Mirzanuf!205・206

02) Quraysh qizi (Qurayshの娘) (文学J!F. B. Sulaymaniya/206・208

03)λghimgha qarshi (流れに逆らって) (文学J/λqa!209・211

04) Va~ifalãr (責務) (論説)/Baghbustan/212-215 

05) [Shi(r (詩)] Shafaqat tiitashlarina (看護婦たちへ) (詩J/Gh. ~an(ati/215 

06)λnalar va balalat tarbiyasi 1).aqqinda (母親と子どもの養育について)(論説J/A(mad 

(Ali Halimi/216・219

07) (Iffat tiitashgha javab ((Iffat tiitashへの返答) [論説J/219・220

3・13号(1916.5.1)

01) [Shi(r (詩)] Yulda (道で) (詩);N. Dumavi/221-222 

02) Inglitrada khatiinlar与arakatiningtarlkhi (イギリスにおける婦人運動の歴史)(論説〕

/222-225 

03)悶latunqizlar isiyizdi (婦女子の大会) [論説J/(I~mati/225・227

04)む白 khatiraltiti ウフアの思い出) (論説J/F. B. Sulaymaniya/227-228 

05) Turmishim (我が生活) [詩J/Kanm Amiri/228 

06)λghimgha qatshi (流れに逆らって) (文学J/λqa/229・331

07) Tabi(i yiillar bilan divalanii (自然な方法での治癒) [論説J/幼madI:Iabibi/232-233 

08) Mu(allimalar uchiin qiïr~lãr (女性教師のための学課) (論説J/233-234 
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09)“Kilkhna yaninda baqcha" (r台所の側にある菜園J)(論説) /Mirsayyid 

Qarim/234・236

10) Yir yUzinda billghan khatilnlarning弱ni(地上にいる婦人の数) (論説)/236 

3・14号(1916.5.15)

01) [Adabiyat qismi (文学の部)] Umid yilldizina (希望の星に)(詩)/B. Mirzanuf!237 

02) <<Azada khatil伽(r自由な婦人J) (文学) !Fãti~ Sayfi Qazanli/238-241 

03) [Tarikh qismi (歴史の部)] Inglitrada khatilnlar与arakatiningtankhi (イギリスに

おける婦人運動の歴史) (論説)/Y.闘lalili/242・245

04) $ayra! (歌え!) (詩 /Isanbat/245

05) [Tarbiya qismi (教育の部)] Bizning bilrchimiz (我々の義務) (論説)/Amir cAli 

Ibr討limuf!246-247

06) Balalar nilikdan yalghani1ar (子どもたちはなぜ嘘をつくのか) (論説)/247・249

07) Qizlarimizni tarbiya va taClim ishi (我らが女子を養育し教育する仕事)(論説J/Karim 

Musharrafuf!249・251

08) Fatima 阻labusuvajavabi (Fatima 阻labilsuva の返答) (論説 J!Fatima 

Khabusuva/251・252

09) Zilaylukga (Zilaylilkへ) (詩J/Zukam/252 

3-15/16号(1916.6.15)

01)昭利irgivaqtqa bir qarash (現在に対する 1つの見解) (論説)/Y.岡田lili/253・257

02) [Adabiyat qisrni (文学の部)] Tiltqin bilbilim (囚われの我が小夜鳴き鳥) (詩)/B. 

Mirzanuf!257・258

03) <<Azad khatiln>> (r自由な婦人J) (文学J/Fãti~ Sayfi Qazanli/258-261 

04) Quraysh qizi (Qurayshの娘) (文学)!F. B. Sulaymaniya/262・264

05) Kilzlan (瞳) (詩!Isanbat/265

06) [Tankh qisn1i (歴史の部)] Ir-khatiln n1節、lasinatilbdanrak qarash (夫と妻の問

題に対するより深い見解) (論説J/cA. Y./265・268

07) Ilizavita Blilkiyil (Elizabeth Blackwell) (論説J/268・271

08) [Tarbiya qisI11i (教育の部)] Balani tarbiya itil (子どもを養育すること) [論説〕

/Baghbustan/272・283

09) Bakildan tilrkistangha (パクーからトノレキスタンへ) [論説J!F. Su1tanbik!272・283

10)司abiCiyilllar bilan divalanil)) (r自然な方法での治療 J) [論説) /幼mad

Habibi/275-281 

11) Frilktalardan variniya (果物のジャム) [論説J/281・283

12) (無題) (連絡J/284 
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3・17号 0916.7.15)

01) [Adabiyat qismi (文学の部)] Yazighi tangda (春の暁に) (詩)/Isanbat/285 

02)何時ghiminutlar (最後の瞬間) (文学)/M.A与mar/286・290

03) [Tankh qismi (歴史の部)] Ir-khatun maslalasina tubdanrak qarash 夫と妻の間

題に対するより深い見解) (論説)/cA. Y./290・293

04) [Tarbiya qismi (教育の部)] cAli1a va aning va~ïfalãñ 家族とその責務) (論説〕

/Ral).imjan Atnabayif!293・299

05) [Filiyatun (学芸欄)] Bakudan turkistangha (パクーからトルキスタンへ) (論説〕

/F. Sultanbik/294・298

06) Balalar tarbiyasi (子どもの養育) (論説)/299・300

07) Marl)Uffia mucallima Kamila khanim mu写affariya(女性教師故 Kamilakhanim 

mu写affanya)/Idara/300 

3・18号 0916.7.18)

01)阻latunlarva~ïfasï 婦人たちの責務) (論説)/Sh. A./301・304

02) [Adabiyat qismi (文学の部)J割rdaryabuyinda (シルダリア河畔で) (詩)/M. 

Manaf!304-306 

03) Qu町1江lr可 s品hqizi (匂Qu凶ta可ys品hの娘) (文学)/月F.B. S釦ula戸nani坊yaν/306-309

04) [Tankh qismi (歴史の部)] Fransiyada khatunlar uyghanuvining tarikhi (フラン

スにおける婦人たちの目覚めの歴史)/310・315

05) [Filiyatun (学芸欄)Ju伝damucallimalar qu時iningimti恒ni ウファでの女性教

師の学課の試験) (論説)/Qiy盈nYuldashuf!310・313

06) Marl)uma Kamila khanim Mu写affariya(故 Kamilakhanim Mu写affariya)/316 

3・19号 0916.8.1)

01) [Adabiyat qismi (文学の部)] [Shicr (詩)JChachak (花) (詩)/J. Yumayif!317 

02) Dunya yaratilghat1da (世界が創造された時に) [文学)/B. Mirzanuf!318・319

03) Quraysh qizi (Qutayshの娘) (文学)/F. B. Sula戸naniya/320・322

04) Parakhudda (汽船で) [詩)/Sunthalay /322 

05) [Tankh qismi (歴史の部)] Mi11i tatikhi (民族的歴史)/323・324

06) [Tarbiya qishii (教育の部)] cAlilaning niqlighi ni bir1a? 家族の堅固さは何によ

って?) [論説 /Ral)imAtnabayif!324-331 

07) [Filiyatun (学芸欄)] (必atau持 buyinda (rアラ・タウ」麓で) [論説) /F. 

Sultanbik/325・330

08) [Maktublar (投書)] [無題:投書) [論説)/331・332
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3・20/21号(1916.9.1)

01) ~üghish ham khatunlar (戦争と婦人たち) [論説)1333・337

02) [Adabiyat qismi (文学の部)] Shicr (詩) [詩JIMaQ.mud Badili/337 

03) Uchitil ham yughalghan idiyal (教師と失われた理想) [文学JIBurhan 

Mansur/337 -342 

04) Quraysh qizi (Qurayshの娘) [文学)I F. B. S叫aymaniya/342・345

05)む1(彼女) [詩J/K. Amiri/345・346

06) [Tankh qismi (歴史の部)] Ulun Bika (むlunBika) [論説JISh. A./346-348 

07) Pitraghrad lazaritindan (べトログラードの病院より) [論説) I喧alim

cUmaruf!348-355 

08) [Filiyatun (学芸欄)] Bakudan turkistangha (パクーからトルキスタンへ) [論説〕

/F. Sultanbik/349・354

09) [悶labarlarqismi (諸情報の部)J[無題:情報J[論説J1355・356

3・22号(1916.9.24)

01) Kil irkam! (来い、愛しい人よ!) [詩)1M. Sacidi/357 

02)λzad khatu白(自由な婦人) [文学J/FatiQ. Sayfi Qazanli/357・362

03) Quraysh qizi (Qurayshの娘) [文学)/F. B. Sula戸naniya/363・366

04) [Filiyatun (学芸欄)]加 qizi(水の娘) [文学)1M. D./366・372

05)…ga (…へ) [詩)IIlham/367 

06) [Tankh qismi (歴史の部)] Birta白n-Zutrlir(Bertha von Suttner) [論説J1368・371

07) MarQ.uma SãtacI~mat (故SaracI~mat) IQayghirilchi/371・372

3・23号(191IJ.1b.19)

01) Qir abiyi (野の老婆) [文学J1M. Sacidi/373・377

02)別ちraBiktt ham anasi (別ちraBikaとその母) [論説JISh. A./377・381

03) [Filiyatuh (学芸欄)J加 qizi(水の娘) [文学J1M. D./379・387

04) Dunyanirtg iutli puchmaghinda khatuh-qiz (世界の様々な場所での婦女子) [論説〕

/旬.Zayni/382-386 

05)白白dakurganlarim (ウファで私が見たもの) [論説J/F. B. Sulaymaniya/387・388

3・24号(1916.10.24)

01) Turmish ni bilan masCud? (生活は何によって幸福か?) [論説J/Y.陥alili/389・391

02) Dustima (我が友へ) [詩)IB. Mirzanuf!392 

03) Quraysh qizi (Qurayshの娘) [文学J/F. B. Sula戸naniya/392・394
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04) [Tarbiya qismi (教育の部)J官 ilava aning va~ifasi (家族とその責務) (論説〕

IRaJ:limjanλtnabayif!395-403 

05) [Filiyatun (学芸欄)J加 qizi 水の娘) (文学)1M. D./398・403

06) 3 milyardliq yanga zayum (30億の新しい国債) (論説)1404 

4・1号(1916.11.20)

01) Qizlargha mil1i gimnaziya (女子のための民族ギムナジア) (論説)!Y.阻1alili/1・5

02) Qiz bala (女子) (詩!Isanbat/6

03) Tatar khatun-qizlari (タタールの婦女子) (論説)ICAli A手gharGha臼ruf!7・10

04)百日iskhatirasi チフリスの思い出) (論説)1恒birjanI:Iaji cArabshah ughli cAbbasuf 

Ayaguzi/11・15

05) [Filiyatun (学芸欄)]加 qizi 水の娘) (文学)1M. D./l1・14

06) Muslimalar gimnaziyasi (ムスリマたちのギムナジア)(論説)/F. B. Sulaymaniya/16 

4・2号(1916.11.20)

01) Uqituchu qiz 教師である娘) (詩 IIsanbat/17・18

02) Shahrda (街で) (文学)/Viq匂119

03) [Tankh qismi (歴史の部)] Suyum Bika (Su卯 mBika) (論説)ISh. A/20・21

04) Javab kutam (私は返事を待つ) (詩)/Fiyilam/22 

05) Suyiklima baghishlim (我が恋人に捧げる)(詩)1$.昭和 cArabshahughli Ayaguzi/22 

06) Tiflis khatirasi (チフリスの思い出) (論説)I$abirjan Ayaguzi/23圃 24

07) [Filiyatun (学芸欄)J加 qizi 水の娘) (文学)1M. b./24・29

08) Cλ)ila va aning va写ifalari(家族とその責務) (論説)IRa1).imjanλ回abayif!27・30

09)悶latira(思い出) (文学)1$. J./31 

10) Girmaniyaning islamgha iki yaqli qarashi (イスラームに対するドイツの 2面的な見

解)132 . 

4・3/4号(1916.12.15)

01) Il yuldizi (国の星) (詩)IIsanbat/33 

d2) Quraysh qizi (Qtitayshの娘) (文学)/F. B. Sula戸naniya/34・37

03) Vatan yulinda， Napalyunning pulshali khatuni (祖国のために、 Napoleonのポーラ

ンド人夫人) (論説)138・41

04) Yandirilghan khatt (燃やされた手紙) (詩)IJ. Yumayif!41・42

05) [Tankh qi包smi 歴史の部)JSuyu山lffiB町ika(S釦a戸卯1mB町ika) (論説]ISh. A/4伯3-46

06) Yat口ima 孤児) (臼詩寺剖) !Dhi al.羽.

07)王坦1副larimi包zbi政k亙achi凶qli(我らの状況は非常に悲しし、サ) (論説)IQirimli Amina 1旧a 
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Rashiduva/47・48

08) Biiinchi qar (初雪) (詩]/Gulzarski/ 49 

09) Tabilghan khag (見つかった手紙) (文学]/Z. N./49・50

10)λvilda qizlar maktabi (農村で、の女子マクタブ) (論説] /~. Ayaguzi/51-56 

11) [Filiyatun (学芸欄)J加 qizi 水の娘) (文学J/M. D./52・58

12)咋 ilava aning va~ifalãri (家族とその責務) (論説]/R功imjanAtnabayif/57・60

13) <<Mi1li kimnaziya>> tursinda bir iki suz (r民族ギムナジア」について申し上げること)

〔論説J/胞団dichaUrski/60・61

14) Fatima khanima baghishlim (Fapma khanim に捧げる) (詩] /Ruqayya 

Ibrahimuva/61 

15)胞la凶mlardiqqatina (ご婦人方へ) (論説J/61・62

16) Yardam itik ali (援助しましょう) (論説J/62・63

4・5号(1917.1.10)

01) [Shi(r (詩)] (無題J(詩J/M功mudBadili/65 

02) Vatan yulinda， Napalyunning pu1shali khatuni (祖国のために、 Napoleonのポーラ

ンド人夫人) (論説J/S. J./66・71

03) ~üghish ham musulman ili (戦争とムスリムの国) (論説J/(Arifλlparuf/71・73

04) Shifakhanada (病院で) (論説J/F. Sultanbik/73・75

05)ι台ilava aning v~ifalãri (家族とその責務) (論説/R.al).imjanAtnabayif/75・77

06)λvi1larda qizlat maktabi (農村での女子マクタブ) (論説J/~. Ayaguzi/78・80

4-6号(1917.1.28)

01) Sungan yuldiz (消えた星) (詩J/B. Mirzanuf/81 

02) Tatar qiz (タタールの娘) (詩J/Burhan Man持r/82・83

03) Maktab kitablarimizda rasmlar (我らのマクタブの書物のなかの絵) (論説J/(A. 

Battal/83・87

04) Baghishlab (捧げて) (詩J/<(Kukib沖/87

05)咋 ilava ariing va~ifalãri (家族とその責務) (論説J/Ral).imjanλ佃亙bayif/87・93

06)加 qizi(水の娘) (文学]/M. D./88・95

07) Mary副11tutash Ral).n1anquluvagha i(analar (Maryam tutash Ral).manquluvaへの寄

付) (論説J/94・96

4・7/8号(1917.2.15)
01) ~ülghãn chachak (しおれた花) (詩J/B. Mirzanuf/97・100

02) Shafaqat伺tashi(看護婦) (文学J/Fatil). Bakr/100・104

155 



03) Puchta uynaghanda (郵便遊びで) [文学)/J. Y./104・106

04) Kishi tavishi (人の声) [詩 /Isanbat/106

05) Maktab kitablar・imizdarasmlar (我らのマクタブの書物のなかの絵) [論説)/(A. 

Batta1!l07・111

06) (たilava aning va~ïfalãrï (家族とその責務) [論説)/Ra恒mjanλtnabayif/112-115

07) Qart babay (老人) (文学)!F. Ibr油 imuf!116

08) Qiya' (Qiya') (文学)/M. Uqm匂i!116-119

09) Kazachi khatun qizlari (カザークの婦女子) (論説)/N./119-121 

10) Turmishimizdagm qaranghi bir lavl:J.a (我々の生活における暗し、 1枚の図) [論説〕

!F. B./121-122 

11)むri叫ibir tav~ïya (適切な勧め) [論説)/(Ali Qulatqi!122-124 

12) Bukharada khatunlar (ブハラでの婦人たち) [論説) /Zaynab Musa qizi 

Av与adiyiva/124-125

13) Maktublar (投書) [論説)/125・127

14) Mary田ntutash Ral:J.manqu1uvagha kilgan i(analar (Maryam悼tashRal:J.manqu1uva 

へ届いた寄付) [論説)/127・128

4・9号(1917.3.15)

01) Buyuk rivalyUtsya (大革命) [論説)/(A. Battaν129・135

02)闘1atunlarningl:J.at;lirgi v~ïfalãrï (婦人たちの現在の責務)[論説)!Y.阻1alili!136・138

03) l:Iurriyat dt.myasinda (自由の世界で) (論説)/Shahid A与madiyif/138-142

04) Musulman Idiatunlarining tavishlari (ムスリム婦人たちの声) [論説)/142・143

05)阻曲目凶arghatigiz l).uquq (婦人たちに平等な権利を) [論説)/143・144

06) MatyaItl tutash Ral).manqu1uvagha i<analar (Maryam tutash Ral).manqu1uvaへの寄

付) [論説)/144・裏表紙

4-1d号(1917.4.6)

01) ~匂tirHyat anasi神 Brishku・Brishkufskaya(r自由の母JBreshko-Breshkovskaia) [論説〕

/145-147 

02) Yangarghan rusyada (新生ロシアで) [論説)/(A. Bana1!147・150

03) 阻泊tunlardaghi 弱ylau l:J.uquqi (婦人たちの選挙権) [論説) /Shahid 

Al:lmadiyif;151-153 

04)λzad khatun (自由な婦人) [論説)!Y.悶1./154・156

05) Inqilab kunlarinda tatar khatun-qizlari (革命の日々におけるタタールの婦女子) [論

説)/157・159

06)悶1atun-qizning加t;lirgial:J.vali l:J.aqqinda matbu(at fikri (婦女子の現在の諸状況につ
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いての出版物の考え) [論説)/159・裏表紙

07) Maryam tutash Ral:tmanqu1uvagha i'analar (Maηr田ntutash Ral)manquluvaへの寄

付) [論説)/裏表紙

4-11/12号(1917.5.10)

01) Mal)abbat yimishi (愛の果実) [詩)/B. Mirzanuf!161・162

02) Musulman grazhdanlar! (ムスリムの市民たちよ!) [論説)/163-164 

03) Muslima qardashlarimizga (我らがムスリマ同胞へ) [論説)/<<Tutashlar持/164-165

04) Maskav muslimalari kamititi tarafindan khitabnama (モスクワのムスリマたちの委

員会からの文書) (論説)/Maskav muslimalari k盈nititi/165・166

05) Qazandaghi 'umumi muslimalar isiyizdi (カザンでの全ムスリマ大会) (論説)!y. 

Khalili/166・174

06) Samarqandda muslimalar jiyilishi (サマルカンドでのムスリマたちの集会) (論説〕

/'Abd al・HamidζAzamat/175-176

07) Uqituchul亙risiyizdi (教師たちの大会) (論説)/Qiy盈nYuldash/177-179 

08)阻latunlarningtuzuchi (婦人たちの法制定) (論説)/Viq益事/179・181

09) l:Iu町iyatmunasabati ila (自由について) (論説) /~ãbiりãnAyaguzi/181四 183

10) Mamadish jiyilishi (ママドィシュの集会) (論説) /Quyash Javvaruva，式liya

Fa写lu11ina，Fakhn Salimuva/183-184 

11) Mu'allimalar qur頃(女性教師の学課) (論説)/185・186

12) Khatunlarnihg saylaugha qatishulanna shari'at yaghindan qarash (婦人の選挙参加

についてシャリーアからの見解) [論説)/187・189

13) Yanga ghazitalar (新しい新聞) (論説)/189・192

14) Ikinchi mu'allimalar qür~i achila (2固めの女性教師の学課が開講する)(論説)/192・

(裏表紙)

15)悶lanimva tutashlar uchun iki ayliq ta'lill1 va tarbiya qu時la.n (婦女子方々のための

2ヶ月間の教育と養育の学課) (論説)/裏表紙

4-13/14号(1917.6.25)

01) Il analarina 国の母たちに) (詩)/Chinakay/193-194 

02) Milli buruch (民族的責務) (論説)!y.胞lalili/194同 198

03) 'Umumi musulman isiyizdinda khatunlar/S匂匂mB武αmukhbin(全ムスリム大会で

の婦女子) [論説)/198・201

04) l:Iu町iyatdavrinda kl泊泊n-qiz 自由の時代における婦女子) (論説) /Karim 

Musha町afuf!201・203

05) Uqituchilar isiyizdi 教師の大会) (論説)/Qayy百mYu1dash/203-206 
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06) (Umumi muslimalar isiyizdining uchunchi kuni (全ムスリマ大会の 3日め) (論説〕

!y.悶lalili/207-214 

07) Malmizhda khatun-qiz l).arakati (マノレムジュでの婦女子の活動)(論説)/(Abd al-I:Iayy 

Dinm叫lammad/214・216

08) S匂川mBika mushtarilarina (Wスユム・ピケ』購読者方々へ) [連絡)/裏表紙

4-15号(1917.8.14)

01) [無題:詩) [詩)/M功mudBadili/217 

02) Milli va madani mukhtariyat (民族的文明的自治) [論説)!y.胞団lili/218-221

03)姐latun-qizmas'alasi (婦女子の問題) [論説)/ Amina Shams al-Diniya/221・222

04)阻latunlarmas'alasi (婦人問題) [論説)/(Abd al・I:IayyDinmul).ammad!223・227

05)阻latunlarl).urriyati (婦人たちの自由) [論説)/227-230 

06)(台ilava aning va~ïfalãrï (家族とその責務) [論説)/Ral).imjanλtnabayifl231・232

4-16号(1917.9.3)

01) I:Iurriyat kunlarinda (自由の日々に) [詩)/8. Mirzanufl233 

02)阻latunlarmas'alasi (婦人問題) [論説)/(Abd aI-I:Iayy Dinmul).ammad/234-239 

03)隠1駐日n-qizl).aqqinda (婦女子について) (論説)/Shaykh Al1ah Zina/239 

04) Khatunlarning masjidga yurulari l).aqqinda (婦人たちがマスジドに行くことにつし、

て) [論説)/Mu与ta伍与idqi/240・241

05)切ghish(戦争) (詩)/Karima (U出manuva/242

06) Tatushinda mu(allimalar quが(テテュシでの女性教師の学課)[論説)/与吋/242・244

07) (Izra'il ((Izra'il) (文学 /~adrï J ala1!244・248

08) Mu(allima kirak kishilarga (女性教師を必要とする方々へ) [論説)/Idara/248 

4-17号(1917.10.20)

01) Il bashi 国の頭) [詩)!F. Burnashufl247・250

02)S匂他mBikαuchunshadliqli kuni (Wスユム・ビケ』にとって喜びの日)[論説)/250・252

03)λq剖nialu (鷲を取り外すこと) [論説)/252・255

04)阻泊tunlarmas'alasi (婦人問題) [論説)/(Abd al-I:Iayy Dinmul).ammad/256・260

05) Ghayratim (我が情熱) [詩)!Fiyilam/260・261

06)隠語tunlarl).i符asi 婦人たちの部) [論説)/261・262

07) [無題) (連絡)/Idara/262 

4・18号(1917.12.10)

01)加ghishda(戦争で) [詩)/(A. Lu凶/263帽 267
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02) [Adabiyat (文学)]Janbula tauvinda (ジャンブラ・タウで)(文学J/K叩 /267・269

03) Uchriditini持braniyaga弱ylaularaldinda (憲法制定会議への選挙の前に) (論説〕

!Falak Zada!270・271

04)阿国lqqurultayinda muslima tilagi (人民クリルタイでのムスリマの願し、) (論説〕

/Khiruk/271・273

05) Uchriditini与abraniyava musulman khatuni (憲法制定会議とムスリム婦人) (論説〕

/Rusya muslimalari markaz byiirasi/273・275

06)胞la凶叫aming寺aylaughaqatish剖aritiyish (婦人たちの選挙参加は必須で、ある) (論

説)/(λlimjan b. MuJ::tammadjan al・Barudial-Mu釦/275-276

07) Tuqiz ayliq J::tisab (9ヶ月間の総括) (論説J/Y.悶lalili/276-279

08) Birdan artiq khatun alu J::taqqinda (1人より多く妻を要ることについて) (論説〕

/(Alimjan b. MuJ::tammadjan al・Barudial・Mu丘i，qa<;lilar/280 

09) [町if~ al-~i助at (保健)] Tazarinu 健康になること) (論説J/RaJ::timjan 

Atnabayif!280・282

10) Idaradan (編集部より) (連絡J/282 

5-1号(1918.1.8)

01)λyi写lu (λyi~lü) (詩)!F. Bumash/1・4

02) Tabrik itam! (私は祝福する!) (文学)!Fash/4・8

03) Sabab narsa? (理由は何?) (論説J/(A.:M. Ghafuri/9・12

04)魁latunlarghairlar bi1a与uquqdatigizlik nichun kirak? (婦人たちにとって男との権

利における平等はなぜ必要か?) (論説J/S. Jala1!12・14
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1902. Ad，品-itaCl加 .Orenburg.

1903(a). Mωhhur khatunlar. Orenburg. 

1903(b). AsmaJ yaki camal vajazaJ. Orenburg. 

1904(a). cNilα， Kazan. 

1904(b). NIαs仇atbirinchi. Kazan. 

1905. N，邸前αtikinchi. Kazan. 

1908. Ahl-Cayal. Orenburg. 
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